
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　科学と魔術はひっくり返る　Become_to_War.









　ああ、ローラよ、全く罪なき可か哀わい想そうな娘。

　人の子は逆立ちしたって己の親を選べない。あんな魔術師と関わらなければ、何もこんな事にはならなかったはずなのに。




「ぶはっ!!　はあ、あ、ばはあッ!!」

　一二月の深夜。冷たい雨の降りしきる学園都市の暗闇の中であった。

　本来であれば救済の象徴であった、ある医者が居を構える病院の、まさに正面。濡ぬれたアスファルトの上で溺おぼれるような口振りで、長い長い金髪の女は空気を求めて口を開閉していた。

　何の比ひ喩ゆ表ひよう現げんでもない。

　本来ならベージュの修道服を纏まとう最大主教アークビシヨツプはうつ伏せに倒れていたのだろうか。しかし実際には、その半身はもはや駐車場の中へと沈み込んでいる。あたかも、黒々とした深夜の海へと沈められていくかのごとく。

　そして、この場にはもう一人。

　元々の面影など残さない、今や長い銀の髪をたなびかせ、青のブレザーと魔女の帽子やマントを組み合わせた可か憐れんな少女へと化けた魔術師が、薄ら笑いを浮かべながらこう囁ささやいたのだ。

　赤子だったアレイスターの愛まな娘むすめリリスを殺すきっかけ、近代西洋魔術を見境なく世に放ったメイザース。欲深き男によって召喚されたコロンゾン。そしてかの大悪魔に憑ひよう依いされたもう一人の娘、ローラへと。

「魔術の世界では象徴が重要視される」

　魔術師アレイスター＝クロウリー。

　彼または彼女が講釈を垂れるのは、学園都市統括理事長という席に永らく身を置いていた弊害か。あるいは『娘』を前にして、人の親としての側面が顔を出してきたからか。

「それは特別な個人や民族が守る銀の武器や大理石の遺跡に限った話ではない。腰帯を巻きつける、槍やりで突く。誰にでもできる当たり前の行為にも付加価値がついていく訳だが、よもやここまできて一つ一つが何を指しているかはいちいち説明しないぞ。重要なのは、あらゆる事象には意味があるという事なのだ、コロンゾン。元々あったというよりは、我々のような愚か者がインターネットアドレスのように何でもかんでも割り当てて使い潰していった結果、『空き』がなくなってしまったといった方が近いかもしれんがね」

　ぐっ、と力が加わった。

　必死になって黒々と濡ぬれたアスファルトから抜け出そうとするローラ＝スチュアートの、美しき金の前髪に彩いろどられた白い額。

「では、今回は十字架を拝む聖マルガリタの話に倣ならおうか。貴様も私に負けず劣らず、そういう勧善懲悪は大嫌いだろうからな」

　そこへ、父親は己の革靴のカカトを押し付けていたのだ。

「踏みつける」

「……、い、スター」

「悪魔を引ひき剝はがし、その力を奪い、災いを取り除き、平穏が帰ってきたと宣言する『象徴』だよ、大悪魔コロンゾン」

「アレイスター＝クロウリーィィィいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!!???」

　長い長い時間をかけて月の光を浴びせて力を蓄えてきた、魔性の象徴たる黄金の髪が蠢うごめく。太古の魔女とも未来の宇宙人とも言えない、どこか軸のブレた恐怖が噴出する。もはや想像力の外にある存在。何の備えもなく大悪魔と対たい峙じすれば、物理的なスペック以前に魂こん魄ぱくの方が傷つけられ、屈服を強いられていたかもしれない。

　だが近代西洋魔術の全てを創った魔術師は、違う。

　銀が金を、潰す。

　ズンッッッ!!　と、もがくローラの可か憐れんな面を黒々としたアスファルトの奥へと埋めていくが如ごとく、アレイスターの足の重圧がさらに増す。いいや、それは銀の魔女の力だけではない。学園都市とはかの魔術師の聖域、かつてイタリアの小島にあったテレマ僧院の再現。その全てを使って超重力にも似た『封』をねじ込んでいく。

「正しさにしてやられる屈辱はどうだ。ではマルガリタ様から離れ、小賢しい技術の話をしよう」

　かのアレイスター＝クロウリーから、直々に来た。

「西旗。二重に重なる象徴と色彩設計によってかの悪性を拒絶せよ。我は汝なんじの性さがから疑義を払ふつ拭しよくできず、よって一切の繫つながりを断つ事で守りを得る。さらに語れば守りに際し咎とがなき我がこの場を離れる必要なし、悪たる者はその責により自ら退出するがよい!!」

　元々、このために学園都市を設計した訳ではない。

　ローラ＝スチュアートの正体が実の娘の肉体を借り受けた大悪魔コロンゾンだと分かっていれば、彼の『計画プラン』は最初からこんな形にはなっていなかった。

　しかし、重要なのはそこではない。

　その魔術師は魔術の何たるかを定義し、そこに記載された全てを支配する。今となっては忌いまわしく、呪わしいものであったとしても、実力に陰りが生まれるほど彼は凡才ではない。憎くても、苦しくても、それでもアレイスターは本物の魔術師なのだ。そしてそんな『人間』からすれば、目に見える世界の全ては魔術であった。息を吸って吐き、立って座り、歩いて止まる。路傍の石も、亀裂から生えた雑草も、あらゆる物質は神秘へ繫つながっているのだ。

「私をきちんと殺してメイザースとの約定を果たさねば、契約から脱する事はできない、か。貴様も貴様で哀れだな、大悪魔」

「……っ、……」

「とはいえ、こちらが何か遠慮をする理由など一つもないのだが」

　特別な何かなど、いらない。

　近代西洋魔術とは特別な才能なしに万人が平等に神秘を設計するための技術体系であり、故にこそ、とある魔術師の家族を引き裂いていったのだから。

　すでに死したメイザースの命めいを守り続けるしかない大悪魔へ、アレイスターは宣告する。

「私が築いた全てを使って、貴様の足を止めてやる。コロンゾン」

　もはや、相手の言葉すら許さなかった。

　永らく憑ひよう依いされてきたとはいえ、実の娘を足あし蹴げにする父親の胸の内はいかばかりか。

「ここまでやっても、所詮は時間を稼ぐだけだ。今のままでは貴様を殺す事はできん。だが我々が稼いだ時間で何をどこまでできるか。封の中で考えよ、全世界のあらゆる国や地域が紀元前から全く変わらぬ懲役を採用しているように、時の浪費とは万人共通の負荷となる。なぁに、私と貴様の仲だ。貴様ならようく分かるだろうし、だからこそ、それが一番の恐怖と苦痛となるだろうよ」

　どぷんっ、という泥のように粘ついた音があった。

　もはや体感的には小惑星に匹敵する重圧。アレイスター＝クロウリーは己のカカトを使って黒々と濡ぬれたアスファルトの奥へと大悪魔をねじ込んだのだ。

　バヂィッッッ!!　と。

　直接。天から裁きのイカズチが落ちるような異音と共に、学園都市の動脈たる複数の幹線道路が不自然な閃せん光こうを瞬またたかせる。

　描かれるは巨大な正三角形。そしてその中心に刻み付けられた十字。

　近代西洋魔術を少しでもかじっている人間なら、すぐに西旗だと分かるだろう。儀式場において悪たる力の塊───例えば『天テ使レのズ力マ』とは似て非なる、人に仇あだなす性質の何か───を監視してその接近を拒絶する事で術者を守る、数ある象徴武器シンボリツクウエポンの中でも極めて便利な追つい儺なの印だ。善にして有益な力の塊には問題なく、悪にして無益な力の塊のみに斥力を働かせるという使い勝手の良さもポイントである。

　一瞬だった。

　閃せん光こうが消えた後には何も残らなかった。

　アスファルトの中へ沈んでいった金色の悪魔すらも。

　ただの濡ぬれて黒々とした路面を見下ろし、アレイスターは呪じゆ詛そでも吐くように呟つぶやく。

「……全てはここからだ。稼いだ時間は有効に使わせてもらおうか」

　そう、こんなものは前ぜん哨しよう戦せん。対症療法。楽観などできない事を、優れた魔術師であるその銀の少女は深く理解していた。直径数十キロ、街を丸々一つ使った封と言えばさぞかし聞こえは良いいが、もちろん最初から対コロンゾンを見越して都市設計をした訳ではないのだ。元から蜘く蛛もの巣すのように張り巡らされていた幹線道路を繫つなぎ合あわせてそれっぽい意味を与えただけ。あくまでも、上かみ里さと翔かけ流るを呼び戻すため烏からす丸ま府ふ蘭らんが挑戦した巨大な陣形からインスピレーションを借りただけの、その場しのぎでしかない。

　この程度、ヤツであればストレートに食い破る。

　何しろアレイスターの予測が正しければ、おそらく『あの』聖守護天使エイワスを正面火力で押し返すほどの力があるはずなのだから。

　現時点で、人類に根本的な対抗手段はない。

　こんなその場しのぎの時間稼ぎも、対処法を学習されてしまえばそれまで。次、ローラ＝スチュアートがここから顔を出せば、もう誰にも止められなくなる。

「……っづ」

　銀の少女から、吐血の音があった。

　科学的な能力とオカルトな魔術の競合などではない。それ以前に、最初の最初から魔術とは危険な代物であった。放った当人が気づかず、巡り巡って人の命を奪いかねないほどに。

　この広い世界に、自らが行使した魔術の悪影響を放り出すなど許さない。

　自らが行使した魔術の反動を己の体にしっかりと返す。口元に手を当てながら、それでも少女の形を取った誰かがうっすらと笑っていた。魔術師、かくあるべしと。真冬の雨に打たれながら、もはや何もない地面を見下ろし、そして『人間』はぽつりと呟つぶやいていた。

「……必ず返してもらうぞ、コロンゾン。私の二人目の娘も」







　学園都市の都市機能はその一切が停止した。

　もちろんこの街で暮らす二三〇万人は、大悪魔コロンゾンなど知る由よしもない。彼らが目撃したのは、ただ雷光のような一瞬の『光』であった。直後の大停電から、全体としては配電系のトラブルを連想した人が多かっただろう。

　しかしＳＮＳや検索ワードなどで簡単に統計を見る事もできない。

　混乱防止のための公式アナウンスも出てこない。

　……他の多くと並行して、通信インフラも落ちてしまったのだからある種当然である。ネットやモバイルはデマの温床と断じる者もいるようだが、完全に遮断され個々が孤立してしまった場合も危険は危険なのだ。

『目に見えない怪物』が、あっという間に人の口から口へと渡っていく。

　ただの事故なのか、何かしらの攻撃なのか。

　長期化するのか、あらかじめ押さえておきたい物資はあるか。

　そして。

　外からの攻撃にしても中からの略奪にしても……このまま『ここ』にいても安全なのか？

　結果、皆が即座に『動いた』のは、やはり学園都市の人間は原因不明（という事で公式決着のついている）『大熱波』でインフラ破壊の厳しさを熟知していたからだろう。

　待っているだけでは、駄目だ。

　駄々をこねても意味はない。目に見える分かりやすい敵などいなくても、衣食住の剝はく奪だつは脅威の一言である。

　むしろ、倒せばそれで終わる『敵』がいない方が厄介かもしれない。

　つい先日、実際には人為的なマイクロウェーブ攻撃であった『大熱波』ですでに都市インフラ壊滅の恐ろしさが骨身に沁しみていた二三〇万人は迅速だ。突如起こった混乱に嘆くでもない、怒りの捌はけ口ぐちとして適当な責任者を取り囲むでもない。変化に適応できなければ、本当に死ぬ。自然界全体を考えれば当然で、しかしあまりにも冷たい論理が再び浮上してきた。まったく科学の街とは言いい難がたい、得体のしれない空気や気配のようなものを悟ってからは、本当に早かった。

「押さないで、まだまだ大丈夫じゃんよ！　バスに殺到する必要はない、トラックやダンプも解放しているから……」

　抱えられるだけの荷物を抱える子供達を前にして、緑のジャージの警備員アンチスキルがそんな風に先導していた。しかし肉声でそう叫んでいる大人自身も、実は一体何が起きているのか把握できていないのだ。あの閃せん光こうは何だ？　街中に無数に立つ風力発電プロペラはみんなやられたのか？　急な復旧作業が災いしたか、あるいは悪意的な攻撃なのか？　頭の中は疑問だらけだが、表に出せない。そんな事をすれば、住人の八割に届く学生達がパニックで大爆発を起こしてしまう。強大な能力を加味すれば、それは絶対に避けたい状況だった。

　とにかく言えるのは、今の学園都市は『大熱波』災害下と同程度の生存率まで環境レベルがダウンしてしまったという事。多くの子供達をここには残せない。全てが止まったので、いちいち追跡用のナノデバイスを打ち込む準備もままならない。

　ここから時代はどれだけ変わっていくだろう。

　彼らが普通に抱えている歯ブラシや貯金箱だって、『外』の世界からすれば異形のテクノロジーの塊だ。何より、子供達自身がミクロな量子論をマクロな物理現象にまで引き上げる、能力開発を受けた身の上である。

　そして、そんな中には普通の避難誘導には従えない者達もいた。

　例えば、全く同じ顔をした軍用量産クローンの少女達などである。

「あなたは一緒に来ないの？　ってミサカはミサカはコートの裾をくいくい引っ張ってみる」

　歳としで言えば一〇歳程度の、過保護なくらい分厚いコートで着膨れした小さな女の子だった。

　対して、現代的なデザインの杖つえをついて体重を預けているのは、学園都市最強の超レ能ベ力ル者５。

　一方通行アクセラレータは小さく舌打ちして、

「……色々あンだよ、こっちは」

「ミサカもついていった方が良いい？」

「ふざけろ、足手まとい以外の何にもならねェ」

　第一位のセンスとは全く嚙かみ合あわない、丸っこい軽自動車がやってきた。ハンドルを握っているのは芳よし川かわ桔き梗きよう。この手のクローン技術のスペシャリストでもある。

　助手席では、アオザイらしき衣装を纏まとう目つきの悪い少女がひらひらと手を振っていた。番外個体ミサカワースト。ミサカネットワークの中において、悪意的な部分を集中的に出力するよう調整された対一方通行アクセラレータ用ようの生体兵器である。

　白衣の研究者、芳よし川かわ桔き梗きようが運転席のドアを開けながらこう言った。

「挨拶はもう済んだ？」

「カタブツお姉さんは圧倒的に間違ってるんだよね。ここは二、三〇分ほど望遠で観察すべきだったよ、ぶひゃひゃ!!　あはあはは!!　せっかくこっちはミサカネットワーク経由で第一位のデレ顔を傍受しようと頑張ってたっつーのにいっ☆」

　もう一度、今度は悪意的な舌打ちがあった。

　第一位は呆あきれ返かえった様子で、

「他のクローンどもはどォしてやがる？」

「手配済みよ。全く同じ顔した女の子達をズラリと並べて人が集まるバスなんかには乗せられないから、名目上は貨物扱いにしているけどね。でも衣食住のレベルを考えると、密閉されたコンテナの中はそこらのワンルームマンションより快適だと思うわよ？」

「外へ出た後は？」

「これだけ衛星が地球の周りをぐるぐる回っているのに、秘密の花園って意外とあっちこっちに残っているのね。私、休職期間の使い方を間違えていたかもしれないわ。で、まさか『外』のマスコミ程度に嗅かぎつけられるとでも？」

　こつ、と一方通行アクセラレータは現代的なデザインの杖つえで濡ぬれたアスファルトを軽く叩たたいた。

　それからこう告げる。

「なら良いい」

「にっしっし。変わったねえ、第一位」

「何か悪い事なのかよ？」

「……あらいやだ、ほんとに一個上のステージに行っちゃってんじゃん。悪の側にどっぷりなミサカはちょっと寂しい」

　丸っこい軽の助手席で拗すねた子供のように唇を尖とがらせる番外個体ミサカワーストだったが、一方通行アクセラレータの知った話ではなかった。自分が今最強であると認識するのは、そこからの成長を諦あきらめた事と変わらない。それは、本当に強いと言えるのか。今の彼なら、疑問を挟む程度の余裕はある。

「長旅にゃならねェよ。すぐに済ませて元に戻す」

「あら。これを機会に、首輪を引き千切って自由な世界に羽ばたきたいとは思わないの？」

「本気で言ってやがンのか？」

　学園都市は悪意の坩堝るつぼだった。

　だけどこの街や協力関係にある外部組織がなければ、量産軍用クローンとして世に送り出された妹達シスターズは居場所を失う。医療器具にしても法的な問題にしても、『外』の世界はクローン人間に対してあまりに未整備。てっぺんに誰が立つにせよ、彼女達を守るには学園都市という枠組みが必要なのだ。

「……何も、本当に何も、心配いらないんだよね？」

　ぽつりと、小さな少女がそう呟つぶやいた。

　一方通行アクセラレータのコートをちょこんと摑つかみ、こちらを見上げるようにして。

「今度はもうケガなんかしないよね、ってミサカはミサカは確認を取ってみる」

「……、」

　さて、『普通の人間』ならここでどう答えるのが正解だったのだろうか。それは最強ランクに属するが故に、第一位には測れない。

　第三次世界大戦の時は、火急の用であったため打ち止めラストオーダーも共にロシアへ連れていった。何より、あの時の彼は精神的にも未熟であった。今なら、そう認めるだけの『強さ』がある。自分の手の届かない所に大切なものを遠ざけてしまう恐怖に耐えられなかった部分もあっただろう。嵐の海や吹雪ふぶきの山と同じく、一瞬でも手を離してしまえば二度と摑つかみ直なおす事はできない。本当に、そんな風に脅おびえていた。

　でも、それではダメなのだ。

　本当の信頼とは、そんな形ではないと彼は思う。

　これから一方通行アクセラレータが覗のぞき込こむのは、彼がこれまで築いてきたランカーとは全く異なる軸を持った別世界だ。何が起こるかなんて予測もつかない。だけど、そんな事とは関係なくこう言わなくてはならない。『強さ』にも色々種類はあって、ここで、こう言うために力を振り絞るのが己の望む『強さ』へ結実していくと、第一位はそう考えている。

　だから言った。

「心配すンな。必ず戻る」

「うん」

　さあ、仕事の時間だ。

　未練を振り切るようにして、一方通行アクセラレータはいくつかの奇跡にも助けられながら自分の手で作ってきた温かい世界から背を向ける。

　暗闇の向こうに、前人未到の戦場が待っている。




「今何時だと思ってやがるんだインデックス絶対アウトだよとんこつラーメンスティックとかだってこれお湯をかける前のカップラーメンを棒状に整えただけじゃん全然死ぬじゃん冬の雪山で遭難した時とかしか口にしちゃダメな塩分とカロリーの塊じゃねえかもおーっ!!」




「色目ッ!?　いやダメだと思うよ滝たき壺つぼしゃん自分の心で他人の本音を推し量っちゃあ貧血ミニチャイナと銀髪褐色包帯エジプトお姉さんが何をそんなどうしたですって大体お前特に読心能力サイコメトリーの使い手とかじゃないじゃんええー南南西からの信号は特に何の根拠にもならねえよ小麦色おねいさんの説明の方がねちっこかったって知らないよ助けてよ!!」




　ああ、と一方通行アクセラレータは珍しく遠い目になった。

　……やっぱり適度な距離感というのは重要な事なのかもしれない。




　　　　◇




　時と場所は変わって、エジプト、地中海沿岸。

　突き抜けるような青空に、湿度の低いからっとした空気。

　ここは目的地への、中継地点だ。

　そのまんま絵葉書にできそうなきめ細かい砂漠のど真ん中にある、緑のオアシスであった。そこに『隠れ家』が用意されていた。別荘のような形式ではなく、四角い箱のようなキャンピングカーだ。

　舞台がエジプトであれば、全身包帯の褐色美人の独壇場となりそうなものだが、ネフテュス、娘ニヤン々ニヤンといった『魔神』達はどこにもいなかった。そもそも彼女達は俗世の思惑によって行く先を左右される存在ではない。ただし、生粋の戦闘狂であれば黙っていても争乱の中心に現れる。銀の少女としてはそうあたりをつけていた。

　ここはあくまでも、手て垢あかにまみれた人の世だ。

「これで最後の借りは返したぞ、アレイスター」

　金髪にサングラスの少年、土つち御み門かど元もと春はるはそう告げた。

「今のところは安全な隠れ家だが、状況は秒単位で変わっていく事を忘れるな」

　青系のブレザー制服の上から魔女の帽子やマントを重ね着した銀の少女は、ちらりと視線をよそへ投げた。

　こくりと小さく頷うなずいたのは、パーカービキニのおかっぱ少女、烏からす丸ま府ふ蘭らんだ。

　彼女は頭の上のウサギアンテナやお尻についたボール状のドップラーレーダーを軽く揺らしつつ、

「……説明している内容に矛盾はないのです。電波や赤外線などの発振もナシ、電子回路からの微細な磁気も以下略。発信器搭載でイギリス側へ位置情報を筒抜けにされたり、車体の下に無線起爆式のプラスチック爆弾が設置されている恐れはありません」

　まるで八つ当たりのように悪意的なもしもの話だが、絶対ないとも言い切れない。土つち御み門かどの人間性というよりも、アレイスターの側に恨まれる理由が多過ぎる。

　でもって、府蘭フランは元もと上かみ里さと勢せい力りよくの人間だが、実際にはあれだけ奇抜な集団の中に溶け込んで同勢力の情報を逐ちく一いちローラ＝スチュアートに報告する任を受けた魔術師でもあった。見た目は滝たき壺つぼ理り后こうに負けず劣らずの天然っぷりだが、階層で言えば、学園都市に潜り込んでいた土つち御み門かど元もと春はると同じ世界の住人となる。悪意の検出の点においてなら、上かみ条じよう当とう麻まよりも一方通行アクセラレータよりも、まず彼女が適任と言えた。

「けど、ほんとにイギリス側と正面からぶつかる必要はあるです？　全員が全員、コロンゾンの手勢とは思えないのですが……」

「ま、君が受けたような直接操作は虎の子だろう。しかし英国紳士の善良な正義感が、今は邪魔だ。一つ一つ説明していたらせっかくの時間稼ぎも意味がなくなる。自分達が一体何を守っているかも分からんイギリス側とは、直接戦ってでも最短最速でコロンゾンのアキレス腱けんを摑つかむしかあるまいよ」

「……、」

「別に、君がついてくる必要はないのだぞ。Ａ・Ｏ・フランキスカの件は当人の意志だけでは不可避の事態だった。そこに負い目を感じるのはナンセンスだ」

　ふん、とサングラスの少年は鼻から息を吐いた。

「あと、エジプトの砂漠にゃ今もドイツ製の地雷が埋まっている事がある。勝手にタイヤで踏んで吹っ飛んだとしても、そいつはオレのせいじゃないからな」

「ああ」

「アフターサービスは受け付けない。こっちも勝手に裏へ潜るよ。家族を大切に思うならこっちの事も考えろ、妹を危険にさらしたらお前を殺す」

　最後に、もう一度土つち御み門かど元もと春はるはアレイスターではなく府蘭フランの方へ視線を投げた。お前はどうする。そんな風に尋ねているようだった。一方のパーカービキニはふるふると首を横に振る。この小さな少女は、自らの恋を振り切った時もそうだった。逃げ隠れるのではなく、真正面から挑んで自分の居場所を確保する。土つち御み門かどのような、『世界の果て』は求めていない。

　直近、Ａ・Ｏ・フランキスカとして三つの赤い宝石により直接ローラ（＝コロンゾン）の手で操られた府蘭フランからすれば、知覚している危機感の種類はまた異なるのかもしれない。再度操られる可能性を徹底的に潰したいのか、皆に助けてもらった借りを返したいのかは知らないが。

「……分かった。お前の人生だ、お前の嗅きゆう覚かくに任せる」

　それっきりだった。

　まるで案内のためだけに生まれてきた村人Ａ。土つち御み門かど元もと春はるは誰もいないはずの砂漠のど真ん中で、何かに紛れるように揺らいで消えていった。

「さて」

　長い銀の髪に、青いブレザー制服と魔女の帽子やマントの組み合わせ。少女の形に変へん貌ぼうした元凶が息を吐いてステンレスのドアを開け放つと、パーカービキニにウサギアンテナの少女と共に車内へ踏み込む。ワンボックスよりは広い空間が待っていた。ソファやテーブルは基本的に折り畳み式、お風ふ呂ろ場ばが電話ボックスよりも小さなシャワールームしかないのがやや気になるが、まあ贅ぜい沢たくは言ってられまい。

　先に車内へ入っていたお宅訪問ツンツン頭の高校生、上かみ条じよう当とう麻まは眉をひそめていた。

「ついてきちゃったけど、何でエジプトなの？」

「ユーロ圏の魔術師にとってはチベットと同じく身近な聖域、暗黒大陸アフリカと言えば神秘の坩堝るつぼだ。エイワスやコロンゾンの召喚実験とも縁深い。……まあ実際には、コロンゾンは私に召喚される前からメイザースに使役されていた訳だが。人から『魔神』へと昇格したのとは別に、根本的な軸が異なる彼らに力ちから業わざで敵かなうとは思わんが、こちらが背伸びをするならせめて有利な地形で始めたくてな。どこまで有効かは知らんが、少なくとも、この地球で一番大悪魔へのジャミングが効きやすい場所ではあるだろう」

　固定の別荘ではなくどこでも自由に移動できるキャンピングカーを選んでいるのも、そういう事か。最後の最後まで、ここが完全な安全地帯として機能するとは思っていない。むしろ転々と移動を繰り返す事で足取りを消してしまうのがベターと考えているのだ。

「ミナ＝メイザース」

「何か？」

　キャンピングカーの角でひっそりと、それこそ影のように立つ西洋喪服にネコミミの未亡人（!?）は小さく首を傾かしげ、命令待機状態のまま声を返した。

　その足元では、独立した生き物のように動く尻尾しつぽを追い駆ける格好で、三毛猫がじゃれついている。

　少女の形をしたアレイスターは特に表情を変えずに、

「私が留守の間、娘のリリスを頼む。相手は赤子だ、歴史の中でリリスは腸チフスにかかっている。ミルクでもオモチャでも、口にする可能性のあるものは要注意だ。本来の運命をねじ曲げて再誕した赤子が同じ死因にまとわりつかれんよう気をつけろ」

「了解しました。これでも一応、パラメータの上では人の妻でもありますのでご心配なく」

　さて。……つい先頃まで食事の概念も分からず、コンビニ前でうずくまって涙目で電源ケーブルを咥くわえていたのはどこの誰だったか。あの店主が見たら悲鳴を上げる応答かもしれないが、しかし、銀の少女は検索すれば分かる事にはいちいち拘こう泥でいしない。

　あからさまな敵意か、機械的な敬語か。

　徹頭徹尾、アレイスターの周囲にはこれしかない。

　その事に自分で気づいたのか、統括理事長だった『人間』はふと淡い笑みを浮かべていた。唯一の例外は、件くだんの上かみ条じよう当とう麻まくらいのものか。

　うー、という小さな声が産うぶ着ぎに包まれた小さな命から発せられていた。浜はま面づら仕し上あげと共に行動していた時は立体パズルなど数々の神秘を取り扱い、木像を介して人語を完璧に操っていたようにも見えたが、逆に言えば自然体ならありふれた赤ちゃんになるのだろう。己の命のかかった戦闘モードでもない限り、ああいう無茶はしないのかもしれない。

　ここが。

　ひょっとしたら、アレイスター＝クロウリーにとって最後のアンカーだったのかもしれない。彼または彼女を優しい世界に留とどめる、命綱や錨いかりのような存在。それを自ら振り切って、『人間』はこう宣言した。

「もう一人の娘も、助けに行く」

　インデックス、オティヌス、一方通行アクセラレータ、浜はま面づら仕し上あげ、滝たき壺つぼ理り后こう、烏からす丸ま府ふ蘭らん、そして上かみ条じよう当とう麻ま。

　居並ぶ面々を見渡して。

「実を言うと、無邪気に与えられた正義を信じるイギリス側には何の罪もないのだが、学園都市に暫定封印した大悪魔コロンゾンは誰にも殺せない。アレは、あそこまでやっても、遠からず這はい出でてくる。コロンゾンが再び自由を得たら私の娘は戻らず、人類の歴史も永えい劫ごうに暗い影にのしかかられるだろうな。魔術大国イギリスが知らずにヤツのアキレス腱けんを守っているのなら、時間的に見て強行突破するより他あるまい。いちいち説明するとなると、クロウリーが生きていて、科学サイドの総本山のてっぺんが魔術師で、魔術と科学の壁なんぞどこにもなくて、と山積みになる。わざわざ学園都市を潰してまで稼いだ時間を無駄にしたくはない、このまま強行突破させていただく」

「早速物騒な話になってやがる……」

　難しい顔で横よこ槍やりを入れられるのは、やはりツンツン頭の高校生だ。

『人間』は『人間』らしい、喜怒哀楽とは別種の悪あく辣らつな笑みと共に、

「ローラ＝スチュアートはイギリスを内側から操り、自分の望む破壊を内外へもたらす。その悪趣味は、魔道書図書館や烏からす丸ま府ふ蘭らんに仕掛けられた小細工を見れば分かるだろう。放置しておいても、誰の得にもなりはしない事はお約束しておく」

「ったく、悪と悪しかねェのかこの天てん秤びんは」

「完全なる善性なんて危なっかしいモノと比べればまだしもマシだと思うがね。二人目の娘に憑ひよう依いしている大悪魔コロンゾンは、今のままでは殺せない。たとえ幻想殺しイマジンブレイカーがあってもだ。これはイギリス連邦に加盟する五三の国や地域に自分自身を縫い付ける『仕掛け』を施している事実に起因する。よその地域は手を打つ。私達は、本丸の本丸たるイギリスへ直接乗り込むとしよう」

　実際には、エジプトへ立ち寄ったのはアレイスター＝クロウリーが過去の自分の足跡に頼っただけではなかった。折り畳み式のテーブルの上に広げた世界地図には、赤い油性ペンで大雑把な線が引いてあった。まるで古い格闘ゲームで世界中を飛び回るような有り様。具体的には、日本の東京から始まり、東南アジアへ立ち寄って、今はエジプト、さらにここから地中海を渡ってギリシャからフランス入りした後に、同国カレーの港からドーバー海峡を渡ってイギリス南東部にまで赤いラインが伸びている。

「カレーはすでに落とした」

　アレイスター＝クロウリーは冷酷に告げた。

「学園都市が機能停止し、誰の手にも負えなくなった事に合わせて、科学的な最先端兵器の方は軒並み混乱状態にあるだろう。衛星通信関連を始め、軍事もシェアリングの時代だからな。今は、魔術勢力だけに集中すれば良い。これから行うのはノルマンディー上陸作戦の逆回しだ。どれだけの防御陣地が待ち構えていようが、強引にでも海を渡ってイギリスへ飛び込む。ここまで来た皆には各おの々おの自分の目的があるだろう。その大半は私が災いの種を蒔まいた結果でもある。私は、優しくない。故にこう言っておこう。私は君達のために時間を割かない。途中下車のない高速鉄道だ。だから自分の目的駅を見つけた場合は、自分の判断で途中下車して目的を果たせ。乗り過ごしても、着地にミスして足を折っても、私の知った話ではない」

「……、」

「そして同時に、私の目的は私のものだ。諸君には、終点まで付き合う義務などどこにもない。ヤバいと思った場合は、私を見限ってそこで降りろ。学園都市はもうどこにもない、大人は君達を守ってくれない。自分の判断に、自分の責任を伴え。かつて統括理事長だった『人間』から最後に教えられるのは、それだけだ」

　どの口が言う、とは誰も言わなかった。

　多くの者達が彼または彼女に翻弄され、奪われ、人生を狂わされていったのに。

　自分の判断に、自分の責任を伴え。

　規格外の悪人。その気になれば世界の片側、科学サイドの情報技術を駆使していくらでも己の悪名を覆い隠せただろうに、アレイスター＝クロウリーはそうしなかった。その部分において、見た目の年齢や性別すら捨てた魔術師が噓うそをついていない事だけは分かっているからか。

「では、始めるか」

　どことなく死の香りが漂うのは、覚悟の結果か。

　死を恐れていないからこそ死にまとわりつかれるというのも、この『人間』らしい。

「魔術と科学。私が区切った世界の全てをぶっ壊すか」




　　　　◇




　ここまでだ。

　ここまでの出来事を、ツンツン頭の高校生、上かみ条じよう当とう麻まはぼんやりと思い出していた。

　何な故ぜ、彼の頭はどこか朦もう朧ろうとしているのか。理由は非常にシンプルであった。




　　　　◇




「ダメだと思うよ……？」

　胃袋にのしかかる圧。上下に激しく揺れる視界。だけど上かみ条じよう当とう麻まはいちいち月並みな船酔いになど襲われている場合ですらなかった。もっと直接的な脅威が心臓を締め付け、脳がスパークするほどの過剰な信号をバンバン出している。

「これは絶対ダメだよ思うよ!?　死ぬって、今回ばかりはホントに死ぬう!!」

　べりりりりっ!!　と金属がめくれ上がるような音と共に視界が大きく開ける。

　元はと言えばクルーザーのはずだった。アメリカ辺りの馬鹿動画のように、ジェットエンジンを無理矢理搭載して波間を水平にかっ飛ぶ、時速一五〇キロの走る凶器である。しかし屋根にあたる部分が丸ごとなくなり、いつしかオープンカー状態。しかも目一杯広がる暗い海は、平素のドーバー海峡とはあまりにもかけ離れていた。

　月夜の晩であった。

　星空どころか満月すらも覆い隠すほどの爆発、閃せん光こう、業ごう火かの連続。

　フランス、カレー地方からざっと見て四〇キロ弱。切り裂くように冷たい海風の中、はるか水平線の向こうから立て続けにえげつない閃せん光こうが突っ込んでくる。舵かじを握るのはアレイスターだが、一体何を基準にして右に左に逃げているのかは上かみ条じようになど分かる訳もない。とにかく船は少しずつ削り取られ、今、屋根までもがぶっ飛んだ。ほんの数十センチ射線が下がっていたら上かみ条じようの右手も間に合わない、一発で首が千切れて消滅していた位置取りであった。

　上かみ条じようの腕にひっつくインデックスはジャンプ台のように波を飛び越えるクルーザーにがくがく揺さぶられて青い顔をしながら、

「あれが、イギリス……？　なんていうか、全然空気が違う」

「インデックス？」

　上かみ条じようは怪け訝げんな顔になった。彼女はイギリス清せい教きようの人間だが、同時に一年おきに記憶を消されてきた関係で英国は近くて遠い場所のはずだった。テレビ越しに眺める生まれ故郷みたいなものだったのかもしれない。そのインデックスが、まるで眉でもひそめるようだった。

「おそらく砂浜に特徴的なエンブレムをたくさん立てて、守護聖人の天罰やたたりを水平射撃しているんだよ。でもあれじゃ、自分から拒絶してる。殻に閉じこもって、見たくもないものを遠ざけるみたいに」

　鼻で笑ったのはアレイスターだった。

『窓のないビル』で上かみ条じようが見てきた事が全て事実なら、彼（？）にとっては生まれ故郷であってもイギリスは良いい思い出の詰まった場所ではないだろう。

「ドーバー海峡全体で一分間にざっと八〇万発程度か。あの分だと、誘導性能がなくても面の弾幕だけで夜空をすり潰せるな」

　上かみ条じようの肩に乗った掌てのひらサイズのオティヌスはやっぱり戦争の神様なのか。この辺りで驚くような素振りもない。

　まるで実弾を使った花火大会のような有り様だったが、実はイギリス側が沿岸部にずらりと並べたであろう破格の大型霊装を操る魔術砲兵達は大人気がない訳ではない。

　むしろ、彼らの方こそが必死だったのだろう。




　ごォォあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!　と。




　水平線の向こうからではない。

　間近で炸さく裂れつした肉食恐竜のような咆ほう哮こうに、上かみ条じようは思わず首を縮ませた。

　あるいは、体中に無数の剣や槍やりを突き刺した血まみれの怪人が。

　あるいは、人の顔に見える洞をいくつも備えた樹木のホウキにまたがる老人が。

　あるいは、甘いマスクに七色の光輪を背負った有翼の美しい青年が。

　あるいは、臓ぞう腑ふの塊に食虫植物のような巨大な口をいくつもつけたグロテスクな巨竜が。

　百、千、万、あるいはそれ以上か。いっそ暗い海を埋め尽くすような勢いで広がった異形の大軍勢が、一斉にフランス側からイギリス側へと押し寄せているのだ。イギリス清せい教きようにとっては秘ひ奥おうも秘ひ奥おう、それを一分間に八〇万発。そこまでやっても押し返せず、砲撃にすり潰された端から怪物が怪物を追い抜いて連合王国までの距離をじりじりと詰めていく。

　そもそも人間の形を保っている個体の方が珍しい。

　ぶくぶくに膨れ上がったタコのような触腕の群れ。錆さびた鉄の装甲板で無理矢理筋肉を押さえ込んだ肉食恐竜。コンクリートの立方体をツギハギして滑稽な五体を象かたどっただけの何か。大型トラックやタンカーさえ丸まる吞のみしてしまいそうな個体もゴロゴロ交ざっている。

　パーカービキニにジェル状の保温剤でお腹を守る烏からす丸ま府ふ蘭らんが、暴風で煽あおられるフードのてっぺんを小さな掌てのひらで押さえ付けながらこう呻うめいていた。

「……アレイスター＝クロウリー、です」

　もちろん、同じ船で舵かじを握る少女の形をした何かへ告げた言葉ではない。

　何もドーバー海峡に限った話ではない。

　イギリス連邦加盟国、実に五三もの地域でこんな戦争が続いているのだ。

「クロウリーズ・ハザードとでも呼んでくれたまえ。私の名を冠した災厄だ」

　くつくつと絵本の中の魔女にも似て低く笑いながら、鼻歌交じりに舵かじを回すアレイスターは簡単に言ってのけた。

「ローラの肉体を使うコロンゾンが『窓のないビル』にいた私を殺してくれたおかげで、無数に重なるｉｆたる私が溢あふれ返かえった。その数、ざっと一〇億以上。端は数すうについてはいちいちカウントするのも面倒だ。この中には魔術を極めたクロウリーもいれば、きっぱり諦あきらめたクロウリーもいる。しかしまあ、どれもこれもまともな可能性でないのは、私が私である故にかね」

　ドカボガベチャッ!!　と極太の閃せん光こうが立て続けにアレイスターの群れ、クロウリーズ・ハザードをすり潰していくが、押し寄せる勢いの方が強い。暗い海を埋め尽くす怪物達に混じって上陸を目指す上かみ条じよう達たちにとってはそちらの方がありがたいはずなのに、見ているだけで背筋が凍る想おもいだった。広大な海は紅茶のティーバッグでも漬け込んだように真っ赤に染まり、そこかしこに肉や骨が浮かんでいる。

　宇宙から覗のぞいてみれば、地球は血の星に見えていたかもしれない。

　何もドーバー海峡に限った話ではない、と先ほど述べた。クロウリーズ・ハザードはそれこそどこでも猛威を振るっている。直接だけで世界五三ヵ国。周辺国も引きずられるように混乱へ突き落とされていれば、もはや戦闘に関わっていない国や地域などあるまい。

　アレイスター＝クロウリーは、自分の命の行方など気に留とめない。

　ひょっとしたら、もしかしたら。

　今、船の舵かじを握っている銀の少女とて、それは同じなのかもしれない。

　みぢみぢみぢっ!!　と耳みみ障ざわりな生々しい音があった。

　無数の臓ぞう腑ふと口の塊を寄せ集めた竜が、自らの顎あごを裂いていた。そして解き放たれた濁流の正体は、胃液か何かか。工業用のウォータージェットにも似た勢いで、一直線に戦場を割った反撃が水平線の向こうで炸さく裂れつする。地表で入道雲のようなものが爆発的に膨らんだが、あれもひょっとしたら硫酸のような性質を持った化学的な煙なのかもしれない。

　ドーバー海峡からの光の砲撃がわずかに衰え、そこに怪物達が殺到していく。

　近い。

　白い石灰でできた、切り立った沿岸部が見えてきた。月明かりを浴びて浮かび上がるゴールを眺めて、上かみ条じよう当とう麻まはごくりと喉を鳴らす。いいや、あそこはまだスタート地点なのか。もう時間の流れもあやふやだ。

　と、その時だった。

　ゴッッッ!!!!!!　とすぐ近くを光の砲撃が突き抜けた。

　真横を併走していた見上げるほどに巨大な臓物の塊に直撃。何もかもが飛び散って、引き千切られた軽トラよりも大きなぶよぶよした何かがこちらに向かって突っ込んでくる。

「う、う、うわあーっっっ!?」

　どうにもならなかった。

　大質量の塊が直撃したクルーザーは踏んづけた菓子箱みたいにくの字に折れ曲がり、引き千切られて、上かみ条じよう達たちは真っ赤に染まった沿岸部へ放り投げられていった。
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　平素とは状況が違った。

　ドーバー海峡はユーラシア大陸との玄関口だ。イギリス全体を見渡しても随一と呼べるほどの、純白の美しい海岸が広がっている。元々、柔らかい石灰岩でできた立地だ。きめ細かい白い砂浜のすぐ奥は、ほぼ垂直に切り立った白き壁のような崖が立ち塞がる。月夜となれば陸地全体が淡く発光するようで、暗い海との対比は素晴らしいコントラストを作るはずだった。

　見る影もなかった。

　ここにあるのは不純物の塊。はるか異国から直接ゴミが流れ着く海岸線や、あるいは沖で貨物船が事故でも起こしたように、広々と伸びる海岸線のそこかしこに人工物のシルエットが存在感を誇示していた。

　直接警備にあたる女性騎士の頰に、一二月の海風が当たる。冷たいものの、海が凍りつくほどではない。サンタクロースの国ほど豪雪地帯ではないのだ。潮の香りが強く、ほのかな温ぬくもりの残る冬風は、今夜に限りまるで血を浴びたように不気味だった。

　暗い海からは、コンクリートブロックの角が突き出ていた。

　波なみ打うち際ぎわには、いくつもの大盾がバリケードのように刺さっていた。

　白き浜辺が雑に均ならしてあるのは、地雷代わりの魔法陣へ急ごしらえに砂を被かぶせたからか。

　垂直の崖にはいくつもの鉄骨が突き刺してあり、刑務所の外壁にある有刺鉄線の如ごとく、イバラの蔓つるが張り巡らせてある。

　いいや、直接的な上陸障害物に留とどまらない。

　補給用の木箱やタンク、あるいはそう見せかけたトラップ。救護用のテント。水平線の向こうから砲撃が来た時に備えての退たい避ひ壕ごう。左右いっぱいパノラマに広がる景色の全部を穢けがすように、直接・間接問わず膨大な防衛陣地が築かれていた。

　この美しい海岸は首都ロンドンまでわずか一〇〇キロ程度の位置にあるのだ。基本にして真髄であった。ここを落とされてしまえば、いきなり連合王国は陥落の憂うき目めに遭う。

　絵本に出てくる夜の砂漠のようにきめ細かい砂で満たした浜辺のすぐ先は、美しい石灰岩がほぼ垂直に切り立った天然の城壁となっている。その崖っぷちに、人の背丈を超える何かがいくつも突き立っていた。

　人の身の丈を超える、巨大な円盤。刻まれているのはライオンの顔や狩人の衣。

　まるでパラボラアンテナのようにぐりりと向きを変えていく。銀の鎧よろいやサーコートで全身を包む女性騎士が大きな声を張り上げた。

「第三団は休憩フェイズへ！　第一、第二団は前へ!!　合図と共に一いつ斉せい祈き禱とう開かい始し、エンブレムへ充じゆう塡てんを急げ!!」

　一塊で一〇〇人以上。多くのシスター達が整列し、全体で長方形の陣形を取っていた。年とし端はもいかない少女達は膝をついて両手を組み、一心不乱に祈りを捧ささげている。

　だが力の源はそこではない。

　神に祈るのは良い。だが目の前で戦い、助けを求める人の前で自分だけが助かろうとする祈りは果たして正しいのか。そして聖ウィトゥスに聖ユリアヌス、天罰やたたりに近い奇跡で有名な聖者もいる。意図して天罰を誘った上で、その矛先をよそへ逸そらして打撃を与える。ある意味で不ふ遜そんな、システム化された、聖なる者の怒りすら利用してしまう人の業ごうであった。

　無論砲種は一つなどとは言わない。

　まず大前提として、複数大地に突き立てた攻撃のエンブレムはお互いにカバーし合い、どこが攻撃にさらされても支援砲撃できるよう布陣されていた。さらに砲撃と砲撃の合間、わずかなラグを埋めるため、マリア観音を利用した魔鏡や黙示録の管楽器など全く別種の魔術砲まで用意されている。

　隙間を許す事のない、横殴りの雨のような砲撃が暗い海に向かって放たれ続ける。

　ひたすらに。

　点の狙撃でも線の掃射でもなく、もはや面でもって水平線いっぱいをくまなく塗り潰す制圧で。

（ローラ様との連絡さえつけば、それまで保もてばと思ったのだが。最大主教アークビシヨツプの居住地であったランベス宮に、逆転の切り札とやらの隠し場所を示した見取り図があるという話なのに。調査担当のホレグレス＝ミレーツはどうしているんだ……っ）

「……間に合わない」

　しかし、だ。

　そこまでやっても、銀の鎧よろいやサーコートを纏まとう女性騎士の胸中はその一言に尽きた。

　倒せるは倒せる。迎撃はできている。だがこちらが討ち滅ぼす数より、向こうから押し寄せる数の方が圧倒的に多過ぎる。一つ一つが大型トレーラーや貨物船さえ体当たりで沈める巨体どもが、横殴りの雨を押し返す勢いで海を埋めているのだ。

　女性騎士は手の中で一枚の金貨を握り込む。

　断頭金貨。物騒な名前の霊装だが、これは斧おのを使って罪人の首を斬っていた時代に、罪人の家族が執行人へ渡していた賄わい賂ろに由来する。

　どうか苦しませず一撃で死なせてくれますように。

　この霊装は、最後の手段だ。効果は凝視により集中力を高め、ほんの数秒間だけ痛覚と恐怖を遮断する。躊躇ためらいなく自決するための『慈悲の品』であった。手当てのしようがない友軍を眠らせる最後の短剣というよりは、携行麻酔の方が近いかもしれない。

（元ローマ正せい教きようや天草式が組み立てた大型霊装も大したものだが、こいつは質より量が求められる戦争か……）

　ベギベギベギ!!　という咀そ嚼しやく音おんにも似た不気味な音が広がっていく。

　海の底にはコンクリートブロックや鉄骨などを立てていた。水没した林のように。これもまた、上陸を防ぐための策の一つ。並の巨大魚や船舶なら腹を食い破られて大穴を空けるはずだったが、そんな定石も通じない。向こうの腹が、逆に海底障害物をへし折り、砕き、踏み潰しているのだ。




　クロウリーズ・ハザード。




　誰が公的に決めたでもない。同時に襲われた五三ヵ国の人間全員が、自然とそんな名前を思い浮かべていた。

　五分の戦いになどなっていなかった。相手は雨あられの砲撃を押し返し、海上砲塔や無人の観測船を吹っ飛ばして、ついには浅瀬の海底障害物すら打ち倒しにやってきた。相手はすでに懐ふところの近くまで踏み込んでいる。

　あんな群れが上陸してきたらどうなるか。

　ビルも家屋も強化コンクリートのシェルターもお構いなしだ。

　アレは、貪どん欲よくなる大おお顎あごだ。

　ただそこにあるだけで、英国の全てを破壊する。

　暗い海から押し寄せる怪物達を前にして、彼女は腰に差していた鞘さやから剣を抜き払う。月明かりを照り返す刃をくるりと回し、女傑は躊ちゆう躇ちよなく叫んだ。

「『騎き士し派は』の本隊は前へ!!　目標、クロウリーズ・ハザード。Ｂ群からＤ群。上陸の瞬間に合わせて交戦準備。『清せい教きよう派は』から借り受けた非戦闘の祈き禱とう部ぶ隊たいは速やかに後ろへ下がらせろッ!!」

　ざりっ、と石灰質の大地を踏むいくつもの足音が続いた。

　状況の優劣など関係ない。剣、槍やり、斧おの、棍こん棒ぼうや鉄球まで。各おの々おのの得え物ものから魔術的意味を取り出し、極限の体術に神秘や奇跡まで織り込んだ猛も者さどもは己の敵を見据えて語る。

「腕が鳴りますな」

「諸兄よ、撃破数で競ってみるというのはいかがでしょう」

　勇む声に、先頭に立つ女性騎士もまた獰どう猛もうに笑う。

　直後、銀の閃ひらめきが破裂するような勢いで戦争屋が石灰の断崖から砂浜へ飛び降りていった。







「ヤバいー」

　吞のん気きな声が出ているのは、ざっと高度五〇〇メートル辺り。

　雲よりは低い位置で視界をクリアに保ちながら、ホウキにまたがる『清せい教きよう派は』の魔女達で構成された編隊が呟つぶやいていた。

「砲撃止まっちゃってるじゃん。何だ何だ、色々時間は稼ぐけど後ろへ下がって立て直す腹か。そりゃあバウムクーヘンみたいに防衛陣地は何重にも敷いているんだろうけどさあ」

「これで上陸確定、か。もう偵察の意味なくなっちゃったね」

「相手は『あの』変人クロウリー軍団でしょ？　あいつらもう何でもアリなんだから、カメレオンみたいにながーい舌とかで捕まっちゃったらサイアクだよ。とっとと逃げちゃう？？？」

　同じく直接戦う力を持たない沿岸部の祈き禱とう部ぶ隊たい───質素な修道服に身を包んだ少女達───と比べるとどこか勝手気ままで、だからこそ彼女達は魔女の側に落ち着いたのかもしれない。

　しかし、風に吹かれる魔女達にも安寧はなかった。

　暗闇の向こうで眩まばゆい光があったのだ。

「ヤバいー」

　どこか緊張感のない声で、ホウキにまたがる魔女が呟つぶやいた。

「グレーターロンドンめ、三重四色の最結界をもう展開させやがった。ああもうっ、私達まだ城門の外だっていうのに。退路はきちんと断ったから死ぬまで国のために戦えとでも言うつもり？　こっちは海の上でも無理して飛んでるのに、陸で『飛ぶ力』奪われたら一発だよ！」

「本丸の防衛担当は早漏なのかしら。何にしても『騎き士し派は』も『清せい教きよう派は』もお構いなし。私達、すっかり捨て駒だね」

「『騎き士し派は』のホレグレス＝ミレーツだっけ？　向こうも向こうでやらかしちゃった責任者タコ殴りにされてないと良いいけど。どうするー、もう全部放り出してクロウリー応援しちゃう？」







「大変だ、大変だ」

　口振りの割には時計のように正確な足音が響き渡る。ぶかぶかの修道服は完全に床を引きずっていた。その幼い少年には清貧も敬けい虔けんも純潔も寄りつかない。他の概念を纏まとうにしては、生粋にして殺しを生業なりわいとする匂いがあまりにも分厚かった。身に付けたあらゆる魔術よりも、まずこんな存在が教義の中に許される事それ自体が薄気味悪い儀式のようでもある。あるいは手順を一つでも間違えば魔法は解け、たちまちにこの幼い少年の方が火刑に処されるのではあるまいか。

　イギリス清せい教きよう第零聖堂区『必ネ要セ悪サのリ教ウ会ス』所属。

　ニクス＝エヴァーブラインド。

　バイオニクスやエレクトロニクスなどの語からも分かる通り、技術や学問の名を冠する少年が何に特化している魔術師かは明白だった。

　傘立ての中へ乱暴に投げ込まれた手足。燻くん製せいか何かのように天井の鎖からぶら下がる五ご臓ぞう六ろつ腑ぷ。だがあどけない少年はそれらを無視して壁かべ際ぎわにある黒くろ樫がしでできたクローゼットに向かう。両開きの扉を勢い良く開け放つと、硬質な輝きが数十、数百と幼い顔を睨にらみ返かえしてきた。

　睨にらむとは、比ひ喩ゆ表ひよう現げんではない。

　柔らかなビロードを敷いた棚の上に並べられていたのは、全てガラスの義眼であった。

「無制限って事はあれもこれも使えるぞ。普段は我慢しているあいつもイケちゃう。こんなのすごいぞ、大変だ大変だ。ああどうしよう。四九番、五一番、ああまったく六五番も捨てがたい」

　一瞬、本当に一瞬。両手に抱えてあるだけ全部持って行ってやろうかという誘惑に駆られるが、それでは意味がない。わざわざ生身の眼球に使えば潰れてしまう塗料で加工し先鋭化させた一品だ。どれだけ強力無比でも霊装、道具は道具。きちんとアタッチメントに埋め込まなくては機能しない。

　つまりは、己の肉体へ。

　彼は『サイン』を重視する魔術師だ。この場合は、肉体一つで表現できる魔術的な記号の話となる。そして、両手両足で示す事のできる限界を迎えたら、さてどうするか。おのずと答えは決まっているが、広くその有用性が明らかにされれば自ら手足を切り落とし、臓ぞう腑ふを摑つかんで引きずり出す時代を招いてしまう。

　時計のようにチクタク片目を行ったり来たりさせていた幼い少年だが、やがてぶかぶかの袖を動かし、自前のコレクションの中から一つを抜き取った。まるで年相応の子供が集めたメダルやカードのように恭うやうやしく掲げているのは、

「七七番、その名はシヴァ＝イミテーション。うん、この辺りがベターかな」

　一口に瞳の力と言っても肉の石化、心の悪化、運の下降など種々様々だが、幼い少年がソレを選んだのは何も戦力過剰ではない。

　シヴァの瞳は現世の悪を見通し、滅亡させるべき時か否かを知る事ができる。

「大変だ、大変だ」

　つまり、単純に妥当な時期であった。

　窓から外を眺めれば子供でも分かる。そして彼は見た目と違ってそこまで純粋ではない。

「まったく、神の手による破壊がもてはやされるような時代になったら世の中は本当に終わりだよ」

　必要な義眼を眼がん窩かにはめてドアを開けて磨き抜かれた大理石の廊下へ飛び出すと、目の前を複数のスーツケースが横切っていった。表面に刻まれた曲線はシジル化された『名』か。カルガモの親子のように金髪のメイドさんの後ろをついて回っているが、このカバンの群れは半導体やセンサーの塊など、いわゆる科学サイドの産物ではない。所定の荷物を届けるお茶ちや汲くみ人形くらい江戸時代の日本にも普通にあった。まだ学習が足りないのか小さなカバンは列を離れて迷子になり、車間距離や優先ルートを巡って大きなカバン同士がごつごつぶつかり合ってケンカを始めてしまっているのが玉に瑕きずではあるのだが。

「おーい、こらー、私のために争うのはやめてくださーい」

　一応そんな女性の言葉も飛び交っているのだが、最初から効果は期待していないのだろう。ややあって、意外とパワフルなメイドさんが複数のスーツケースを横に倒してどんどんどすんと積み上げ、自分の両手で持ち上げてしまった。大だい繁はん盛じようの宅配ピザや古文書を持ち運ぶ司書のお姉さんスタイルですたすたと立ち去ろうとするメイドさんに、義眼の魔術師は思わず声をかけていた。

「もしもし、ミズ・カタコンベ」

「はい何でしょう？」

　迂う闊かつにミスと呼んだらあの腕力でぶっ飛ばされる辺り、メイドさんも色々と崖っぷちだ。そろそろ魔術業界の変態どもではなく、『まともな』出会いが欲しいお年頃である。

「ああ今終末の瞳ぶっこんでるからあんまり顔を覗のぞき込こまないように。作り物だけどね」

「おやまあ調整必要ですか。シングルでよろしければ個人防音がいくつか空き部屋ありますけど、一発瞑めい想そうぶち込んじゃいます？」

　つまり、スーツケースに見えたモノは全部が全部、人を詰めるための『棺ひつぎ』だったのだ。間にしこたま詰め物を挟んだ超小型防音環境。アパートやマンションでバイオリンの練習をするための電話ボックス程度の防音環境が売りに出される事もあるが、こいつはそれ以上に先鋭化している。

　そうではなく、と少年は区切った上で、

「てか、それやっちゃうからいつまで経たっても棺ひつぎの学習が進まないんじゃないの？　何でもかんでも抱え込んでさ」

「何を馬鹿な。この子達が期待に応えてくれないからこそ、仕方なくの図式でしょう」

「過保護」

　ギャインギャインギャイン!!　と建材を斬るというより削り落とすような騒音が彼らの会話を遮った。見れば、何やらメガネを掛けたにこやかな若奥様が太いリードを手にしている。ただし、磨き上げられた大理石の（実は映り込みで女性陣のパンツが危ういのは絶対ナイショだ！）床で大暴れしているのは四本足ではない。日曜大工の丸ノコと似て非なる、赤あか錆さびの色をしたゴツい回転刃であった。イギリスの歴史は断頭台の歴史。不規則に暴れる刃に嚙かみ付つかれたらどうなるかなど明白だ。

　罪人の体液から霊薬の材料アラウネが生えてくると信じられた通り、穢けがれは適切に転化させれば特別な力が宿る。いわゆる『刀の錆さび』をかき集めた集積体と考えれば良い。波乱の歴史が示す通り、王侯貴族のロイヤルでセレブリティな恨みがたっぷり詰まった自信作である。

　メガネの若奥様（？）には慈いつくしみの視線しかなかった。

「うふふごめんなさいねうちのあるぷすちゃんがやんちゃで言う事聞かなくて」

「……どうしようめちゃくちゃ怖い」

「うずくまるなら『棺ひつぎ』を貸しますけど」

　適当に言い合いながらも三人は断頭金貨を握り込み、揃そろって『出口』を目指す。

　英国王室の国儀にも使われるウェストミンスター寺院。その真横に横付けされた、サイズが全く合わないカボチャの形の馬車であった。当然ながら扉の外は敵味方双方にとって最も重大な意味を持つ、首都ロンドンの中心地だ。




「おかえりクロウリー、霧と魔術と闘争の都ロンドンへ。魔術大国の『厚み』を舐なめるなよ。おら行くぞ変態野郎、人の形すら忘れた怪物どもが!!」




　終末期へ、ようこそ。

　ブリテン・ザ・ハロウィンに続く、二度目の国難が始まる。




　　　　２




　だめだって。

　だからもうしんじゃうってば。

「ふうー、ふうー……」

　一二月のイギリス、真夜中の海でびしょ濡ぬれ。上かみ条じよう当とう麻ま、夜の浜辺に一人ぼっち。小さな岩の陰にカニみたいにひっついて隠れ潜む以外にやる事が見つからなかった。

（いきなり行方不明じゃんアレイスターッ!!　お前がいないとこれから何して良いのか分かんないし、インデックスとかオティヌスとかもどこ行ったんだよう!?）

　それ以前にパスポートもなく何ヵ国の国境またいでんだくそったれであったが、多分こいつはもう毒されている。格ゲー感覚で世界中旅して強いオトコとかと戦っちゃってるツンツン頭は少々自分の庭が広がり過ぎているのだ。

　ケータイなんか当たり前のように通じなかった。

　単純に外国だからという理由ではないだろう。きっと戦争やってるから民間人への情報封鎖がああだこうだでえらい事になっているのだ。戦時下の国へ来てしまった。平和に生きていきたいだけなのに、いよいよその実感が追い着いてくる。

「……うふふモヤシが食べたい、こう、フライパンにモヤシだけ山盛りぶっこんで、塩と胡こ椒しようだけで雑に味付けしてさ、じゃんじゃんじゃーっ!!　って大雑把に火を通してさ、お腹なかいっぱいモヤシが食べたいなあ、うふふふふふ……」

　人間は許容不能な事態に直面した時、失われた日々へ逃げたくなるものなのだ。とっさに思い浮かべるのがモヤシの山だったのは彼の生活スタイルによるものだが。

　何にしても、勢いでやってきちゃったけどここからどうする？　食べ物は、寝る場所は。ずーっと歩くのか、電車とかも使わずに？　急にリアルがぶり返してきた上かみ条じようは青い顔でズボンのポケットをパンパン叩たたくも、取り出した財布の中身はまさかの七二円なり。そもそも何をどうすれば底の底に残った小銭をイギリスのお金に両替してもらえるのかもイメージできない。

（……ちくしょっ、ダメだ冷静になれ。ローラとコロンゾンがイコールで結ばれている事に気づいている人は少ないんだ。誰かが何とかしないと。ああもうっ、こっちは大悪魔どうにかしてアレイスターの娘を助けたいだけなのに、何で真っ当なイギリス人と戦争やんなきゃならないってんだ!!）

　ぎしぎしのしのし、と重たい音が小岩の向こうから響いていた。

　意外と近い。

　ほんの一〇メートルもない先で、全身をサーコートや銀の鎧よろいに包んだ凜り々りしい女性騎士が両刃の剣をぶん回し、無数の腕を持つ黒い燕えん尾び服ふくの僧侶が有象無象の杖つえで応戦していた。ベースは西洋人なのにどこか多腕の仏像にも似た禿とく頭とうの男は胸の前で両手を合わせたまま、様々な角度から弾丸のように杖つえの底を突き込み、イギリスの騎士と一進一退の攻防を繰り広げている。

「ふっ!!」

　騎士の刃が翻ひるがえり、禿とく頭とうの腕を一本斬り飛ばす。

　そこから一気に流れが変わる。雪な崩だれ込こむように押していく。

　だが、それではダメなのだ。

　個々の戦いに拘こう泥でいしている場合ではない。物量で言えば海を埋め尽くすほどのクロウリーズ・ハザード全体を押し返せなかった時点で、イギリス防衛部隊の方が負けているのだ。一対一の戦いなどそれこそ雑草を刈り取るような勢いで迅速に決着をつけられなくては、後から後から追加される増援に囲まれて飲み込まれていくだけだ。

　びぎびぎぼぎぼぎ!!　と柔らかい何かが千切れていくような音と共に、多腕の燕えん尾び服ふくが内側から膨らんで破けていく。大型トレーラーを丸ごと抱えられるほどの巨大なタコと化したクロウリーに対し、銀の鎧よろいを纏まとう女性騎士はさらにその剣を一いつ閃せん。変わらぬ勢いに触腕の一本が千切れ飛び、得体のしれない粘液が白い砂浜を汚し、突撃の針路がわずかにブレた。女性騎士を喰くいそびれたタコが上かみ条じようの隠れていた小岩を容赦なく粉砕していく。

「ひっ!?」

「？」

　女性騎士の方から、訝いぶかしむような空気が溢あふれる。

　一二月のイギリスで黙って震えている場合ではなかった。きめ細かい砂と砕けた石灰岩が織り成す粉ふん塵じんが舞い上がっている間がラストチャンスだ。上かみ条じようはもはや起き上がる努力も放棄して、ほうほうの体ていですぐ近くにあった別の岩の裏へと転がり込む。気分はすっかり殺虫剤に脅おびえる害虫だ。

　ぎい、ぎい、ぎい、ぎい!!　と。

　何か軋きしむような音が連発したかと思ったら、やはり例のクロウリーズ・ハザードからだった。一本一本が上かみ条じようの胴体より太い触腕、その表面にびっしりついている楕だ円えんの吸盤。だが違う。それら一つ一つには目と鼻と口があった。各おの々おの小刻みに歯を鳴らし、嚙かみ付つき千切って飲み込む血肉を求めて騒ぎ立てているのだ。

　アレイスターは異形のクロウリー達をある程度利用していた節があるが、今の少年に同じコントロールができるはずもない。そもそもガスで膨らんだ死体と巨大タコを足して二で割って肥大化させた、冷静に考えれば触腕の数も合わない『アレ』、人の言葉は通じるのか？　なんかきぃきぃ鳴いてる無数の顔のどれに向かって話しかければ良いというのだ。猛獣使いのいなくなったサーカス団で、急に周りが虎やライオンだらけの舞台裏に取り残された事に気づいたような心境。しかも治安を守るイギリス側から見ても、上かみ条じよう当とう麻まなんぞ『得体のしれないアレイスター御一行様のクソ野郎』認定間違いなしである。大悪魔コロンゾンを追い払ってローラを助けたいと言って、勤勉なイギリス人が今すぐ信じてくれるか？

　鳥にも獣にもなれなかったコウモリ野郎上かみ条じよう当とう麻まはもう涙目だった。

　考えろ、考えるしかない。

（……誰が何と言おうがイギリスはイギリスだろ。どっかに知り合いとかいねえのか!?）

　弱い心は仲間を求めるしかなかった。

　相変わらず携帯電話は通じないまま。小岩の陰に隠れたまんま上かみ条じようが躍起になってあちこち見回すと、切り立った白い崖の上にちらりと人影が見えた。どうやら黒系の修道服を纏まとった少女達のようだ。祈るようにして目を凝らし、上かみ条じようはその中に見知った顔がないか確かめていく。

（あれは……そう、あのファスナー付きのは、どっちかというとローマ正せい教きようっぽくて、いや待て、あれってまさか……そう、そうだ、元アニェーゼ部隊の……ようし見つけた!!　ルチアとアンジェレネ!!　いやっほうこんなラッキーがあって良いのか!?）

　黒幕一味で不法入国で物陰こそこそ害虫で色々どうしようもねえクソ野郎上かみ条じよう当とう麻まだが、全く赤の他人ではなく知り合いに口添えしてもらえば状況は好転するはず。横の繫つながり重視、薄汚うすぎたねえモミテペコペコ少年と化したツンツン頭は大きく手を振って崖の上へ呼びかけようとしたが、まさにその一瞬前で一二月の冷たい夜風に乗ってこんな声を耳にしてしまった。




『ぶっ殺すッッッ!!!!!!　救いようのない変態軍団め、私わたし達たちが辿たどり着ついた第二の故郷へは踏み込ませません。ああもうああいうネチョネチョしたの本当に気持ち悪い、見つけ次第端から端まで関わったモノ全部消毒してくれます!!』

『お、落ち着いてくださいよシスター・ルチア。後ろに下がってきちんとした防衛陣地で構えた方が、結果として多くの成果を挙げられるはずですし。一人でも多くの変態を効率良く叩たたいて殺すならここは戦略的撤退ですよっ』




「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、」

　おーい、の『お』の導入で上かみ条じよう当とう麻まはフリーズしてしまった。

　若干ちいちゃくなっちゃったツンツン頭は合流を諦あきらめた。英語分かんないけど擬音のネチョネチョだけは聞き取れた。今の叫びは尋常じゃない。今あの娘達の前に立ったらネチョネチョ認定されて八つに裂かれてしまう。そういえばルチアは極度の潔癖症だった気もするし、変態野郎のオトモダチなんて絶対許容してくれるはずもない。あの上かみ条じよう当とう麻まがラッキーだなんて、その時点でちょっと疑ってみるべきだったのだ。

「きゃああっ!!」

　そして意外と甲高い悲鳴がこっちの砂浜の方で響いてきた。

　小岩の向こう、銀の鎧よろいにサーコートの女性騎士だ。やはり焦あせって踏み込み過ぎたのか。ダンプに絡からみついてそのまま握り潰せそうな触腕が水平に唸うなったかと思ったら、女性騎士の下半身を丸ごと持っていった。体全体がぐるりと回って、背中から女性騎士がきめ細かい砂の地面へ落とされていく。あの鎧よろいにどんな魔術効果があるなんて知らないが、すぐには起き上がれそうにない。今の一発でダルマ落としみたいに背骨が外れなかっただけでも奇跡に近い。

　見つかってはならない。

　彼らの前に立ってはならない。

「ガッ!?」

　仰向けに押し倒されたまま片腕一本で剣を振るうも、巨大な触腕が叩たたき潰つぶすように真上から唸うなった。倍加する勢いで女性騎士自身の胸当てに剣がぶち当てられ、強引に刃をへし折られる。巨大な杭くいを心臓へ打ち込まれたかのようにがくがくと手足を震わせる女性騎士へ、さらにもう一発。バキバキゴキゴキと乾いた破壊音が続くのは、例の吸盤が装甲やサーコートを嚙かみ砕くだいているからか。亀裂の入った金属装甲が砕け、可動部位が柔肌を嚙かまないよう内側に当てていた毛布のような防護布まで引き裂かれた。その奥にあるのはもう完全武装など関係ない。どこにでもあるインナーと、薄布に包まれた女性の肌だけだ。

　金属バットを振るうよりもはるかに太く凶悪な音と共に、上かみ条じようの胴体より太い触腕が再度振り上げられる。

　ダメだ、ダメだ、絶対にダメだ。

　小岩の裏で自分の口を押さえてジタバタしている上かみ条じようは、そこでふと思った。

　あらゆるｉｆの形に枝分かれしていったとはいえ、あのクロウリーもやっぱりクロウリーなんだろう？　直近、Ａ・Ｏ・フランキスカを追っていた頃を思い出す。ちょっと静かな場所が必要だから、という理由だけでレジャーなホテルへ人様をぶっこみやがったあの変人を。

　銀の少女でもああだったのだ。まして今度のクロウリーは触腕に吸盤の海産物祭り。

　相手女の子だぞオイ。敗者は一体どうなるの？

　さあ盛り上がってきましたよ。

「自重しろ大馬鹿野郎ォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　叫んで。

　飛び出して、不意打ちで一発触腕をぶん殴ってから、はたと気づく。

　ｉｆの可能性に枝分かれしたとされるクロウリーズ・ハザードだが、存在そのものはしっかりしているらしい。つまり普通の魔術と違って幻想殺しイマジンブレイカーでぶん殴ったくらいでは消し飛んだりしない。ウォーターベッドでも殴るようなぐんにょり感。言われてみれば、銀の少女となったアレイスターもまた、上かみ条じようの膝の上に乗ったくらいでは特に何にもならなかったか。

「……、」

　でもって己の首を押さえにかかる杖つえを引っこ抜き、はだけた胸元を押さえてこちらをキッと睨にらむ涙目の女性騎士もまた完全に敵視モード。

　鳥にも獣にもなれない。

　コウモリ野郎上かみ条じよう当とう麻ま、板挟みが限界に達する。




　ボンッッッ!!!!!!　と、水っぽい爆発音と共に赤い飛沫しぶきがあった。




　ツンツン頭の少年の手足がもげた訳ではない。

　ガスで膨らみ切った水死体と巨大タコを足して二で割って巨大化させたような怪物。その大部分がごっそりと吹き飛ばされていた。臓ぞう腑ふを失った事にも気づいていないのか、棒立ちのまま噴水のように得体のしれない粘液を噴き出すクロウリーズ・ハザードの隣に、白い影が立っていた。

　学園都市第一位。

　一方通行アクセラレータが、うんざりしたような口振りでこう告げた。

「……何を遊ンでやがるンだ、くそったれが」

「お、ま、アレ……？」

「こンな一山いくらを殺した程度でいちいち怖おじ気けづいてンじゃねェ。つか、これが本物だろォがどォだろォが、俺が統括理事長を殺すのに遠慮なンかすると思ってンのか」

　心の底からくだらなそうに吐き捨て、一方通行アクセラレータはしつこく立ち尽くしている臓ぞう腑ふを奪われた死体を躊ちゆう躇ちよなく蹴倒してしまう。上かみ条じよう当とう麻まは無神論者だが、それでもお墓にお供えしてある花を横取りしたいとは思わない。心のどこかにこびりついている漠然とした何かにちくちく刺さる行いであった。

　白は、穢けがされない。

　噴水のような飛沫しぶきは、怪物に触れる事もなく撥はつ水すいコートのように弾はじかれてしまう。

　驚いたのは上かみ条じようだけではないようだ。壊れた銀の胸当ての辺りを片手で覆ったまま、砂浜で尻もちをつく女性騎士が目を見開いたまま、なんか英語らしき言語で叫んでいた。

「何だ貴様達はッ？　ただの一般人には見えん、よもやクロウリーズ・ハザードの仲……ッ!?」

「寝てろ」

　びすっ、という小さな音があった。

　一方通行アクセラレータが親指で弾いた何かが女性騎士の額に直撃したのだ。それはタコの潰れた頭から取り出した平べったい前歯のようだった。くわんっ、と小さく頭を揺らした女性騎士が、そのままきめ細かい夜の砂浜の上へ倒れて動かなくなる。

「話も聞けねェバカが折れた刃物だけ振り回すとかどンだけ世紀末なンだこの国は。……これが戦時下か、外から来た人間なンぞ人間扱いもしやしねェ。ローラ＝スチュアートとかいうのに眩くらみやがって。確かに、薙なぎ倒たおして先へ進むしかなさそォだな」

　必ずしもあらぬ疑いでもないのだが、最強はいちいち拘こう泥でいなどしない。

　胸元に拾ったビニールシートを掛けてやりながら、上かみ条じよう当とう麻まは非常に悲しい顔になった。

「……見えないのか、俺、助けを求める一般人に……？」

「この世紀末にそンだけ余裕がありゃ当然の評価だろクソが」

　別の場所でも液状の爆発がいくつも花開いた。

　必ずしも赤い色彩でないのが恐ろしい。

　立て続けの血ち飛沫しぶき。甲虫、ガス、太い鎖と真ん丸鉄球で作ったヒトガタ、そして錆さびた装甲板に覆われた肉食恐竜にも似た異形の体たい軀くが砂浜に沈む中、その中心に立つのは銀の少女だ。

　青いブレザー系制服の上から、鍔つば広びろの帽子やマントを重ね着した誰か。

　魔術師アレイスター＝クロウリー。

「戻ってきたぜイギリス、ウサギグレイの国です。いえーい」

　そしてコロンゾン打倒という共通の利害によって彼（？）を立てているのは、護衛のように寄り添うパーカービキニの烏からす丸ま府ふ蘭らんだ。

「というか、あなたは何でケータイ電波を無秩序にばら撒まいているですか。とっとと電源切るかバッテリーを抜くのです」

「ええっ、なんかどっちみち通じないから同じじゃね？」

「一般市民のケータイを制限しているだけで、警察消防などの行政通話は普通に使えますよ。そして制限下であっても位置情報の割り出しはできるです。潜入先で自分から電波撒まき散ちらすとか自殺志願ですかあなたは」

　この辺、電波まみれの元ＵＦＯ少女に口で勝てるとは思えない。変にプライドを持たず素直に従う辺りが上かみ条じよう当とう麻まの数少ない美点である。

　一方通行アクセラレータは一方通行アクセラレータで、首元のチョーカーへ手をやっていた。何かの調子を確かめているようだが、詳しい話を聞く度胸がない。

　少女の形になったアレイスターは邪悪に笑って、

「上かみ条じよう当とう麻まも回収できたか、そいつは僥ぎよう倖こう」

「おまっ、その化け物達はおんなじクロウリーなんだろ!?　お構いなしかよ!!」

「これだけ他人様に迷惑をかけて生きているのだ。今さら自分にだけ甘い顔をするとでも？　そもそも火傷をするのが怖くて手を引っ込めるくらい賢明なら、自分から攻め込むような戦争なんか起こさないさ」

　そんな風に言う割に、アレイスターはその他人様にも容赦なしだ。こちらの異変に気づいた銀の鎧よろいの騎士達へ掌てのひらを差し向け、あるいは剣で、あるいは銃で、そういう形のない幻想『霊的蹴たぐり』でもって一方的に叩たたき伏ふせていく。……『標的にしか見えない』という事は、口では色々言いながら上かみ条じよう達たちも警戒している、のか？

　ある種、幻想を打ち破る少年の右手とは全く異なる方向性。

　あやふやな夢幻に具体的な力を与えて世へ送り出す、一つの完成形。

「クロウリーの魔術はクロウリーが反動を抑え込む。それが私なりの責任ではあるのだが、まあ、そういう意味ではありがたい。無数の私が共存するこの場所では、あっちこっちに押し付けても誰の害にもならんのだからな」

　邪悪な笑みを浮かべるアレイスターの傍そばには白地に金きん刺し繡しゆうのティーカップのような修道服を纏まとうインデックスと、その肩に乗った魔神オティヌスか。

「……反動なんて私は聞いた事もないんだよ。本当の本当にそんなのあるのかな？」

「魔術の世界に対し常に疑問を持って接するのは大変結構だが、迷いの森に囚とらわれて進むべき道を誤るなよ。一〇万三〇〇〇冊、今はミナ＝メイザースの記述も取り込んでいるのかな。だがデータベースを揃そろえても検索エンジンの使い勝手が悪いのでは話にならん。それだけ集めても、未いまだに死角を全て潰せる訳ではないという話だな」

　目を白黒させて、上かみ条じようはさらに質問する。

「おいっ、数が足りてないぞ。浜はま面づらと、ええと、滝たき壺つぼとかいう女の子はどうしたんだ？」

「上空にカメラをくくりつけた風船を投げていますが、位置情報は摑つかめないのです。崖は脆もろい石灰質なので、波に侵食された洞窟などに逃げ込んだかもしれないのですが……」

「さっき携帯電話がどうのこうの言ってたじゃん。あいつのケータイ電波どうなってんの？」

「……この戦時下で吞のん気きに電源入れてんのはあなたくらいのものです」

　申し訳なさそうなんだか呆あきれているんだか、な府蘭フラン。ドローンを飛ばして地上検索と言葉に変換すると、なるほど、元ＵＦＯ少女などというエキセントリックな肩書きよりも土つち御み門かどと同種の闇の匂いが濃くなっていく気もする。まるでカレー粉やマヨネーズを使って舌先に感じる毒の苦みを覆い隠しているかのように。

　対して、アレイスターは気軽なものだった。

「私も完璧ではない。殺す殺す主義のクロウリーズ・ハザードに押し潰されたという可能性がひとまずの最悪として、次点だと『騎き士し派は』にでも捕まって連行された線かな。最良だと、君と同じようにどこかの物陰で震えているパターン」

「……そこですぐ捜索に乗り出そうとは考えられんのか破綻者？」

「三〇秒前に言った事も覚えていられないのかね哀れな教え子よ。私も完璧ではない、スタミナの問題がある。そこの第一位も首の電極のバッテリーに限りはあるだろう。いつまでも最前線に留とどまって消耗を続けていたら、この砂浜が全員の墓場になるぞ。そうなれば、今度の今度こそ、どこにいるかも分からん連中を捜す道は途絶える」

「……、」

「今まで学園都市の裏路地にいた以上、最低限の『お作法』くらいは学んでいるだろう。彼らはすでに潜伏状態にある。ここはひとまず雲隠れして、温存をオススメするよ。人を捜すつもりなら、確実な線を選択するべきだ」

　上かみ条じようは思わず一方通行アクセラレータや烏からす丸ま府ふ蘭らんの方へ目線を投げた。が、第一位は元から興味なし、パーカービキニの方もこくりと頷うなずくだけだった。二次被害で捜索隊が全滅という道は避けるべし、というアレイスターを支持しているらしい。

『人間』はくすりと笑って、

「そして確実を取るなら、ドライであっても目指すべきはロンドンだ。そこにはこの国の全てが集まっている。ストレートに連行されたならそちらに向かっているはずだし、ドーバーの砂浜に取り残されているにしても、各種報告の集中するロンドンで一気に情報を集めた方が捜索の手間も省ける。……何だったら、わざと浜はま面づら仕し上あげ、滝たき壺つぼ理り后こうの両名を『騎き士し派は』にでも捕まえさせてから、ロンドンで待ち構えて奪還する手もある」

「……成功率は？」

「未知数」

　小さく舌を出してアレイスターは即答した。

　何しろ失敗や敗北まで己の『計画プラン』に組み込んできた統括理事長だ。『確実な成功』など、それこそ最も縁遠い人間である。

「私は前にこうも言ったはずだ。『私は、優しくない』と。そして『私は君達のために時間を割かない』ともだ。ただ従ってレールの上を走り続ける子供の時代はもう終わった。己の目的があるのなら、途中下車を考えろ。どこで飛び降りるのが一番効率的か、自分の責任で見極めてな」




　　　　３




　バキリという硬いプラスチックを割る音が響いた。

　毛束のように飛び出してきたカラフルな配線を繫つなぎ合あわせればハイ完成。

「よし、動く動く。……雑だなイギリスのカーセキュリティ。ともあれ滝たき壺つぼ、シートベルト」

「うん」

　浜辺に置いてあった大柄な四駆であった。屋根にはスキー板やカヌーを固定するためのアタッチメントがある他、前後左右に仰々しい金属バーがくっついていた。おかげでなんか鳥かごみたいに見えなくもない。

「何なんだろなこれ？」

「オーストラリア辺りのカンガルー事故防止用に似ている。イングランドの辺りだと、放牧されている羊が道路に飛び出してくるのが怖いのかな……」

「センシンコクでサッカーの聖地なのに？」

「ロンドンとか大都市から離れれば、のどかな所も多いはずだよ」

　そんな風に言葉を交わしつつ、ぐるりと大きなハンドルを回して白い砂浜で大きな四駆を転がす浜はま面づら仕し上あげは、実は台風の目のような安全地帯に落っこちていた。ダッシュボードにはＳＩＭカードを抜いたケータイやスマホが置いてある。自分達の安全を保障してもらう代わりに、アレイスターに協力する。基本方針はその一言に尽きるのだが、当の本人とはぐれてしまったらどうにもならない。かと言って、あっちこっちでバカスカ大爆発が巻き起こる上陸戦の真っ最中に大声で名前を呼んであちこち駆け回るほどの勇気もなかった。

　つまりは、

「撤退撤退。どこでも良いいからいったん安全な場所に離れよう。アレイスターを捜すのは一段落ついてからで構わねえ」

　扱いは雑の一言だが、浜はま面づらからすれば統括理事長と自分の恋人、天てん秤びんにかけたらどちらが重いかなど自明の理だ。最優先はどこかぼーっとしたピンクジャージにセーターのおかっぱ少女を流れ弾が当たらない場所まで連れていく事。これに尽きる。

「てか俺達何してるんだっけ？」

「なんか愛と平和のためだったような気がするけど、ガイドさんいなくなっちゃったね」

　連絡先が分からないのではなく、あるのに携帯電話が使えないというのがもどかしい。とはいえ、向こうも馬鹿でなければ自前のケータイは潰しているだろう。公衆電話などから連絡を取る事もできまい。

　そう、彼らは半はん端ぱに聡さとかった。

　とっとと四駆の屋根の下に入ってしまったのも、果たして幸か不幸か。

　上空から風船を飛ばして捜索していた府蘭フランの思惑になど、気づいている素振りもない。

　車はイマドキ逆に珍しくなってきたマニュアル運転。ひょっとしたら四駆の特性を活いかして急な上り坂を上る時などには、勝手にギアが変わるオートマよりもこちらの方が重宝するのかもしれない。パソコンのエンターキーと同じく、自分の手でガコガコとシフトレバーを操作するのはちょっと格好良さげに見える。……もちろん隣に恋人がいなければひたすら鬱陶しく思っていただけだろうが。

「はまづら。具体的にどこへ行くの？」

「つかイギリスの地理とか分かんね。ナビとかねえのかこの車？　ホルダーしかねえぞ、スマホアプリ派かな。滝たき壺つぼ、一応ダッシュボードとか調べてくれ、紙の地図があるかもしんねえし」

「紙の地図なんて酔っちゃうよ」

「じゃあ運転席の俺の視界いっぱいに地図を広げろと申すか」

「んー」

「おいっ、こんなトコで甘えるなって」

「……なら、はまづらはどんな所だったら良いいのかな？」

（ドキリとしたいのは山々だけどどこでそんな言い回しを覚えたのかの方が気になるッ!!　鏡の前で予行練習してたとかだったら俺の中心にある何かが爆発しそうだけども!!）

　ここは日本の学園都市ではない。デビル麦むぎ野のも小こ悪あく魔ま絹きぬ旗はたも監視してない、真なる自由の地イギリスである。二人きりなのだ。夜の浜辺で盗んだ車の中なのだ！　何らブレーキ役のいない恋人同士がどこまで突き進んでしまうかはもはや浜はま面づら自じ身しんにも分からないのであるッ!!

　と、その時だった。

　二人きりの世界だったはずなのに、安全なテリトリーの内側で不穏な気配があった。




「あら。それならひとまず首都ロンドンを目指してみる事をオススメしておくけれど」




　ギャギャギャリ!!　と四駆が砂浜の上を不自然に蛇行し、危うくニョキニョキ生えてる適当な岩に真正面からぶつかるところだった。ガチガチに固まったアイスバーンほどではないが、砂浜もまた急ブレーキは禁物である。

　ルームミラーには銀髪褐色の美女の顔が映り込んでいた。

　顔色の悪いミニチャイナの少女とお互いのほっぺたを押し付け合うようにして、とんでもない仮装パーティが一つの鏡に収まっている。

「うー、湿気湿気。やっぱり海風はダメだわ、エアコンでもっと空気を乾燥させてちょうだい」

「ネフテュスって湿っぽい泣き女のくせにこういうの全然ダメだよねー☆」

　けたけた笑っている後部座席の二人は、それだけで異世界のビジュアルと化していた。

「彼の思考で考えてみれば良いわ。闇雲に走り回って捜すより、向こうが立ち寄りそうな場所を考えて先回りしてしまった方が確実だもの」

「どう考えても騒乱の中心点はそこだしね☆　アレイスターとの関係値を考えれば、はぐれたアンタ達のためにいつまでも最前線の上陸地点に留とどまり続つづけるとも思えないしぃー」

　な、な、な……と浜はま面づらはクラッチ操作を怠ってエンストしてしまった四駆を再始動する事もできないまま戦慄わなないて、

「つか全体的に何なのアンタ達!?　オーラでヤバいのは何となく分かるけど!!」

「私は『魔神』ネフテュス、そっちは『魔神』娘ニヤン々ニヤン」

「一応これでもムー大陸だの何だのよりは深い位置にいるんだよ。時代の目撃者となれた事、幸運に思うがよいわーぐわははは!!」

　ミニチャイナの薄い胸元も眩まばゆい太ふと股ももも大変危なっかしい娘ニヤン々ニヤンが両手を上に挙げて背筋を伸ばすようにして、己の華きや奢しやな肢体を誇示してきた。レア度がどうとか知らないが、助手席の滝たき壺つぼから音もなく殺気に似た何かが噴出しつつあるので誰か何とかしてほしい。

「何でそんなのが俺達の方にひっついてくるんだ？　こっちは誰の邪魔も入らねえ旅先で恋人と二人きりだっていう夢のシチュエーションが分かんねえのか!?　せっかくのヨーロッパさんですよ！　見てごらん助手席から放たれる鬱々としたオーラを。俺は赤の他人のやらかしに対しどんだけ埋め合わせしなくちゃならないの!?」

「あら、それは失礼」

　こいつはもはや服なのか、大変肉感的な褐色くびれボディに包帯だけ巻いた銀髪の美女は無防備な娘ニヤン々ニヤンを改めて豊かな胸元へ抱き寄せながら、

「ただこちらとしても必要な人選を行っただけなのだけれどね。何しろ、せっかく『理想送りワールドリジエクター』のおかげで永遠に戦争できる遊び場へ連れて行ってもらえたのに、もう一回こっち側に釣り上げられちゃうんだもの」

「ま、そのおかげで面白いモノと接触できそうだから、暇潰しが見つからねってほど困った状況でもないんだけどねっ☆」

　……何だか話が物騒な方向に転がり始めたような気がする。例えば、心の底から静かにぐつぐつと煮え始めた麦むぎ野のの話を聞いているような。

「おい。もう一度尋ねるぞ。何で俺達なんだ？」

「一番動機が希薄だから」

　全身包帯の褐色美人ネフテュスはけろりとした顔で即答してきた。

「上かみ条じよう当とう麻ま、一方通行アクセラレータ。彼らを中心とした人の輪は目的意識がはっきりし過ぎていて、傍観者の立場からすると面白みに欠けるのよね。もちろんアレイスターは論外。あんなのとくっついていたら主観に偏り過ぎてモニタリングどころの話じゃなくなるわ。私、こう見えて涙もろいのよ。頑張っている張本人には申し訳ないのだけれど」

「コロンゾンが顕在化した今のイギリス清せい教きよう側がわにつくってのもねー？」

「アレイスターもコロンゾンも、どちらも私達『魔神』を敵視しているでしょうしね」

「ねー？　こーゆー、世界の幸不幸に対して冷淡な辺りが嫌われてんじゃね？　わたし達」

　のほほんと語る人間抱き枕娘ニヤン々ニヤンだったが、浜はま面づらの方は嫌な予感が膨らむばかりだ。説明されればされるほど安心が遠ざかるというのも珍しい。

「傍観者？　モニタリング？　……って事は、覗のぞき見みしたい『何か』が別枠であるって訳か？」

「ええ、色々と」

　くすりと笑って、娘ニヤン々ニヤンの顔に頰ずりしながらネフテュスは妖よう艶えんに語る。

「メイザースと密約を結んでいた大悪魔コロンゾンそのものもそうだけど、やっぱり面白いのは人の業ごうね。魔術の国イギリス。私達みたいな神の側から眺めても、なかなか興味深いものを隠し持っていたようで。少なくとも、マリア観音よりはえげつないカクテルね」




　　　　４




　それは絵本の世界であった。

　上かみ条じよう当とう麻まの頭の上には、バランスボールよりも大きな風船がブドウの房のように密集していた。各おの々おのから伸びたワイヤーが、束ねれば意外なほどの強度を実現する紙でできたかごをぶら下げている。

　のんびりふわふわ気球の旅。地上を走るのとは体感速度は全然違うが、おそらくは時速換算で三、四〇キロといった所か。ただ、今は多大なリスクを含むド派手なカーチェイスよりも、確実に目的地へ近づく方が得策と考えているのかもしれない。

「ドーバーからロンドンまでは直線でざっと一〇〇キロくらいです」

　烏からす丸ま府ふ蘭らんだけで実現したものではない。

「日本の鎌倉に足を着けた事があると、前にそう言っただろう」

　功労者たる邪悪な少女は気楽なものだった。

「折り紙は風ふ呂ろ敷しきと並んで多種多様な利用価値のあるものだ。工夫一つで形状も強度も自由自在、こいつを利用すれば限られたスペースの中で人工衛星の太陽光発電パネルを格納するのにも利用できる。思うに、あの国は自分で自分の良いい所を捨てる事に快楽でも覚えているのではないか。欧米なら当たり前などというドヤ顔の決まり文句は、イギリス、フランス、イタリア、アメリカであれだけの仕打ちを受けた私からすれば失笑以外の何物でもないのだがな」

　手作り気球に揺られているのは、上かみ条じよう当とう麻まを始めとするイギリス侵攻御一行様。上から見下ろしても、やはりはぐれてしまった浜はま面づら達たちは見つけられそうにない。

「キャンピングカーに、クルーザーに、今度は気球か……。何でもアリだなお前」

「かつての私は貧も富もつくづく金に振り回されたからな。これでも一応私は学園都市の統括理事長だったんだぞ。隠し財産など全世界どこにだって置いてある。そうだな、全部かき集めればブリテン・ザ・ハロウィン、第三次世界大戦、デンマーク『魔神』包囲作戦と立て続けの争乱で傾いたＥＵを丸ごと買収くらいはできるだろう」

「あのクロウリーズ・ハザードは拝借できねェのか？　翼の生えた連中も色々いたろォが」

「コントロールの有無以前の問題として、全身猛毒だらけの悪竜だったり殺人カビまみれの飛行機械だったりするものも多いが？　あれは基本的に殺意と害意の塊だ、利用するならともかく手て懐なずけられるなどとは考えない方が良いい」

　とても戦争やってる真っ最中とは思えないほどのんびりゆったり、彼らは夜の英国を旅している。

「……、」

　インデックスは黙り込んだまま眼下の闇を眺めていた。これから戦火に巻き込まれる大地を見て、何を思っているのだろうか。

　一方の張本人であるアレイスターは適当な調子で、

「カンタベリーは迂う回かいしろ。今は『確実』が最優先だ、ロンドン到着は多少遠回りであっても構わない」

「かんたべりって何があるんだっけ？」

　上かみ条じようが首を傾かしげると、肩の定位置についたオティヌスが呆あきれたような息を吐いた。

「……これから戦う相手について何も知らんのか？　イギリス清せい教きようの公的な総本山、カンタベリー大聖堂の御膝元だよ」

「ヴぇっ!?」

「海の玄関口であるドーバーから一直線に首都ロンドンを目指すと自然とかち合う格好になるの。どういう意図をもって場所を選んだかは明白なんだよ」

　インデックスが断言した直後だった。

　ゴッッッ!!!!!!　と、地上の尖せん塔とうらしきもののてっぺんから、真っ赤な直線が夜空を薙なぎ払はらっていった。近くの木に雷が落ちたかのように体を小さくしてびくつく上かみ条じようだが、アレイスターは鼻で笑っただけだ。

　凄まじい高圧放水を眺めながら、魔術師は看破する。

「トマス＝ベケットの血の奇跡、か。心配するな。こちらが捕捉された訳ではないさ」

　小さく指を振って、かの『人間』は片目を瞑つぶった。

「わざわざ烏からす丸ま府ふ蘭らんを動員して魔術以外の方法で飛行している。魔術師アレイスター＝クロウリーは、魔術師というからには魔術に頼ってくるだろう。……どれだけ装備が充実していようが、運用する者の発想自体が貧困ではどうにもならん」

　手すりの向こうの闇を見据えて、アレイスターは得体のしれない子守歌でも口ずさむように言い続ける。

「変わらんな、イギリス。世紀をまたごうが、まだまだ夜明けは遠い。モノの本質も見極められず、俗物な新聞記者どもが喚わめき立たてた『変態』だの『食人鬼』だのの肩書きをそのまま信じたあの頃と何も変わらん。自分の目で見ず自分の手を動かさずに知識人を気取ろうとするから、目の前の闇を拭う事もままならんのだ」

「じ、じゃあさっきのは何なんだ？」

「英国は魔術の国だぞ。イギリス清せい教きようを取り締まる側としてどこまでも肥大化させるほどに。つまり、そもそも『清せい教きよう派は』以外に魔術を振るう者達がいなければ成り立たん。曙しよ光こう、正午、炎天、夕焼け、宵闇、極星、日につ蝕しよく、黒点、そして明け色。我が汚名たる『黄金』から分かたれた有象無象の飛沫しぶきたる魔術結社どもが、適当な使い魔でも飛ばして情報収集していたのだろう。それらが誤検知されて撃ち落とされている。……飛行は脆弱性の塊だが、やればやるだけ反感を増やして事件の発生確率を上げるのが何な故ぜ分からんのかね、正義に属する側というのは」

　こうしている今も断続的に禍まが々まがしい赤が夜空を切り裂いているが、防空網をすり抜けているアレイスター側に慌てるような素振りもない。

「でも、学園都市で封印されているとかいうコロンゾンの弱みはイギリスのどこかに隠してあるんだろ。ロンドンも首都っていうくらいだからすごいんだろうけど、あそこは流しちゃって大丈夫なのか？　イギリス清せい教きようの総本山って話じゃないか」

「いかにも意味ありげなカンタベリーを抜かして国内最大の人口密集地ロンドンを攻める理由はあるのか？　と聞きたいのかね」

　次に大悪魔コロンゾンが出てきたら誰にも止められなくなるらしいが、一方で、上かみ条じようは別にイギリスと全面戦争をしたい訳ではない。とっととローラやコロンゾンの問題を解決してこんな混乱収めてしまいたかった。そういう意味でも、調べ物の取りこぼしで延々迷走する展開は避けたい。

　だが、アレイスターにも考えがあるようだ。

「確かに、カンタベリーの警備そのものは厳重だ。しかし困った時のための保険を、わざわざ総本山に置いておくか？　それは海外旅行でいつも使う財布といざという時の現金を、全部まとめて同じポーチに詰めて夜の街へ出かけてしまうようなものだぞ。一度のトラブルで何もかも失うような場所に置くものか」

　絵本に出てくるような風船気球は、夜景らしい夜景もなく黒々とした影の山と化している市街地をゆっくりと迂う回かいしていく。あの分だと、戒厳令や灯火制限なんていう普段お目にかからないような言葉がマジメに飛び交っているのかもしれない。

「……、」

　大々的な消灯で地上にぽっかり空いた黒い穴のようになったカンタベリーの街を見て、上かみ条じようはわずかに目を細めた。ひょっとしたら東京の中でも、ローラ＝スチュアートを閉じ込めて機能停止した学園都市はあんな風になっているのかもしれない。

　真下は牧草地らしい。

　不規則な間隔で曲がりくねったバリケードのようなものが敷かれているのが見て取れる。

「イングランド─ロンディニウム大要塞。……その外がい縁えん、です」

　何かしら由来のある名前なのだろうが、上かみ条じようにはピンと来なかった。

　ぽつぽつと見える揺らいだ光源は電気を使ったライトではなく、松明たいまつか何かの明かりか。それが先ほどから何重にも続いていた。もしも全体を見渡す事ができたなら、ロンドンを中心とした木の年輪やバウムクーヘンのように見えたかもしれない。

　パーカービキニはこんな風に言っていた。

「ミステリーサークルです。ウサギグレイでお馴な染じみのっ！」

「あん？　何でだよ、イギリス清せい教きようの連中はほんとにＵＦＯ研究でもやらかしてんのか？」

「そんな訳がないだろう」

　アレイスターは呆あきれたような調子で、

「草原の真ん中で不自然に草を倒して作った紋様が発見される。この程度の神秘はギロチンで首を落としていた頃から普通に語り継がれてきた。当時は妖精が踊った痕跡だと信じられていて、最大でもせいぜい数メートル程度の慎つつましいものだったがね。それが今の時代ではネッシーだの何だの本質も分からず持ち上げて、ネットの写真でしか見た事もないナスカの地上絵辺りと対抗意識をむき出しにして巨大化していく一方だ。そこらのガキどもがお祭り気分で麦畑を薙なぎ倒たおし農家の努力を台無しにしてくれるときたもんだ」

「つまり何がどういう事？」

　途中から説明を放棄して悪態だけで満足してしまったアレイスターに代わって口を開いたのは、少年の肩に乗っている小さなオティヌス。彼女は両手で上かみ条じようの耳にしがみつき、その耳の奥へそっと語りかけてくる。

「『草を倒して作った不思議な記号』という超常だけが歴史を超えて語られている。原因についての仮説は時代時代でまちまちだな。大半のミステリーサークルは写真の中に妖精が写り込んだコティングリー事件と同じく『注目を集めたい子供達の小細工』に過ぎんが、中には説明のつかないものも混じっているのだ。地上の連中はそれを人工的に再現して、牧草地帯そのものを命令一つで操り、干し草でも使った長大な壁を一面に広げているのさ」

　干し草の壁、と聞いてもいまいちピンとこない上かみ条じよう。確かにクロウリー軍団が海を渡って押し寄せている真っ最中、今から一個一個石を積んで万里の長城を作っている時間はないのだからどこかで楽をする必要があるのだろうが……強度的には大丈夫なのか？　何となく三匹の子豚で最初にやられるクソ野郎の家を思い浮かべてしまう。アレイスターと違って上かみ条じようはイギリスとクロウリーズ・ハザードの正面衝突など望んでいない。あのモンスター軍団を壁で防いでくれるならそれに越した事はないので、できればレンガだの鋼鉄だの硬く分厚いモノを用意してもらいたいものだったが……。

　が、一方通行アクセラレータはうんざりしたように口を開いた。

「……壁を作った野郎は頭がイカれてやがンのか。分厚い壁によじ登のぼろォとした侵入者を油か何かで搦からめ捕とってから、松明たいまつで火を放って確実に始末する構成じゃねェか」

「火は昔から確実な遺体損壊と名めい誉よ剝はく奪だつに用いられてきた。罪人殺しには最適だ。何しろ、十字教の最後の審判では肉体が必須らしいからな。体を燃やしてしまえば神に救われんという理屈だ。わざわざ炎の壁なんて用意している所を見るに、それだけ向こうも本気なんだろう」

　想像以上に攻撃的で、話を聞いているだけで上かみ条じようの全身がちょっと縮んだ。

「だから、憂慮する必要は特にない」

　アレイスターは、悪い夢に脅おびえる子供を諭すような口振りだった。

「ここが良いいラインだ。忍び足で普通に地上を進めば検問にぶつかり、特殊な魔術で飛行すれば防空網に撃ち落とされる。だが、どうやら『騎き士し派は』や『清せい教きよう派は』の有識者サマは人間が普通に空を飛べるという事実を失念しているらしい。先入観とはまさしく思考の毒物だ。気球や飛行船程度なら、ライト兄弟以前から当たり前に普及していたはずなのだがな」

　一方、手綱を握るパーカービキニの府蘭フランは複数の風船で浮かぶ気球のかごから身を乗り出し、こちらへ突き出すようにした丸い尻尾しつぽのドップラーレーダーを揺らしながら、

「イングランド─ロンディニウム大要塞、第三城壁を通過。概算であと六〇キロ程度です。バッキンガム宮殿を玉座とするなら、堀を越えて真正面を飾る薔ば薇らの庭園くらいには入ったとみなして構わないです」

「焦あせる必要はない。どうせ今のままでは外堀から露出した庭園辺りが限界だ、流石さすがに堅い内門を破って城内までは入れんよ」

「へえー」

　と、上かみ条じよう当とう麻まは遠くを見ながら何か感心したように呟つぶやく。

　傍はたから見れば、まるで高所恐怖症の人が、真下ではなく水平線の方を眺めて絶景で気を紛らわそうとするようにも思えたかもしれない。

「すごいな、オーロラ出てる。やっぱり一二月のヨーロッパだなあ。第三次世界大戦のロシアもオティヌスとの逃避行も、みんな雪降ってたし」

「……君は、その、アレだな。ここで頭を抱えるという事は、存外私の中に教育者としての顔が根付いているらしい。せいぜいテレマのためのカムフラ程度と考えていたのに……」

「？」

　緯度や太陽風などオーロラの観測条件について、特に誰も細かい説明をしてくれなかった。なので上かみ条じようは根本的な思い違いに気づけない。

　頭痛と戦うような顔を浮かべ、少女の形をしたアレイスターは適当に人差し指を振る。

「あれは首都ロンドン全体を覆う最結界か何かだろう」

「厄介な話になってきた」

「そうとも。元々連合王国は三つの派閥と四つの地域が複雑に重なり合う特異な毛色を持った領域だ。結界は基本的に人を遠ざける壁に近いモノなのだが、全く同じ座標に三重四色が連なれば、Ａの抜け道をＢが塞ぐの繰り返し、あれもダメこれもダメの大迷宮と化すだろう」

「おい、せめて実感の持てる言葉で話してくれないか」

「凄すさまじく巨大な壁が行ったり来たりしている。下手に触れば中空に引きずり込まれ、莫大極まるプレス機で押し潰されて死ぬだろうな。鳥の巣状態のケーブルみたいに複数絡からみ合あっているので、君の幻想殺しイマジンブレイカーでも簡単には突破できない……というか、半はん端ぱに表層を砕いてしまう分だけ引きずり込まれやすくなるだけだ」

　とりあえず、頼まれた事は素直に聞いてくれるようだった。おかげで上かみ条じよう当とう麻まはちょっと自分の心臓が小さくなった気がする。

　呻うめくように、先を促すしかなかった。

「どうすんだ、そんなの……？」

　うん、とアレイスターは頷うなずいて、

「いくら複雑怪奇な最結界とはいえ、当のイギリス側の人間まで行き来できないという話ではないだろう。一兵卒はさておいて、ぷっ、選ばれし者ならな」

「何だ？　まさかと思うがイギリス人の後を尾つければ秘密の通路が分かるとか？」

「そこまで間抜けではないだろうが、相乗りはできる。例えば『騎き士し派は』に捕まった重要人物は現場で殺される事なく、情報を吐かせるためロンドン内部まで連行されるだろう。何しろ、あそこには拷問と処刑の分野においては世界的に有名な、悪名高き処刑ロンドン塔とうがあるからな。ここは間違いない」

「結局は何がどうなるってんだ」

　右から左へ聞き流している場合ではなかった。

　先を促してしまったのは迂う闊かつの一言だったかもしれない。

　ともあれ。

　美少女魔術師アレイスたんは邪悪な笑みと共にこう答えたのだった。




「つまり、君が捕まれば先へ進める」




　疑問を挟む余地もなかった。

　ばぢん!!　という鈍い音が炸さく裂れつし、上かみ条じようの全身から力が抜ける。右手の幻想殺しイマジンブレイカーでもどうにもならなかった所を見ると、何の変哲もない高電圧のスタンガンでも使われたのか。くらりと体が揺らいだかと思ったら、分厚い紙を重ねて強度を確保した風船気球のかごの手すりを乗り越えてしまった。最悪の道と分かっているのに、時間の流れを止められない。

　スタンガンだとしたら、まずい。

　相手が高圧電流だと、直接触れているかはあまり関係ない。すぐ近くで寄り添うように佇たたずんでいたインデックスや、肩に乗っていた掌てのひらサイズのオティヌスはどうなっただろう。

　抗議の声を上げる事も疑問を晴らす事もできないまま、上かみ条じよう当とう麻まは牧草地帯に丸めて置いてあった干し草のロールの上へ砲弾のように突き刺さった。








行間　一









　サイズこそ破格だが、果たして乗り心地そのものはどうだったのか。

　多数のコンテナを積んだ貨物船のサイドデッキで、手すりに身を委ゆだねているのは見た目だけなら一〇歳程度の女の子、打ち止めラストオーダーだ。

「お船で、ゆらゆら……」

　彼女は即興で作った歌を口ずさもうとしていたが、

「……うー、なんか気持ち悪くなってきた、ってミサカはミサカは自己申告してみたり」

　びびび、びびびびび、と打ち止めラストオーダーは奇態な独り言を呟つぶやいている。

　音声以外の何かによって、彼女にしか分からないコミュニケーションが始まる。

『ミサカ一五一五一号はリオでくつろいでいます、とミサカは報告します。いえーいシュラスコさいこー』

『ミサカ一八〇〇〇号はベトナムでバイクを乗り回しています、とミサカはネット個人宅配でフォーをお届けしながら世間話に花を咲かせます』

『ミサカ一〇七八二号は南極基地でお餅を焼いています、とミサカは焼き加減を見ています。ペンギンかわいい』

　どいつもこいつも楽しそうだった。

　自分だけ何かに呪われているのか、と打ち止めラストオーダーが益やく体たいもない事を考えた時だった。

「ほーらー。冬の海なんて眺めても寒々しいだけでしょ。中に入っちゃいなさーい」

　遠くから研究者の芳よし川かわ桔き梗きようが声を掛けてきたが、打ち止めラストオーダーは手すりに寄りかかったまま力なく小さな手を振るばかりだ。この短い間に得た経験が語っている。広い所で揺られるのと狭い所で揺られるのは、感覚、難易度が全く違うと。

　うー……と低く呪うような声を上げながら、分厚いコートで包まれた打ち止めラストオーダーはとにかく青空を見上げていた。遠くを見れば何とかなると思っている辺りは、もはや科学的見地のないまじないか、好意的に解釈してもプラシーボ効果狙い程度の期待感しかないのだが。

「どうして、どうして、こう……あっちこっちぐねぐね曲がる訳え？　ってミサカはミサカはぶーたれてみる。海はこんなに広いんだから、まっすぐ進めば良いのに」

「色々避けないとぶつかっちゃうから仕方がないのよー」

　両手でメガホンの形を作ってのほほんと叫ぶ芳よし川かわ。

　ただでさえ狭苦しい東とう京きよう湾わんの出口だ。横よこ浜はまの象徴の一つである、巨大な観覧車が見て取れた。ここからオーロラの美しいアラスカまではまだまだかかる。

　芳よし川かわは芳よし川かわで、演歌の世界に出てきそうな荒々しい冬の海へと視線を投げていた。




　横倒しになって浮かんでいるのは、何だ？

　巨大な魚の両サイドから人間の腕らしきものが複数伸びた、得体のしれない死骸だった。




　東とう京きようや神か奈な川がわの近辺だと学園都市勢の他に自衛隊や在日米軍まわりの施設も拡充しているはずだが、どうも彼らの手によるものではなさそうだ。芳よし川かわの手には携帯電話とは似て非なる小さな携行無線機があるが、船の大型無線とリンクしたこの機材を頼る限り、公共放送から警察消防、素人しろうとの通信に至るまで、どれもこれも混乱混乱また混乱であった。

　……生粋の科学者である芳よし川かわ桔き梗きようには、陰陽博士・土つち御み門かど元もと春はるの生家など想像もできないだろう。

　ここに限った話ではない。

　世界五三ヵ国、周辺国家にまで影響が及ぶとなれば、地球儀を回して異変が起きていない場所を探す方が大変だ。

　アオザイを纏まとう目つきの悪い少女、番外個体ミサカワーストが芳よし川かわの隣で口笛を吹いていた。

「もっと技術流出で世界がズタズタになっちまうとミサカ踏んでいたんだけど、意外に平和だったね。つっまんねーの」

「ま、世の中全体がこんなになっちゃあね。本当に学園都市の機密情報が目の前を横切ったとしても、それ以上にセンセーショナルな戦争の話がリアルタイムで飛び交っているんだもの。どこまでが正しくてどこからが間違っているか、普通の人に分かるはずがない。有象無象の情報に紛れちゃって、フェイクニュースと一蹴されるのがオチなのよね」

　もちろん正しい情報と間違っている情報を仕分ける眼めを持った人間なら話は変わってくるのだろうが……それができるのは、基本的に学園都市の『中』にいた専門家だけである。そもそも、『外』の人間にとっては大だい覇は星せい祭さいなど一部の例外を除けばほとんど神秘のヴェールに包まれた学園都市だった。この大混乱の中で多少の技術流出が起きた所で、一つ一つをきちんと精査なんぞできるはずもないのだ。

「ただ、学園都市の科学技術は世界の金融経済を回す動脈だったからね。これでも一応、拍車はかかっているのよ？　経済が不安定になれば戦争の利権で取り返そうとするのが大国だものね。敵は、正体不明のバケモノ。いくら殺しても道義的責任や政治的な綱引きに影響なし。……それはまあ、戦争を公共事業に見立てて経済の立て直しを図ろうとする国が増える訳よねえ」

「勢い勇んで殺人兵器の増産を決めんのは勝手だけどさあ、そんなに長続きすんのかね、この戦争」

「準備するだけ準備して、あっさり終結しちゃったら大赤字よね、それこそ。一体どうして始まったのか原因が分からない以上、いきなりパッタリ途切れる恐れもあるっていうのに」

　んー、と芳よし川かわは両手を上へ挙げて背筋を伸ばした。

　まるでお腹なかが痛い超痛いこれ普通じゃないと救急車を呼んだのに、やってきた頃には痛みが引いていたような居心地の悪さ。別に病気を望んでいる訳ではないのに、せめてなんか病院で見つかれ！　と祈ってしまうような。……とりあえず、誰にも監視される事のない世界の果て、アラスカで生のオーロラ見る前に決着するのも、それはそれで困る。そんな風に考えてしまう、複雑なオトナの女性であった。
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　首都防衛隊に通達。

　イングランド─ロンディニウム大要塞、最終城門たる結界を閉じよ。これは『騎き士し派は』の堂々たる代表格、ホレグレス＝ミレーツの命である。




　現況はこうだ。

　沿岸防衛隊はドーバー海峡ルートより迫るクロウリーズ・ハザードを押し返す事に失敗した。イギリス本土に踏み込まれた時点で、最優先は首都ロンドンの防衛と、栄えある『王おう室しつ派は』の皆様の安全を守る事へと更新されたものとする。

　元アニェーゼ部隊、天草式十字凄教など外と様ざまの戦闘集団については現場から回収する必要はない。ピックアップを待たず、一刻も早く結界を閉じる事。そもそも彼らの失敗によって上陸を許したのだ。ここまできて、さらに国家の足を引っ張らせる訳にはいかぬ。

　私は誉れ高きイングランド貴族である。

　地理的条件に合致するからなどという理由で、他の三つの地方を守るための緩衝材として扱われるなど絶対に認めない。やるからには意味を求める。

　最大主教アークビシヨツプローラ＝スチュアートが職務を放棄し行方を晦くらました段階で、『清せい教きよう派は』の大義は失われた。

　現在、ヤツの居住区であったランベス宮を捜索させている。早い所、アレが見つかるとよいのだが。

　併せて、必要な人材を用意しておく事。

　結界は万全ではあるものの、常に最悪へ備えておきたい。

　念のため、という言葉は戦時において極めて重要な意味を持つ。事は首都ロンドンの防衛である。皆、一層の気を引き締めて取り掛かるように。




　騎士団長ナイトリーダーへの報告もまた、必要ない。

『王おう室しつ派は』と懇意にある私の言葉を疑う者は、そのままエリザード女王以下英国王室の信任に対する裏切りであると判断し、即時処罰する。
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　がたがたごとごと、と上かみ条じよう当とう麻まは一定の振動に揺られていた。

　しかし列車の座席に腰掛けるような眠気はちっともやってこない。ここは護送用の馬車の中で、扉はもちろん南なん京きん錠じようで封じられ、小さな窓にも金網と鉄てつ格ごう子しのダブルロックであった。鬱々とした空気がもう止まらない。

「あうー……」

　忘れていたのだ。

　なんか理解した気分になっていたのだ。

　ミナ＝メイザースや赤ん坊のリリスの件でほだされている場合じゃなかった。アレイスターは一人の父親や魔術師であるのとは別に、今の今まで学園都市で散々策謀を巡らせてきた統括理事長ではないか。己の目的のためなら世界を科学と魔術の二つに切り分けて人類全体を対立させ、一つの街で暮らす二三〇万人を迷わず使い倒す。どうして自分自身がカードの一枚としてテーブルへ雑に放り投げられると考えなかった？　自問自答がぐるぐる回る。

「ふん、不届き者め。今に見ていろ、処刑ロンドン塔とうに辿たどり着ついたらそこが貴様の末路となるぞ」

　密閉された同じ荷台の中から凜り々りしい女性の声が響いていた。こちらは上かみ条じようと同じ囚人ではなく、護送する側の人間だ。

　というか、どーばー？　の浜辺で見た女性騎士であった。

　きちんとこちらに合わせて日本語にしてくれた。……とツンツン頭は思っていたが、実はこれより前に英語で何度か話しかけたものの、全く言葉の分からん上かみ条じようは独り言かと思って総スルーしてしまい、軽めに心がへっこんじゃっていた事実までは気が回っていなかった。

「例の東洋人部隊……天草式はクロウリーズ・ハザードにやられて壊滅したと聞くしな」

「えっ!?」

「全部貴様達のせいだ。カンタベリーの街は丸ごと落ちたらしい。クロウリーズ・ハザードに飲み込まれればあんなものだ。ヤツらは人を喰くらい、千切り、面白半分に弄もてあそんで、丸めてしまう。イギリスの歴史が始まって以来の大惨事だ……」

「？」

　一瞬心臓が止まるかと思った上かみ条じようだが、話を聞くにつれて疑問が頭にもたげてきた。

「かんたべりの街って、普通にでんと置いてなかったっけ？」

「何を言う、みんなそう言っているのだ！　この局面で噓うそなどつくものか!!」

「……つまり、直接は見ていないのか？」

「ヤツらは人を喰くう前に、逆さに吊つるして血抜きを行うらしい。目、耳、鼻、口、ありとあらゆる穴から垂れ流しだ。想像を絶する苦痛だろう、天草式とかいう東洋人の連中もこれでやられたらしいしな……」

　この分だと、天草式の方もそこまで心配する必要はなさそうだ。大混乱の中で、あっちこっちから『デマ』が飛び交っているのだろう。

　上かみ条じようはそっと息を吐いて、

「というか、新しい胸当てもらったんだな。良かった、本当に良かった。汚れなきおっぱいが無事で良かった……」

「きっ、騎士の恥をぶり返すな馬鹿者!!　早く忘れないと許さんぞッ!!」

　顔を真っ赤にするも、嚙み付くというより両手で自分の体を抱くようにして庇かばいながらちょっと後ずさっている女性騎士。何となく、土つち御み門かどにしてやられてバトル系お嬢だらけの『学舎まなびやの園その』を逃げ回った時とおんなじ香りが漂ってきた。ひょっとすると純粋培養で、身内以外の男性との会話には慣れていないのかもしれない。

　と、そこで小さな金属音があった。

　女性騎士の手の中から何かがこぼれたらしい。彼女が慌てて拾ったのは、ちょっと大きめの金貨のようなものだった。上かみ条じよう当とう麻まには小銭の音に敏感な機能があったのだ。

「外国のお金って不思議な感じがするよな。こう、なんか、オモチャみたいに見える」

「阿あ呆ほう。こいつは断頭金貨と呼ばれる霊装だ」

　……一瞬、紅茶の国の人が日本語の扱いを間違えているのかと思ったが、どうやら本当にダントーと口に出したようだった。おっかないのでもうその先を聞けない。

　なのに女性騎士の方が勝手に話を進めてしまった。

「痛みと恐怖を数秒間だけ散らす、自決用の補助霊装だ。まるで魔術サイドの携行麻酔だな。こんなものがお守りになるとは、我ながら精進が足りない」

「ちょっ!?」

「取るなよ。戦いに挑む者には全員支給されている品だ」

　いよいよ戦時下の空気が上かみ条じようの体にまでまとわりついてきた。

　小さな、そして大層重苦しい窓を通して眺めるロンドンの街並みは、馬車の中とそう変わらないように思えた。

　とにかく人がいない。

　夜も更ふけたから、というだけではないだろう。酔っ払いどころか野の良ら猫ねこも見当たらない。どこもかしこも雨戸を締め切り、具体的な敵がどうこうというよりも、頭の上にたなびくオーロラのような光のヴェールそのものを忌いみ嫌きらっているようだった。アレイスターの話によれば守りのための魔術らしいのだが、あたかも防衛兵器そのものに戦争のイメージを抱いているかのように。禍まが々まがしい厳戒態勢の中を、修道服を纏まとうシスターや銀の鎧よろいを纏まとう騎士達が慌ただしく移動している光景は異質を極めていた。大きな災害の前触れのようなざわつきが風景全体を支配している。昨日までの常識が明日には通用しなくなるような、とんでもない塗り替えが行われている真っ最中。形の見えない『時代』そのものが悲鳴を上げているのかもしれない。

　イギリスに来たのはこれが初めてではない。

　ドーバーの海や気球の上で、インデックスが見せた物もの憂うげな横顔も思い出す。

　だからこそ、上かみ条じよう当とう麻まはこう呟つぶやいていた。

「……変わったな、ロンドン」

「ふん」

　部外者から思わせぶりな事を言われたのが、地元で暮らす女性騎士の癇かんに障さわったらしい。鼻から息を吐いた（そして相変わらず馬車の荷台の角っこにすっぽり収まったまま）彼女はこう洩もらしていた。

「本当に悲惨だぞ」

「？」

「処刑ロンドン塔とうは、貴様が思っているほど甘くはない」

「ん？　んん？？？」

　聞いた事があるような、ないような。

「なんか、旅モノのクイズ番組で出ていたような……？　言うほど塔って感じの建物じゃなかったし、宝石とか保管してるんじゃなかったっけ」

「全体が四角いハコモノなのは認めるが、貴様が言っているのは同じ敷しき地ち内ないにあるジュエルハウスの事だ。本式のホワイトタワーの中は地獄そのものだぞ」

　言葉の真意を尋ねる前に、上かみ条じよう達たちを乗せた馬車が石造りの城門を抜けた。背の高い城壁で区切られた広大な土地にはいくつかの建物が点在している。こうして眺める限り、重苦しい石を積んで作った巨大病院みたいに見える。病人を治すのではなく、死人をかき集めるために存在する、出口のない不吉な病院。

　その内の一棟に、馬車が入る。

　ただでさえ息詰まるようなロンドンの景色さえも、潰れる。後には四角四面、石の壁しかなかった。分厚い岩盤にのしかかられて生き埋めにされたような、とんでもない重圧が押し寄せてくる。こちらを音で囲むようにぎゃあぎゃあと鳴いているのは、ワタリガラスか。街の中には猫もいなかったのに。ここは彼らの安住の地となっているらしい。

　銀の鎧やサーコートの女性騎士が告げる。

「降りろ、地の底へ到着だ」

　そういえば、イギリス清せい教きようのトップであるローラ＝スチュアートには秘密があるようだが、この女性騎士はそこまで……知っている訳もないか。誰にも聞かれない二人きりの間にダメ元でも話しておくべきだったかと今さら後悔する上かみ条じよう。

　馬車の荷台の後部。両開きの扉が開かれた後ではもう遅い。

　秘密を知っている事を周りに知られてしまった場合、巡り巡ってあの女性騎士にも大きな災いが及ぶリスクが出てくる。常に一緒にいて、守ってやる事ができないのなら、迂う闊かつに吹聴して回るべきではない。

　真実を話せば全部丸く収まるほど、今の状況は簡単ではない。

　何も知らない女性騎士が知り合いらしき中年男性に何やら声を張り上げていた。

「ビーフィーターッ！　あれが次の客だ。客室は空いているな、飛び入りで済まんがチェックインを頼む」

「東洋人の歳としは分かりにくいが、この分だとまだ一〇代か。まったく世知辛い時代だな。……ホテル・ホワイトタワーへようこそ。チェックアウトで出る時は死体袋と一緒になるがね」

　……流りゆう暢ちような英語だと何言ってんだかさっぱりだが、何となくあからさまな敵意よりもこっちをチラチラ見ながら憐あわれみみたいな感情を乗せてくる方がおっかない上かみ条じよう。

　処刑ロンドン塔とうとやらの看守に身柄の受け渡しが済むと、槍やりともまた違う、身の丈と同じくらいの樫かしの棒の先でぐいぐい背中を押されながら上かみ条じようは重苦しい石の通路を歩かされた。何度も何度も直角に折れ曲がり、途中で階段を上ったり下りたり。窓がないのも手伝って、段々方角や高さの感覚がなくなっていくのが分かる。まさに迷宮だった。不気味な古城でも探検しているような気分にさせられる。自分が今、高い塔を上っているのか地底へ下りているのかも曖あい昧まい模も糊ことなっていく。

　通路の途中で唐突に立ち塞がる鉄てつ格ごう子しの扉をいくつか潜くぐった先に、ずらりと鉄てつ扉ぴが並ぶ牢ろう獄ごくが待っていた。

「〇八七番、到着」

「復唱、〇八七番到着」

　英語の分からん上かみ条じようでも数くらいは聞き取れる。名前を剝はく奪だつされて番号で呼ばれるのは独特の感覚だった。単なるあだ名と言われればそれだけのはずなのに、どうしても素直に受け止めきれない。何だか、自分が人間である事を否定されたような気分だ。

　自分につけられた番号と同じ数字が書かれた鉄てつ扉ぴが開錠され、上かみ条じようはそこに放り込まれた。この部屋には小さな窓があるらしい。高い位置にある鉄てつ格ごう子しを通して月明かりが差し込んでいた。あるのは畳四枚にも満たない石造りの密閉空間に、ズタズタに破けて茶色っぽく変色しまくったマットレスとかつて毛布だったモノが一枚。後は水洗かどうかも怪しい洋式便器が一個という悪夢。多分ワンルームのアパートで私物を全部放り捨ててやたら質素に暮らしたがる人達でも心が折れる程度には寒々しい。

「ここから一体どうしろというのだ……」

　思わず頭を抱えていた。

　とにかく可能性が見えない。プロの（？）監獄なんだから当たり前かもしれないが。

　得体のしれない便器はもちろん、もう何でこんな色になったか想像もつかないマットレスにも腰掛ける勇気がない。染しみも亀裂も錆さびも、何もかもが薄ぼんやりと人の顔に見えてくる。こうなったら重く冷たい石の壁に背中を預け、力の限り叫ぶしかなかった。

「テメェ騒ぎに乗じてロンドン潜入みたいな事やらかしてんだろうけど、後でちゃんと助けに来てくれるんだろうなあアレイスターッ!?」

　ぶっちゃけてしまえば、上かみ条じようはイギリスにもクロウリーズ・ハザードにも肩入れしていない。とっととローラやコロンゾンの問題だけ片付けて、混乱を収めたいのが本音だった。あの統括理事長とは相互理解しながらも敵同士、という何とも微妙な立ち位置にいる。つまりイギリス喧けん嘩か上じよう等とうのアレイスターが平和主義者をいちいち助ける義理など感じているかは甚だ怪しい。というか人間的なモラルからは最もかけ離れた人物像だ、道義的責任なんぞ律りち儀ぎに取る場面を想像する方が難しい。

　自分の責任で途中下車しろ、とはアレイスターがその口で言っていたのだし。従い続けてドロップアウトした場合、騙だまされた方が悪いくらいはしれっと吐き捨てかねない。

　じゃあどうすんの？

「……、」

　事は『必ネ要セ悪サのリ教ウ会ス』が管理する監獄だ。連中が時々口に出す魔女狩りとかいうのが具体的にどんなものかは分からないが、何となくヤバいのは想像がつく。こう、なんていうか、全然スマートじゃない、鉄の輪とか太い鎖とかを知恵の輪みたいに組み合わせた得体のしれない拷問具がわんさか出てくるあの感じだ！　このまま放っておいたら本当はおっかなかった西洋童話的な残酷ショーの始まり始まりになってしまう!!

　かつん、という足音が響いてきた。

　びくつく上かみ条じようは飛び上がって鉄てつ扉ぴの方へ目をやった。分厚い扉の割に通路の音が響くな、と思ったら安アパートの新聞受けみたいな細長い窓がついていた。ひょっとしたら水や食事の受け渡しを行うためのものかもしれない。ただ、ドアに近づいて外を覗のぞいてみたいとも思えなかった。何しろ頭の中で乱舞するのは本当はおっかなかった西洋童話。小窓に近づいて覗のぞき込こもうとした途端に千枚通しで目玉をグサー!!　くらいの可能性はゼロとも言えなくなってきた。

（何だっ、おい。冗談じゃねえぞ、結局これどうなんだ!?　ええっ、何で、何でこのタイミング？　ここじゃないよな。用があるのは別の独房ですよねっ？　歯医者みたいな椅子にベルトで固定されて玉袋の筋を裁ちバサミの尖とがった先でなぞられるとかそういう世界の話じゃないよね、ねっ!?）

　かつん、こつん、という足音は続く。

　全く同じ鉄てつ扉ぴがずらりと並んでいるはずなのに、だんだんこっちに近づいてくるような気がする。なんかもう、血まみれの駅員さんに追われてデカめのコインロッカーに隠れた結果、端から順にドアを叩かれて最後には外から鍵を掛けられちゃう怪談まで脳裏に浮かんできた。今の状況に役立つ知識が全く出てこないため、追い詰められた脳みそがあっちもこっちも記憶の引き出しを開けまくっているのかもしれない。

　やがて、足音がぴたりと止まった。

　完全に狙ったように、上かみ条じようの独房の鉄てつ扉ぴの前で。

（むぅおォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?）

　必死に絶叫を押さえ込んで何か武器になるものを探すが、へにゃへにゃのマットレスとＵ字の便座中蓋くらいしかなかった。モノ不足の深刻化が止まらない、この手抜きを極めた脱出ゲームはクリックできる場所が二つしかないのか。仕方がないのでもうズボンを脱ぐしかなかった。足首側を縛ってから、中に脱いだ靴を詰め込む。錘おもりは何でも良いい、とにかく遠心力をつけてぶん回せばちょっとした鈍器の完成だ。

　たとえ魔界に放り込まれても諦あきらめない。パンツ一丁で頑張る戦士上かみ条じようはおっかなびっくりズボンをぐるぐる回しながら、

「あっ、も、ちょお、来るなら来やがれちくしょう!!」

　しかし相手は徹底的にこちらを焦じらして恐怖を煽あおるつもりのようだ。鉄てつ扉ぴを開け放ちいくらでも力ちから業わざで囚人を押さえ込めるだろうに、わざわざ扉の前で立ち止まり、しばしじっと沈黙。やがて、こちらの様子を窺うかがうように横長の小窓から独房の中を覗のぞき込こんでくる。

　その相手とは、




「あらあら。見知った方とよく似た特徴の東洋人の方が捕まってしまったという話を伺って、慌ててやってきたのでございますが。元気いっぱいでございますね」




　おるそら、あくぃなす。

　元ローマ正せい教きようの修道女で、今はイギリス清せい教きように身を寄せていたはずだ。ロングスカートの修道服の上からでもメリハリの利いたスタイルが分かる、料理のデキるおっとりお姉さん。この処刑ロンドン塔とうにおいて、まさかの首から十字架ぶら下げたほんとの人畜無害がやってきた。

　そしてはたと気づく。

　誰もいない密室の中、誰に強要されるでもなく自らズボンを脱いで振り回し、一人で勝手に臨戦態勢を維持する己の珍獣っぷりに。

　魔界で戦うパンツ一丁の戦士は大変打たれ弱かった。

「いやあ!!　やめてっ、やめてよお！　こんな汚れた俺を見ないでえ、オルソラ!!　見ないでったらあッッッ!!!!!!」

「あらあら」

　ずざざと後ずさって独房の隅っこで小さくまとまっちゃった上かみ条じよう当とう麻まに、小窓からこちらを覗のぞくおっとりおねいさんはお上品に片手を口に当てている。失望するでもなければ恥ずかしがる訳でもなく、その、微笑ほほえましいものを見る目。今はとにかく年上の包容力が憎い。

[image: ]

「な、もお、何しに来たんだよう。こっそり助けに来てくれた的な？」

「はあ。あの、私も今はイギリス清せい教きようの所属ですので、お仕事を手伝う側なのでございます。あなたの取り調べをしなくては、ええと、鍵はどれだったかな、と……」

　じゃらじゃらと鍵束をいじくるような音を耳にして、上かみ条じようはちょっと涙が出そうになった。つまり彼女も得体のしれない拷問処刑塔でこちらを打ちよう擲ちやくする側だ。味方なんかもう一人もいない。胸の真ん中にぽっかり穴が空いたような気分だったが、そこでひたすら空転を続けて焼け付きを起こし始めていた上かみ条じようの脳がおかしな方向へ思考を巡らせ始めた。

　しかし待て。

　ここにいるのはあくまでおっとりオルソラだ。……彼女が『やる』のなら、そんなにひどい目には遭わないのでは？　というか、そもそもエグい西洋童話に出てくるような拷問具の正しい使い方など知っているのか。何となく、鞭むちやロウソクを手にしたままお姉さんのくせに可愛かわいらしく小首を傾かしげるビジュアルが浮かんできた。大丈夫、な気がする。きっと大丈夫。ははは違うよオルソラ、それはこうやって使うんだ。自分の体をまな板に載せてそんな馬鹿げた紳士レクチャーをやらかさない限りは、何事もなく無駄に時間を浪費してタイムアップで一件落着の香りが漂ってきた。そもそもあのグラマラスお姉さんは会話が行ったり来たりする悪癖があったような？　何を聞き出してどうすればクリアなのか、尋問拷問の基本の基本すら忘れてしまう可能性もゼロではない。よし、いける。上かみ条じよう当とう麻まは手の甲で涙を拭った。いけるいける。まずはズボンを穿はけ、話はそれからだ。心臓は相変わらずバクバク鳴っているが、妙な吊つり橋ばし効こう果かで軽めに興奮している場合ではない。早くファスナーを上げるのだ、ベルトも締めろ。ひょっとしたら展開次第ではちょっとえっちなハプニングすら待っているかもしれぬのだぞ。

（ちょっとえっちな……いやちょっとで済むかこのぎっちぎち革衣装の流れ……？　いやいや、いいやこの流れに乗っかる、だってきちんと拷問されて真面目に獄死なんて絶対やだ!!　上かみ条じよう当とう麻まです、よろしくお願いします！　はあ、はあ、こっ怖ええ。好きな言葉は管理人です。うおうおお、よろしくお願いします、よろしくお願いします!!）

　寮の管理人のお姉さんに情熱を注ぐ上かみ条じよう当とう麻まがにわかに煮えてきた。

　結局ぼけっとしたままズボンも穿はかない人はこう思った。

　死ぬのは後で良いい。

「開きましたー。さあさ、こちらでございますよ」

　一方でいまいち状況が分かっていないのか、大変朗らかな笑みと共にオルソラ＝アクィナスが分厚い鉄てつ扉ぴを全開にしてしまった。胸の十字架が示す通りの平和主義。グラマラスなお姉さんのくせして隙だらけというか、全体的にのほほんが極まっている。

「ほらほら、ひとまずズボンを穿はいてくださいませ上かみ条じようさん」

「こんなの女の人から言われた事ねえよ！　いきなりすげー言葉をぶつけられて経験値の上昇が止まらない……ッ!!」

「はいはいほら、ズボンを広げるのでございます。ひとまず私の肩に手を乗せてくださいませ。右足から上げてー、ここに通すのでございますよー？」

　全くの通常運転であった。腰の高さにヤツの顔がある。

　右足、左足。

　小さな子供が着替えを手伝ってもらうように体を動かす上かみ条じようは小刻みに震えていた。なんかもう、あちこちおかしくなったイギリスの中で久しぶりに懐なつかしい空気が漂ってきたのだ。この流れに乗っかればもう大丈夫な気がする。ここは平和だ、まだ希望は消えていない！

「う、うおお、うおおおおおお……」

「あらあら、どうなさったのでございますか？　泣かないでくださいませ、よしよーし」

　オルソラはお上品なハンカチでそっと少年の涙を拭い、それでも止まらないと判断すると、そのほっそりとした両手を首の後ろへそっと回していった。感覚としては、若奥様が胸の辺りででっかいスイカを抱えているようなスタイルである。

「大丈夫、何も怖い事はございませんからね」

「おるぞらびゃん、オルソラさぁん!!」

「きちんと聞かれた質問に答えていただければ、そうそう手荒な事にはならないはずでございます」

「しっかりあっち側かキサマ」

　大きなおっぱいという底なし沼から顔を引っこ抜いた上かみ条じよう当とう麻まは急にシャッキリした。

　吊つり橋ばし効こう果かだかストックホルム症候群だかにやられている場合じゃねえ。

　もうダメな飼い猫の脱走事件みたいに横をすり抜けて逃げてやろうかとも思ったが、たとえ独房を出ても処刑ロンドン塔とう全体の間取りが分からない。通路の途中にも鉄てつ格ごう子しの扉があったはずだ。まだだ、と上かみ条じようは必死で自分を諫いさめる。確実だ、ここは勝ち目の見えないギャンブルよりも確実が一番。いったん独房の外に出て、オルソラをやり過ごしつつ、非常口っぽい扉がないかを確かめようと。

「しかし、こんな時期に無許可でイギリス入りなんてダメでございますよ」

「はあ」

「きっと誤解だと思いますが、部屋に着いたら正直にお話ししてくださいませ。それが平穏無事に近づく一番の道でございます。主よどうか哀れな仔こ羊ひつじをお守りください……」

「そうすか」

　間取りを調べるので手一杯なためか、どこか気もそぞろな生返事の上かみ条じよう。そういえば、オルソラはローマ正せい教きよう時じ代だいは世界各地に出向いて教えを広める布教活動が得意なのだったか。確かにこんなのほほんとされてしまったら、完全武装で警戒している自分が馬鹿馬鹿しく思えてしまうかもしれない。

「小耳に挟んだ話ではカンタベリーが落ちたと聞き及びましたし、困ってしまいましたわね。クロウリーズ・ハザードは捕まえた人を食べたりこねたり丸めたりするようでございますし。断頭金貨、こんなものが頼りになる時代なんて好まざるはずなのでございますが」

「なんかそれ、馬車の中でも聞いたな。でもほんとの話か？　かんたべりって俺が見た時は普通にピンピンしてたっていうか、おっかない高圧放水で対空攻撃とかやらかしてたけど……」

「……天草式の皆様とも連絡が繫つながりませんし、やはり不安でございますよね。ウワサでは捕まえた人から内臓を抜いて干物にしてしまうのだとか……」

「逆さにして血抜きするんじゃねえのかよ。連絡つかないのはケータイ通じないからだ」

「あらあら、私もお仕事を手伝う側なのでございます。あなたの取り調べをしませんと」

「話の信しん憑ぴよう性せい以前に話が行ったり来たりしてまともなコンタクトになりゃしねえのであった。ほらおばあちゃんご飯は食べたでしょ!!　全体的に戻ってきてーっ!!」

　希望に反して、分かりやすい脱出口はなさそうだった。

　ごんっ！　と居並ぶ鉄てつ扉ぴの一つが内側から蹴飛ばされたのはその時だった。

「ひゃっ」

　意外と可愛かわいらしい声を上げて、件くだんの金髪おねいさんが横から上かみ条じようの腕にひっついてきた。柔らかい感触に、ほのかに甘い香り。何にも気づいちゃいねえオルソラはまるでお化ばけ屋や敷しきでびくびく震える涙目の小さな子供のようだが、この人のボリュームだと何がどこに当たっても上かみ条じよう当とう麻まの思春期が爆発してしまいかねない。

「……お前、なんていうか、ほんとに似合わないなあ、ここ」

「うー。そ、そのう、できれば教きよう誨かい師しとして皆様をもう一度正しい道へ立ち直らせる一助になれないものかと考えているのでございますけど……」

　大変ご立派であった。ガチで爪の垢あかを煎じてアレイスター辺りに飲ませてやりたい。あの変態だとストレートに受け取って他人様の指を口に含みかねないのが大変おっかないが。

　結局何も得られないまま、あっという間に目的のドアの前までやってきてしまう。

　ノックをしながらオルソラはこう言った。

「ここでございます」

（いいやまだだ、諦あきらめるな。どこかに必ず穴がある。行きは見つからなかった、でも、帰りにもう一度調べれば、何か……やだっ、ほんとにオルソラお姉さんが尋問担当に？　黒革ボンデージで首を傾かしげる天然おねいさんがやってきちゃうの!?　これなら何とか助かりそうきゃーよろしくお願いしますッッッ!!）

　と、色々考えているように見えて煩ぼん悩のうで空回りを始めた上かみ条じようはふと疑問を感じた。

　オルソラ＝アクィナスはドアをノックした。自分の腰に鍵束があるから、たとえ施せ錠じようされていても一人で開けられるはずなのに。つまり、考えられる可能性はこうだ。ドアの向こうに誰かいる。尋問？　いいやもうストレートに言っちゃおう、拷問を担当するのはのほほんお姉さんオルソラではない。他に誰かいる!?

　そして呆あつ気けなく扉は開かれた。

　本当はおっかない西洋童話の世界のど真ん中にヤツはいた。




　ステイル＝マグヌス。

　しかめっ面つらで煙草タバコのフィルターを嚙かみ潰つぶす、二メートル近い大男が。




「やあこのクソ野郎」

　地味な修道服の上からでもはっきり分かるメリハリお姉さんのくせにお化ばけ屋や敷しきで怖がる涙目の子供みたいな無防備全開でひっついているオルソラ＝アクィナスの存在が拍車をかけていた。すごろくで言うと、せっかく六進むという破格のマスに止まったのに、その先でふりだしに戻るが待っていたくらいの悲劇である。

　言葉に感情の乗っていない人は言う。

「……『あの子』を放ほうったらかしにして、こんな所で何してる？　もうこれだけで軽めの炙あぶりにしてやりたい気分だけど、今日は仕事だ。私情は挟まずに、粛々と手順をこなしていこう」

「あっ、ああー……」

　軽めの貧血みたいに、上かみ条じよう当とう麻まの視界が薄暗く落ちそうになった。

　分厚い修道服を通しても良く分かる、のほほんお姉さんオルソラのおっぱいに惑わされて現実逃避気味にちょいとエロスの香りすら感じ始めていた無知な己を呪いたい。

　好きな言葉は管理人です。

　そんなの言ってる場合じゃねえ。

「ダメだって馬鹿野郎。人を痛めつける方法にもイロイロあるんだとは思うけど、火を使うエキスパートだけは絶対にダメだってぇぇぇえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　情けも容赦もなかった。

　上かみ条じよう当とう麻まは速やかにベルトで椅子に固定された。




　　　　３




「……、」

「睨にらむなよ」

　イングランド─ロンディニウム大要塞、第一城壁近郊。

　ロンドンまでざっと二〇キロといった所にある、ちょっとしたガススタンドと併設しているダイナー。その窓辺のテーブル席でアレイスター＝クロウリーは呆あきれたような声を出していた。

　対面に腰掛けているのは第一位の超レ能ベ力ル者５、一方通行アクセラレータだ。

　どうやら牧草地帯全体を管理する牧場部分から諸もろ々もろの設備が拡充されていったものらしい。取り扱っているのは牛や豚ではなく、羊か。土産物屋のコーナーには羊毛を使ったと思おぼしき手袋やニット帽などが飾られている。……乾電池や一〇〇メートルも届かないオモチャの無線機だけごっそり歯抜けになっているのは、ひょっとしたら携帯電話制限下でも自由に親類と連絡を取り合えるなどというデマが横行しているのだろうか。

　紙の風船気球を降りての、地上待機。

　イギリス清せい教きようが敷いたバリケードとも近いためか、シスター達にとっても貴重な補給拠点として活用されているようだった。時々食料品を抱えて出入りする少女や、モーテルの方でシャワーを借りている所が目撃されている。

　一方通行アクセラレータは胡う散さん臭くさそうな目を窓の外へ向けて、

「……なンかよ、ドーバー沿岸が丸ごと海に沈ンだとか喚わめいてねェか？　オマエあのキモい群れを使って一体何がやりてェンだ？」

「おいおい、何でもかんでも私の掌てのひらかね。今は通信制限された戦時下だぞ。あの処女臭い連中にまでまともな情報が下りてくるとでも？　月額いくらで何でも検索できる時代ではなくなっているのだよ、この国は」

　ここで露見すればちょっとした戦争が始まりかねないニアミスっぷりだが、青系ブレザー制服の上から魔女の帽子やマントを重ね着した少女の全身は弛し緩かんしたままだ。やり過ごす自信があるのではない。失敗した所でいちいち慌てるだけの感性がないだけだ。

　一方通行アクセラレータは基本的なセットの中にあったハンバーガーを一口かじって、大変難しい顔をして、元のトレイに戻していた。そこから先はフライドポテトにしか手を出さない。

　この国で生まれたアレイスターはくつくつと笑いながら、

「ま、お世辞にも料理の分野で自慢のできる国ではないがね。それでもそもそもの作法を間違えている。英国の料理は酒と、砂糖菓子は紅茶と共に頰張るよう設計されている。単品で口にしても絶句するだけだぞ」

「お国自慢なンぞしている場合かよ」

　舌打ちして、第一位は窓の外へ視線を投げたままこう続けた。

「……他の連中フケやがったぞ。あの最弱野郎が消えた途端にもォこれだ、ほンとに人望ねェなオマエ」

　その口振りは、一方通行アクセラレータ自身そっちについていけば良かったとでも言外に語っているようだった。

　インデックス、オティヌス、烏からす丸ま府ふ蘭らん。

　女性陣ががっつり消えている。おそらくそれぞれの方法で上かみ条じよう当とう麻まを捜しに出かけたのだ。

「どっちみち、ジタバタした所でどうにもならん。三重四色の最結界をどうにかしない限り、首都ロンドンへの道は閉じている」

「……、」

「やめておけ。ベクトル操作でもろくな事にならんよ。今の君はせいぜい片足の指先を突っ込んだ程度だ、そんなものではまだまだ魔術の世界を把握し認識できているとは言いい難がたいしな」

　銀色のスプーンの先を小さくぴこぴこ振りながら、皮肉や嘲あざけりを織り込みながらアレイスターは言う。個人の好き嫌いに拘かかわらず、そもそも少女の形をした魔術師のコミュニケーションは誰に対してもここに帰結するのかもしれない。

「……まあひょっとしたら、あの『魔神』については例外が通るかもしれんがね。ともあれ人望なんぞハナから期待しておらん。そもそも体を張って引き止めてくれる誰かがいたのなら、今日まで一〇〇年以上も道を踏み外し続けてこられたと思うかね？」

「……実際にいたから、今のオマエは『窓のないビル』の外へ踏み出したンじゃねェのか」

「そこを言われると、まあ辛つらい。お互い同じ穴のムジナか」

　大して悪びれもせずにアレイスターは羊の肉で彩いろどった欧風カレーを先ほどのスプーンですくっていた。やはり英国で生まれて英国嫌いになった『人間』は心得ている。料理の細かい味付けなど期待せず、何十種類もの香辛料がドバドバ入ったカレーを選択している訳だ。

　少女の形を取った邪悪は相当キツい硬水の国で生まれ育った関係か、蛇口の水を信用せずにビン詰めのお高い飲料水を口に含みながら、

「そろそろ本題について話しておくか」

「あン？」

「首都ロンドンと言っても広いだろう。グレーターロンドンの外郭を含めれば三三区、約一六〇〇平方キロに及ぶ大都市圏だぞ。目的地くらいは語っておいて損はあるまい」

　一方通行アクセラレータからすれば、アレイスターに助力する理由は特にない。それどころか、こいつは自分の人生に暗い影を落とした張本人だ。失敗や敗北を恐れない、死の恐怖も感じない。それでは復ふく讐しゆうらしい復ふく讐しゆうも成立しない。そんな中での材料探しの旅だった。

　どの陣営にも興味はない。とにかくじっと観察する。

　アレイスターが自分の目的を口に出せば、第一位はむしろ目の前で取り上げて破壊するためにこそ動きかねない事は……まあ、分からないはずがないか。

　手て馴なれているのだ、喪失に。

　死神との旅路のような人生を歩んできたこの『人間』は、そんな浅い所ではジタバタ暴れたりはしない。

「ウェストミンスター寺院」

　だから、躊ちゆう躇ちよなくカードを切った。

　そのリスクも含み、すでにテーブルの上ではゲームが始まっている。

「英国王室の国儀とも密接に関わる、魔術大国イギリスの宗教と政治を結び付ける一大中心地だ」

「あン？　オマエの家庭の事情の話だろ」

「おや、確かに私にとってはそれが第一だが、単にリリスやローラといった個人的な話だけとも限らんよ。学園都市に封じたコロンゾンは、遠からず這はい出でてくる。次出てきたら人類に対抗手段はないだろう。あの悪趣味の塊コロンゾンが場を制し、イギリス清教まじゆつと学園都市かがくを両方掌握したら世界はどうなると思う？　この私に衝撃を打ち込むためだけに娘のカラダを狙ったあの大悪魔が、今度は惑星レベルで遊び倒すと言っているのだぞ」

「……、」

「睨にらんだ所で、今の状態でアレは殺せんよ。君の手を使ってもな。よって英こ国こに眠る、ちょっとした『秘密』とやらに用があるのさ」




　　　　４




「しゃべるしゃべるしゃべるッ!!　だってクロウリーのヤツにそこまで義理立てする理由は特にないし！　全部しゃべるから火はやめてっ、なんかもう刀かたな鍛か冶じみたいなオレンジ色に焼き上がっちゃった鉄の仮面を被かぶせられるなんてそんなの絶対にダメだってえっ!!!!!!」

　世にも珍妙な拷問グッズで溢あふれ返かえった処刑ロンドン塔とうの尋問室。その真ん中に置かれたベルト付きの椅子をぎっこんばったん揺らしながら、上かみ条じよう当とう麻まは涙目で叫んでいた。冗談抜きに、なんかしゃべって集中していないとおしっこが漏れそうだ。

　ステイル＝マグヌス。

　知り合いだとか知り合いじゃないとか、そういう線引きは関係ない。こいつなら顔色一つ変えずに上かみ条じようの指を一本一本ゆっくり焼いていく事だろう。

「何な故ぜこの国に足を踏み入れた？　誰の差し金だ。ローラ＝スチュアートが突如消えた事やクロウリーズ・ハザードにどこまで関与している？」

「いや待っていきなり立て続けに来ないで一個一個片付けようこっちは全部しゃべるって言ってるんだからあ!?」

「何な故ぜこの国に足を踏み入れた？　誰の差し金だ。ローラ＝スチュアートが突如消えた事やクロウリーズ・ハザードにどこまで関与している？」

「お前それしか言えない星人なのかッ!?　もおーっ!!」

　いっそ機械的なメッセージでも読み上げているように、感情がなかった。

　すでにここには、救いの女神オルソラ＝アクィナスはいない。ほんのり甘いエロスの香りは遠ざかった。後にはもうヤニ臭い悪鬼と命を懸けた交渉合戦しか残っていない。こうしている間にも、二メートル近い大男は口の端で煙草タバコを咥くわえたままつまらなさそうに切り込んでくる。

「いやに良く舌が回るな。まだ僕は何もしていないのに」

「だって火だぞっ、お前の場合は最初の一発で一生モノになるじゃんよおッッッ!!」

「……こういう輩やからは洗いざらい素直に話すように見せかけて、一番大事な秘密を隠し通そうとするものだ。これ以上は何もない、という底の底を、質問されている側が自由に設定する形でね」

「……、」

「そう、その沈黙がしっかりとした感触だ。誘導されてくれてありがとう、そこから引きずり出すとしようか」

　確かに、ミナ＝メイザースやリリスが隠れ家として使っているエジプトのキャンピングカーについては絶対に吐けない。たとえアレイスターとは相互理解しながら敵同士であるという関係があったとしても、ヤツの手で裏切られて処刑ロンドン塔とうに放り込まれたとしても、ここだけはダメだ。

「火は」

　ステイルは分かりやすく真正面から紫煙を吹きつけながら、こう始めた。

「破壊の手法としては極めて有用だが、情報を引き出す手段としては難しい。一回の威力が高過ぎてショック死させてしまったり、壊え死しが予想以上に広がって手が付けられなくなるケースがあるのでね。死者の脳から残留情報は取り出せるが、一発勝負になるのだし。それに、切断や打撃粉砕と比べても燃焼は『肉体を失っていく恐怖』のインパクトが強過ぎる。君が、その口で言った通りだ。たった一回で一生モノの深手を負わせてしまうため、もういいやと精神的に人生を放棄される恐れがある。こうなると、人間は外から何をやってもしゃべらなくなる。それでは困る訳だ、必要な情報を必要なだけ聞き出す側からすれば」

「火は、使わない……？」

　切断とか打撃粉砕とか、途中で深く掘り下げたくもないヤブヘビ必至な単語がいくつか顔を出していたが、どうしてもそこの所を確かめておきたかった上かみ条じよう。

　特に顔色を変えず、ステイルはこう続けた。

「イエスと言えばイエスだし、ノーと言えばノーかな」

「？」

「今の時代の魔女狩りでは、こういうものを使う」

　顔の前に突き付けられたのは、ぺらぺらの紙切れだった。本当にただＡ４のコピー用紙をハサミで切り抜いて作ったような、ちょっと大きめの紙の人形。おざなりに頭部と手足がついているものの、全体のバランスもおかしい。とにかく『人の形をしている』事さえ分かればそれで良いいらしい。

「それが、何か……？」

「口は閉じておいた方が良いい。舌を嚙かまれては困る」

　ステイル＝マグヌスは冷淡に言って、上かみ条じようの鼻先で紙人形の右足に摘つまんだ煙草タバコを押し付けた。

「ようこそ上かみ条じよう当とう麻ま。霧と魔術と拷問の都ロンドンへ」




　直後に、もげた。

　焼けて炭化して骨まで見えた少年の右足が、膝の辺りからぽとりと。




「あ、ばあ？」

　フライドチキンの美お味いしい所を思い浮かべてしまった。

　鶏の脚の骨、その先端部分。半透明に濁ったゼリーのようなぷるぷるした軟骨に覆われた丸みを、もっともっと大きくしたような。

「うォォォおおおおああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

「何だ、叫ぶほどの余裕があるか。てっきり初手で白目を剝むいて気絶するものだと思ったんだが、それなりに経験を積んできたようだね。だとすると逆に地獄となるんだが」

　叫んで暴れる上かみ条じようを眺め、昆虫の脚を千切る子供のような目で観察を続けるステイル。そのままさらに煙草タバコの先端を紙人形の下腹部に押し当ててくる。

　ぶずぶずぶずぶず、と。

　プラスチックの塊が溶け落ちるようであった。得体のしれない異臭と共に皮膚が爛ただれて筋肉が千切れ、内圧に押されるようにしてドロドロした何かが後から後からこぼれ出てくる。視界がチカチカと眩まばゆい点滅を繰り返し、涙とは別の理由で景色がぼやけていく。

　繰り返し、機械的で感情のない声だけがぐわんぐわんと響き渡る。

「何な故ぜこの国に足を踏み入れた？　誰の差し金だ。ローラ＝スチュアートが突如消えた事やクロウリーズ・ハザードにどこまで関与している？」

　しかしここにきて、ようやく上かみ条じようにも分かってきた事がある。

　片足がすっぽ抜けたにも拘かかわらず、いくら暴れてもベルト付きの椅子から逃れられない。つまり、こうしている今も四肢の『拘束』が続いている。縛るべき足はないはずなのに、だ。

「あ、ぉあ……」

「何か？」

「じっさいに、ひでやいているわけじゃない。そのにんぎょうをつかって、そう、そうおもいこませているだけ」

「分かった所で、痛みや苦しみを回避できる訳でもないんだけどね」

　びたりと。

　紙人形の顔のすぐ前で煙草タバコの先を止めて、ステイルは説明する。

　二〇歳になるまでに忘れないと不幸になると信じられている、都市伝説のムラサキ鏡と同じだ。仕組みが分かっているか否いなかは関係ない。拒絶しようとすればするほど、かえって強く意識してしまい、術中にハマる。

「これは、プロの道具だ。逃げ道はない。催眠術と焼け火箸のように、肉体にまで影響を及ぼすものではないんだよ。故に、君は血圧の急激な変化によってショック死する事も叶かなわない。致死量以上のダメージを受けても死ねないというのはね、地獄だよ。人の手で設計された、魔女を狩るための地獄だ」

　チカチカと目の前が点滅を続ける。

「ご自慢の幻想殺しイマジンブレイカーも、右手を普通のベルトで椅子に固定してしまえば使い物にならない。元凶はその頭にあるのに、手を当てられないのは苦痛だろう？」

　もう分かる。オレンジ色に焼けた鉄板を顔のすぐ前に突き付けられているような『前兆』が。歯を食いしばる事も忘れ、口の端からだらだらとよだれを流しながら、上かみ条じようは砕け散りそうになる意識をかき集めて考える。

　アレイスターは良いい、ローラ＝スチュアートについても知った事か。

　でも、ミナ＝メイザースとリリスは。

　そこを自分の都合で諦あきらめてしまうのは、少年の中にあるルールに反する。

　ステイル＝マグヌスは、特に何の感情も抱いていない。何をどうすれば良いかは分かっていて、昨日もやってきた事を今日も繰り返しているだけ。ベルトコンベアで流れてくる箱を組み立てるような単純作業の中で己を見失っていくように、その顔には何もない。

　もう何度も繰り返した質問が再び来た。

「何な故ぜこの国に足を踏み入れた？　誰の差し金だ。ローラ＝スチュアートが突如消えた事やクロウリーズ・ハザードにどこまで関与している？」

「……、」

「顔は悲惨だよ」

　言葉とは裏腹に。

　ポンとハンコを使うくらいの気軽さで、紙人形に煙草タバコの先端が押し付けられた。
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　ふわりと、であった。

「んー」

　インデックスと烏からす丸ま府ふ蘭らん。彼女達はパーカービキニが元々愛用していたＵＦＯ型のバルーンの下から伸びた一本のワイヤーを摑つかみ、半ば抱き合うような格好でロンドンのギリギリまで肉薄していた。

「やはり大人数の気球など邪道、ウサギグレイの乗機であるこの形が至高です」

　触れたら死ぬ。

　半はん端ぱに巻き込まれて結界と結界の狭はざ間まにある中空空間に押し込まれたら最後、街を丸ごと覆い尽くすほどの巨大なプレス機で圧あつ搾さくされて原形も留とどめなくなってしまう。

　そう、不規則に赤や緑の不自然な光を滲にじませている、三重四色の最結界の間近まで。

「やっぱり変わり果てたみたいだね、イギリス」

「事態が事態です、ここで暮らして国を守ろうとしている人達は悪くありません」

「うん……気持ちを切り替えなくちゃ……」

「嘆いてばかりもいられないです。大悪魔コロンゾンが学園都市の西旗を破ってもう一度這はい出だしてきたら、止める手立てはなくなるのですから」

　こういう時、土つち御み門かど元もと春はると同じく裏の裏まで潜って目的を果たしてきたパーカービキニは強い。一本の長いレールを切り替えるのではない。常に複数のレールを持ち、混乱下にあっても並行で走る別のレールに乗り換えて平常運転で手を動かしていく。動揺を見せる事が許されない立場の人間特有のロジックが完成している訳だ。

「状況はもうクロウリー一家の内うち輪わ揉もめには留とどまりません。これは大悪魔コロンゾンの影響力からイギリスを、あるいは世界全体を解き放つための戦いでもあるです」

「分かってる」

　遠くから見れば夜空を不吉に埋めるオーロラに似ているが、こうして上空から近づいてみれば、街全体をドームのように覆っているのが分かってくる。
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「で、肝心の話は何とかできそうですか。あらゆる魔術は人の手による業わざです。一〇万三〇〇〇冊の魔道書を完全記憶している魔道書図書館なら、解除の仕方も分かるのでは」

「他にも取り込んでいるけどね」

　どうでも良いい補足も交えつつ、

「基本的には土地や空間に染しみついた規律に現実の斥力を与えた感じかな。国民性とか地域性とか、そういう『部外者』を遠ざける働き。東洋なら道祖神とかを引き合いに出したい所だけど……おそらくは会員に組織の秘密を守らせるために強制する、ギルドの参入辺りから出発しているんだろうね」

「結局どうです？　魔力を練る機能がないのなら、こちらの手足を貸すですが」

「力任せに引っ張ってもどうにもならないよ。ほら、でんげんけーぶる？　あれが鳥の巣みたいに絡からまったのに近いから。一つ一つの強度が問題なんじゃない。あれをほどけばこれが絡からまる。その多重構造が面倒臭いの。多分これ、素のままだととうまの右手でも壊し切れない」

「禁書目録ではどうです？」

「無理だよ。おそらく最結界を張った張本人も解き方を知らないんじゃないかな。わざと正解に乱数化を施している。ゲマトリアのように固定の照応表は作れないの」

「……、」

「焦あせっても仕方がないんだよ。一個一個片付けていかないと」

　と、そもそもインデックスと烏からす丸ま府ふ蘭らんの組み合わせそのものが意外だと思う人もいるかもしれない。しかし彼女達にはいくつかの共通項が見られるのだ。

「むー。せっかくイギリスまで帰ってきたのに、ウサギグレイ第二のホームであるロンドンへ入れないとは、です……」

「私は日本のカナミン派なのでそこんトコあんまり理解できないんだけど」

「頭のずきずき、そっちは気づいているです？」

「小さな引っかかりみたいなのが周期的にやってきている事くらいは」

　そう、インデックスも府蘭フランも、かつてローラの手によって体の中に小細工され、その手で直接操られた事がある身の上なのだ。仕掛けそのものはきちんと粉砕されたようだが、未いまだその痕跡らしきものが見受けられた。

　このずきずきは、大悪魔コロンゾンの思念のようなものに反応しているのか。

　上う手まく逆手に取って、ヤツへ反撃できれば良いのだが……。

「Ａ・Ｏ・フランキスカの件ではやらかしているので、受けた借りくらいは返したいですが」

「何もできずに最結界ですり潰されちゃったら意味がないんだよ」

　開かないのでは仕方がない。

　触れただけでこちらをすり潰しかねない最結界からわずかに距離を取り、パーカービキニの府蘭フランがこう尋ねてきた。

「あの小さな『魔神』はどうしたです？」

「さあ？　なんか鳥を捕まえていたんだよ」
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「……、」

　両目が正しく像を結んでくれない。

　上かみ条じよう当とう麻まの口の中は鉄てつ錆さび臭くさい味で満たされていた。舌、ではないと思う。おそらく頰の肉だ。自分の奥歯で自分の肉を嚙かみ切きってドロドロになった口をゆすぎたいが、当然ながらそんな自由は許されないだろう。

『何な故ぜこの国に足を踏み入れた？　誰の差し金だ。ローラ＝スチュアートが突如消えた事やクロウリーズ・ハザードにどこまで関与している？』

『何な故ぜこの国に足を踏み入れた？　誰の差し金だ。ローラ＝スチュアートが突如消えた事やクロウリーズ・ハザードにどこまで関与している？』

『何な故ぜこの国に足を踏み入れた？　誰の差し金だ。ローラ＝スチュアートが突如消えた事やクロウリーズ・ハザードにどこまで関与している？』

　もうステイル本人が目の前にいないのに、質問だけが鼓膜にこびりついている。

　ねばつく上唇と下唇を無理矢理引ひき剝はがすようにして、ぐったりしたまま椅子に固定された上かみ条じよう当とう麻まは焦点の合わない瞳のままこう呟つぶやいていた。

「……アレイスター、あいつあのクソ馬鹿野郎ほんとに一回殺してやる……」

　ここにはステイル＝マグヌスはいない。

　さらにエグいオモチャを持ってくるつもりか、苦しみを引き延ばすため救急箱でも持ってきて口の中を手当てしてくれるつもりか。なんかどっかでほんわか天然オルソラチャンスはやってこないのだろうか。

　ともあれ、だ。

「何だ、意外と頑丈だな。最低でも失禁くらいはしていると予測していたんだが。かつてこの戦争の神と対たい峙じして気が滅め入いるほど戦ってきた経験を少しは耐性へ割り振ったか」

「えう？」

　一瞬、辛つらい現実から目を背けるため、脳がエンドルフィンを出し過ぎたかと思った。

　しかしベルトで四肢を椅子に固定されたまま顔を上げてみると、確かに。

「オティ、え？　おてぃぬす……？？？」

「驚くような事か。矮わい小しような人間の目線で作られた窓の鉄てつ格ごう子しなど、この神の歩みを止めるには至らん。自慢のセキュリティも、根本の設計仕様が間違っているのではな」

　ようは掌てのひらサイズの小さな体を活用して、格こう子しの隙間をかいくぐったようだった。難攻不落の監獄でも当たり前のような顔でネズミが徘はい徊かいしているのと同じ理屈か。しかし逆に、ここが何階かは知らないが、あのオティヌスだと小窓までよじ登るのが大変そうではあるが……？

　ばささっ!!　というシーツで空気を叩たたくような音が響いた。改めて上かみ条じようは小窓に目をやり、そしてギョッとする。なんか馬鹿デカい鳥が張り付いていた。率直に言って、猫より大きな動物、カラスより大きな鳥はちょっと怖い。

「北欧の主神は鳥と相性がよい。二羽のカラスの使い魔を放って世界中の情報を蒐しゆう集しゆうしているし、自身も鷹たかに化けて下界の視察に出かけたりするからな」

「捕まえて乗り回しているのかよ。初めて見たぞ、本物のタカなんか……」

「嘆かわしい。一般教養も形を変えていくものなのか」

　うちの子猫にしてやられるオティヌスがあんなおっかないの、一体どうやって手て懐なずけたのやら。吐き捨てるように言いながら上かみ条じようのスネを上って膝の上を陣取ったオティヌスは、掌てのひらサイズの小さな体からすればゴルフバッグに匹敵する太い何かを肩から外した。

「しゃべったか？」

「……何をだよ……」

「……ふん、相変わらずのお人ひと好よしめ。身内に騙だまされて世界最大の魔女狩り組織本式の拷問にさらされたというのに良くやるよ、お前は」

　心の底から呆あきれ果はてたような、それでいてどこか優しげな丸みを帯びた声だった。

　オティヌスのゴルフバッグの正体は、幅広の黒革を丸めたものらしい。太ふと股ももの上に広げていくと、どこからどうやって調達したのか、いくつかの工具が差し込んであるのが分かる。

「インデックス達はどうしているんだ……？」

「知るか、貴様はいい加減に自分の心配をしろ。人間どもはロンドン全体を覆う三重四色の最結界とやらの手前で足止めを喰くらったままだ。自分から闇雲に突っ込まん限りは死なないだろう。で、らちが明かんので私は単独行動を取ったまでだ」

「？」

「そこの鉄てつ格ごう子しと同じだよ。『人間用』に作られた結界では、神たる私を阻はばむ事はできん。これはそもそも設計仕様の不備だから、現場の努力でどうこうできるものでもない」

　オティヌスがいきなり初手から抜き取ったのは、鉛筆ほどの金属軸の先に鋭い刃を取りつけた工具だった。彼女の背丈からすると、槍やりや薙刀なぎなたのように見えなくもない。

　疲弊しきった上かみ条じようの心臓に再び恐怖が襲いかかってきた。

　平和な世界はどこ行った？

「おいっ、何だそりゃ!?　メスか何かか、物騒な妖精だなッ!!」

「阿あ呆ほう、純金加工用のカットナイフだ。まずはこのベルトを何とかしてやらんとどうにもならんだろう。ま、鎖や鉄の輪と比べればどうという事はないさ。ちょっと待っていろ」

「ばかっ、おい、抜き身のまま人の体を這はいずるなっ。冗談だろ、手首か、まさかそれで手首んトコ切るのか!?　ざっくりやりそうで怖い!!」

「……おい『理解者』、知らぬ間に信頼が欠乏しているのではないか？」

「だって欧米の神様は全体的にやる事が大雑把じゃん、世界丸ごとぶっ壊すとか作り直すとかッ！　お前料理とか裁縫とか寮の管理人のお姉さん的な細かい手仕事できんのかよ!?」

「失敬な。友の生首を再びしゃべるよう加工する程度には器用だぞ。料理？　和平の証あかしとして、たん壺つぼに溜ためた唾を使って人間を作った事がある。そいつの死体から流れた血を使って世界一の蜜酒を造ったが、これで誤解は解けたか？」

「これくらいじゃ俺達の固い絆きずなは壊れないと信じて言うけど流石さすがにちょっと気持ち悪い!!」

「うるさい、ほら……終わったぞ。右手から解放だ」

　片手さえ自由になれば後は早い。拘束椅子のベルトの構造は基本的にズボンと同じだ。オティヌスを落とさないよう膝の上に乗せてから、残る三つのバックルを外していく。

　小さなオティヌスは尊大な調子で鼻から息を吐いて、

「消耗したな。くそったれのイギリス清せい教きようめ、頭の上に神の槍やりでも落としてくれようか」

「向こうはそれが仕事なんだ。続きをやろうって言われても困るけど」

　天草式壊滅だのカンタベリー陥落だの、極限の混乱下にあるオルソラ達は自家生産のデマに振り回されているようだった。断頭金貨なんていう携行麻酔じみた物騒な自決用霊装も出回っているようだし、色んな意味で油断できない。

　自由を得た上かみ条じようは、オティヌスが持ってきてくれた工具を一つ一つ確かめていく。掌てのひらサイズの神様が持っているカットナイフの他には、ボールペンより細い金物用ノコギリ、ドライバーの持ち手と付け替え式の先端部分がいくつか、それから水没した車の窓を内側から割るための携帯式ハンマー、ダイヤルで幅を調整できるフリーサイズのレンチなど。何が役に立つか分からないから、あるだけ全部突っ込んできたといった印象だった。

「この神が人にん間げん如ごときの利害に振り回されるなど論外も論外ではあるが……今の私は罪人だ。そして私を取り巻く環境はローラとアレイスターの協議によって成り立っている。なのに片割れは憑ひよう依い状じよう態たいが判明した事で証言の信用度はゼロまで失墜し、もう片方も統括理事長という大人の肩書きを自分から捨てやがった。誰でも良いいからとっとと私の身柄を保障してもらわねば困る。貴様と共に歩む意味でもな」

　もちろん真っ先に向かうのは、オティヌスが入ってきた鉄てつ格ごう子しの小窓だ。

　が、壁まで寄ってみると現実を突き付けられる。

「また……高いな！　手が届かないぞ!?」

「全く生産性のない拷問具がそこらじゅうにあるだろう。踏み台に使ったらどうだ？」

「そもそもの使い方が分からないんだ。トラバサミみたいにいきなりバチンってなったら怖いだろ」

　上かみ条じようはしつこくぴょんぴょん飛び跳ねてどうにかこうにか鉄てつ格ごう子しを両手で摑つかみ、無理矢理よじ登って小窓から外を眺めてみる。……思った以上に、高い。鉄てつ格ごう子しの向こうは三階以上ある。下にクッションになるものがあるのかは不明。外壁はほぼ垂直に切り立っていて、摑つかめるような出っ張りもない。しかもここは敷しき地ち内ないにあるホワイトタワーとかいう建物で、ここを出ても敷しき地ちをぐるりと取り囲む分厚い城壁が待っているはずだ。下手に飛び降りて足でも折ったら、その先は悲惨な末路しかない。

　両手を離して変則的な懸垂をやめた上かみ条じようは、重たい息を吐いた。

「……こりゃダメだな。たとえ鉄てつ格ごう子しを壊したとしても、こんな所から飛び出したって自殺行為にしかならない」

「となると、残る可能性は真正面のドアしかないぞ」

　オティヌスの声に導かれ、上かみ条じようは工具セット一式を摑つかむと疲れ果てた体を引きずって鉄てつ扉ぴへ向かう。やはり普通の部屋ではないのか、施せ錠じようされているのに内鍵らしきものはない。蝶ちよう番つがいも外に面して取り付けられているようで、取り外せるような金具は見当たらなかった。当然、簡易ハンマーやノコギリで大穴を開けられるほど脆もろくもない。このドアには独房にあったような横長の小窓も見当たらなかった。

「取っ掛かりなし。どうすんだ、こんなの!!」

　投げやりに叫んで足で鉄てつ扉ぴを蹴飛ばし、頑丈なドアに跳ね返されたように上かみ条じようは爪先を押さえて呻うめく。どうこうできるはずもない。片足立ちのままではバランスを保てず、そのまんま右手側から鉄てつ扉ぴへ寄りかかった。

　直後だった。




　バカン!!　と。

　いっそ間抜けな響きと共に、分厚い鉄の扉が外に向けて倒れてしまった。




「おわあっ!?」

　突然支えを失って、上かみ条じよう当とう麻まはひっくり返る格好で処刑ロンドン塔とうの通路へ躍り出た。危うく自分の手で持った工具で切腹しそうになる。何が起きたか分からず、しばし目を白黒させていた。まさか鉄てつ扉ぴを蹴飛ばした程度で壊れたとは思えない。そうなると、だ。

　転がった上かみ条じようの頭の上で器用に仁王立ちしながら、北欧の神が何やら呟つぶやいていた。

「要求強度を満たすために、魔術的な補強でもしていたのか？　……だとするとドアも石壁も錠前も関係ない。とにかく全部触って確かめろ。さっきの窓は無反応だったものの、場所によっては幻想殺しイマジンブレイカーがそのまま通じるぞ」

「……大丈夫なのか？　処刑ロンドン塔とうってアレでしょ、歴史的な建造物ってヤツでしょ！　イギリスだと国宝とか重要文化財とかの仕組みは分かんないけど大事なヤツじゃないのこれ!?」

「心配するな、『王おう室しつ派は』が関わっている程度のものだ」

「王なの!?　マジか王って言葉が出てきちゃう!?」

「神たる私にあれだけ楯たて突ついておいて何を今さらと言った所だが……おい、一体どの時点までなら相手を怒らせず『穏便』に済ませられると考えているんだ？　処刑ロンドン塔とうに連れてこられて対話もなく問答無用で何をされたか忘れたのか、人間。拘束から脱するか否いなかなど関係なく、すでにこの場にいるだけで人生レッドカードだよ」

「……、」

「笑顔のまま固まったな？　死にたくなければ、とにかく順路を作れ。壁だろうがドアだろうが壊せるものは片っ端からぶっ壊し、運用する側が思いも寄らなかった逃げ道を構築しない限り、生き延びる術すべはないぞ」

　いったん壊しちゃった以上はもう後戻りできない。今から元の部屋に戻って椅子に腰掛けても異変はバレる。反抗の意思ありとみなされれば、さらに拷問は苛烈なものになるだろう。というか、それ以前に何の異変がなくても通常運転で拷問は続行されるのだ。あの部屋に留とどまり続つづけても、良いい事ことは一個もない。オルソラおねいさんチャンスとか夢見てんじゃねえ。

　青い顔してわたわたと起き上がる上かみ条じようの肩、定位置へ体を移しながら、オティヌスは思案にふけっていく。

（……ふうん。だとすると、アレイスターのヤツがいきなりこの人間を処刑ロンドン塔とうへ差し向けたのも、その辺りに理由があるか。ジュエルハウスにも置いておけないような至宝の中の至宝、と）

「もう良いっ、もう全部どうでも良い!!　ステイルもオルソラも知らん、脱走者の責任取らされて怒られてしまえば良いっ。あのおっとりほんわかお姉さんめ、ちょっとえっちなお仕置きでも受けて涙目になるがよいわーっ!!」

「何だどうしたよいよいばっかり繰り返して、死の危機に瀕ひんして種の保存のスイッチでも壊れたか？」
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　意外とのんびりしていた。

　地平線の向こうまで牧草地帯が広がる、狭苦しい学園都市で暮らす浜はま面づらや滝たき壺つぼからすればどこか手抜きみたいに見える風景のど真ん中に、複数の線路が交差していた。屋根のない無人駅……のようなものもあるのだが、改札や切符券売機らしき設備はない。ひょっとすると貨物の積み下ろし専用で、機械で丸めた干し草のロールや羊を運ぶためなのかもしれない。

「はまづら、やっぱりダメそう？　もたもたしてると後ろから化け物来そうだけど」

「うーん。ちょっと、こう、ここまでみたいだなあ。これ以上は気づかれそう」

　適当な場所でヘッドライトを消して停車した四駆の中、ピンクジャージにセーターの恋人の言葉にハンドルを握る浜はま面づら仕し上あげはそんな風に呟つぶやいていた。

　見た目は何の変哲もない貨物駅だが、それにしては金網フェンスの囲いが妙に多い。列車用の変圧室を装よそおっているようだが、額面通りではないだろう。

「なんか揉もめてねえかあいつら？」

「ネス湖が干上がったとかって言ってる。……ネス湖って、あのネス湖？」

　滝たき壺つぼの言葉も要領を得なかった。そもそもネスコがコーヒーの名前なのか遺跡の名前なのかサッカークラブチームの名前なのかも浜はま面づらには判断がつかない。

　また何かのデマだろうか、と適当にあたりをつけつつも、

（戦時下だし、食しよく糧りよう庫こか燃料貯蔵庫なのかね。ガソリンスタンドみてえに地下に大きなタンクを設けて……）

　こういうのはあからさまな大金庫や地下室に隠せばかえって狙い撃ちされるが、見つかりにくいからと言って民家には隠せない。すると国有林、刑務所、公園などが利用される。フェンスで囲まれた感電注意の変圧室なども条件的には当てはまる。

　ただそれ以前に、魔術がどうのイギリス清せい教きようがこうの難しい事情を端から端まで理解している訳ではない。単純に検問らしきものがあって、こちらはパスポートなしの不法入国で盗難車まで拝借しているという事実が気になるだけだった。大体どこの国だって車泥棒はご法度はつとだろうが、やっぱり法律の仕組みが分からない外国で手錠を掛けられるのはおっかない。

「どうしよう、また別の道を選ぶ？」

「どこまでもずーっとおんなじバリケードが続いてそうだけど」

　四駆のパワーがあれば一本道のアスファルトから牧草地へ直接飛び出す事もできるが、そういう問題でもなさそうだった。

　浜はま面づらはルームミラー越しに後部座席の怪物達へちらりと視線を投げて、

「おい、アンタら『魔神』とかいうのなんだろ。詳しい話は知らんが大おお袈げ裟さな神様パワーで検問をバーンと打ち破ってくれたり協力はしてくれねえのか」

「あら、やっても構わないの？」

「やり過ぎちゃって地殻変動しちゃったら謝るけど、まあ良いいよねっ。新しい世界遺産ができると思えば現世の利益に縛られた人間達も丸まる儲もうけだし☆」

　……どこまで本気か見えない褐色包帯お姉さんとミニチャイナ。『魔神』の凄すごさがいまいちピンとこない浜はま面づらからすれば明日から本気出すの親戚みたいにも思えてきた。

　しかし、だ。

「ちょっと、それどころではないかもね？」

　ネフテュスが含んだ笑みと共に言い放った直後だった。

　こつこつこつ、と控えめに運転席のガラスが叩たたかれた。もうその音の響きだけでうんざりする。上から目線で威圧的に職質をかましてくる警備員アンチスキルそっくりだった。視線を投げてみると、銃や警棒をぶら下げた制服警官ではなく、黒っぽい修道服を身に纏まとうメガネのシスターさんだった。手にしているのも懐中電灯ではなく、容器の中にあるオイルランプの火を反射板で一方向へ向け直した、手持ちのカンテラとかいうヤツだろうか。

　今の今までＬＥＤ照明の下で暮らしてきた浜はま面づらからすれば何とも不思議なビジュアルだが、ここでいきなりアクセルを踏み込んで逃走を選んでもろくな事にならない。自分が絶対正しいと信じて疑わない連中はそういう時、躊ちゆう躇ちよなく車にしがみついてくるからだ。当然、振り落としてしまったら死傷事故の一丁上がり。危険から遠ざかるつもりで余計な罪を背負いたくなければ、もうちょっと『お作法』に気を配る必要が出てくる。

　ドアではなく窓の方を開けながら、浜はま面づらは思案。

（……すぐそこはもうアスファルトじゃなくて牧草地だし、転ばせても頭打つこたねえか。アクセル踏む前に不意打ちで突き飛ばすだけで『安全』は確保できそうだ）

　意外かもしれないが、手が届く届かないに拘かかわらず、間に『壁』が一枚あると人は緊張を緩めてしまうものだ。この辺りは、人間がこれ以上他人に近づかれると威圧を感じる半径、パーソナルスペースに依存する。鉄てつ格ごう子し越ごしに囚人と接する時の注意事項についてなら、どこの刑務所や少年院にも記載があった。車を職質する人間は大体初手で腰を折って中を覗のぞき込こもうとする動きをするはずだから、顔を近づけてきた辺りでやっちまおうと考える浜はま面づら。……こういうのがつらつら出てきてしまう辺り、根っこの部分はそう簡単に払ふつ拭しよくできないようだ。

　外国人は目分量で歳としを推し量るのが難しい。ひょっとしたら自分より年下じゃないか、とも思える幼げなメガネのシスターさんが、明かりを手に口を開く。

「何で一般人がこんな危ない所に迷い込んできているのですか!?　早く、ああもうとにかく早く避難して!!」

　馬鹿は英語ができないどころか英会話アプリの呼び出し方も分からなかった。もはや両手で拝んでソーリーの呪文を繰り返すくらいしかできない。

　助手席の滝たき壺つぼが手短に翻訳してくれると、ようやっと歯車のズレのようなものが見えてきた。どうにもこのメガネのシスターさん、こちらの車が怪しいから声を掛けてきた訳ではないらしい。

　直後に足元が揺れた。

　いいや違う。




　ごォォォああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!　と。




　スタジアムの大歓声が震度計すら誤作動させてしまうのとも、似て非なる現象だった。もはや巨大怪獣じみた咆ほう哮こうと共に、何かが来る。押し寄せてくるのがビリビリと痺しびれたような肌の痛みで実感できてしまう。

「ううう」

　助手席の滝たき壺つぼが何やら呻うめいていた。一体何を捉えたのか、

「……気持ち悪い。なにこの信号……」

　シスターさんもシスターさんで頼りないカンテラをあらぬ方向へ振って、そして舌打ちしていた。

「クロウリーズ・ハザード、神に仇あだなす災厄め!!」

　基本無感動な滝たき壺つぼの翻訳がもどかしい。テレビの液晶越しに衛星中継のなっていないスポーツ観戦をしているのとは訳が違うのだ。こっちはリアルタイムで現場にいる。大災害の真っ最中、屋外スピーカーから聞き取れない外国語で次から次へと警告のアナウンスが飛び交っているようなものである。

　ともあれ、

「あらあら。イングランド─ロンディニウム大要塞だったかしら。もう第二城壁まで戦線が押し切られたのね」

「残りは四〇キロくらいだっけ？　何にしてもあんな助走をつけられたら、そろそろ設備の整った後ろの陣地に下がって仕切り直しも通じなくなるっしょ。これはこのまま一気に決壊かなー？」

　大変優しい『魔神』達がわざわざ日本語で語ってくれたが、こっちもこっちで最悪だった。上うわっ面つらの言葉は読み取れても、根底にある心が全く見えない。

　青い顔で浜はま面づらは叫ぶ。

「おいっクロウリーってあのアレイスター＝クロウリーだろ。俺達まで一緒にすり潰されるのか？　だってあいつに言われてここまで来たのに!!」

「あのクロウリーとこのクロウリーは全く違うｉｆだから当てにならないのではないかしら。それとも僕はあなたのお友達です証明、トライしてみる？　まあ、ＳＮＳのフレンドリストを印いん籠ろうみたいに突き付けた所で、一つ一つが恐竜サイズの大軍勢に踏み潰されるのがオチだとは思うけれど」

「冗談じゃっ……」

　この時、浜はま面づらは運転席の窓を開け放っていた。

　通じるかどうかは分からないが、外で取り残されたまま慌てて重たそうなポリタンクをいくつも抱え込もうとするメガネのシスターさんへ通じもしない日本語で叫ぶ。

「乗れ!!」

「あっ、え？」

「燃料なんか抱えても死ぬだけだ!!　良いいから早く！　死にたいのか!?」

　腕を動かして身振りで示すと、ようやっと通じたようだ。こちらが運転席のドアを開ける前に、ポリタンクを放り捨てたメガネのシスターさんが開いた窓から直接飛び込んでくる。おかげで腰の辺りを窓枠に引っ掛けたまま、浜はま面づらの膝の上に上半身だけのしかかってきた。メガネのシスターさんの柔らかさに感謝し、膝の上に全体重かけておっぱい押し付けられちゃうとアクセルもブレーキもクラッチもとにかく大変な事実に後から気づいて大後悔しながら、とにもかくにも四駆を前へ走らせる。

　ガォン!!　とすぐ横を何かが突き抜けた。

　元がどんな形をしていたのかももう分からない。とにかく赤い闇を固めたような巨大な何かが、まだ外に飛び出たままのシスターさんの両足をギリギリの所で喰くいそびれたようだった。油断はできない。大型バスより大きなヤツは足元の牧草を抉えぐるような格好で急旋回し、再びこちらへ狙いを定めているようだった。

　後部座席のネフテュスがぬいぐるみみたいに娘ニヤン々ニヤンを抱き寄せながら何か言っていた。

「シスター・アガター。よろしくですって」

「はいどうもおっぱい当たってます!!　末永くヨロシク!!」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「そしてやきもちはしばらく我慢だ滝たき壺つぼ、これは人命救助、緊急回避ですよ？　痛いっ!?　分かった分かった謝るから、叩たたくなら紙箱の方のティッシュにしてくれ!!　濡ぬれティッシュのボトルは普通に硬くて痛いんだよッ!!」

「あとローラ様が戻ってくるまで時間を稼がなくちゃだって。……健けな気げよねえ」

　ネフテュスが呆あきれたような口振りで付け足していた。シスターさんが不思議そうな顔をしている所を見るに、浜はま面づらが邪魔で後部座席が見えないようだ。

　頭上に大きな影が覆おおい被かぶさり、浜はま面づらの心臓が恐怖できゅっと縮むが、今度はクロウリーズ・ハザードとは別口のようだった。ブーメラン型のステルス爆撃機にも似ているが、素材はコウモリのように薄く布を張ったものらしい。

　空を飛んで逃げられれば、地上を埋め尽くすクロウリーズ・ハザードに吞のみ込こまれる危険性も多少は減るはずだった。なのに、ヤツらは牧草地にいたシスターさん達を拾うための努力をしてくれなかった。

　バラバラと高所から散発的に落下してくるのは、先ほどシスターさんが抱えてきたポリタンクや、もっと大きなサイズのドラム缶などだ。

（野郎!!　人命よりも燃料が大事ってか!?）

　力任せに叫ばなかったのは、こうしている今もお尻を車外に放り出したままのメガネのシスターさんがいたからだ。

　浜はま面づらはリリスと接触していたものの、問題の中心にいる訳ではない。が、ローラ＝スチュアートという名前は何だが不吉な意味が付きまとっていたような……？　ひょっとしてアガターさんはその辺りに気づいていないのだろうか。

　一人拾っておしまいという訳にもいかない。今さらのようにあっちこっちでバスやトラックのヘッドライトが点灯し、暗闇の向こうでは馬のものらしき嘶いななきまで響いてきたが、それでも全員が全員乗り込むほどの余裕もなさそうだ。緑の牧草地に取り残された修道服を見かけるたびに車を停め、クラクションを鳴らして叫ぶ。

「屋根でもドアでも良いい、どこでも構わねえからしがみつけえっ!!」

　言葉など不要だったのかもしれない。とにかく一斉に少女達が飛びかかってきた。屋根にはスキー板やボートを固定するためのアタッチメント、車体の前後左右には羊ひつじ除よけらしい金属バーが取り付けられているので、『鳥かご』は摑つかむ所には困らない。ドッドッドッドッ!!　と暴れ回る心臓を抑え付け、アクセルペダルを踏んでしまおうという焦しよう燥そう感かんを抑え込み、必死に待つ。待つという行為がこんなに寿命を削るものだとは思ってもいなかった。

　バンバン！　と窓から体を突っ込んだメガネのシスターさんが浜はま面づらの太ふと股ももを叩たたく。

「はまづら、全員ひっついたって」

「やっとかよ!!」

　地響きが、迫る。

　アレイスターはどこまで行ってもアレイスター。単純に敵味方で線引きできるものでもないのか。明かりが少なく闇と同化したような地平線が、不規則に盛り上がったような気がした。

　それは錯覚だ。

　実際には見渡す限りを埋め尽くす、もはや人の形すら保っていない、大小様々なクロウリーズ・ハザードがこちらへ押し寄せてくるのだ。あたかも、山脈か何かが移動しているように見えてしまうほどの物量で。

　三頭身にデフォルメされた、そこらの鉄塔よりも巨大なピエロがいた。真ん丸の時計の文字盤と無数の歯車でできたヒトガタがいた。縫い痕だらけの分厚い皮膚の切れ目から、小さなクロウリーをボロボロこぼす巨人がいた。

　悪夢のビジュアルそのものだ。

　いったん吞のまれたらどうなるか……もう考えたくもない。

　敵も味方もあるものか。

「アホかアホかアホかアホか!!　全体的なスケールがぶっ壊れてんのかああもおーっ!!」

「あらあら。中も外も女の子だらけね。秘密の花園はこんな所にあったのかしら」

「あの黒い修道服、ローマ正せい教きようじゃね？　あっちのバスは東洋人ばっかりだし、天草式とかいうのか。となると、ああ、世知辛い事情が滲にじみ出でちゃっているなー☆」

　時間の流れがおかしい『魔神』どもの観光トークには付き合っていられない。

　バォン!!　とオフロード規格のエンジン音も荒々しく、あれだけ難攻不落に思えた検問をぶち破って浜はま面づらの運転する四駆が大自然へ飛び出していく。どこがアスファルトでどこが牧草地か、もはやいちいち確かめている暇もない。背後から迫りくる肉と破滅の大洪水から少しでも遠ざかる以外に選択肢がないのだ。

「……、───ッ!!」

「誰かこのアガターさんの言ってる事日本語にしてくれ!!」

「イングリッシュガーデンに注意って言ってるよ、しょーねん☆」

「？」

　ミニチャイナの言葉に眉をひそめる浜はま面づら。翻訳が足りない、イングリッシュガーデンはカタカナのまんまではないか。

「景観を楽しむイギリス人は羊ひつじ除よけの柵を一つ作るにも配慮するの。これはアメリカの牧場みたいに木の杭くいと板を使って大雑把に日曜大工に勤いそしむ訳じゃなーい。一見なだらかな平面に見えても、実際にゃあ一メートル以上の段差を設けて花を食べる羊が入ってこられないように調整していたりね。あっ、もちろん一段高いセカンドハウスから地平線の向こうまで視線を投げても下り段差の違和感が分からないっていうのが真髄だし、この場で目を凝らしたって仕方ないよん？」

「そんなのどうしろってん……ッ!?」

　叫んでいる途中で重力を見失った。

　一メートル程度の段差の上から、四駆そのものが飛び出したのだ。着地と同時にぐわんと視界が上下に揺らぐ。自分自身よりも、今ので屋根にしがみついている修道女達が落ちなかったかの方が心配だ。羊ひつじ除よけの金属バーさまさまである。

「他にも水路、石段、レンガの花壇なんかに注意。平面の敷しき地ちで薔ば薇らの生け垣迷路を作るのに夢中なフレンチよりも、イングリッシュは土台の土地そのものを掘ったり盛ったり手を加える傾向が強いからさあ。油断してると穴に落ちたりタイヤがパンクしたりするよん」

「『地雷が埋まっているから気をつけて』くらい役に立たねえアドバイスだ。心臓に悪い恐怖ばっかり煽あおりやがって、この騙だまし絵えみたいに設計された風景の中から具体的に何をどう見分けろってんだよお!?」

　やっぱり四駆のパワーを過信せずアスファルトの道路へ戻った方が良さそうだ。土いじりが得意な英国人だって、まさか公共道路にまで手を加えている事はないだろう。

　気がつけば、似たような検問を二つも三つも突き破っていた。

　そもそも警備らしい警備の人員もいない。

　総員撤退、という事でまとまったようだ。ろくすっぽ街灯もない牧草地に、ぼわっ!!　という強烈な炎の光が撒まき散ちらされる。明らかに燃料の引火などではない。もっと手品めいた不自然にぬめる炎。万里の長城のようにどこまでも伸びる干し草の壁が着火されたのだ。後ろから押し寄せるクロウリーズ・ハザードを巻き込むだけでなく、浜はま面づら達たちがこれから突っ込む予定の検問まで。

「おい外にゃシスターさん達が張り付いてんだろっ、どうすんだ!?」

「メガネの人が言うには、自分達で何とかするからそのまま突っ込めって」

　もう絶叫するしかなかった。

　ロウソクの炎へ水平に掌てのひらを通すイメージで、速度に任せて大仰なバンパーで炎の壁をぶち抜いていく。

　轟ごう!!　と。

　炎が酸素を吸い込む凄すさまじい音が炸さく裂れつしたが、運転席の窓が開けっ放しの割に熱気のようなものは飛び込んでこなかった。見れば、四駆そのものが薄い青の光で包まれている。

　ピンクジャージにセーターの滝たき壺つぼはわずかに眉を寄せて、

「えと、ケッカイ？　ひょっとすると何かのスラングを読み違えたかも……」

「とにかく何でも良いいから一人で抱え込まないでっ!!　全部出して日本語で全部!!」

「うーん……我は聖ペテロを師事し神の子を見据える者なり一角獣の角と大皿に盛りつけられた乳房の象徴が成し遂げるエトナの山の溶岩をも押おし留とどめたかの聖女の秘儀が我らを守る」

「え、なに？　めるへんとかの怖い話？？？」

　口元に手を当ててくすくすと笑っているのは後部座席のネフテュスだ。

「いいえお二人とも、それで合っているわよ。この国流の読み方だと聖アガサの伝承に基づくものね。ほら、十字教の聖女系は基本的に不可侵だし」

　車は無事で、屋根やドアにしがみつくシスターさん達にも大きな怪け我がはなさそうだ。だがハンドルを握る浜はま面づらの顔色は優れない。

「……役に立ってない。俺達に乗り越えられる程度じゃ、後ろのバケモノどもにゃ通じねえぞ!!」

　素人しろうと考かんがえに裏付けでも与えるように、膝の上のシスターさんが再び喚わめき始はじめた。

「……っ、……ッッッ!!」

「ヤバいぞ何だこの剣けん吞のんな感じ。絶対ろくでもない事だろうけど誰か翻訳!!」

「そういえば私のおっぱい触るな馬鹿野郎」

「この無言の殺気……俺クロウリーズ・ハザードより先に滝たき壺つぼの手で殺されるんじゃねえのか……。とにかくそれ以外に何かねえのか!?」

「このまま首都ロンドンへ逃げ込もうとしてもどうにもなんないってさ」

　娘ニヤン々ニヤンの言葉が、一瞬何の事か理解できなかった。

　ぐわんぐわん揺れる後部座席で楽しげに跳ね転がりながら、全身包帯のネフテュスとくんずほぐれつのミニチャイナは補足の説明を入れてくる。

「三重四色の最結界だっけ？　城門はがっつり閉じてんだから、最高速度で突っ込んでもぺしゃんこにされるだけじゃない？」

「……どうしろってんだ。前を塞がれたって、後ろからはとんでもねえのが数を数えるのもうんざりするほど押し寄せてきてんだぞ!?　本格的にどうすんだよッ!!」

「やっぱりこの辺りは捨て駒ねえ。ローマ正せい教きようや天草式十字凄教、外郭からの合流組織が最前線に立たされているだけあるわ」

　どこか他ひ人と事ごとのようにのんびりしたネフテュスの言葉は何のヒントにもなっていなかった。崖に向かって突っ走るチキンレースだけでも命懸けなのに、さらに後ろからは特大のロードローラーが迫りくる。アクセルを踏もうがブレーキを踏もうがどっちみち挽ひき肉にくになる末路から抜け出せないのだ。

　しかし、その時だった。

「はまづら、何かおかしい。圧が一個消えた」

「あ？」

　脂汗びっしょりでハンドルを握り、太ふと股ももの上へのしかかるシスターからすっかりキモい評価のご褒ほう美びを有あり難がたく頂戴していた浜はま面づらは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ああッ!?　な、な、何だありゃあ!?」










　　　　８




　まさしく一瞬だった。

　事情を知らない多くの者にとっては、突然の出来事に思えたはずだ。




　ばづんっ!!　と。

　まるで大停電のように、ロンドン全体を覆い尽くす光のヴェールが消失する。




「さて行くか」

　難攻不落の首都ロンドン、その防壁が打ち消されるのを確認し、青いブレザー制服の上から魔女の帽子やマントを重ね着した少女は涼しげな調子で囁ささやいていた。

「流石さすがは幻想殺しイマジンブレイカー、『黄金』時代から語り継がれてきた究極のジョーカーだ。無事に上かみ条じよう当とう麻まは処刑ロンドン塔とうに秘蔵してあったコアを破壊してくれたようだ。三重四色の最結界を維持するために必要な霊装をな」

「……、オマエ」

「そんなに怒るなよ、一方通行アクセラレータ。君は彼を宝石箱にでも入れて大切に保管したいのかね？」

　目指すはウェストミンスター寺院。

『王おう室しつ派は』とも深く繫つながった、おそらくはロンドンでも最大の大聖堂。

「あからさまな城に置く度胸はないが、裏をかくと言っても普通の民家は怖い。死角に入り、かつ堅い場所はどこか。悪名高き処刑ロンドン塔とうは巨大ダイヤの『アフリカの星』の保管を引き合いに出すまでもなく、そもそも英国王室最大の宝ほう物もつ庫ことしての側面もあるほどだしな。……守りを固める側が三重四色の最結界のコアをロンドン市内のどこに安置したいと考えるか。そんなもの、火を見るより明らかだろうに」

　外から破れなければ、内から壊せばよい。

　かの『人間』アレイスター＝クロウリーは、かつて世界最大の魔術結社『黄金』を内部闘争によって壊滅させた張本人である。正攻法で争って敗北を認められる程度であれば、そもそも一世紀以上も苦悩と挫折の道を歩み続けてはこなかった。

「もう逃げられんぞ、ロンドン」

　歌うような言葉があった。

　その一歩一歩が、ついにある一線を越えていく。

　そこにどんな意味があるのかは、きっと生まれ出てより今日まで実に一世紀を超える因縁を抱え込んだ、この魔術師にしか理解できまい。

「ただいま、霧と魔術と黄金の都。大悪魔コロンゾンの根となる城よ。全てに決着をつけるため、クロウリーが舞い戻ってきたぞ」

　ロンドン南端。

　無秩序に広がった外周部の、その一角。

　石やレンガ、コンクリートやアスファルト。新旧の時代が入り乱れ、一二月の冷たい霧が全てを覆い尽くす夜の街へと踏み込んだ途端であった。

　あちらこちらで、ただでさえ固く閉ざされていた雨戸や玄関がガチャガチャと鈍い金属音を鳴らしていた。大丈夫と分かっていても、鍵を確かめないと気が済まない。そんな拒絶の音色である。あたかも、目にしただけで呪われる大罪人を締め出しているような。

　おそらくウェスタンブーツのものと思われる足音に、ごりごりという地面に何か擦り付けるような、硬質な音が混じっていた。

　それはやけに長い、日本刀の鞘さやの先。

「……申し訳ありませんが、一刻も早く押し切らせていただきます」

　脚を片方根元からばっさりと切ったジーンズに、やはり片側だけ袖を落とした上着と裾を絞ったＴシャツ。東洋人らしい艶つややかな黒髪をポニーテールにし、腰のベルトであまりに長大な『七しち天てん七しち刀とう』を提げたその女。

「今こうして命を賭として戦っている皆を救うために、一秒一瞬も無駄にはできないのです!!」

『聖人』神かん裂ざき火か織おり。

　世界で二〇人といない、あまりにも分かりやすい直接戦力の要かなめ。

　対して、アレイスター＝クロウリーは舞台役者に近い。大仰な身振りで、声も高らかに、なのに誇示をすればするほどどこか夢や幻のように存在感や現実味は逃げていく。

　まるで、実体なきタヌキや妖精が木の葉や木くずのお金でも見せびらかすように。

「人材が不足しているのではないかね、連合王国の巨人よ」

　ゴォア!!　という雄お叫たけびが銀の少女の真後ろにある闇から響き渡った。

　もはや年輪やバウムクーヘンのように何重にも張り巡らせた防衛線は機能していない。三重四色の最結界も失われた。有象無象のクロウリーズ・ハザードの進軍を阻はばむものはなくなったのだ。首都ロンドンは蹂じゆう躙りんの憂うき目めに遭っている。

　しかし。

　しかし、だ。

　新たな足音に、挟まれる。

　落雷よりも迅速に、かつ凶暴な切断力でもって、銀が閃ひらめいた。

　赤、緑、茶、灰。一体何をどうしたらそんな体液を得るに至ったのか、様々な血の花が咲いていく。

　アレイスターはもちろん、傍かたわらに立っていた一方通行アクセラレータも驚いた素振りは見せない。あらかじめ刺客の存在を知覚していたかのように。

　手にした両刃の剣を軽く振って血を払い、ゆらりと後ろから現れたのは、『騎き士し派は』の頂点、騎士団長ナイトリーダー。礼服の男の背後には完全武装の騎士達が数十人と控えている。

　これで前後を挟まれた格好になるが、アレイスターは鼻で笑っただけだった。

　魔術師は騎士団長ナイトリーダーではなく、聖人の方へ視線を投げながら、

「……一応アレも私と同じアレイスター＝クロウリーなのだがな。慈愛に満ちた聖人サマは、その胸に刻んだ魔法名を思い浮かべても特に何とも思わんのかね？」

「断頭金貨」

　しかし応じたのは神かん裂ざきではなかった。

　前後を阻はばむ刺客の内、『騎き士し派は』の長が一歩前へ出る。

「ホレグレス＝ミレーツからの要望で、いざという時、速やかに自決するための霊装の支給へ最終的な許可を出したのは、この私だ。私が国中にばら撒まいた」

　手の中で何かを握り込みながら、正義に燃える誰かが嚙かみ締しめた。

　迷いなき叫びが解き放たれる。

「だが使わせん、ただの一人たりとも。私一人だけではない、『聖人』と共に行けば押し切れる。押し通す!!」

「……ローラめ、知らぬ間に上う手まいこと正義感の軸をズラしたものだ。敵は殺してやるのがせめてもの救い、とでも置換させているのか」

　ここではっきりと明記する。

　対する神かん裂ざき火か織おりや騎士団長ナイトリーダー側には、もはや対話などなかった。




　轟ごう!!　と。

　霧と闇を引き裂いて、前後から同時に怪物達がアレイスターへ切り込んでいく。




　音速の限界を、突き破る。

　肉体そのものを凶悪な武器に変えた、規格外の攻撃。神かん裂ざき火か織おりはその派手な抜刀術のモーションの中に溶かした七本のワイヤー『七なな閃せん』、騎士団長ナイトリーダーは工夫もなく両刃の剣。搦からめ手てと直球、どちらか片方でも対処不能なものを、念押しで重ねてきた。下手人の首を落とすどころか肉体全部を粉々にするほどのオーバーキルだ。

　だが、アレイスターは呆あきれたように息を吐いただけだった。

　右と左。それぞれの指先でオレンジ色の火花のように、意味のある数字が飛び散る。

　直後。

　もはや無音だった。何かの間違いのように、その一瞬は時間が伸びたかと錯覚するほどの静寂。そして神かん裂ざき火か織おりと鋼線と騎士団長ナイトリーダーの刀剣とが、共に受け止められる。

　片や真球のヘッドをつけた黄金の杖つえ、片や大仰な銀の大鎌。

　二つで示しているのは、太陽と月か。

　アレイスターは怪物達に挟まれたまま、それぞれを片手間で捌さばいてしまっている。

「不思議かね？」

　くすりと笑って。

　実体不明な得え物ものを手にしたアレイスターが、悪魔のように囁ささやく。

「上かみ条じよう当とう麻まの拳は避けられなかったこの私が、何なに故ゆえに音速を超える君達をいとも容易たやすくあしらえるのか。疑問には、答えがある。もしもまだ考える頭が残っているなら思考を楽しみたまえ。それがヒトの嗜たしなむ贅ぜい沢たくというものだ」

　今は実戦、戦争の真っ最中。

　故に神かん裂ざき火か織おりも騎士団長ナイトリーダーもまともに応じなかった。




　まさに一瞬だった。

　瞬まばたきの暇も与えず、闇を引き裂く槍やりが国賊の胸へと襲いかかっていく。




　部下の騎士から投げ渡された槍やりを摑つかんだ騎士団長ナイトリーダーが、さらなる一撃を見舞ったのだ。

　戦争と言えば剣だが、処刑となればその限りでもなくなる。頭を落とす斧おのに胸を貫く槍やり。英国首都ロンドンにおいて、そんじょそこらの戦争以上に人の命を奪ってきた事象などいくらでもあるのだ。

　餓うえる者達の戦争とは違う、富める者達の悲劇。その象徴。

　元々『聖人』の中でも特に異質な後方のアックア、ウィリアム＝オルウェルと単身で互角以上の戦いを繰り広げてきた騎士団長ナイトリーダーだ。対する銀の少女はすでに両手が塞がっている。ここからさらに急所を狙う槍やりは防ぎようがないはずだ。魔術で重量を増大した槍やりなら、このまま全身を粉々にできる。

「だから」

　魔術師アレイスター＝クロウリーは歌うように囁ささやいていた。

「人材が不足しているのかと、そう尋ねている」

　ゴッキィィィン!!　という重たい音と共に、穂先の流れが強引に弾かれた。銀の髪の少女の背中、そのわずか数十センチ手前で。得え物ものを喰くいそびれた槍やりは近くにあった鋼の街灯に激突する。そう、こんな街灯一つへし折れない。

　傍かたわらに立っていた一方通行アクセラレータがベクトル操作能力を使って介入した訳ではない。

　いつの間にか、いっそ非現実なくらい大仰な大鎌は消失していた。アレイスターは何の変哲もない右手をひらひらと振っていたのだ。

　何かを警戒するように、神かん裂ざき火か織おりもまた一歩後ろへ下がる。

　あるいは、次なる一撃を放つための助走や間合いを考慮しているのか。

「どうした最先端の皆々様？」

　酷薄な笑みを浮かべているが、果たしてどこに向けられたものだろう。忌いまわしき思い出の地を守る英国ご自慢の大戦力か、あるいはことここにきてまだ魔術に頼らざるを得ない己か。

「……まさかこの程度で、幻想殺しイマジンブレイカーと錯誤はしていないだろうな。その程度の知性しか持たぬなら、もはや付き合う必要を感じられん。さっさと踏み倒し、先へ進ませていただくよ」

「近代西洋魔術」

　神かん裂ざき火か織おりの唇の隙間から何かがこぼれた。

　これまであったどんな声色とも違う、不自然なほど憎々しげな声で吐き捨てる。

「その全てを創った魔術師、ですか」

　ここに至るまで、イギリス側が海から迫るクロウリーズ・ハザードをどれだけ迎撃してきたかなど、この場においては何の参考にもならない。

　あのクロウリーとこのクロウリーは、全く異なるｉｆの道を歩んだ別の形なのだ。魔術をきっぱり捨てたクロウリーもいれば、極めに極めたクロウリーも同時に存在する。

「もうその認識だけで呆あきれるばかりだな。私はそこまで偉大ではないよ。ただそこにあるものを分かりやすく切り分けて再配布しただけだ。子供でも把握の容易な虹の七色やドレミの音階のように。……もっとも、それが全てだと思い込んだ世の馬鹿者どもは無事に世界を科学と魔術の二つに分類して考えるようになってくれたがね。実際には、両極の間には無限に等しいグラデーションが横たわっていたにも拘かかわらず、だ」

　さらに騎士団長ナイトリーダーから重い槍やりが突き出されたが、もはや彼の側からしても確信を得るための試し撃ちだったのだろう。アレイスターが虫を払うように右手を振るだけで、あっさりと致死の一撃が横に弾かれ、穂先が宙を泳ぐ。

「故に」

　武器や霊装など、不要。

　一番頼れる相棒は、頭の中に存在する。

「世界の人口が何十億だろうが知った事ではない、その全てに嫌けん悪おされようが、内何割が実用に足る魔術を扱うかなど些さ末まつに過ぎん。私が組み立てて再配布した近代西洋魔術の理論に従うモノに、私を傷つける事は敵かなわない。一九〇四年、『法の書』以降の世界に自由はないよ。貴様達が何をどう努力した所で、あらゆる術式の根底にはアレイスター＝クロウリーの影がストーカーのように付きまとう。この私であれば、いくらでも介入できるぞ。近代西洋魔術と呼ばれる技術体系全般の裏口バツクドアや脆弱性ゼロデイについて、開発者たる私以上に詳しい者などいるものか。今は、サービスで弾くに留めた。次は、手の中で破裂させてくれようか？」

　頼るべき魔術的資料の年代がエイワス召喚の───クロウリー流に言わせてもらえば最後の審判が訪れ、時代アイオーンが一つ繰り上がったとされる───一九〇四年より以前であっても、実はあまり関係ない。日本の能や狂言の楽曲を耳にしても、それを西洋からやってきたドレミの音階で理解しようとしてしまっては台無しになる。

「落とされる心配もせず私がホウキ一本で空を飛ぶのは何故か？　君達にはできないからだ」

　つまり。

　かつて世界最大の魔術結社『黄金』において魔術基礎の国際共通規格トータルフオーマツトを巡って根本からアレイスターとしのぎを削った、ウェストコットやメイザース級の独自性を保った魔術師か、あるいはさらに飛び抜けた真正の『魔神』どもでもない限り、こと魔術の分野においてアレイスターを出し抜く事など不可能なのだ。

　魔術を打ち消す『だけ』なら、幻想殺しイマジンブレイカーなど必要ない。

　現実に魔道書図書館が対魔術師戦闘の中核に位置する所からも分かる通り。そして、かつてメイザースがあれほど近代西洋魔術の編へん纂さん者しやの位置を牛耳りたがっていたのも、結局は自分にとって有利なルールをばら撒まきたかっただけなのだ。特定の検索エンジンやネット通販が地球を覆い尽くしていくのと同じく、インフラの要かなめに自分を据え置きたかったのだ。

　音速挙動に生身で付き合うだけの『何か』と。

　自身が作った近代西洋魔術の全てを否定する割り込み攻撃。

『このっ!!』

　騎士団長ナイトリーダーの下につく完全武装の連中も動き始めた。音速の領域にいる神かん裂ざきや『騎き士し派は』の長の足を引っ張れないと感じたのか、彼らはアレイスターの傍そばにいた一方通行アクセラレータの方へ殺到する。

　一瞬の出来事だった。

　第一位の掌てのひらが『騎き士し派は』の一人、その顔面を摑つかんで真上へ吊つり上あげていたのだ。

「俺は別にそこのクソ野郎の味方じゃねェ。オマエ達のやる事も止めはしねェ」

　分かりやすい着火ではなかった。

　しかしだからこそ、底冷えするようなその低い声は耳にした者の魂を氷の蔓つるで縛り上げていく。

「だから、俺に、構うな。……ブチ殺されてェのか？」

「やめておけ」

　パチンと指を鳴らしたのは、意外にもアレイスターだった。

「君の敵はここにいるから心配するな。部外者へ八つ当たりで殺意をばら撒まいても、時代を逆行するだけだぞ。元の戦闘狂にでも戻りたいのかね」

「チッ」

　明らかな舌打ちと共に、一方通行アクセラレータは五指から力を抜いた。

　特にベクトル操作で体内をいじっている訳でもあるまいに、腰からどすんと落ちた完全武装の騎士はそれっきり動けなくなっていた。

　戦意を折られた情けない騎士よりも、その一人を助けに入らない周囲全体に向けて、アレイスターはわずかに目を細めた。

　槍やりを捨て、騎士団長ナイトリーダーの冷たい声があった。

「どけ、攻撃範囲と重なっている」

　同じ所属の仲間の窮地に対し、出てきた言葉はそれだけだった。

　相手に理由があるなら仕方がない。

　見捨てられるような原因を抱えてしまう方が悪い。

「こちらでリカバリーします。どうぞ安心して離脱を」

　神かん裂ざき火か織おりからの呆あきれの混じった声色も、救いがあるようで実質は真逆だ。

　何かが、おかしい。

　何事においても斜に構えて観察するアレイスターは看破している。突出した非の打ち所のない達人を持ち上げたがる気風の美徳のようにも思える。しかし裏を返せば、わずかでもキズを持つ者を弾はじき出だすドロップアウトの空気が漂っているのだ。

「……この程度か」

　アレイスターの声がわずかに低く落ちた。

　元々彼（？）は神を信じない。神を信じる者を信じない。神に従って秩序を守ると声高に叫ぶ輩やからを信じない。

「この程度の雑務をいつまでも振り回し、お涙頂戴の感動討伐話を繰り返している裏で、撒まき散ちらされた魔術の反動によって全く関係ない誰かを害してきたのか？　自己のきらびやかな功績のため、他者を使い捨てる格好で。だとすれば、救いようがない。自分で再配布しておいて偉そうに、とでも思ったか。だが違う。魔術という技術体系そのものに疑問を抱き自らの意思で使用を自粛できなかった事が、本当に救えない」

　そうと分かれば、一切の容赦などない。

　アレイスター＝クロウリーが踏み倒して先へ進むと宣言すれば、本当にそうする。そこらの害虫を相手取るように、踏んで潰して殺して進む。

　と、その時だった。

　変化があった。

　一体どんな感情の色が乗っていたのか。騎士団長ナイトリーダーはわずかに笑みを浮かべたのだ。




「分かっていたさ」




　ゴンッ!!　という重たい音があった。

　港のコンテナよりも大きな、石の塊だった。丁寧に切り出された石材が、虚こ空くうからロンドンの街へと落ちたのだ。異常現象は一度に留とどまらない。ぽつぽつと、ぱらぱらと、やがてはざあざあとまで。突然空から小魚やカエルが降り注いでくる怪現象と似ているが、違う。どちらかと言えば最初に抱く印象は、次々とブロックが落ちてくるパズルゲームの方が近いのかもしれない。

「なるほどな」

　一発当たれば即死は避けられないのに、アレイスターの顔色は特に変わらなかった。そう、その『人間』は自分が今ここで死ぬ訳ではない事をもう看破している。

　落下物の布陣には規則性があったのだ。

　巨大な石材の積み重ねはあっという間に巨大な構造物を組み上げていく。夜のロンドンそのものをあっという間に塗り潰し、そこかしこに全く異なる文化の華を咲かせていく。

　あるいは、大規模な石工建築に高度な天文学まで取り込んだ四し角かく錐すいの王の墓。

　あるいは、太陽神を讃たたえる目的で突き立てられた鋭い石の柱。

　あるいは、西洋絵画に見られる遠近法を無視した、図画とも文字とも言える壁画の数々。

　歴代の王を並べた巨大な像の列もまた、このイギリスを治める『王おう室しつ派は』とは縁もゆかりもないファラオ達。霧の都と呼ばれるロンドンの空気自体が変わっていた。もっと乾いた、夜の砂漠がもたらす放射冷却が少女の形を取る魔術師の肌へと突き刺さってくる。今に、その辺の地面でも破って全身に包帯を巻いた死人達が顔を出してきそうなほどだ。

　ノーザンアフリカ＝ロンドン。

　あまりにも嚙かみ合あわない異様な風景に、ようやっとアレイスターは何か感心するように目を細めていた。

　幼少期より『敬けい虔けんな信徒達』から徹底的な虐待、冤えん罪ざい、迫害を受け続けてきた十字架大嫌い人間にとっては、敵対者の罠わなであってもこちらの方がよっぽど居心地が良いいのかもしれない。

「エジプト神話、か。西欧人が勝手気ままに思い描くエジプトの情景だと、ロゼッタストーン辺りがソースかな。大英博物館でもひっくり返して見つけてきたのかね。魔術的資料が一九〇四年以前のものであったとしても、近代西洋魔術のフィルターを通して理解に努めるのでは意味がないと説明したはずなのだがな」

「だから、理解などしておりません」

　アレイスターも神かん裂ざき火か織おり達たちも、どちらも正解などとっくに摑つかんでいる。

　その上での宣告は、相手を害する感情を叩たたきつけるための呪いでしかない。

「あるものを、ただそのままに、放り出す。それだけです」

「それで戦況を管理しているつもりか。そいつは一般的に暴走と呼ばれる現象だよ」

「だとしても、構わん」

　騎士団長ナイトリーダーの表情も変わらなかった。

　眉一つ。

「船上での戦いにおいて、嵐の存在が騎士達の戦いの行方を左右する事もある」

　ぴっ、と。

　見た目だけなら可か憐れんな少女の右の頰で引きつったような感覚が走ったかと思ったら、わずかな傷が生じた。次々積み重なる石材がわずかに欠け、砂粒と大差ない破片が銀の髪の少女の肌を切ったのだ。血の珠たまはわずか一滴だが、そこには重大な意味がある。

　不死の前提は、崩れた。

　アレイスターの作った魔術ではアレイスターを殺せない。

　ただし、アレイスターの構築したフィルターを介さない神秘なら、アレイスターを殺せる。

　近代以前、太古の技法。暴走だろうが災厄だろうが、嵐の中で不意の一撃が当たれば少女の形に整えられた誰かの魂を砕く事にも手が届く。

　……本来は『守る』側であるはずの騎士団長ナイトリーダーや神かん裂ざき火か織おりが、英国で生まれて英国で死んだはずの『人間』を殺す方法を模索し、構築し、実際に成功して、喜びを感じている。

（まるで一九四七の焼き直しだな……）

「だからどうした」

　しかし。

　自分の優位性を奪われてなお、アレイスター＝クロウリーは鼻で笑っていた。

　失敗する事など最初から恐れてもいない、そんな『人間』の顔だった。

「まさかこの私が、傷の一つも受けずにあっさり事を終わらせられるなどと甘い事を考えていたとでも？　魔術師アレイスター＝クロウリーは流血を恐れない。大いなる偉業を成し遂げるには惑星全土を血で染める必要があると定義し、自身の魔術研究のため第一次世界大戦の発生を予見しておきながら食い止めるための奔走などせずそのまま流したクソ野郎だぞ」

　ここからが本番。

　わざわざ第二ラウンドとカウントを改める必要さえない。ようやく両者が互いの命を削り合う、最初の最初を始められるというものだ。

「では、これより知らしめよう」

　ニヤリと笑って。

　可か憐れんな少女の形に整えたアレイスターは己の親指で頰の血の珠たまを拭うと、舞台俳優のような大仰な言葉で言い放ったのだ。




「世界最大の魔術結社『黄金』を残らず殺し尽くした、血ちの供く犠ぎの真髄を。あるいはこう言い換えておこうか。ブラッドサインと」








行間　二









　処刑ロンドン塔とうの方も大騒ぎになっていた。

　分厚い鉄てつ扉ぴ、通路途中の鉄てつ格ごう子し、果ては永遠不滅と思われた石積みの壁までも、奇麗に四角くくり貫ぬかれている場所が数多く見られた。

　いわずもがな、幻想殺しイマジンブレイカーによって破壊された箇所だ。

　たった一人の囚人の消失が、蜂の巣をつついたような狂騒状態を生み出した。

「最優先はホワイトタワーだ！　緊急閉鎖と永久囚人の点呼を急げ、房から一歩でも外に出ているものは各自の判断で処分して構わん!!」

「それより敷しき地ち全ぜん面めんの外壁だ。庭に出られた所で最終城門さえ固めておけば誰も逃げられん！」

「鍵の状況をチェック。一つたりとも複製させるなよ!!」

　そこらじゅうをバタバタと走り回る専用の看守、ビーフィーター達の邪魔にならないよう、おっとりしたシスターさんが風通しの良くなった通路の壁かべ際ぎわに寄っている。

　片手をお上品に頰へ当て、彼女は困ったように呟つぶやいていた。

「あら、あら、あら、あら……」

「無事か、シスター・オルソラ。怪け我がの有無は？」

　よそから顔を出したのは、長身に髪を赤く染めたステイル＝マグヌスだった。特に宗教上禁止されている訳ではないのだが、それでも咥くわえ煙草タバコの神父を並べてしまうと十字教にも色々あるのだなと思ってしまう事だろう。

　オルソラは小首を傾かしげたまま、

「は、はあ。私は問題ございませんけれど、ええと」

「ヤツが逃げた。上かみ条じよう当とう麻まだ」

　憎々しげに、煙草タバコのフィルターを嚙かみ千ち切ぎりそうな勢いでステイルは応答した。

「拘束椅子は意図して魔術系を取り除いた『普通』の代物だったんだが……根っからの不幸体質であるヤツの事だ、たまたま何かの偶然で金具が壊れた線はないだろうね。ベルトのこの切り口だ、くそっ、そうなると誰かが手を貸したか？」

　……実はこの時、味方のふりをしてステイルは横目でオルソラの顔色の変化を試していたのだが、不発に終わった。

　何かを隠すのが上う手まいのではない。胸元の十字架を握り込むオルソラは、ストレートにこう洩もらしていたのだ。

　まるで無事を祈るように。

「何だか大変な事になってきましたけれど、上条さんは大丈夫でございましょうか。下手に抵抗して呪詛に貫かれたりしなければよろしいのですけれど……」

　流石さすがにこれには、ステイルも舌打ちせざるを得なかった。

　ここまで噓うそが下手な人なら、上かみ条じよう当とう麻まを逃がすのに手を貸したとは思えない。というより、やっていれば素直に手を貸したと自分から報告してしまう事だろう。

　何しろ、ローマ正せい教きよう時じ代だいは実働のアニェーゼ部隊から命を狙われても非暴力を貫き、叩たたく側に回るくらいなら叩たたかれる側に回った方がマシだという生き方を貫いた女性だ。なおかつ、数奇な運命によって今ではその元アニェーゼ部隊の面々と同じイギリス清せい教きようの女子寮で和気あいあいと暮らす、そうやって水に流してしまえる高潔な女性である。痛みを恐れて真実を濁すなどという誤ご魔ま化かしからは最も遠い位置にいるはずだ。

　疑った方が罪悪感にまみれるこの感じには、多少の覚えがあった。

　かつて護衛を担当していた、魔道書図書館の少女と同じ匂いがする人だった。

（僕もまだまだ甘い……）

「ステイルさんも、これから捜索に行くのでございますか？」

「部署には部署の管轄がある。僕はここで待って、随時尋問を再開できるよう努めるよ。手は空いているから処刑ロンドン塔とうの穴を塞ぐ補強作業でもしながらね」

「それでしたら、その、私も何か……」

「間違えてはいけない。僕達イギリス清せい教きようが君にその十字架を預けたのは、駒として最前線に立たせるためじゃないんだよ」

「……、」

「幸せになれ、そして自分で摑つかめ。あの子が命を張って与えたチャンスを棒には振るなよ、シスター・オルソラ。ヨハネが哲学者に向けた𠮟しつ責せきを紐ひも解とくまでもない。富は無力だが、意味もなくどぶに捨てる行いを清貧とは呼ばないのだからね」

　こういうのは慣れない役回りだという自覚があるのか、ステイルは赤く染めた長髪を居心地悪そうに片手でかき上げながら、

「誰が何人独房を抜け出したか点呼が終わっていない。今の処刑ロンドン塔とうは死の縄張りだよ、君はいったん城壁の外へ出た方が良いい。……最後の一線まで越えたとは思いたくないが、そちらもリスクはゼロではない。くれぐれも気をつけて」

「えと、ですが」

「基本的にはビーフィーターの案内に従うのがベストだが、彼らにも注意を払う事。制服を奪って着替えている永久囚人が混じっているかもしれない。ひとまず袖、裾、靴のサイズは必ずチェックするんだ。良いいね？」

　取りつく島も与えなかった。早口でそれだけ言うと、ステイル＝マグヌスは優しいオアシスからきびすを返すように処刑ロンドン塔とうの闇の奥へと消えていく。

　一方、だ。

　残されたオルソラ＝アクィナスはと言えば、

「何か」

　右往左往、であった。

　何にしても、忙しく動き回る周囲と比べてテンポが遅い。必死に食い下がろうとする様子は、いっそ見ていて痛々しさすら感じられたかもしれない。

「何か、お手伝いできる事はございませんか？　何でも構いませんので……」

「おい」

　と、横合いから声があった。

　無個性に並ぶ分厚い鉄てつ扉ぴの一つ、食事を受け渡すための横に細長いスリットの方からだった。ささくれ立った女性の声に聞き覚えがないと言ってしまえば、この国なら不敬罪に問われるかもしれない。

　英国王室第二王女。同時に、かつてブリテン・ザ・ハロウィンにおいて王位を簒さん奪だつするためクーデターを起こした張本人。

「キャーリサ、さま？」

「何やら騒がしーが、どこぞのバカが逃げ出したか？」

　基本的にはおどろおどろしい負の歴史がまとわりつく処刑ロンドン塔とうだが、中には自ら好き好んで独房入りを続ける者もいるとは聞いていた。暴走する己を戒めるため、外の世界において魔術結社総出で命を狙われているため、俗世のしがらみに飽きたため……そして恩赦を蹴ってでも自己を罰するため。

　書類上は武闘派の暴君そのものとされる第二王女キャーリサではあるものの、その根っこには国を守ろうとする気持ちがあった事はオルソラも知っている。イギリスの独自性を保ち、なりふり構わず豊かにしてから、カーテナを折って民にその国を返す。それがキャーリサの企てたクーデターの真相だった。

「必要なら扉を開けろ。猟犬の代わりくらいにはなってやる」

「は、はあ」

「とはいえ、今はなるべく動かない方がよいのだろーがな」

　その消極的な物言いに、オルソラは首を傾かしげそうになった。それこそ武闘派の愛国者、特大の火薬庫がドレスを着ているようなキャーリサであれば、クロウリーズ・ハザードに蹂じゆう躙りんされつつあるイギリス全土を想おもって飛び出してしまいそうなものではあるが……。

　すると、スリットの向こうで自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑みを洩もらす音があった。

「この私や、あるいは隣の房でむっつり黙り込んでいる傭よう兵へい野や郎ろうもまた一種の記号だし。英傑や猛将と言い換えても構わない。ヒロイックな言葉を並べて戦場に出るのは容易たやすいが、そーする事で空気全体に多大な『圧』を加えてしまう羽目にもなりかねんのだよ」

「あつ、でございますか？」

　そーだ、と生粋の武人は平和主義者に戦争の理ことわりを説いていく。

「戦において恐ろしーのは分かりやすい外敵だけではない。むしろ、防衛線の内側からぐいぐい兵の背中を押してくる民衆の方が怖いくらいだし。あまり勢いがつき過ぎると、今度はやめ時がなくなるからな。……戦の時代に生きるならば、常に『内圧』を考えろ、シスター。狂気を呼び起こすスピーカーはいつの世も身内から現れるものだよ」

　言われてみれば、第二王女が起こしたクーデターの時も、キャーリサは『騎き士し派は』や近代軍事兵器など本職の戦争屋しか頼らなかった。多くの民衆が女王側についた事で数の差がひっくり返ってブリテン・ザ・ハロウィンは失敗に終わったが、キャーリサはキャーリサなりに線を引いて、民衆を戦争の狂気に冒さないよう注意を払っていたのかもしれない。

「自制せよ。戦に必要なのは前へ踏み込む兵科だけではない。風紀を保つと叫ぶだけ叫んで狂気の時代に転がり落ちるのでは話にならん、貴様のよーな人種も確かに必要なのだ」

「それは、あの、どういう……？」

　オルソラ＝アクィナスがなおも聞き返そうとした時だった。

　いくつもの足音が近づいてきた。

「こちらにおられましたか、シスター。ここは危険です。永久囚人の点呼を終えて安全確保の宣言があるまで、いったん敷しき地ちの外へ退避してください！」

　あのっ、と拘こう泥でいする暇もなかった。

　キャーリサもキャーリサで、今まで開けていた食事受け渡し用のスリットを静かに閉じながら、最後にこう捨すて台詞ぜりふを残した。

「……一番後ろの目立たないヤツ。靴のサイズが合っていないぞ」

　周りのビーフィーター達が寄ってたかって不審者を取り押さえる事態になった。乱闘騒ぎに巻き込まれないよう、手の空いた看守によって胸元の十字架を握り込むオルソラは現場から遠ざけられる。あれよあれよという間にホワイトタワーを抜けて城門を潜くぐり、敷しき地ち全ぜん体たいを取り囲む分厚い壁の外まで放り出されてしまった。

「外部出向要員、オルソラ＝アクィナス。登録の確認願います！」

「毛髪サンプルによる呪的確認作業完了、当人と判断。お早く外へ！」

　オルソラを外まで送った看守は、腰にあった大振りなナイフを鞘さやごとシスターへ押し付けた。

「その十字が示す通り、すでにあなた様も同じ英国の人。本来ならば安全な女子寮まで警護する所ですがこの非常時、今は一刻も早く緊急封鎖を終えねばなりません。申し訳ない!!」

　食い下がる暇もなかった。

　ぽつりと一人で残されたオルソラは、両手でもって使い方も分からないナイフを胸の辺りで抱えたまま、あちこちをきょろきょろ見回す。

「……どうしま、しょう？」

　処刑ロンドン塔とうでお手伝い、という目的を見失ってしまった。かと言って、危険な夜のロンドンをうろついてトラブルに巻き込まれたら、この非常時にまたみんなの足を引っ張ってしまう。

　女子寮、というビーフィーターの言葉が脳裏に浮かび上がってきた。

「ひとまずは、そういう事なのでございましょうか」

　仮にでも目標が定まると人間は変わる。嫌いな学校へ向かう時に、自分ルールに基づいて小石を蹴りながら少しずつ通学路を歩いていくのと同じように。

　とぼとぼと、オルソラはロンドンの街を歩く。

　霧のようにうっすらと銀の砂が漂い、歴史の流れを無視してそこかしこに巨大なピラミッドや石像が乱立する、侵食されたイギリスの首都。こうまでしなければ、守れない。時代そのものが変へん貌ぼうしていくような、当たり前の平和を当たり前と言えなくなってしまうような、そんな胸に悪いインパクトを与えてくる光景だった。

「はあ」

　重たい息を吐いて、それでもようやくオルソラ＝アクィナスは女子寮まで戻ってきた。

　温かい、安住の象徴。

　だけど今は明かり一つない。生活音も、ぬくもりも。玄関の扉を開けて中に入っても、表と全く変わらない寒々しい空気が待っているだけだった。まるで廃はい墟きよのような、死んだ建物だ。

「……、」

　近くのテーブルに借り物のナイフを鞘さやごと置いて、オルソラは台所の方へ向かう。料理が得意で皆に頼られていた彼女にとって、そこが一番のパワースポットだった。

　だがホームに戻っても、一度しおれてしまった花は返り咲かない。

　放り出されたままの台所。調理台の上にはいくつもの小麦粉の袋があった。大きな冷蔵庫を開ければ生クリームの紙パックやラップでくるんだ七面鳥が詰め込んであるはずだった。いわずもがな、季節はもう一二月だ。ギリギリになってからお店に注文を出しても、これだけの人数分を賄まかなえるとは思えない。だから本来なら、今日は一斉に届いた材料に抜け落ちがないかみんなで数えて確かめるはずだった。

　メリークリスマス。

　そんな風に描かれた横断幕も、ツリーの飾りつけも、何もかもが放り出されたままだ。決して暴いてはならないが、各人の部屋を見て回ればそろそろベッドの下に派手な包みの袋や箱を隠している時期ではあるだろう。

　何もかもが中ちゆう途と半はん端ぱなまま投げ出され、ぬくもりを失って冷たくなっていた。

　本当に、ここまでなのか。

　戦争の狂気は優しい時間を全て奪ってしまうのか。

　それを黙って見ているしかできないのか。

「よしっ」

　ぐっ、と大きな胸の前で両手を拳の形に握り込んで、オルソラ＝アクィナスは鼻から息を吐いた。

「やれる事をやるのでございます。一つだけでもっ」




　常に『内圧』を考えろ。

　戦争のエキスパート、第二王女キャーリサの言葉は果たして敬けい虔けんなシスターに届いたのか、それとも否いなか。








第三章　血の選択、ある敬けい虔けんな兵器　SISTER（×N.A._Weapon）.
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「モヤシ食べたいモヤシモヤシこうフライパンに山盛りぶっこんで塩と胡こ椒しようだけで雑に味付けしてじゃっじゃっじゃじゃーっ!!　って適当に火を通してうふふこの男の料理でもう満足なんだけどね、そこに管理人のお姉さんが現れてこう言ってくれるワケ。こら、たまにはもっと栄養のあるものを食べなさい、これはちょっと作り過ぎちゃったんだけど肉じゃががあるからうふふふふふふ……」

「なあ人間。脳一個でＶＲを楽しむとはなかなか器用なヤツだがそろそろ戻ってこいよ」

　ロンドンの街並みで現実逃避している場合ではなかった。

　パカパカと西部劇みたいな蹄ひづめの音が先進国の首都に響き渡る。

「どこだっ脱獄犯!?　逃げてもろくな事にならんぞ。その苦しみは理解できん事もない、今投降したら処刑ロンドン塔とうには引き渡さず特別にこの場で速やかに命を奪ってやるから出てこい。いいかこれが最後のチャンスだぞ!!」

「ひいいっ」

　表通りでなんか言ってる馬に乗った銀の鎧よろいやサーコートの女性騎士を物陰でやり過ごしながら、上かみ条じようはちょっと小さくなっていた。交換条件が全然救いになっていない。そして騎兵が前時代的などと侮あなどってもいられない。こちらは自転車ですらない徒歩の身だ。本気のサラブレッド相手に追い駆けっこできるとも思えない。

　それにしても、一体何がどうなった？

「おいおいおい……」

　肩に掌てのひらサイズの妖精を乗っけたツンツン頭の高校生、上かみ条じよう当とう麻まは近くの壁に寄り添ったままあちこちを見回していた。

　前にやってきた事があるとはいえ、勝手知ったるほどではない。結局、上かみ条じようにとってロンドンは見慣れぬ異郷の景色だった。だが、それにしたって。今現在、目の前に広がる光景があまりに異質である事くらいは判断できる。

　石畳とレンガ、コンクリートとアスファルト。

　新旧入り乱れながらもどこか硬質で冷たい統一感で固めたロンドンの街並み。それを上から塗り潰していくかのように、絵本にでも出てきそうな古きエジプトが積み立てられていく。コンテナ大の巨大な四角いブロックを積んだ山、得体のしれない天文台、何かの神を讃たたえる鉄塔じみたサイズの石柱に、遠近法のないのっぺりした壁画の数々。霧の代わりに立ち込めているのは、うっすらと舞う銀の砂か。

「何だ、何がどうなった……？　パズルゲームみたいに色々落ちてきたぞ？」

「三重四色、オーロラのような輝きが消えているな。何かしら、焦あせりでもあるのか」

　少年の肩に腰掛けたまま、オティヌスは夜空を見上げてそんな風に呟つぶやいていた。

　ぺとぺとぺと、と上かみ条じようは右手で適当な壁画に触れてみるものの、特に壊れたりかき消えたりはしない。

「……ほんとにアレイスター達、ロンドン入りしてんだろうな？　散々捜し回って全部空振りだなんてやだぞ」

「おい、今の崩れてたら生き埋めだぞ。わざわざプロの拷問覚悟でお前を処刑ロンドン塔とうにぶち込んで、三重四色のコアごとあちこち破壊させたんだ。ここまでやって結局凡ミスでロンドンに到着できませんでしたなんて話なら天罰の一発でも落としてくれる……」

「アレイスターの場合普通にありそうなんだよな、それ」

「だからきちんと想定しておくんだよ」

　実際問題、上かみ条じようの行動基準はアレイスターに依存している部分が大きい。学園都市に封じたとかいうローラをコロンゾンから助け出すと言っても、その鍵がロンドンにあると言われても、具体的に何をどうすれば良いのか分からないのである。

　必要とあらばイギリスを丸ごと攻め滅ぼす気のクロウリーズ・ハザードにも、アレイスターを頭ごなしに殲せん滅めつしようとするイギリスにも肩入れできない。とにかくローラやコロンゾンの問題を片付けて、どうにかこうにか早期決着に持ち込みたい。それだけなのに、どうしてこうもややこしくなるのか。

　ドンガンゴン!!　と、こうしている今も大きな通りを挟んでちょっと離れた方では乾いた石のブロックが雨あられのように降り注いでいるらしい。あっという間に王の墓や天文台などが組み上げられ、次から次へとロンドンのビジュアルが埋もれていくのが見て取れる。

　ぬっ……と、誰もいない大通りを四本足の影が横切った。

　ぎょっとして上かみ条じようが改めて凝視してみれば、犬でも猫でも、鹿でも馬でもない。上かみ条じようの身長よりも大きな獣の背中には、特徴的なこぶがついている。

「なっ何だ？　ラクダ!?　初めて見たぞ、あんなの……」

　柵も鉄てつ格ごう子しもない同じ空間で、自分よりも大きな動物が徘はい徊かいしているのはそれだけで心臓を締め付けられる。絵本の中ではのんびり砂漠を歩いているイメージだが、確かレースとかでも使われていたはず。正面に立ったら馬や牛のように撥はね飛とばされるかもしれない。下手に刺激しないよう気をつけつつも、一方で上かみ条じようはやや疑問もあった。テレビの動物番組などで観みるものとは、少し印象が違う気がするのだ。……あんなにくしゃくしゃ顔を歪ゆがめて表情を作ったりするのだったか。

　少年の肩に腰掛けているオティヌスは腕を組んで、

「なるほど、そういう事か」

「えと、何か分かったのか？」

「頭上に注意。お前が寄り添っている壁、上の方にサソリが張り付いているぞ」

「うおォあっ!?　なあ、デカいっ!?」

　ラクダちょっと怖いどころではなかった。若奥様が寝そべるヨガマットくらいある毒虫を見つけ、慌てて上かみ条じようはビルの壁から飛び下がった。向こうは大きくても基本的には臆病な虫なのか、少年の動きや大声を嫌うように上の方へかさかさと逃げてしまう。

　コロンゾン打倒の鍵がロンドンにあるとか格好良い事言っている場合ではなかった。スリッパよりデカい虫とか怖過ぎる。

「ビビった……え、ナニ今の？　まさか新種？？？」

「あるいはもっとタチが悪い」

　小さなお尻で人様の肩に腰掛ける『魔神』が、呆あきれたように息を吐いていた。耳元がちょっとくすぐったい。

「つまり、目の前に広がっているのは正しいエジプトではないのだ。西欧人から眺めた、彼らが勝手に想像した暗黒大陸とでも言えば分かりやすいか」

「分かりやすい、のか？」

「己の無知を棚に上げるな人間。……そうだな、では知性のレベルを落としてやるか。おい、貴様はスフィンクスと聞いて何を思い浮かべる」

「インデックスの飼い猫」

「……、」

「痛いてえっ、真面目にやります！　ばかっ、おっ、おい、泣くなよ！　謝るからッ!!」

「……だれもないてなどおらん……」

「日本に帰ったら一からフライドポテト作ってやるから！　お前、なんかそういうの好きだったよな？　な!?」

「それはもらっておく。けっしてないてはいないがな」

　などなど、平へい坦たんに応えるオティヌスは何だか俯うつむいて小刻みに震えていた。オトコ上かみ条じよう当とう麻ま、モードを切り替える時がやってきた。

「……っつっても、昔話とか絵本とか、そんなに詳しい訳じゃないんだよな。何だか、あの、何だっけ？　人間にナゾナゾ出して答えられないと食べちゃうとか、そんなのじゃなかったか？」

「朝は四本足、昼は二本足、夕は三本足の生き物とは何か、だな。答えは人間となる」

　なんか立ち直ったらしいオティヌスは童謡でも口ずさむような気軽さで答えてから、

「……だが実際、エジプト神話にそんな伝説は存在せんのだ」

「えっ？」

「この逸話は、地中海を渡ってやってきたギリシャ人がスフィンクス像を見て自分達の神話の中に組み込んだ時に生まれたものだ。本来、像を作った古代エジプト人がそんな事を考えていた訳ではない」

　呆あきれのニュアンスが混じっているのは、神の側から歴史を眺めているからか。

「エジプト神話なんてこんなのばかりだ。ハイチ発祥のゾンビほど映画産業の餌え食じきにはなっていないが、欧米人の偏見と先入観にまみれまくっているぞ。ミイラは本来死者の魂を再び詰め直すためのものだ。容れ物のミイラ単体で動き回る事はないはずなのに、今では古代の財宝を守るためにそこらじゅうを包帯男が徘はい徊かいしているだろう？　誇り高き王の棺ひつぎなんぞ呪いの始点扱いだしな」

「つまり何だ？　実態のないこけおどしみたいなものなのか？」

「……だと良いいんだがな。おい人間、さっきのサソリに刺されてみたいと思うか」

「……、」

「そういう事だ。正しい神話に準拠しているかどうかは、あまり殺傷力と関係ないのかもしれん。ああ、コブラやクロコダイルにも気をつけておけよ」

　オティヌスは上かみ条じようの肩に腰を下ろしたまま、細い脚を組み直して、

「曲がりなりにも首都ロンドンの最終防衛線が破られた状況だぞ。もっと前の段階ならともかく、ことこの段階において何の効果もない幻影で惑わせる程度の作戦に全てを委ゆだねるか？　物理的にどうこうじゃない、心理的にそんな無駄なカードを切れるかという意味だが」

「だとすると……？」

「むしろ、純正品のエジプトだのギリシャだのよりもヤバいモノに化けている。そういう風に捉えた方が良いいかもしれんな」

「おいおい、神様目線でもヤバいって感じるほどなのか？」

「勘違いするなよ人間、新旧で魔術に貴き賤せんはない。単純な扱いならクロウリーが流る布ふした近代西洋魔術の方が御しやすいだろう。ただ、アレイスター＝クロウリーに対して効果があるか否いなか。違いがあるのはそこだけだ」

　……一〇億以上ものクロウリーズ・ハザードが世界中を埋め尽くしている今この瞬間なら、やはりそこには絶大な価値がありそうなものだ。イギリス清せい教きようの切り札、隠し球。そう受け取っても構わないだろう。

　小さな『理解者』は鼻から息を吐いた。

「それから、クロウリーズ・ハザードと『あの』アレイスターは並列の存在なのだろう。クロウリーに効果アリ、なのだ。下手すると、いっしょくたにまとめて殺されるかもしれんぞ」

「……、」

「やれやれ。まったく、お前いつの間にアレイスターと仲直りしたんだ？」

「何言ってんだ、それとこれとは別だろ」

　ギャギャギャリ!!　と銀の砂を嚙かむようなタイヤの音があった。

　別の交差点から飛び出してきた大型四駆が尻を振るようにして大きくカーブを切り、そのまんま上かみ条じよう達たちの近くを突き抜けていく。

「何だっ、おい。まだ人が残ってるぞ。ってか随分たくさんシスターさん達が張り付いてたな今のッ!?」

「それより人間、自分が巻き込まれないよう気をつけろ」

　疑問を挟む暇もなかった。

　咆ほう哮こう。

　そして逃げる四駆を追うように、何かが飛び出してきた。歪いびつに折れ曲がった木の根を組み合わせたヒトガタ、やたらと頭の肥大化した宇宙人、明らかに五体満足の染しみが浮かび上がったコンクリートの立方体。まさに悪夢のオンパレード。巨大でぶよぶよした怪物の腹を刃物で切って、その臓物が噴き出してきたかのようだった。

　有象無象のクロウリーズ・ハザード。

　ついに、ヤツらは首都ロンドンまで踏み込んできた。

「うォォあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　一体だけでも規格外だ。

　あんな群れに吞のみ込こまれたら、肉食恐竜の顎あごで嚙かみ砕くだかれるより悲惨な末路をお見舞いされる。

　しかし、その時だった。

　夜空の一点が、チチカッ、と数回瞬またたいた。




　閃せん光こうが、走る。

　破壊の光が真まっ直すぐクロウリーズ・ハザードをぶち抜いていく。




　その破壊は、ほとんど蒸発に近かった。

　地面に描いた精せい緻ちな砂絵を一息で吹き飛ばすように、あれだけグロテスクを極めたクロウリーズ・ハザードが数十体まとめて消滅させられる。傍はたで見ていた上かみ条じようの頰を、灼しやく熱ねつの暴風が嬲なぶっていった。あまりの高温により、爆発的に膨張した空気が分厚い壁のように迫ってきたのだ。

　高い位置からの攻撃だった。

　それは溶けた鉄のようなぬめりを持ち、同時に巨大な樹を思わせる閃せん光こうだった。まず無秩序に全方位へばら撒まき、不要な枝を消して標的だけをぶち抜く。セーフティがなければ、今のでロンドン全体が消滅していたかもしれない。

　だが慌てふためく上かみ条じようとは違って、肩に腰掛けるオティヌスは冷静に観察していた。

「夜空の星とは違う。オベリスク……太陽神を讃たたえる石柱だな」

「冗談じゃ、今の一発で全滅したぞ!?　イギリス側はイギリス側で何しやがったんだ!!」

「そりゃあ切り札を出したんだろう。首都ロンドンまで土足で踏み込まれて、いよいよ英国側もなりふり構わなくなってきたか。これで押し返す？　となると、そろそろ被害の規模をコントロールできない類たぐいの戦争が始まりそうだな」

　ちょっと頭の中で考えて、上かみ条じようは首を横に振った。今のはダメだ。いきなり不意打ちで流れ弾が飛んできた場合、枝が多すぎて本命が分からず、速過ぎて右手を合わせる暇もない。

　一方のオティヌスは、

「先も言っただろう。ここにあるのは本物のエジプト神話ではない。西洋人……この場合はおそらく古代ギリシャの人間が無理矢理自分達の頭の中で処理していった、歪いびつなエジプトに過ぎん。だからこそ、コントロールの取っ掛かりを作るのも容易たやすいのかもしれんがな」

　上かみ条じよう当とう麻まとは違う。

　どこか関心を惹ひかれたような調子で、『魔神』オティヌスは好戦的に呟つぶやいたのだ。




「ラー＝ゼウス、といった所か。作り物のくせに良くやる」




　　　　２




　平和主義者のシスター、オルソラ＝アクィナスの手には大振りな刃物があった。

　先ほど処刑ロンドン塔とうで同施設を守るビーフィーターから借りたナイフではない。やはり、使い慣れた包丁の方がしっくりと手に馴な染じむ。

　扱い方一つ間違えれば、人を死なせる凶器となりかねないその一品。

　しかし蛇口の水に軽く表面を当てたオルソラは、それをいつも通りまな板の上へと置いていた。

「さて、と」

　近くの椅子に掛けてあった愛用のエプロンを摑つかんで、肩かた紐ひもを肩の上から背中へ回す。二本の肩かた紐ひもをそのまま背中側でクロスさせ、後ろに回した両手を使って腰こし紐ひもをきゅっと蝶ちよう結むすびにすれば準備完了。頭髪については元から修道服のフードで全て覆ってしまっているので、三角巾などを巻きつける必要はない。胸元の十字架は大切なものだ。遠い日本で、多くの人が命を懸けて繫つないでくれた希望。うっかり汚してしまわないようエプロンの内側にそっとしまっておく。

（パーティができないのは残念でございますけれど、材料を無駄にしてしまう事もございません。少しでも皆様のお役に立てるよう、お夜食を作っていきましょう）

　冷蔵庫にはマグネットでいくつかのメモが貼りつけてあった。大英博物館に集合、という殴り書きが大きな丸でくくってあるので、アニェーゼやルチア達はそちらへ集まっているのだろう。

　直接戦闘はできなくても、それだけではない。

　同じ人間である以上は、食べて寝て休む必要だってあるだろう。そちらを充実させれば彼女達のパフォーマンスを陰から支える事だってできるかもしれない。

（今はお食事くらいしかできませんが、お風ふ呂ろを沸かしたり、ベッドのご用意なども考えるべきでございましょうか。力のある皆様には雑事に囚とらわれず、前だけ見て国難に集中していただきませんと……）

「ふんふーん、ふんふんふふーん」

　さりげなく鼻歌が年越しの定番となっているクラシックだった。

　キッチンタイマーをくるりと回し、いくつかのガス台に火を点つける。重要なポイントはいくつかある。時間をかけて生地を寝かせなくてはならないパイやピザはアウト。大人数の世話をするためフライパンなどでちまちま調理していく目玉焼きなどもダメ。ここで食べる訳ではないので、多少の揺れで崩れてしまわない料理が望ましい。後は、簡単であってもさっさとのびてしまう麵めん類るいも控えた方が良いいだろう。イタリアで生まれたオルソラとしては初手からパスタやピザを潰されたのは痛い所だが、イタリア料理にこだわる必要も特にない。何かと言うとフライドポテトを所望する（そしてルチアに怒られている）シスター・アンジェレネのおかげでジャガイモがたくさんあるのは非常に大きい。カテゴリとしては夜食だが、すぐさまベッドに潜り込む訳ではないので腹もち重視のラインナップにした方が喜ばれるだろう。

「よし、よし、よし、と。ふふん、ざっとこんな感じでございましょうか」

　冷蔵庫のマグネットに紐ひもを掛ける形でぶら下げていたレシピ帳をめくり、時刻表ミステリーよろしく時短の事まで考えて、エプロン姿のオルソラは何度も頷うなずく。

　調理方法自体なら全て頭に入っているが、女子寮の皆の細かい好き嫌いについてはやはり一通りチェック事項を確かめておきたかったのだ。

　極端な『嫌い』のない、誰にとっても無難なご馳ち走そうを選ぶ。

　ジャガイモを丸ごと圧力鍋で蒸ふかして、七面鳥はそのまま丸焼きではなく、中をくり貫ぬいて刻んだ野菜をたくさん詰め込んでおく。シナモンの代わりに刻んだチーズをたっぷり入れておくのがオルソラ流のアレンジだ。それからオーブンへ。取り出した鳥肉については軽く火を通して温野菜のサラダに華を添える。ローストビーフもじっくり下味をつけてオーブンで焼き色をつけている暇がないので、残念だがサラダ送りに。

「……うーん、肉料理か野菜料理か分からなくなってきたのでございますね」

　小皿に載せて軽く塩を振り、少しだけ味見してみると、味自体は悪くないのでこのまま続行。ここでドレッシングを混ぜてしまうのではなく、シスター達の好みに合わせていくつかのビンを用意しておく。

　さらに多少時間はかかると分かっていてもマカロニグラタンにも手を出してしまった。細長いスパゲッティは諦あきらめるとしても、やはりどうしても、どうあっても、どんな形になろうがパスタに手を出さないと気が済まなかったのだ。材料がちょっと足りなかったので、蒸ふかしたジャガイモをいくつか潰してポテトグラタン風に嵩かさ増ましする事に。

　種類は多いが、好きなものを少しずつちょこちょこ摘つまんでいけばこれでも足りないとオルソラは考えていた。彼女の頭の中にあるのは豪勢なビュッフェというよりは一つのプレートに小さな主菜がいくつも載ったお子様ランチに近かったが。

　もちろん一つ一つの料理を順番に作っていてはいつまで経たっても終わらないので、できるお姉さんはこれらの料理を同時進行で進めていく。ちなみに四品以上の調理状況を同時に管理できる主婦は第一線のドラマーと同等以上の並列作業処理能力を持つ、などという奇妙な研究報告もあるようだが、当たり前にできてしまうオルソラは自分の稀き少しようさに気づいていないようだ。

　そうした料理をいくつか見繕うと、器によそうのではなく大きな寸胴鍋ごとオルソラは両手で抱え込んだ。女子寮のガレージの方へ向かう。一人乗りの車があった。乗用車というよりピザ屋の出前バイクを頑丈にしたような、えらく縦に薄い車体だ。真後ろの扉は跳ね上げ式だがトランクのようなものはなく、一つしかない座席の後ろにある貨物スペースに寸胴鍋をいくつか積み込み、鍋の蓋の所を金具で留めていく。

（デザートを用意できないのが心苦しいのでございますが……）

　お湯を沸かすくらいなら大英博物館の方でもできるだろう。これも大人数となると大変そうだが、何もないよりはマシなはず。という事で、一通り茶器や紅茶の四角い缶も拾っておく。イタリア人なのに小型のボンベを組み込んだエスプレッソマシンじゃないのは、イギリスの文化をきちんと取り込んでいるためだ。何とも多国籍な女子寮のご飯を取り仕切る優しいお姉さんの成長は留とどまる所を知らない。

　必要なものを全て積み込み、外に面したガレージのシャッターを開けると、何だか表の銀の砂が気になってきた。すぐにまた汚れてしまうだろうが、一応一通りホウキで奇麗にしておく。

「さて、と。出発しんこーでございます」

　ハンドルを握り締めてガレージから表へ出てから、自分がまだエプロンを着けたままだったと気づく。もたもたしていられないので、そのまま銀の砂の漂うロンドンの街を走っていく。ハイブリッド自動車が電気モーターのモードになっているためか、ほとんど無音だった。エジプトの遺跡に吞のまれつつある首都の街並みは悪夢の世界にでも飛び込んだかのようだ。

　戸締まりを終えたお店の金属シャッターには似たような張り紙が並べてべたべた貼ってあった。買かい溜だめ厳禁、缶詰やレトルトは譲り合いましょう。正体不明のバケモノはえげつない保存料に弱い、などという話も出回っているらしい。

　目指すは見知ったシスター達が招集されている大英博物館。

　こんな時でもきっちり一時停止の標識を守り、食べ物の匂いに釣られたのか首を突っ込んでくるラクダに窓を開けて鼻先を軽く撫なでながらも、ビギナーズラック全開のオルソラは比較的スムーズにロンドンの街を進んでいく。

　やがて、目的地が見えてきた。

「よいしょ、と。中まで入っても大丈夫なのでございましょうか？」

　首をひねりながらも、ピザ屋のバイクとどっこいどっこいの車幅しかない一人乗り自動車の利点を活いかしてオルソラは門を潜くぐり、裏手から大英博物館の建物へ横づけしてしまう。ここも銀の砂を掃除したい欲が疼うずいたが、今は料理が先だ。

　ここにはみんなが待っている。

　自分なりにできる事も見つけてきた。

　みんなで力を合わせれば、きっとこんな重苦しい空気も吹き飛ばせるはずだ。

「どじゃーん、皆様、お夜食を作って参りましたよー。食膳のお祈りを捧ささげたらみんなでいただきましょう？」

　エプロンを着けたまんま、裏口を通ったオルソラは笑顔でそう言った。

　途端に、その『洪水』がやってきた。




「被害の状況はッ!?」「クロウリーズ・ハザード、ロンドン市内で確認しました!!」「ホレグレス＝ミレーツ卿きようは何をしている……？　あの方が全体警備の責任者だろう!?」「民間の避難追い着きません！　公式のデータと実態があまりに違い過ぎるッ!!」「そもそも市内で乱立しているアレは一体……？」「防衛計画の全体像も共有せずにただ守れとは恐れ入る!!」「やっぱり我々は捨て駒扱いなのかもしれませんね、シスター・アニェーゼ」「ローラ様さえご健在なら『清せい教きよう派は』と『騎き士し派は』のパワーバランスもこうまで崩れなかったでしょうに……」「天草式など他の外と様ざま部ぶ隊たいがどうなったかも気になる所です」「首都防衛よりスコットランドへの退避が優先、って事ですか」「どうでも良いい、とにかく我々にできる事は!?」「別命あるまで待機するしかないのですか!!」「戦いを」「意味のある戦いを！」「さっさと正面衡突すると命令してください！　シスター・アニェーゼッッッ!!!!!!」




　巨大なおろし金に、人の心を押し付けて。

　ごりごりごりごりと優しい部分を削り取っていくような、そんな濁流であった。

　びりびりと、魂の振動に圧倒されて動けないオルソラに、しばらくその場にいる誰も気づかなかった。

　大英博物館の正規職員すら、こんな事になっているのは知らないだろう。

　現実という大嵐の中心にいた小柄な少女、アニェーゼ＝サンクティスが、やがてハッとしたように集団の輪から外れたオルソラへ目をやった。

「どうしたんですか、シスター・オルソラ？　処刑ロンドン塔とうの方へ出向していたはずじゃあ……？」

「いえ、その、えと。向こうもトラブルがあって安全を確保できないとの事で、一時退避をお願いされまして。そのう、皆様にお夜食を作ってきたのでございますが」

「助かります。うおぅい皆の衆!!　シスター・オルソラよりありがたい差し入れの時間です。我ら十字教は無意味な暴食を禁じます、よって意味ある食事を。食って飲んで騒いだ分だけ死力を尽くすように!!」

　みんな疲れが出ているのか、イェーイ、という若干ながらお行儀の悪い返事と共にわらわらとこちらを取り囲んでくる。猫背で金髪二本三つ編みのアンジェレネが寸胴鍋の蓋を開けるたびに小躍りして長身のルチアからたしなめられていた。

　無事に受け入れられた。

　いいや、受け入れてもらった。

　今この状況で妙な深読みなどすべきでないのに、どこかオルソラ＝アクィナスは素直に受け入れられなかった。隙間風のようなものを感じていたのだ。どうして、自分はこちらに回されず処刑ロンドン塔とうの方へ行くよう言われたのか。それが段々分かってきたのだ。

　これは、耐えられないだろうと。

　見ない方が良いいだろうと。

　実働として暴力の経験を持つアニェーゼ達の優しさから、そう判断されたに違いない。

「わたし、は……」

　ほとんど雑踏で母親を見失った迷子のように、オルソラはぽつりと呟つぶやいていた。

「皆様の足を引っ張ってはいないのでございましょうか」

「大丈夫ですよ」

　対して、アニェーゼはにっこり笑って即答した。

　間違いなく、優しさから来る言葉を。

「すでに十分助かっています。十分過ぎるほどにね」

　ただし、自らに不足を感じる者にはどう受け止められた事か。

　直接戦って国を守る力を持つシスター達には、気づけない。
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　つまり、だ。

　ネフテュスや娘ニヤン々ニヤンが面白がっていたのもその一点に帰結していたのだ。

「何だ何だ何だ今の何だおっかねえな!?」

　四駆のハンドルを握る浜はま面づらは、疑問に対する答えが欲しいというより叫んで恐怖心を払ふつ拭しよくさせたがっているかのように大声を張り上げていた。

　夜のロンドンまで飛び込んだは良いいものの、複雑に入り組んだ街の中ではより一層地理が馴な染じまない。そもそも右側通行か左側通行かが分かっただけでも奇跡に近かった。窓枠にお腹なかを引っ掛け、膝の上におっぱい乗っけたメガネのシスター・アガターさんからの指示でハンドルを切るので精一杯だ。そもそも結構ギリギリのところで指示が来る上、ピンクジャージにセーターの滝たき壺つぼの翻訳を一枚挟んでしまうとどうしても遅れ気味になる。三回に一回くらいは交差点をやり過ごしてしまう有り様だった。

「……、───ッ!!」

「痛いバシバシ叩たたくな！　指示出してる時には通り過ぎてんの!!」

「はまづら、地図見つけた」

「あっちもこっちも妙ちくりんなピラミッドだの石像だのが乱立してるんだぞ。道順通りに進んでるだけじゃ正面衝突しちまうよ!!」

　鉄塔のようにそびえる石柱のてっぺんから、溶けた鉄や巨大な樹にも似た閃せん光こうが迸ほとばしっていた。

　ビルの群れから頭を出しているのはクレーンか、規格外の投岩器か。

　蛇行する巨大な川では、全長三〇〇メートル超、ちょっとした戦艦に匹敵する規格外のワニがゆっくりと移動している。

「ひゅー、見えてきた見えてきた！」

　真後ろへ目をやって、ミニチャイナの短い丈も気にせず両足をバタバタ振り回しながら娘ニヤン々ニヤンが嬉うれしそうな声を上げていた。まるでトンネルを抜けた途端、新幹線の窓から見えた景色に圧倒された小さな子供のようだ。

　それにしては、眺めている先にあるモノはあまりに邪悪だが。

「あっちの飛び道具はさながらテフヌト＝アルテミス、真下の巨大ワニはオシリス＝ハデスって所かにゃ。はっははあ!!　やっぱり人間の発想は狂ってる、まさか神をこんな風に置換するとはねえ!!」

「一見、局所的には盛り返しているようには見えるけれど……すっかり扱い方を間違えているわね。意外と大局は見えていない？　あんなので本当に制御できるのかしら。やり過ぎて、ムーだのアトランティスだののお仲間にならなければよいのだけれど」

　四駆が走り抜けた端から、石と鉄でできた橋が落ちていく。後から追いすがってきた悪夢そのもののクロウリーズ・ハザードが黒く澱よどんだテムズ川へと投じられ、冥界神の名を冠したケダモノの顎あごが大きく開かれていく。いいや、神だの支配者だの間に一枚挟まず、アレそのものが人工的に作られた地獄なのではないか。そんな益やく体たいもない連想すら浮かばせる邪悪な威容だ。

　頭上を飛び越えるようにして、小さなお月様のような真球の岩塊がどこかを狙い撃っていた。着弾地点で何が起こるかはもう想像もしたくない。

　というか、質問している場合ではなかった。

　いきなり真横からこの車よりも大きなアフリカゾウが突っ込んでくる。

「ッ!?　うおお!!」

　屋根にもドアにもびっちりシスターさん達が張り付いている事を思い出し、慌ててハンドルを切り返す浜はま面づら。羊ひつじ除よけの金属バーに任せて押し返す訳にもいかない。間一髪で避けるが、その拍子に柔らかい砂の山へと突っ込んでしまう。

　シートベルトが上半身に食い込む。

　エアバッグが作動しなかったのは幸いだった。この位置取りだとメガネのシスターさんの横よこっ面つらを引ひっ叩ぱたく事になりかねない。

　ギアを戻してクラッチを踏み、もう一度エンジンを入れ直す。火は入ったものの、ギアをバックに入れても車が動かない。何か滑るような音が不気味に響くだけだ。

　そしてルームミラーを見ると、ちょっと離れた所で先ほどのアフリカゾウが興奮したように首を左右に振っている。動物園でのんびり鼻を伸ばしてリンゴを食べているのとはあまりに違った。

「懐なつかしいわね」

　後部座席では、どこか状況を楽しむようなネフテュスの声があった。

「草食動物だからって侮あなどらない方が良いいわよ。その昔はワニより恐れられた、気性の荒い猛獣だもの。こんな四駆くらいならひっくり返すんじゃないかしら」

「ここまでか……。全員降りろ、ここから離れるんだ!!」

　あんな筋肉の塊に生身の人間がロックオンされたら逃げ切れない。そうなると、危険でもハンドルを握る浜はま面づらが凌しのぐしかなさそうだ。

「クラクションは、テールランプ、ああ、足元に発煙筒もあるか……。おい滝たき壺つぼ、英語が分からねえから伝えてくれ。とにかく車から離れろっ、あいつは俺が引き付ける!!」

　が、おかしな事が起きた。

　激突の衝撃でバラバラと振り落とされたシスターさん達が、再び四駆に取りついたのだ。沼地にはまった車を助けるように、みんなで重たい金属の塊を押し始める。

「馬鹿野郎ッ!!」

「はまづら、この人達言っても聞かない。きっと牧草地で助けてくれた恩を返そうとしてくれているんだと思う」

「……、」

「私もはまづら一人だけに押し付けない。やるならみんなで生き残る可能性に賭ける」

「あっ、おい!!」

　言うなり、ピンクジャージにセーターの滝たき壺つぼは助手席のドアを開けて外へ飛び出してしまった。運転席の窓から体を突っ込んでいたメガネのシスター・アガターも回復作業に加わる。

　浜はま面づらは舌打ちした。

　気性の荒いアフリカゾウが明確にこちらを見据える。興奮したような鳴き声が炸さく裂れつする。一刻の猶予もない。誰も逃げないなら、とにかくこの四駆を回復させるしかない。

　ギアをバックに入れたまま、アクセルペダルを底まで踏み込む。

　じりじりと、多くの人の手で鋼の塊が少しずつ動いていく。

　砂の山を。

　抜ける!!

「よっし！　乗れ滝たき壺つぼ、シスターさん達も!!」

　ギャリギャリというタイヤの音に触発されたのか、ついにアフリカゾウが明確に走り込んできた。心臓が暴れ回るが、ここまで来て誰か一人でも置いていく訳にはいかない。助手席に滝たき壺つぼが戻り、メガネのシスターさんが定位置の運転席のドアから飛び込み、スキー板やボートを留とめるアタッチメントや羊ひつじ除よけの金属バーを頼りに車体の側面や屋根の上まで修道女達が張り付いていく。全員の注目はハンドルを握る浜はま面づらだった。あれだけ目立つ後部座席を誰も見ていないのは逆に滑稽に思えてくる。

　最後の一人まで確認した。

　ハンドルを回して車体の向きをぐるりと変え、ギアを変えて改めてアクセルペダルを踏み込む。半ば跳ね飛ぶような格好で四駆が前へ突き進む。

　間一髪のところで巨大なゾウがこちらを喰くいそびれ、レンガの壁を突き崩した。

　もはや相手の様子を確認するまでもない。次々にギアを変えて四駆を高速域に乗せていく。

「ははっ、どいつもこいつも馬鹿ばっかりだ!!」

　頭上の夜空を一本の閃せん光こうが貫いていったのはその時だった。

　一体何を狙っているのか、同じロンドンのビルや尖せん塔とうを突き崩し、この四駆よりも巨大な建材の破片が次々降り注いでくる。無茶を強いると分かっていても、浜はま面づらはハンドルを切って蛇行するしかなかった。

「ちくしょ、危ねえっ!!　さっきっから何なんだありゃあ!?」

「ギリシャ人は、エジプト神話なんて理解できなかった」

　アジア圏の娘ニヤン々ニヤンと違って、まんま直結するネフテュスはどう思っているのか。

　あくまでも表面上はくすくすと笑いながら、全身包帯の褐色美人はこう付け足していた。

「だから地中海を越えた先にある神秘の砂漠で待っていた、無数の遺跡や石像の意味もまた理解できなかった。いいえ、ひょっとしたら知性や教養よりもプライドの問題かもしれないわね。現地人によって別の名が与えられているものの、実際には自分達の信じる神と同じモノなのだろう。……ひょっとしたら自分達よりも高度な石工建築や天文学を備えた大文明を目まの当あたりにした時、格下だと思い込んでいた相手よりも自分達の方が世界の基準だと考えて溜りゆう飲いんを下げる以外に、納得のしようがなかったのかもしれないわね」

「イースター島のモアイ像とかもひどかったよねー☆」

「古代文明は全部宇宙人が作った説ね。単に島の人間だって丸太を横たえて重たい石材を運ぶ技術くらいあったわよってだけだったのにね」

　たまらず浜はま面づら仕し上あげは叫んでいた。

「結局ありゃ何なんだっつってんだ!?　頼っても良いのかよ!!」

「うーん、私達はどちらの陣営から見ても異物に過ぎないと思うのだけれど」

　何をどうやったって異邦人の味方は増えないようだ。

　敵は敵同士で共食いでも期待するしかないのか。ついさっきのほっこりをもう忘れて何だかサツバツとしてきた浜はま面づらのささくれ心だったが、そこでさらにネフテュスが面白がるように言葉を重ねてきた。

「そういえば、ダッシュボードの中から地図を発掘したみたいだったけれど」

「それがどうしたっ!?　危ね!!」

「そもそも最終的に想定されているゴールはどこなのかしらね？　ロンドンの敷しき地ち内ないに辿たどり着ついておしまいという訳ではないようだけれど」

　言われてみれば、と場当たり的な指示でハンドルを切っていた浜はま面づらはようやく眉をひそめた。が、そこで浜はま面づらの膝の上におっぱい乗っけていたメガネのシスター・アガターが、強引に自分の手でブレーキペダルを押し込んでしまう。

「ちょおっ、シスターさん股の間に顔突っ込むな、そこはあ!?」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………はまづら、なんか楽しそう」

　つんのめるように四駆が急停車し、屋根やドアに張り付いていた修道女達が何人か、引ひき剝はがされるようにパラパラと落ちていく。

　いいや、違う。

「うぐえっ。自分から、降りた？　何だっ、ここが目的地なのか!?」

　浜はま面づらの日本語は理解できないのか、最初から答えるつもりがなかったのか。シスター・アガターもまた運転席側の窓から体を引っこ抜く格好で、迅速に表へ転がり出てしまう。修道女達にはやはり規則性があった。一つの場所を目指しているのだ。

　城、とは違う。

　屋や敷しき、でもない気がする。

　広大な敷しき地ちに幅広な白の建築物。それこそギリシャ人なんて言葉を耳にしたからか、何となくテレビの中のパルテノン神殿を思い浮かべてしまう浜はま面づら。……というか、それ以外に『白い石造りの建物』のイメージを持っていない。全体が白い石っぽくて入口に柱が並んでいればみんなパルテノンみたいの一言であった。

「大英博物館だよん」

　丸っきり観光客の口振りで血色の悪い自称神様が教えてくれた。

「荷物を預けておくならやっぱり先進国の博物館だよねっ☆　王朝なんて結構あっさり滅んじゃうからそこらの宮殿じゃ当てになんないし、王墓だの宝ほう物もつ庫こだのは湿しつ気け、ネズミ、盗掘なんかでみーんなやられちゃうしい」

「そうね娘ニヤン々ニヤン。『本当に誰にも見つからない秘密の隠し場所』なんて、それこそ何の価値も気づかれないまま埋め立て工事に巻き込まれてアスファルトやコンクリートで塗り固められたりするもの。折り合いって大切だわ。……美術品修復という名目でたまに見た事もない小鳥を足されたり不吉な黒猫を塗り潰して消されたりするのが問題だけれど」

　……どうやら神様連中にとっては駅のコインロッカーやホテルのクローク程度にしか見えていないようだが、果たしてどこまで本気なのやら。

「ところで」

　ミニチャイナの娘ニヤン々ニヤンを手持ち無沙汰っぽく抱き寄せながら、全身包帯のネフテュスがそっと尋ねてきた。

「神の名を冠する歪ゆがんだ兵器達。何だか大迫力のアフリカゾウに気を取られていたみたいだけどー……アンタは今のを見て、頼もしいって思った？　おぞましいって思った？」

「な、に？」

「ここが分かれ道。返答次第によっちゃあ、後悔する事になるかもね」
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　実を言うと、大英博物館に集まっていたアニェーゼ＝サンクティスも助かっていた。

　一見すると、天然のほほんなオルソラ＝アクィナスの飛び入りは空気を読んでいなかったのかもしれない。

　しかしそもそも、戦時下の空気とは何だ？

　そんなもの、クレバーに読んで波に乗るのが正解なのか？

「むぐむぐ。これってあれですよね、東洋の神秘ジャガバターッ!!　あくまでも肉料理の添え物として脇を固めるベイクドポテトとは似て非なる、おイモが主役に躍り出たステキ料理！　前から一度食べてみたかったんですよー」

「どちらもあまり変わりませんよ、シスター・アンジェレネ。イカのシオカラなるものを乗せて食べる文化は初めて見ますけど。ともあれ食べながら話すのはやめなさい。全てはきちんと飲み込んでからです」

　傍かたわらのルチアやアンジェレネもこの調子だが、つい先ほどまで空気だけで人を窒息させかねないほどピリピリした『戦時体制』を作っていたのだ。あのまま放っておいたらアニェーゼの背中を押すだけ押して命知らずの突撃作戦にでも雪な崩だれ込こんでいたかもしれない。

　勇気なき者が糾弾される時代。

　だけど、そもそも今は無理して勇気を出さなくてはならない場面なのか。改めて考えるチャンスをくれた。

　貴重な人材だった。

　国全体が吞のまれつつあるからこそ、ほのかな光は際きわ立だつ。

　当のオルソラは自分の偉業に気づかず、何な故ぜだか申し訳なさそうな顔まで浮かべていた。

　エプロンの胸の真ん中辺りにそっと手をやり、

「……せっかくのクリスマスパーティの準備でしたのに、食材、使ってしまいましたね」

「何だって有効に使った方が良いいに決まってんじゃねえですか。だって、」

　言いかけて、アニェーゼは笑顔のまま自分の言葉を吞のんだ。

　だって、無事にクリスマスを迎えられるとは思えないから。それを後方支援のオルソラにぶつけて、一体何を得られるというのだ。

　代わりに小柄な少女はこうレールを切り替えた。

「やりようは色々あります。飲んで食べるだけがクリスマスじゃねえでしょう？」

「そう、で……ございますね。静かな夜というのも悪くはございません」

　聡そう明めいな人だ。

　強引な切り替えには、気づかれてしまったかもしれない。

　そしてアニェーゼ＝サンクティスもまた、言葉に出さず沈黙のまま学んでいた。オルソラ＝アクィナスは、きっと穢けがされてはならない象徴だ。こんな時代でも残されていた、確かな希望なのだ。勝ち負けの問題ではない。彼女を戦争の狂気に染め上げてしまったら、その時こそアニェーゼ達が身を寄せるイギリスの、大切な柱が折れてしまう。

　上の命令で貴重な人材やお宝を北ほつ方ぽうスコットランド方面へ逃がすための時間稼ぎだけではない。

　不ふ貞て腐くされて、捨て鉢で戦うのでもない。

　感謝しかなかった。

　自らの目で見て、自らの手で触れて。実感のある形で守るべきものを捉え、戦う理由を与えてくれた、この人に。

「あの、どうしたのでございますか？」

「いいえ、何でも」

　自分はきっと、クリスマスまで生き残れない。

　アニェーゼ＝サンクティスは率直にそう考えながらも、笑って応じた。

　オルソラの首元には細い鎖があった。エプロンの内側にそっと忍ばせているものについては容易に想像がつく。小さな十字架。オルソラ＝アクィナスを守る象徴であり、同時にアニェーゼ＝サンクティスにとっては罪の象徴である。

　もう、あんな風にはならない。

　今度は自分が、盾となる。

「必ず勝って、取り戻しましょうね。平穏無事な毎日を」
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　時代と時代をまたぐ混乱期には、とてつもない『爆発』が起きる。

　それは決して目で見る事はできず、しかし世界の根幹を揺るがす事象。

　近代においては、もしも一九九九年七月に予言通りアンゴルモアの大王が現れていれば、本来変遷に必要な二〇〇〇年の周期すらも天から降り注ぐ巨きよ大だい隕いん石せきの如ごとく押し潰し、そこで強引に一つの時代が終わっていた。結果誰がどう生き残るにせよ、世界は全く異なる神秘のフォーマットが支配していた事だろう。

　アレイスター＝クロウリーの場合、前段階として彼が目撃した混乱期の象徴とは、すなわち世界最大の魔術結社『黄金』の壊滅。

　そして彼の信じる小さな世界の全てを血の海に沈めた結果、魔術師が一九〇四年『爆発』の瞬間に摑つかみ取とったのは、聖守護天使か、地球外知的生命体か。

　ここに古きオシリスは役目を終え、新たなホルスが産うぶ声ごえを上げる。

　彼は万人が平等に扱える魔術を組み上げ、ある男の手で編へん纂さんを終えた近代西洋魔術は『「黄金」の壊滅と共に資料流出した』体裁を装よそおって全世界へと拡散していった。無責任極まる反動によって、咎とがなき幼子を殺されたのだ。魔術の危険性を正しく認識していないはずがない。それでも自らの手でグローバルリスクを掌握するために、血の涙と共に自分からばら撒まいた。




　こと人の扱う魔術において、彼以上に詳しい存在がいるか。

　そんな大言壮語を、かの『人間』が許すものか。




「あは」

　二つの暴風が吹き荒れた。

　神かん裂ざき火か織おりに騎士団長ナイトリーダー。共に規格外の運動性能を誇る『清せい教きよう派は』と『騎き士し派は』の切り札だが、間に挟まれたアレイスター＝クロウリーが怯ひるむ事はない。

　むしろ、ダンスに招待するようだった。

　青系ブレザー制服の上から魔女の帽子やマントを重ね着した、銀の少女。

　絶対に即死していなければおかしいはずなのに、むしろ魔術師の方が場を主導している。矛盾した状況を楽しむようにして、長い銀の髪をたなびかせてくるりと回る。

「はは、はは、はは、はは!!　どうしたイギリス、霧と魔術と黄金の都ロンドンよ！　虎の子はもう終わりか、ならば私はウェストミンスター寺院へ踏み込むぞ!!　ローラ＝スチュアート、いいや大悪魔コロンゾンのアキレス腱けんが眠るかの聖域へ!!」

　首と腰。

　双方を両断するように銀が閃ひらめいたが、声高に嗤わらうアレイスターはすでにそこにいない。

　次々天から降り注ぐコンテナ大の四角い石材へ、むしろこちらから飛び乗っていく。

「愚物が。元の容積も考えず詰め込めるだけ力を詰め込むだけの輩やからに、今の私を捉えられるものか。強力なアルカリ乾電池をそんなに見せびらかしたいか？　『聖人』は確かに再現性の難しい、誰の目から見ても分かりやすいカリスマだ。しかし逆に言えば莫ばく大だいな力にはむらが多く不安定で、見た目の派手さで実際の損失を覆い隠しているような状態に近い。まして不足を補うため国中から説明もなく力を吸い上げる、鎧よろいを纏まとった徴ちよう税ぜい吏りなど評価の言葉も浮かばんよ」

　騎士団長ナイトリーダーは、さらに上へ。

　まだ空中にあるブロックの真裏、下面へとコウモリのように張り付く。

　銀の少女の脳天目がけて、刃の閃せん光こうが落ちていく。

「っ」

　わずかに息を吞のむ音があった。

　だが先ほどまでと違い、次々ブロックが落ちる中ではわずかな硬直すら許されない。下手に受け止めるのではなく身をひねってアレイスターはかわし、別の石材へと飛び移っていく。

　変則的な空中戦が続く。

　自分の言葉が相手に届くかどうかなど、銀の少女は気にも留とめていないのだろう。

　そもそもアレイスター＝クロウリーの一生涯は、ずっとずっとそうだった。

「重要なのは最適化だ。魔力の超伝導化とでも考えてもらおうか。惑星全土を染め上げる血ちの供く犠ぎがもたらすのはあくまで知の恩恵。あるだけ石炭ぶち込んで蒸気で鋼の塊を動かす程度の時代が、今の私に追い着くとでも思ったか？」

　神かん裂ざき火か織おりの肉体が、超音速の爆音と化した。

　組み立て途中だったピラミッドが容赦なく根元から突き崩され、アレイスターもまた足運びを変更せざるを得なくなる。

　いったん、銀の少女は安定したアパートの屋根へ。

　追いすがる『騎き士し派は』の精鋭に右手で作った拳銃のジェスチャーを差し向け、『霊的蹴たぐり』でまとめて吹っ飛ばす。実際に、その攻撃があるのかないのかは関係ない。あると強く思い込ませられれば攻撃は成立するのだ。

　だが、簡単には終わらない。予想通りのルートに標的を乗せられれば、イギリス側は必殺の一撃を合わせる事ができるはずだ。

　音速を超える勢いで動く猛も者さ達たちの目をさらに眩くらませ、呆あつ気けなく刃の致死圏から逃げ延びた銀の少女を狙い撃つようにして、電波塔のようにそびえる石柱のてっぺんが不規則に瞬またたく。

　ラー＝ゼウス。

　ガカァッッッ!!!!!!　と。神話の一撃がロンドンの闇を焼く。溶けた鉄に似た光は巨大な樹のように広がり、余計な枝を刈って、不届き極まる魔術師だけを正確に襲っていくのだ。

　アレイスター＝クロウリーは虚こ空くうへ右手の掌てのひらを差し向けた。

　今度は『霊的蹴たぐり』ではない。近代西洋魔術の脆ぜい弱じやく性せいを突いた訳でもない。

　血のように禍まが々まがしい赤の魔法陣が展開され、大盾のように神の一撃を受け止めたのだ。

　ゆらりと。

　一度は凝縮された赤は形を崩し、再び虚こ空くうへと溶けていく。だがいったん認識してしまえば、もう見る者の目は誤ご魔ま化かせない。可か憐れんな銀の少女の輪郭から滲にじみ出でるようにして、うっすらと赤いもやがアレイスターを覆っている。

　音速挙動に対応し、神の名を冠する一撃すら弾はじき飛とばす。

　重要なのは、『窓のないビル』において上かみ条じよう当とう麻まと戦った時にはそんな片へん鱗りんなどどこにもなかった事、だ。

「力の最適化、と言っただろう。馬鹿正直に受け止めるのではなく、散らす。たかが大地から吸い上げた力を集約した程度、再び大地へ還かえすなど造作もない。……戦うならば、最低でも人と人だ。たとえどれだけ大規模であったとしても、魂なき無人の霊れい装そう如ごときでこの私の意志を曲げられるはずもなかろうが」

　最初から、隠し通せるとは思っていないのか。

　あるいは、この程度ならまだ隠すほどの切り札でもないのか。

「今ある状況を忘れたのかね。我々アレイスター＝クロウリーは一〇億以上に分化し、総数五三の国や地域の連合体であるイギリス連邦加盟国を同時攻撃している真っ最中だぞ。つまり、条件は満たされた。全世界の争いが、私をデフラグしていく。無駄な犠牲など一人も許さん。たかが欧州の島国一つの守り程度で、星を丸ごと飲み込む戦乱を押さえ込めるとでも思ったか!!」

　ここで。

　このタイミングで、ぴっ、と銀の少女の人差し指に赤い珠たまが浮かんでしまうのが、『人間』アレイスター＝クロウリーなのかもしれない。

　その小さな傷が意味する所を想おもい、銀の少女はもはや苦笑するしかなかった。

　騎士団長ナイトリーダーは笑っていなかった。

「たかが欧州の島国一つで効果アリ、と」

「くっくっくっ、あっはっはっはっは!!　やはり、やはりやはりやはり！　私という生き物は格好つけると締まらんなあ!!」

「……、」

「そして吠ほえ面づらかかせたとでも思っているのかね？　素直に圧倒されていれば良かったものを、これでいよいよ立ち止まるチャンスを失ったぞ。高貴な高貴なエリートさん」

　だんだだんっ!!　と鈍い音が炸さく裂れつし、猛も者さ達たちの体がかき消えていく。

　さらに舞台は移る。

　石と鉄の街で、地面を突き破るようにして縦に細長い巨大な塊がいくつも飛び出した。それは歴代の王フアラオを模した、三〇メートルほどの石像の列だ。銀の少女が一飛びで石像の頭へ飛び乗り、後から神かん裂ざきが追いすがる。石像から石像へ、次々と飛び移りながら互いに攻撃の機会を窺うかがっていく。

　下手に魔術を使えば脆ぜい弱じやく性せいで無力化されると踏んだのだろう。さらに神かん裂ざき火か織おりが『普通に』鋼の刃で切り込んできた真横をアレイスターはすり抜け、タイミングをずらして追撃を仕掛けようとした騎士団長ナイトリーダーへ照準を合わせる。その指先で火花のように数字が躍り、五指を使って簡単な鉄砲のジェスチャーを形作ってから、

「『衝撃の杖ブラステイングロツド』。この威力は、君が思い描く一〇倍に拡張される」

　犠牲者にしか分からない爆音と共に、礼服の男が真後ろへ吹っ飛ばされた。

　王フアラオの石像の頭の上から地面へと容赦なく突き落とす。

　わずかに空いたラグを利用して、アレイスターは石像の列から新たに組み上げられたピラミッドへと飛び移る。いいや、狙いは近代的なアパートメントや古代の王墓ではない。飛び石のように新旧の構造物を次々走って渡ると、電波塔サイズの石柱の根元へと飛び込んでいく。

　大量の閃せん光こうが噴き出す、神話クラスの火砲がどうした。

　真正面から突撃しながら一発、二発と枝を落とすような閃せん光こうを避け、三発目など許さない。

　もはや魔術でも何でもない。少女の細い脚が唸うなったかと思ったら、規格外の一撃が容赦なくオベリスクをへし折ったのだ。

「まずはラー＝ゼウス」

　ありふれたアパートメントの屋根では、重さに耐えられまい。

　ぐるん、と巨人のバトンのように一回転した石柱を、古代のピラミッドへ足場を移したアレイスターは小さな掌てのひらで強引に摑つかみ取とる。

　ざっと一〇〇メートル以上の投なげ槍やりの出来上がりだ。

　ピラミッドのてっぺんで銀の少女は囁ささやく。

「さて」

　ゴッッッバッッッ!!　と、遠く離れたテムズ川の辺りで垂直に飛び上がった戦艦クラスの巨大ワニに向けて、こちらはもう気軽なものだった。それこそ腕の力だけでダーツか何かのように鋭く尖とがった石柱を投げ放つ。躊ちゆう躇ちよなく串刺し。ラー＝ゼウスからの救援要請にでも応えるつもりだったのか、迂う闊かつに頭を出した巨大ワニが余計な行動を取る前に、迅速に始末する。

「ついでにオシリス＝ハデス」

　もちろんこんなものでは終わらない。

　神かん裂ざき火か織おりも騎士団長ナイトリーダーも、完全に撃破した訳ではない。ロンドン防衛の火力もまた、一つ二つ破壊した程度で全体の趨すう勢せいが変わる訳でもあるまい。

　だが、銀の少女はむしろ獰どう猛もうに笑っていた。

「……いくらでも来い、いくらでも破壊され、いくらでも絶望するが良いい。ハッキリ言うが、アレイスター＝クロウリーはイギリスに対して優しい顔などせんぞ。自分達が、やってきた事を、思い出せ。私から言えるのはそれだけだ」

　がんっ!!　という鈍い音が響き渡った。

　魔術師が屋根の上で振り返ると、やはり、同じように。『聖人』神かん裂ざき火か織おりが一息に地上からピラミッドの段を踏んでこちらへ迫るところだった。階段状と言っても、一つ一つはコンテナほどもある。とても人にん間げん業わざとは思えない。

　いっそ呆あきれたように息を吐いて、アレイスターは口の中で呟つぶやく。

「いい加減に誰でも違和感に気づいている頃合いだとは思うが、そろそろ種明かしでもしておくか」

　音が消えた。

　いいや、そんな世界を飛び越えた。足場にしていたピラミッドが、またしても土台から崩されバラバラに吹き飛ばされる。宙に浮かぶ瓦が礫れきの上を、側面を、あるいは底すらも足をつけて、さながら跳弾のように跳ね飛ぶ影がある。眼前の大気を圧縮しソニックブームに身を包むようにして、黒髪をポニーテールにまとめた天草式十字凄教女教皇プリエステスが真正面から飛び込んできたのだ。もはや腰のベルトで下げた長大な日本刀『七しち天てん七しち刀とう』の行方などどうでも良いい。体当たりが直撃しただけで銀の少女の体など粉々に砕いてしまう事だろう。

　しかし、だ。

　ばらばらと降り注ぐ石材に押し潰されないよう気を配る、青系ブレザー制服の上から魔女の帽子やマントを重ね着した少女は、宙にあるブロックの上で、鼻で笑っただけだった。

　直後に、轟ごう音おん。

　世界は何も変わらなかった。

「……生まれた瞬間より恵まれた者よ。そこで思考を止めてしまった満たされし愚者よ。何な故ぜ、十字教各宗派が『聖人』に重きを置いているかまで考えた事はあるか？」

　いっそ時間が止まったようなその場所で。

　ゆるりとアレイスター＝クロウリーの声だけが細く長く伸びていく。

「常人よりも『神の子』に近づいたからではない。稀き少しよう性せいに価値を見み出いだされた訳でも、奇跡の出力に圧倒されたからでもない。何より、第一に。不滅の神や天使と違い、『神の子』やその後に続いた守護聖人達は過去の文献の中で明確に処刑・死の手法が示された存在だ。つまり……個人の信念が組織の思惑を超えたとみなされた時、迅速にブレーカーを落としてドロップアウトさせる事ができる、都合の良い奇跡に過ぎなかったのだよ。君のような『聖人』は!!」

　赤いもやがオーロラのように揺らいでいた。

　アレイスター＝クロウリーの掌てのひらから伸びたそれは、あたかも一本の鋭く尖とがった槍やりのようにまとまって神かん裂ざき火か織おりの脇腹を貫いていたのだ。

　押し込み、ねじ込んで。

　空中のブロックを蹴った銀の少女は、獲物を捕らえたまま手近なアパートメントの屋根へと落下していく。

　その掌てのひらを押し付けるような格好で、槍やりに貫かれた神かん裂ざき火か織おりを叩たたき込こむ。

　ゴドンッッッ!!　と。

　この上ない衝撃がロンドンの街を震動させた。

　だが。

　これでは終わらない。




　ずるり、と。




　世界に二〇人といない『聖人』が横に転がり、その背中から、何かが飛び出した。それは半透明の何か。小柄な体たい軀くに反してグラマラスで肉感的。個々のパーツは美しく妖よう艶えんではあるものの、かえって全体のバランスを崩してしまっている裸足はだしの少女。

　インスタント。

　この戦に合わせ、知らぬ間に急きゆう遽きよ埋め込まれた何か。

　体感時間が戻り、アレイスターの周りにピラミッドの石材が次々と降り注いだ。

　その背と腰の後ろにあるのは、いっそ分かりやすいほど分かりやすい、薄膜の翼と触腕を想わせる邪悪な尾。人間ではありえぬ七色、大きく広がったストレートの髪は毛先が内側へ向けて丸まっていて、まるで大きな傘のようにも見える。

　身に纏まとっているのは一見すれば花の花弁を逆さにしたようなスリットだらけのロングスカートの肩出しドレスのようにも思えるが、実際にはゴミ屑くずの寄せ集めだった。灰色を中心に黄や枯草色に退色した英字新聞を繫つなぎ合あわせて全体の形を整え、ギラリと輝く宝飾は割れたガラス片、大きな胸元や腰回りをギチギチに搾り上げているのは銀のダクトテープか。

「自然と、こうなる」

　額に禍々しい穴を空けた悪魔を見据えて。

　力を失った『聖人』を屋根の上に横たえながら、銀の少女は吐き捨てていた。

「基本的に短期決戦を好む『聖人』が、こうもだらだら付き合ってくれるのもアレだしな」

　ざらざらと、愚者の姫、その裸足はだしの足元で何かが散らばっていた。それは断頭金貨、痛みと恐怖を数秒間だけ散らして迷わず自殺できるようにするための、絶望的な戦時下でしか使い物にならない霊装だ。
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　無数の輝きはアパートメントの屋根に落ちると、ビール瓶に封をする金物の栓へ変じていく。

　象徴、なのだろう。

　絶望的な戦時下。余計な悲壮感に形のないデマ。

　この悪魔は、人をおかしくさせる空気そのものだ。

「敵性人物の調査くらいこちらでも行っている。あの神かん裂ざき火か織おりの人間性を考えれば、部下の天草式が一番危険な揚陸予想地点、最前線のドーバーに回されている中、一人のうのうと首都ロンドンで守りを固めるはずがない。そもそもいかに異形となり果てようが、絶対悪と断じられた人物だろうが、そう簡単に他者の死を許容するとも思えん。ここが、一番分かりやすかったが。やれやれ、それ以外の面々も大なり小なり軸がズレているのだろうな」

『ひひ』

　看破されても、半透明の悪魔は嘲あざ笑わらうばかりだった。

　美しさを極めた結果としてかえってアンバランスに陥った全身を英字新聞、ダクトテープ、押しピンなどのドレスで覆う誘惑者は、重力などに縛られた存在ではないのだろう。どこにも足をつけず、上下の概念も放り出して、くるりと逆さまに浮かび上がっていた。翼や尻尾しつぽがどうのこうのという次元ですらない。

　その悪魔は、そこにいるだけで、秩序を壊す。

　くしゃくしゃと、女性らしい起伏を覆う新聞記事が蠢うごめいていく。

『規格外の悪人』『変態』『食人鬼』……。見る者の視覚というより頭の中心を叩たたくように特徴的な字体で次から次へと乱舞していくのは、いずれもある『人間』を無責任に糾弾するものであった。無論、紅葉のように黄や枯草色に退色した悪意的な記事をたまたま拾ったなどとは言わせない。すでに戦いは始まっている。

　アレイスター＝クロウリー自身、可か憐れんな少女の形に変へん貌ぼうしているのだ。

　当然ながら、外観だけで相手を判断するほど愚かではない。

『いひひ。ひひひひひひひ』

「ったく」

　軽い音と共に、アパートメントの屋根に新たな誰かが降り立った。

　悪魔が、さらにもう一つ。

　四角い煙突の上に両足をつけているのは、一方通行アクセラレータだ。

「……まァた面倒臭せェのか？　Ａ・Ｏ・フランキスカとかいうガキの時みてェな」

「コロンゾンだのエイワスだの、あんな異種高次生命がそう簡単にホイホイ転がっている訳がなかろう。そもそも四界の表層に本当の意味で純粋な元素など存在せん、アクセラレータ、加速器の名を冠する君とてその力をもってしても完全な分離には至らない訳だしな」

「……、」

「あれはもっと構造を簡略化した、人工的な悪魔に過ぎないよ。人を操れればそれで良いい。本質としては生命というよりも器物だな」

「そォじゃねェ」

「？」

「学園都市のてっぺンに収まって何の罪もねェ世界の片方を悲劇と不幸に沈めて成功成功大成功と笑ってやがったクソ野郎が、相手が操られていただけで手心を加えるとは破格じゃねェか。Ａ・Ｏ・フランキスカといいイギリスといい、重ねてンじゃあねェのか。自分の個人的な事情とやらに」

「……何を言うかと思えば」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに、ある種の頂点は笑っていた。

「アレイスター＝クロウリーはそもそも古き秩序を崩す者だ。世界最大の宗教へ真っ向から反旗を翻ひるがえし、対抗勢力の筆頭であった魔術結社も使い物にならないと見るや迷わず切り捨て内紛を誘発させ、『法の書』の完成と共に世界全体の時代アイオーンを一つ繰り上げた、正真正銘のクソ野郎だぞ？　『計画プラン』など穴だらけ、枝分かれを繰り返しどこかで再合流できればそれでよし。まともな倫理や筋の通った目的があるとでも思ったか」

「チッ」

「私は自身と世界にまともな死に方など期待せんし、死後に魂は救われる事もなく地獄へ落ちる。だがそれは、『自分だけは絶対に落ちる事のない』優越感と共に先人が手前勝手に思い浮かべていった、勝者が敗者を投じるためのご都つ合ごう流る刑けい地ちではないというだけだ」

　とんっ、と。

　少女の形に整えたアレイスターの肩で小さな音があった。実体があるのかないのか、気軽に担かついでいるのはねじくれた銀の杖つえ。しかし逆に言えば、傲ごう岸がん不ふ遜そんな魔術師が鞘さややホルスターから得意の武器を抜いた事も意味している。

　口振りに反し。

　全方位に殺気をばら撒まくべき存在であると、そう言外に認めている。

　ふわりと風船のように浮かび、再び半回転して元の上下に戻った誘惑者の少女を観察しながら、アレイスターは空いた手の指先で魔女の帽子の鍔つばをなぞっていく。

　三日月のようにぶわりと英字新聞のロングスカートを舞い踊らせる妖よう艶えんの塊を眺め、早々に看破していく。

「いっそステレオタイプだな」

『いひひ。にひ。ひひひひひひひひひひひひひ』

「……そして解釈も間違えている。クリフォトは邪悪の樹などと邦訳され、確かに各球体の守護者に悪魔の名を冠してはいるものの、別段その本質が絶対悪だという話でもあるまいに。敢あえて誤用すら利用してタロットの一枚、『死』を逆さにした所で、そのまんま生や復活に転じるほど単純な訳ではないのだぞ」

「クリフォトだと？」

「ああ、今は君にとってもチャンスだな。言葉の意味は分からずとも、頭の片隅に留とめておきたまえ。科学と魔術に分断される事もない、自由な知識を」

　物質、不安、強欲、色情、醜悪、残酷、無情、拒絶、愚物、そして無神。

　扇情記事で埋め尽くされた英字新聞、毒々しい字体の奥に覗のぞくのは、それらだ。

　美しい『だけ』の悪魔の全身を彩いろどるのは、新聞と言っても今のモノとは大分違う。何しろ環境破壊を大自然の克服と勘違いし、信仰に代わる安定を求めた結果として資本、金の力を摑つかもうとした時代のバイブルだ。真実よりも刺激を、知性よりも即物的な売上を。それでいて、マスメディアとして圧倒的な権威だけは樹立しているときた。まったく一〇〇年前のどうしようもない新聞記事は、常に偏見と先入観でもって糾弾される側に立たされてきたアレイスターからすれば、まさに一〇の球体を二二の行程で束ねる事によって悪徳の世界を示した、邪悪の樹そのものである。

　無論、この程度で集中を乱される魔術師ではない。

　銀の少女はあくまでも流れるように『新参者』へ講釈を並べていく。

「それは天使に守られた生命の樹の逆位置にある逆しまの樹。正しき者が十分な研けん鑽さんを積んだ上で挑めば世界の裏側に横たわる危険な叡えい智ちを獲得する助けとなるが、半はん端ぱな覚悟で挑めば迷いの霧にあてられて惑乱し、真実を取り違え、変態趣味の地下儀式を唯一絶対の知を摑つかむための手段だなどと信じるようになっていく」

　形のないデマや断頭金貨に代表される、絶望的な戦時下の異質な雰囲気。

　神かん裂ざき火か織おりや騎士団長ナイトリーダー、あるいはどこか空気のおかしいロンドンやイギリス全体に対するアプローチも、その辺りに起因しているのかもしれない。

　得体のしれない魔剣や古文書を、予備知識もなく手に取って覗のぞき込こんでしまうような。

「敢あえてカードの誤用で道を開くにせよ、基本の正位置も学ばずにいきなり応用の逆位置から始めてもろくな事にならんという話だが、問題の核はそこではない。……生命の樹は魂の扱い方を示す図面でもあるのだよ。すなわち、逆しまの樹も正しくなぞっていけば、『命に似た何か』を製造する助けにはなるのだろうよ」

　ここで忘れてはならないのが、ミナ＝メイザースの存在だ。

　彼女はアレイスターの思考活動を支えるＡＩであると同時に魔道書の『原典オリジン』でもあるのだが、その書名は何だったか。いわずもがな、アレイスター自身が世に送り出したトート・タロットである。そしてタロットカードもまた、生命の樹に各カードを対応させて力を得る。

　生命よりは器物、とアレイスターは断言していた。

　この辺り、総数二万以上もの軍用量産クローンを粗そ製せい濫らん造ぞうして『実験』のために使い潰していった、そしてそういう隠かくれ蓑みのでミサカネットワークを広げていった統括理事長は一切容赦がない。

　人の叡えい智ちによって擬人化された樹、憑ひよう依い専せん門もん、それだけを期待された部分的な悪魔。生命の樹に寄り添う人間とは似て非なる構造。実体を得たトート・タロット、ミナ＝メイザースとも逆位置で歪いびつに対応した思考体。

　ずらずら並べればさぞかし大仰、歴史の積み重ねにも似た安定感さえ錯覚してしまいそうだが、込められた意味を理解してアレイスターは呆あきれたように息を吐いていた。

　言葉に惑わされてはならない。誘惑者たる悪魔の語る確実な儲もうけ話ばなしなど、いつだってネズミ講よりも中身がないものだ。

　本質を見据えよ。

　額に不気味な穴の空いた悪魔は、ひどく薄っぺらだ。

「意趣返し、か。いかにもコロンゾンのやりそうな構成だ。名と数価は？　拒めばニューバーグの手法で引きずり出す。あの大悪魔ご本人様でも拒否できなかった事を、作られた貴様に成し遂げられると思うかね」

『ひひいひひ、この辺割とシンプルですう』

　夜の暗い海でも漂うように、その十指が揺らぐ。七色に光るのは、糸、いや細かい毒針の群れか。さながら殺人クラゲのように無数の針でもって近くにいた騎士団長ナイトリーダーの全身を突き刺していく。

　見る影もなかった。

　手足が折れ曲がり、ぎくしゃくと体を動かし、くるりと回って……そしてほっそりした腕の一振りと共に、脇へと放り捨てられる。この程度、わざわざ執着してキープを保つまでもない。これまでは前ぜん哨しよう戦せんと言わんばかりであった。

　少女の形をした悪魔はこう告げる。

『クリファパズル５４５。お見知りおきをですう』

「……さらにもう一つ、と。ああそうか、魔道書図書館に埋め込んであった『自動書記ヨハネのペン』の構成についても、ローラの指先を操るコロンゾンの手で入力されたのだったな」

　一つ一つ時代を遡さかのぼって考えていけば簡単に理解が進む。

　コロンゾンは、何も変わっていない。

　壊れ始めた英国、Ａ・Ｏ・フランキスカ、インデックス、そしてローラ＝スチュアート。

　三三三、拡散。

　数価と本質が示す通り、世界の結合を妨げる大悪魔の好みはいっそ一貫していると言っても良い。ただ外からの脅威ではない、身内の中に毒を垂らして台無しにするような、『引き裂く』愉悦が見て取れる。

「どォするつもりだ？」

「自らの望むままに」

　ステレオタイプの脅威、世の調和を乱す人造悪魔に対し、銀の少女は歌うように囁ささやいていた。肩に担かついだ、実体があるのかないのかもはっきりしない杖つえを改めて強く意識しながら。

　混こん沌とんとは荒々しい大自然そのものだ。制限なき自由はあらゆるものを生み出すが、牙も毛皮も持たない人間を守ってくれるほど優しくない。

　だが四角四面の城壁に囲まれた秩序は息苦しいばかりで、さらに多くの人を殺す。絶望的な戦時下。秩序の正しさを守るため、疑問に気づいた者を悪とみなして追放するような利権まみれのルールはもはや気き紛まぐれな大自然の猛威を超えた、意図ある絶対悪でしかない。

　よって。

　混こん沌とんを押さえ込むのではなく波に乗り、何者にも縛られない真に自由な制限なき秩序を獲得するという矛盾へ手を伸ばそうとした魔術師は、確かにこう宣言したのだ。

　結合が壊れていく世界へ抗あらがうために送り出した一冊、その基本にして真髄を。




「汝なんじが欲ほつする所を為なせ、それが汝なんじの法とならん」










　　　　６




「遅れてすみません！　シスター・アガター、到着いたしました!!」

　明かりのない、真っ暗な学校や病院にも似た大英博物館へ踏み込みながら、メガネの修道女、シスター・アガターは大きな声を発していた。

　やはり、平素とは状況が変わっていた。

　この場にいる皆が皆、例の断頭金貨を握り込んでいるのだから当然か。

　そもそもアガター達は蚊か帳やの外だった。

　何な故ぜ、ローラ＝スチュアートは突如連絡が途絶してしまったのか。

　何な故ぜ、クロウリーズ・ハザードはいきなりイギリス連邦圏を襲撃してきたのか。

　何も分からないまま、ゴールも定められず、ただこう命令されたのだ。

　首都ロンドンを守れ、期限は無制限。

　今にして思えば、ほとんど時間稼ぎのための捨て駒部隊だったのかもしれない。

　元々半日程度の閉館時間の間にあらゆる古物や美術品を出し入れし、ガラスを磨いて照明を交換し室温や湿度を管理する空調の点検なども行わなければならないのだから、夜の博物館は昼間以上に慌ただしくなるものだ。しかし、それでも説明がつかない。ドーナツ状の広いホール、グレートコートの床にはそこかしこに木箱や段ボール箱、各種の緩衝材が山のように積み上げられ、ガラスケースの中身もあちこち抜け落ちがあった。

　首都ロンドンへ直接伸びてきた戦火を恐れて北ほつ方ぽうのスコットランドへ退避させるか、あるいは魔術的な戦争へ動員するため最前線へ持ち出す準備を進めているのだ。

　大英博物館の顔と言っても良いエジプトコーナーのロゼッタストーンがすでに空席である事を知ったら、どれだけの考古学者が眩暈めまいを覚えるだろうか。

　アガターが到着すると、いくつもの視線がこちらに向けられた。

　彼女と同じ、基本は黒系の修道服だ。スカートや袖の部分などにファスナーが取り付けてあり、個々の好みに合わせて調整できるようになっているのは、ローマ正せい教きよう式しきのものと見て取れる。

　総数二五〇名前後。やはり同じ修道服で統一された元アニェーゼ部隊の中へ飛び込むと安心する。しかし身を委ゆだね、立ち止まってはダメだ。誰だって時間がないのは分かっている。メガネのシスターはリーダー格の小柄な少女を見つけて、手短に切り出した。まるで、異様な戦時下の空気そのものに急せかされるように。

　相手は小柄な少女だった。赤毛の髪で鉛筆くらいの太さの三つ編みをいくつも作った女の子だ。機動性重視のためか、修道服のスカートはわざと短く揃そろえている。

「シスター・アニェーゼ。状況は？」

「私も先ほど到着したばかりですから全体の絵を摑つかんでいる訳じゃねえんですが……先に結論を言えば、バッキンガムでは『王おう室しつ派は』と『騎き士し派は』が大荒れです。三重四色の最結界が破られちまった時点で、首都ロンドンでの直接防衛戦闘は避けられません。護衛の任を受けたナイト様達はイギリス王室直系だけでも北ほつ方ぽう、スコットランド領域のエディンバラ城へ退避させるための次善策を提案したようですが、繫つなぎ役やくのホレグレス＝ミレーツ卿きようが言うには王家の皆様は『次善』ではなく『最善』、ハッピーエンドでなければ許さない、と」

　ブリテン・ザ・ハロウィンでは英国とそこに住む人々の未来を巡って現女王と第二王女が直接最前線で激突した事からも分かる通り、今の『王おう室しつ派は』はとことんまで武闘派だ。かつて自分達が追放した『亡霊』に攻め込まれていると知って、首都を放棄しておめおめ逃走する選択肢など考慮の外にあるのだろう。

　民を盾にして自分達だけ生き延びるなどありえない。

　耳にするだけなら美談なのだが……あの大人になれない権力者達は自分達が戦死した場合、国全体にどれだけ激震が走るかも少しは考えて欲しいものだ。

（あるいは誰かが勝手に、いえ、ここまで行くと流石さすがに考え過ぎですか……。ただ、私達は別に直接『王おう室しつ派は』からお言葉を賜ったって訳でもねえんですよね……）

　部隊の名を冠している通り、やはりアニェーゼが話を始めれば皆が輪を作るのか、周りにいる別のシスター達も寄ってきた。まず、長身のルチアが改めて確認でも取るように質問をぶつけてくる。

「我々が崩れた前線から本丸へ呼び戻されたのは、市街地戦闘での戦力に厚みを持たせるための残存勢力再結集だと考えていたのですが、その場合の目的はどこに設定されるのでしょう？　表で溢あふれるクロウリー達を殲せん滅めつする事か、ＶＩＰ達が安全に逃げ切るための時間稼ぎか」

　こちらの思惑がどうであれ、現実に大軍は押し寄せてきている。『王おう室しつ派は』と『騎き士し派は』の意見調整が延々長引いてしまえば、そもそもゴールが分からないままマラソンが始まってしまいかねない状況だ。いよいよ断頭金貨の出番がやってくるかもしれない。

　アニェーゼは近くにオルソラがいない事だけ確かめると息を吐いて、

「……そもそも、『勝てる』状況だと思います？」

「……、」

「今は最短のドーバー海峡ルートだけが取り沙汰されていますが、スペインルート、北欧ルートの方も沸騰寸前みてえなんですよね。そっちがコップから溢あふれ返かえって例のクロウリーズ・ハザードが海を渡って雪な崩だれ込こんできたら、それこそ対処不能になっちまいますよ。北の海から押し寄せる場合、『王おう室しつ派は』がスコットランド方面のエディンバラ城に引っ込んでも意味はねえでしょうね。私達が命懸けで時間を稼いでも、とても状況を立て直せるとは思えません」

　一ルートだけでも押し返せず、首都まで土足で踏み込んできた。

　そこからさらに二ルート目、三ルート目が押し寄せようとしている。戦力差など計算もしたくない。ぐわんと眩暈めまいが襲いかかるような状況だ。戦略的撤退を選ぶ上層部にしても、高層ビルで火災が起きたからひとまず屋上へ逃げ込むような、場当たり的な行動にしか見えなくなってきた。どこにも計算された希望がない。

「誰かが感動的な雄お叫たけびを上げて敵陣に突撃したって、それで奇麗に大逆転できる段階じゃありません。どうやって時間を稼ぎ、何をどこまで逃がすか。……この辺りが、命を使い切ってようやく手にする事のできる、ギリギリの楽観論でしょうね」

　そう。ここまで目標を下方修正しても、なお楽観。

　命を散らす覚悟で事を起こしても、何もできず無為に踏み潰されて終わる確率の方が高い。先ほども出てきた通り、明確にゴールも決めないまま『ただ守れ』の命令が下ったりしたら最悪だ。人間の集団がただ消耗品の壁となる。

　ストレートと言えばあまりにストレートな物言いに、さしものアガターもルチアも黙り込んでしまった。こういう、行き詰まった会議を無理にでも回す力もまた、アニェーゼを二五〇名の中からリーダーに押し上げていった遠因かもしれない。

　そこへ横から、別の修道女が耳打ちしてきた。

「（シスター・アニェーゼ。例の『リスト』について、間もなく完成します。ひとまず三系統で分類しておきました）」

「そうですか……」

「（いずれも合理に基づいて複雑な計算の元に並べています。上から順にメンバーを選出したとしても、シスター・アニェーゼの責任は狭まりません）」

「……、」

　この大英博物館に集まった二五〇人を『使いやすい』順番で並べ直した、決死隊選出用の人物名簿である。

　しかしアニェーゼ＝サンクティスは、誰にも気づかれないようにそっと息を吐いていた。

　いざ『その時』が来れば、アニェーゼは『リスト』を横に投げるつもりでいた。全体をまとめる彼女自身が、まず責任を持って自らの命をなげうたなくてはならない。

「（それは逃げているだけですよ）」

　瞳を伏せたまま、影に徹する修道女はこう囁ささやいた。

「（自分の手で決断を下し、他者の命を捨てさせなくてはならない。その重圧から逃れようとしているだけです）」

「……かもしれませんね」

　ゆっくりと息を吐く。

　使うかどうかはさておいて、『リスト』の完成を急いでいるのだろう。瞳を伏せたまま修道女はいずこかへ消えていく。

　アニェーゼはアニェーゼで目の前のルチアやアンジェレネ達に意識を集中し、

「理想論の死守命令はどうあれ、実際にはロンドンでの市街地戦闘になっちまいます。『ロンドンへ辿たどり着つくまでの戦闘』ではなく、『ロンドンの中に入っての戦闘』である以上、街の被害はゼロにできません。……つまり、これはもう守るための戦いにならない。首都決戦。私達が、こちらから街を壊していく覚悟を決めなくては戦いにならねえんです」

　一国の首都に直接外敵が踏み込んでくる事自体が、すでに尋常ならざる事態だ。

　ここから先は、奇麗ごとでは済まなくなる。

　ロンドンに舞台を移すからと言って、闇雲に建物を薙なぎ倒たおして大暴れすれば良いという話にはならない。『王おう室しつ派は』や重要資料を北ほつ方ぽうスコットランド地方へ逃がすには、ロンドン市民の犠牲を最小に留とどめるには、処刑ロンドン塔とうの囚人や潜伏中の魔術結社などへの飛び火を防ぐには。平原に壁を並べて武器を向けていれば戦いに集中できたこれまでとは、戦争の進め方そのものが変わってくる。当然ながら攻め込まれるこちら側が圧倒的に不利で、不足は無理矢理にでも埋め合わせるしかない。

　そうなると、命を守るために別の命を使うしかなくなるのだ。

『リスト』の存在がアニェーゼの頭の中で再びちらついてきた。

「裏から手を回して、首都ロンドンでの屋内自主避難状況の分布を示すマップは入手しておきました。どこの建物を崩して壁を作り、どこの区画へ敵が流入しちまうのを避けるべきか。この辺りから始めていきましょう」

　当然、こちらについても準備期間など存在しない。敵はすでに一線を越えてロンドン内部まで踏み込んでいる。こちらが一つの街を『迷路』に組み替えている間、誰かがクロウリーズ・ハザードの足を止めておかなくてはならない。

　きちんと『迷路』を完成させて準備を固めても『無謀な時間稼ぎが計算された時間稼ぎになる』程度のもので、常勝は無理だという話なのだ。まして何の補助もなくただクロウリーズ・ハザードの前に立たされる人間はどうなるか。

　特に破格のジョーカーもなく、普通に考えれば、

（ここに、決死隊の駒を置く必要がある）

　必ず、死ぬ。死ぬ事を、決めておく。

　一方で、どこまで気づいているのか。ルチアは眉をひそめて、

「……それは、恨まれますね。たとえ命を救ったとしても」

「その辺は、まあ、覚悟を決めましょうよ」

　どこか困ったように、アニェーゼは薄く笑っていた。

　彼女は年頃の少女らしい、柔らかい頰を人差し指で搔かきながら、

「国を守る使命がある以上、『王おう室しつ派は』も『騎き士し派は』も首都ロンドンを自ら破壊する選択肢は選べねえはずなんです。私達元ローマ正せい教きようは、どこまで行ってもよそ者。愛国心を疑われるような行動だって、テーブルの上に並べられんのが強みなんですから」

　二五〇名、ちょっとした学校一つ。そう聞くとさぞかし巨大な大軍に聞こえるかもしれないが、ローマ正せい教きようを汚染していたビアージオ＝ブゾーニ、さらにはその奥に控えていた『神の右席』との闘争の過程において、アニェーゼ達など塵ちり屑くず同然だった。何しろ全世界二〇億人を敵に回す羽目になったのだ、文字通りケタが違う。イギリスという仮の宿に受け入れてもらえただけでも奇跡に近かった。この地に根を張るほどの時間は与えられなかったけれど、それでも人の心が抱えている優しさについては学ばせてもらった。

　無駄にはできない。

　できるだけ多くの英国人を助ける。だから、できるだけ多くのシスター達を受け入れて欲しい。

　そのためなら、アニェーゼ＝サンクティスは自分の命を駒として差し出せる。

「……、」

　アレイスター＝クロウリーという魔術師がこの国からどんな仕打ちを受けてきたかなど知らない。一度は受け入れてもらった状態から、今度はアニェーゼ達が同じように石を投げられる側に転がり落ちるかもしれない。ただ、恐れている場合ではなかった。試す手があり、守れるかもしれない人達がいる。

　恩知らずと、罵ば倒とうされても構わない。

　助かりたいのか、死にに行くのか。前へ出るのか、後ろへ下がるのか。ルチアやアガター達の正確な胸中までは、アニェーゼにも分からない。そこでルチアの背中にひっついていた小柄な三つ編み少女アンジェレネがこんな風に口を開いた。

「それで、ホレグレス＝ミレーツでしたっけ？　『騎き士し派は』の要請で大英博物館に招集されたのは、こっちに強力な霊装が保管されているから、という話じゃありませんでしたっけ？　正規職員も知らない奥の奥、パズルみたいに積まれた木箱に死蔵されているものだとかで」

「ああ、ローラ様がランベス宮に保管していた見取り図を見つけたらしいですね。いくつかはすでに持ち出されたみてえなんですが……」

　アニェーゼは先ほどとは違った困惑を見せた。

　ゴゴンッ!!　という低い震動が、多くの古物や美術品を管理している大英博物館の床を突き上げた。収蔵品に亀裂や欠けの一つも許されない平素であれば、外の揺れが中まで伝わるだけですでに絶対許されない非常事態である。

　移動要塞すら軽々と撃ち落とすであろうオベリスク。蛇行するテムズ川をのそりと泳ぐ戦艦クラスの巨大ワニ。着弾と共に地盤そのものを砕く勢いの投岩器……。

　破格のジョーカー。

　大局がどうなるかは分からない。だがひょっとしたら、見知った人達に向けて決死を命令する必要がなくなるかもしれない、アニェーゼにとっての希望。

　メガネのアガターは恐る恐る天井を見上げながら、

「……人生初のヒッチハイクで大変荒々しい四駆に揺られてここへ来るまでの間、確かに規格外を目にしてきましたが。クロウリーズ・ハザードという群れを相手にして、どこまでやれるかは未知数といった印象でした」

「それについては、どうやら扱い方を間違えちまっているみてえなんですよね。ええと、ディバインミクスチャ？　何でも、土地に依存して地脈や龍脈と接続するのとは勝手が違うようでして。あれだと本来の一％も実力を引き出せねえらしいなんですよ。みてえ、ようで、らしいの連発で申し訳ないんですけど」

　全体を束ねるアニェーゼは重たい息を吐いていた。

　せっかくの希望だった。だがそれも、無為に使い捨てられてしまっては意味がない。

「典型的な行き違いですね。ランベス宮を調べたホレグレスさんは見取り図を参考に大英博物館の最深部からいくつか首都決戦霊装を持ち出す事には成功したみてえなんですが。とにかく向かってくる大軍に対応しなくちゃならねえってんで、使い方も確かめずにみーんな持ち出ししちまったようで……。普通の命令系統を通して回収要請を出してもこの混乱でしょ、期待できません」

　そもそも、『清せい教きよう派は』の頂点である最大主教アークビシヨツプの居住地を土足で踏み荒らしている時点で、パワーバランスははっきりしているようなものだった。やはりローラの不在は痛い。おかげで『騎き士し派は』が幅を利きかせ、アニェーゼ達や天草式のような外と様ざまは身の安全も保障されなくなってきた。

「そ、それでは、わざわざ使える首都決戦霊装があるのに実力を発揮できないまま各個撃破されていくのを、ただ眺めているしかないのですか!?」

　最初から決死か、戦って試す自由くらいは得るか。

　その瀬せ戸と際ぎわを自分達以外の運命に翻弄されている事実にじわじわ気づき始めたのだろう。血相を変えたルチアに、アニェーゼは人差し指を立てて、

「なので今はホレグレスさんの要請で、命令系統の外にあるフリーの運び屋連中を中心にモノの回収を急がせています。とにかく今は、余計な被害を減らして少しでも多くの残存戦力を再結集させねえと。運び屋さんから詳しく話を聞く必要はありますが、とにかく『正しい使い方』さえできれば、首都ロンドンを計画的に破壊して迷宮化するのと引き換えに、市街地へ引き込んだクロウリー達を一挙に殲せん滅めつできるという話ですし……」

　お夜食のおかわり分でございますよー、というのんびりした声と共に、とんでもねえのがやってきた。ガラスケースで守られた表の観光ルートとはいえ、あの大英博物館のドーナツ状大広間、グレートコートで堂々と食事用ワゴンを押している修道服の上からエプロンをつけたほんわかのほほんお姉さん、オルソラ＝アクィナスが見て取れる。古物修繕の専門家が見たらこれだけで泡を噴いて倒れてしまいかねないビジュアルだ。

　と、その時だった。

　単調なブザーが一つあった。

　おそらく正面出入り口から。平素であればドーナツ状のホールまでは届かないだろう。慌ただしいとは言っても、夜の学校や病院のような闇は拭いきれないのだ。警備の詰め所の辺りからここまで無遠慮に音の塊が突き抜けてきている。

　誰もがそちらを振り返った。あのオルソラでさえも。

　逆転の材料が届いたのは、幸か不幸か。

　対抗手段を手に取るという事は、楽には死ねなくなったという事も意味している。再び、地獄のロンドンへ飛び出さなくてはならない。

　二五〇名前後。

　自身の名を冠する部隊を束ねる小さなリーダー、アニェーゼ＝サンクティスが、皆の想おもいを代表するように呟つぶやいた。

「……やってきましたか」
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　折れたし。

　オベリスク空飛んだし。

　でっかいワニを串刺しにしてるし。

「どうすんのこれ……？」

　神話クラスの戦闘とかいまいち合流できない、そんな事より地味にサソリとかコブラとかがおっかない、小市民上かみ条じよう当とう麻まは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。霧の都はさらにエジプト化が進んでいるのか。霧のようにうっすらと立ち込める銀の砂が音もなく火山灰のように降り積もり、アスファルトの道路がじんわり砂で覆われ始めてきている。こうなってくると、何だかエレメントの残骸で埋め尽くされた『大熱波』直後の学園都市を思い出す。

　一方で、小さなお尻で少年の肩に腰掛けているオティヌスが、細い脚を組み直しながら小さく息を吐いていた。

　勝手に湧いたり消えたりするピラミッドや巨大石像の列は下手に幻想殺しイマジンブレイカーで触らず、銀の砂でかき消えつつある普通のアスファルトをとにかく頼る事にした。さっき壁画らしきものには触れてみたものの、サンプルが少なすぎる。こんなのが万一倒れかかってきたら生き埋めにされかねない。

「……あの分だと上ではアレイスターが勝手に暴れているのではないか。それにしても、こんなのがヤツの語る戦争なのか？　だとすれば、意外と甘えが残っているな、アレイスター。今さら赤子の笑顔を見てほだされた訳でもあるまいに」

　戦争の神様はやっぱりスケールが違う。

　上かみ条じようとしてはもう異次元のビジュアルで頭がぐるぐるし始めているのに、まだ何か物足りないのか。

「アレイスターからすれば内側から三重四色を破壊した時点で、ロンドン攻略に際しお前の戦略的価値を使い切っているのかもしれん。というか、そもそもどうしてお前が命を懸けて戦わなくちゃならない前提になっているんだ？」

「？」

「おいっ、ここは疑問を持て人間。仕事の生いき甲が斐いと過労のランナーズハイを履き違えた社畜人生じゃないんだぞ！」

　耳元で叫ばれて、ちょっとだけ上かみ条じようは目が覚めてきた。

　そうなのだ。

「……別に無理してこっちから大暴れの危険エリアに飛び込む必要はないんじゃないか？」

「だからそうだと言っているだろう。厳戒態勢下だがこの国の人間はドイツ人ほど勤勉じゃない。全ての店が閉まっている訳でもあるまい、イギリスはクラフトビールとスコッチウィスキーが幅を利きかせるパブの国だからな」

「これオティヌス、本気の飲み屋じゃダメじゃんよ」

「アルコールどころか蛇口の生水さえ手を出す度胸もないソフトドリンク君が偉そうに喚わめくんじゃない。ともあれ、フランスやスペインと違ってイギリスでは早々に街が眠る事もない。頭の体操にお忙しい馬鹿どもの魔術戦闘なんて放っておけ、どっか入って適当に時間を潰してだな、フィッシュアンドチップスでも適当に摘つまみながら久しぶりに二人で旅の思い出でもゴニョゴニョ……」

「どっちみち財布の中の七二円で何をどうしろと言うのだ？」

「……、」

「……マジか、神様が黙っちゃうくらい深刻かよ……。いや待て待った財布にまだ何かあるＴＡＴＵＹＡのＴｅａポイントカードなら薬局とかコンビニでもっ……イギリスじゃダメか、そうか。こりゃあほんとに外国の生水に挑戦するしかないのかなあ」

　どこまでいっても地味に命の危機から脱する事のできない上かみ条じよう。サービス料だのテーブルチャージだのどうたらこうたら、イマドキのお店は料理を頼まなくても椅子に腰掛けているだけでお金を取られちゃうので、頑丈な屋内に逃げ込む選択肢はなさそうだった。

　そうなると、お外にいながら安全を確保する方向で詰めていくしかない。

「デカいって言っても所詮は一個の街の中だろ。どっかに知り合いでもいないかな。こっちはイギリス対クロウリーズ・ハザードの大戦争とかどうでも良いいんだ。ローラとかいう人が、コロンゾン？　とにかく大悪魔に操られている事をきちんと分かってもらえば、こんな風にいがみ合う必要もないんじゃね？？？」

「……ローラの性根がどうだろうがクロウリーズ・ハザードが一方的に本土侵攻した時点で和解の道はないと思うがな……。まあ良いい、それは統括理事長の問題だ。例えば誰を頼る？」

「アニェーゼでも、シェリーでも、バードウェイでも、オリアナでもレッサーでも、何だったらヴィリアン姫でも女王エリザードでも誰でも良いいよ！　何でか処刑ロンドン塔とうを徘はい徊かいしてたオルソラはちょっとおっかないけど……。なんかこう、もっといなかったっけ？　ヨコモジでイギリスっぽい人達！　あんだけいたら誰か一人くらい鉢合わせても良いんじゃない!?」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………おい、なんかさっきから女の名前ばっかりじゃないか、人間？」

「痛いっ耳たぶ!!　何だインデックスの嚙かみ癖ぐせが伝染してんのか!?　だってイギリスの男関係はみんな倫理の向こう側まで突き抜けちゃった恐怖のカタマリばっかりじゃん、ステイルとか、アックアとか!!　冗談が通じないっていうか、ちょうど良いい温度のが一人もいやしねえッッッ!!!!!!」

「（……こいつ、この戦争の神が本領発揮の戦闘中にうんざりしてさじを投げた事実を忘れているのか。空気や温度の問題でこんな野郎にダメ出しされるようになったらいよいよ人間としては崖っぷちだぞ……）」

　と、そんな風に言い合っていた時だった。

　うっすら漂う銀の砂のカーテンの奥から、パカラッパカラッという大変時代劇めいた馬の蹄ひづめの音が響き渡ってきた。

　何かとご縁のある全ぜん身しん鎧よろいやサーコートの例の人であった。

　馬上の女性騎士が吼ほえる。

「ついに見つけたぞ脱獄犯ッ!!」

「ひぎいい!?」

「もはや慈悲など無用。首に縄掛けてこのまんま処刑ロンドン塔とうまで連れ戻してくれる!!」

「何これもう騎士道なのか西部劇なのか分かんなくなってるよ!?」

　そもそも米国はイギリスから独立したという経緯を知らんのか人間、などという小さな隣人からの助言を聞いている場合ではなかった。

　アスファルトの上だっつってんのにそのまんま蹄ひづめで猛ダッシュさせている、あんまし動物に優しくない騎士サマに捕まったらほんとに一大事だ。処刑ロンドン塔とうどうのこうのの前に、引きずり回されただけで軽めの死罪になりかねない。

「かっ、か、かー、階段だとにかく階段っ！　ああいう乗り物系は段差が苦手なはずっ！」

「はあ。馬術競技を見ていないのか人間。きちんと調教された馬は自分の胸くらいの高さならものともしないし、バッキンガム周しゆう辺へん警けい邏ら用ようの騎馬なら階段くらい普通に上ってくるぞ」

「うわあーん!?」

　こうなると前言撤回しかない。慌てて進路変更し、大通りに積み上げられたコンテナ大のピラミッド石材の縁へ両手を引っ掛け、どうにかこうにか乗り上げていく上かみ条じよう。

「どこだっ、脱獄犯!?　この期に及んで逃げ隠れるとは卑ひ怯きようなり!!」

「（……ナリとか日本人の俺でも言った事ねえよバカ!!　てか武器と鎧よろいと乗り物フル装備で無防備な素手の人間追い回すのは正々堂々なのかっ!?）」

　どうやら下の地上から見ると死角に入るらしい。下手に覗のぞき込こんだりせず、でっかいブロックの上でだんご虫みたいに丸まって息を潜める卑屈クソ野郎上かみ条じよう当とう麻ま。

　そのでっかいだんご虫をいきなり真横からスクーターが吹っ飛ばした。

　……ちょっと唐突過ぎて認識が遅れたが、立派な（？）交通事故の一丁上がりである。ロンドンの街を侵食する古代遺跡にブレーキのやかましい大音響が尾を引いていく。

「あれー？　ひょっとしてやっちゃいましたかねえ、ちゃんと戒厳令は徹底してほしかったんですけど。このうっすら漂ってるのも邪魔なんですよね、ライト点つけると逆に目の前で反射しちゃってもう……」

「気軽に言っているんじゃないこのクソ忙しい時に。遺跡伝いに進めば一般人だの瓦が礫れきだのを避けて進めるって言ったバカはどこのどいつだまったく」

　うわあーっ!!　という絶叫が下の地上からも響いてきた。どうやら派手な音で察知したらしい。馬を降りて律りち儀ぎによじ登ってきた銀の鎧よろいやサーコートの女性騎士はやっぱり根っこがマジメなのか、敵方で脱獄犯だっつってんのに青い顔をしてツンツン頭に駆け寄り介抱を始めていた。パトカーで逃走犯を追い込み過ぎちゃった警官の気分なのかもしれない。

　一方、（堅物おねいさんの豊かな胸の中で）びくんびくん小刻みに震えている上かみ条じよう当とう麻まを見下ろしている下手人の方はと言えば、

「げえっ!?　『騎き士し派は』の委員長ちゃんがいるじゃないですか！　こちとら隠おん密みつ行こう動どう中ちゆうなのに!!」

「黙ってないで手を貸せ、そこの放っておいたら死ぬまで処女っぽい四角四面が一人で回復魔術を完成させるといよいよミスを取り返せなくなるぞ。消費型の蠟ろうとか香とかはそっちが出せよ。……それにしてもこのガキ誰だ？　酒が切れて我慢できなくなった酔っ払いか、間抜けな警けい邏ら担たん当とうの小こ坊ぼう主ずか何かか？？？」

　奇麗に並べられたデカい石材の上で（女性騎士の腕だの胸だのに抱かれたまんま）軽めに痙けい攣れんしていた上かみ条じようは、ほんとのクソ野郎どもの言葉を耳にした。

　どっかで聞き覚えがある。

　頭の中で声と顔がかっちりハマった時、上かみ条じよう当とう麻まのカミナリが落ちる。

「お前まえ達たちっ！　レッサーとバードウェイか魔術犯罪コンビ!?　こんな大混乱の中走り回ってるって事は火事場泥棒か何かしてるなってかそもそもスクーターで二人乗りとかしてんじゃねえよ免許とかどうなってんの!?」

　魔術犯罪だとっ？　と少年を抱き寄せていた（イロイロと脇の甘い）女性騎士の眉もぴくんと動く。

　慌てたのは後ろめたい連中であった。

「やべっこっちもこっちでマジメ男子ちゃんじゃないですか。逃げろ逃げろっ」

「頑丈なヤツで良かった。右手の事を考えると回復は試すだけ無駄だな、とっとと大英博物館に向かおう」

　魔術結社予備軍の小悪魔に、現世界最大クラスの魔術結社の大ボス。いずれもミニマムな女の子がこそこそスクーターに戻ろうとした時だった。

　夜空の上からさらに来た。

「おりゃーなんだよ!!　とうまに何してんの!?」

「ぶふっ!!」

　高慢ちきな金髪少女の頭の上からであった。銀髪シスターインデックスがロンドンの街を侵食するピラミッドへ降ってきたのだ。いきなりカエルや小魚が降ってくる怪現象にも似た何か。流石さすがに予想外だったのか、あれだけ傲ごう岸がん不ふ遜そんな結社のボスがあっさり石材の下段で潰れてしまう。まさかのうつ伏せ、大の字であった。

　いきなりの事にビビってツンツン頭をぎゅっと抱き締める女性騎士以上に慌てたのは、ラクロスのユニフォームから悪魔の尻尾しつぽを伸ばしたレッサーだ。

「やっやべ、なんか輸送ルートとか嗅かぎ取とられてる!?　運び屋としては、アレを奪われるのだけは避けないと……」

　トドメの怪現象があった。

　ビカァーッ!!　とくすんだ夜空を割って、一条のスポットライトの閃せん光こうがレッサーの頭の上へ落ちてきたのだ。片手で目線を守り、必死になって見上げてみれば、何やら円盤じみた未確認飛行物体のカゲが。

「おわあああーっ!!　な、え、ちょ、うちゅっ、宇宙人!?　ち、ちょうこだいぶんめいのぴらみっどがなんかよびだした……？　ひょっとしてこのまんま誘拐されて脂肪吸引キャトルミューティられちゃいます？　流石さすがに予想外だわちょっと知らぬ間に世界の絶滅時計はどこまで針を進めちゃったんですかあーっ!?」

「……ウサギグレイは不滅ですので。ぶいっ」

　へたり込んで絶叫するレッサーの目の前で、うっすら漂う銀の砂の向こうから大きなバルーンにぶら下がったパーカービキニが降りてきた。ドヤ顔のピースサインである。

「あわあわわ」

　一方鎧よろいの人は何だか怖い夢を見た小さな女の子がぬいぐるみを抱き締めるようだった。ツンツン頭を抱え込んでいた女性騎士だったが、

「ハッ!?　いつの間に懐ふところ深ふかくへ潜り込んでいた侵略者!?」

「痛い!!」

　そして完全武装の女性騎士から宇宙人のお仲間扱いされて両手で突き飛ばされ、腰の後ろを押さえながらよろよろと起き上がった上かみ条じよう当とう麻まは、流石さすがにもう不信感マックスであった。

　というか、大体レッサーが関わると世界はろくな事にならない。

　大変低い声で確認を取る。

「アレ？　運び屋？？　輸送ルート？？？」

「……うっ……」

「ちゃんと説明してくれないと、府蘭フランの風船にくくりつけてあてどもなく飛ばすぞ。花の種みたいに。フランス辺りで無事に拾ってもらって花開くと良いいんだが」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………あうー」

　大変夢とロマンは溢あふれるが生態系の事は何にも考えちゃいねえ目には遭いたくないらしい。行き場を失ったレッサーが尻もちついたまま救いを求めると、インデックスにのしかかられて路上でカエルみたいに潰れていたレイヴィニア＝バードウェイの方から、ぷはっ、と呼吸を確保する音が響いてきた。

　アンダーグラウンドなくせに高貴な香りのする人は言う。

「ああ、この辺りが潮時かもな。なんていうか、お前の顔を見たら色々折れた。何が由ゆい緒しよ正ただしきミレーツ卿きようからのご依頼だ。そもそも、私達としても本意ではなかったし。こういう時、ここで止めてくれる者が現れた事に感謝でもしておくべきかもしれん」

「？」

　上かみ条じよう当とう麻まの隣では、何な故ぜだか件くだんの女性騎士も仲良く首を傾かしげていた。ミレーツ卿きよう、という名前に心当たりがあるのかもしれない。

「禁断の力だったんだ」

　全てを知っているバードウェイは、無知な少年側に回れない事自体そもそも誤りだったと言わんばかりの顔だった。

「顔向けってものを考えるべきだった。ヤキでも回ったか……。国を守ると言いながら、内側から食い潰してどうするんだ」

　レイヴィニアはきめ細かい金髪に紛れ込んだ銀の砂にうんざりしながら、

「説明する。『神威混淆デイバインミクスチヤ』と、いきなり言っても分からんだろうしな」




　　　　８




　古びたアパートメントの屋根の上では、灰色を中心として黄や枯草色に退色した英字新聞を繫つなぎ合あわせ、銀のダクトテープで己の妖よう艶えんな胸元や腰回りを搾り上げ、七色に輝く長い髪を傘のように広げた、半透明の作られた悪魔がクラゲのように漂っていた。

　絶望的な戦時下、人をおかしくさせる空気、そのもの。

　額に穴の空いた少女が右と左、総数一〇本の指を蠢うごめかせると、それこそ無数の毒針に彩いろどられた触手にも似て、細く長い糸が噴き出した。

　間抜けどもはどこまで誘導されているのか。

　がんがんががんっ!!　と鈍い音を立てて、騎士団長ナイトリーダー以下、完全武装の騎士達が同じ高さの屋根まで飛び上がってくる。いいや、アレイスター＝クロウリーの足元に転がっている、一度は倒れた神かん裂ざき火か織おりすら警戒を怠るべきではないだろう。いつ何時、再び悪魔の制御下に入るか分かったものではない。

『にひ』

　クリファパズル５４５。

　いっそステレオタイプに見えるほどの、冒ぼう瀆とく的てきな悪たる少女。

　柔らかそうな裸足はだしの足元に断頭金貨───きらびやかに見えるだけの、単なるビール栓───をざらざらとこぼしながら、悪魔は邪悪な笑みを広げていく。

『にひひ、いひひひひひ、ひひひひひひひひひひひひ』

　しかし、その真髄は有象無象の戦力ではない。

　作られた悪魔は、邪よこしまなる誘惑で人を操る。

　であれば、どうしてその標的にアレイスター本人が指定されないなどと断言できる？

　ぶわぁっっっ!!!!!!　と。

　紅葉じみて退色した英字新聞や銀のダクトテープの肩出しドレスで妖よう艶えんな肢体を包んだ悪魔が、左右に伸ばした両手を真正面で合わせた時だった。いっそ渦でも巻くように、景色全体が歪ゆがめられていく。あまりにも膨大な糸が、いいや数億にも達する極小の針が回転しながら迫る。砂漠から飛び出した巨大な蟲むしが、哀れな人間を丸まる吞のみするようであった。青系ブレザー制服の上から魔女の帽子やマントを重ね着した銀の少女を包み込み、無数の径みちでもって強制的な接続を行っていく。

　回避、防御、共に不可。

　七色の長い髪を禍まが々まがしく広げた悪魔の本質は、危険な叡えい智ち。覚悟もなく覗のぞき込こめば、それだけで人の心を惑乱し破滅の道へと突き落とす。

『ひひ、ひ』

　瞬まばたきなどできない。斜めに傾かしいだ体を戻せず、口の端から透明なよだれも垂れている。

　その場で棒立ちになった銀の少女へ、分かりやす過ぎて逆に現実味の薄れた悪魔が裸足はだしのままひたひたと歩いていく。スリットだらけの肩出しドレスを形作る英字新聞が不快な音を立てた。このまま心を砕くか、棒立ちのまま他の駒を使って体の方を滅多刺しにするか。虚飾の象徴。誰よりも美しく、しかし実際にはゴミ屑くずを寄せ集めただけの格好も気にせず、至近でゆっくりと首を傾かしげながら、末路の選択に入る。

『いひいひひ。ひひひひひひひひひひひひ』

　ただし、だ。




　ガッッッ!!!!!!　と。

　あまりにも唐突に、アレイスターの右手が悪魔の首を摑つかみ取とったのだ。




　ただの反射行動ではない。

　銀の少女の両目は、確かに自らの手で吊つり上あげた悪魔の額、風穴を見据えている。

　コントロールが、効いていない。

　ありえない状況に目を白黒させて半透明の両足をばたつかせ、自ら押しピンを弾きドレスを内側から引き裂いてしまう人造悪魔だったが、アレイスターは顔色一つ変えなかった。

「邪悪の樹は、素人しろうとが手を出しても足元をすくわれるだけだ。少なくとも、基本にして真髄たる生命の樹も学ばずにいきなり手を伸ばすべきではない。確かに、見るつもりもなかった者達へ不意打ちで広げてしまえば、それだけである種の衝撃を叩たたき込こむ事もできるだろう。夜道にコートの変態と同じように」

　どこか口振りの端々にえぐみが混ざるのは、クロウリーのクロウリーたる所以ゆえんか。

「だが逆に言えば、十分な研けん鑽さんを積んで経験を得た者であれば、邪悪の樹は危険な叡えい智ちを授かる助けとなる。逆位置のクリフォトを覗のぞき込こむ前に、下した拵ごしらえとして正位置のセフィロトを学んでおけという程度の話なのだが」

『ひ、』

「こちとら近代西洋魔術の全てを網羅した『人間』だぞ。たかだか逆位置の解かい釈しやく如ごときで、手を誤って自爆するようなガラだとでも思ったのかね？」

『ひひっ、いひひひ！　ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひっひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ!!!!!!』




　パンッッッ!!!!!!　という乾いた音が炸さく裂れつした。




　空気を詰めた風船を握り潰すのにも似ていた。

　躊ちゆう躇ちよなし。

　ぱたぱたと、それこそ糸の切れた人形のように『騎き士し派は』の面々が力なくアパートメントの平たい屋根で倒れ込んでいく。その手で大事そうに握り込んでいた断頭金貨がぱらぱらと地面へ落ち、薄汚れたビール栓へと変じていった。

　残骸一つ残さず吹き散らされた悪魔の少女などやはり気にも留とめず、四角い煙突の上に立っていた一方通行アクセラレータは吐き捨てるように言ってきた。

「やたらと右手にこだわるな」

「ただの憧れさ。君はどうかね？」

　この辺、悪びれもなく言う所は、さしもの第一位の調子さえ崩してしまうようだった。

　アレイスターはくすくすと笑いながら、

「人間なんて矛盾した生き物だろう？　悪たる属性の者ほど、あの右手に憧れる。ただしその程度の存在を、あの幻想殺しイマジンブレイカーが選ぶはずもない」

「それでか？」

「ああ。生ぬるいと思ってもらって構わない。これが、私の戦争なのだ」

　世界五三もの国や地域を、一〇億以上の兵力で同時攻撃させている黒幕どもの言葉とは思えない。常人が耳にすればそれだけで理解を放棄した事だろう。

　ともあれ、三重四色の最結界に続いて、防衛機構をもう一つ。

　ローラ（＝コロンゾン）側が用意した人造悪魔があれ一体だけとは限らないが、少なくとも、邪よこしまな影響力が多少なりとも薄らいだのは事実だろう。

　と、その時だった。

　現代的なデザインの杖つえをつく第一位の耳に、何やら囁ささやきの声があった。怪け訝げんな目を向けてみれば、半分エジプトの風景に吞のまれかかったアパートメント内部へ繫つながるドアがうっすらと開き、白髪の老人が恐る恐るといった調子で手招きをしている。

　早くこっちに来い、外は危ない。

　そんな風に英語で言っているが、一方通行アクセラレータは軽く手で追い払っただけだった。

　とんっ、と。

　あまりにも気軽に、アレイスターと第一位の二人はすぐ隣の建物の屋上へと飛び移ってしまう。

「受け入れても良かったのだぞ」

　稀き代だいの魔術師はあっさりと言ってのけた。

「忘れているのではないかね？　君は確かに学園都市の誰もが恐れる第一位で、私の暗躍によってそれなり以上の血を浴びてきた。……とはいえ、それは作られた学園都市の『中』での話だ。自然の法則で動く『外』の人間は君の正体を知らない。彼らは気軽に話しかけてくるし、君もまた気軽に話しかけられるはずだ」

「……、」

「ここは作られた街ではない。君を形作るのは君自身だ。君が拒絶すれば彼らも拒絶するし、君が受け入れれば彼らも受け入れてくれる。軍用量産クローンには学園都市が必要だと考えているようだが、果たして本当にそうかね？　機材の有無はさておいて、その実、ゼロから全てを構築できる『外』の方が、個人環境を築くのは早いのではないか？」

「かく言うオマエはどォなンだ」

　吐き捨てるように、杖つえをつく一方通行アクセラレータは質問を返した。

「アレイスター＝クロウリーが憎い、英国を蹂じゆう躙りんする侵略者が許せない。だがあの連中は名前を知ってるだけだ。魔術だ何だアタマのネジのぶっ飛ンだ連中はさておいて、大部分の素人しろうとについちゃ、まさか、こンなクソガキに化けているとは思っちゃいねェ。さっきのじいさンだって、中に匿かくまおうとしたのは俺だけじゃねェ。見当違いも甚だしいが、オマエも一緒に助けよォとしてた。……できるンじゃねェのか、赤ン坊抱えて紛れちまう事だって」

「……私の場合は無理だな」

　淡く。

　それでいて致死の毒を含む笑みを浮かべ、銀の少女はゆっくりと応じた。

「憎ぞう悪おは渦を巻く。現在のイギリスがどうあれ、私は過去に受けた仕打ちを忘れられん。それは、どんなに完璧な笑顔を作ってもどこか棘とげを残すものなのだ。そして棘とげで刺され続けた現在のイギリスもまた、やがては私を恨むようになるだろう。一度渦を巻いてしまえば、どうにもならない。すでに、毒は垂らされた。かき混ぜたカップの中から取り除く事はできん」

「そォかよ」

「君はまだ、そこまで凝り固まっている訳ではあるまい。私のような学園都市上層部の例外を除けばな。『外』の世界でまで、『中』での流儀を貫く必要はないのだ。これからどこに着陸するつもりにせよ、身の振り方はそろそろ考えておいた方が良いいだろう」

「……、」

「『外』でも影に身を置くか、あるいは思い切って太陽の下に出てみるか。先人から一言言わせてもらえば、似合う、似合わない、では選ばない方が良いい。これからなりたい自分を見据えて不慣れな道を選んだ方が、まだしも幸せを摑つかみやすい」
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『これは安全なラインだ。話とは何かね？』

『いやはや。本質的に、安全なんてものがあるのですかね。ミレーツ卿きよう』

『顔を合わせて話したいと？　言っておくが、馬鹿正直にシティ地区の大聖堂を捜し回っても私は見つからんぞ』

『しかし』

『私はこれでも女王エリザードを始め「王おう室しつ派は」の皆々様から深い信頼を得ているホレグレス＝ミレーツだ。許可なく傍受を試みた者は、成功失敗に拘かかわらずその時点で「騎き士し派は」「王おう室しつ派は」全体に対する裏切りとみなして首を刎はねてしまえばよい。秘密は外へ流出せん』

『……こういうのが一番得意そうな「清せい教きよう派は」が抜けておりますぞ』

『あそこはもう終わりだ、トップのローラ＝スチュアートが「消えた」時点でな』

『やはりあれも、あなた様の仕し業わざで？』

『好きなように想像したまえ。我々「騎き士し派は」が土足で最大主教アークビシヨツプの居住区であるランベス宮を捜索している辺りで、パワーバランスは分かり切っているだろうに。貴君もそろそろ、どこと仲良くするかは決めておいた方がよいな』

『邪魔な「清せい教きよう派は」は確実に潰し、「王おう室しつ派は」からは信頼を得る事で、実質的に「騎き士し派は」一極の体制を構築する、ですか』

『イングランドの騎士の、だ。三重の他に四色も存在する事を忘れるなよ。そしてそのためには、女王陛下にもう少し恩を売っておきたい』

『……何しろ女王エリザードが知るのはミレーツ家という家名だけで、ホレグレス様の事はお顔も存じないはずですしね。印象が二〇〇年くらい前のまま固まっているのでは？』

『口が過ぎる』

『申し訳ありません』

『そして、意図してそう努めてきたのだ。で、人材は？』

『そちらのリクエストに見合うとなると、ロンドン内部にも元アニェーゼ部隊がいくつか残っているようです。そちらを使いましょう。大英博物館の方へまとめてあります』

『よし』

『「神威混淆デイバインミクスチヤ」についてもかなりの数がやられましたが、かろうじて二つほど回収に成功したようですな。フリーの運び屋に任せています』

『完全勝利など期待しておらんよ。元よりドーバーが決壊した時点で南部の地は蹂じゆう躙りんされる事が確定した。もはや無傷では収められん、灰の中からどう再生するかに重きを置く。イングランドを犠牲にして「王おう室しつ派は」を安全なスコットランド地方まで退避させれば、序列など関係ない。「王おう室しつ派は」はイングランド地方とそこを治める貴族に借りを感じるだろうからな』

『……本当によろしいので？』

『騎士団長ナイトリーダーの頭越しに進めている件か？　イングランド─ロンディニウム大要塞はどうなった。四角四面に「王おう室しつ派は」の命令に従うだけ、闇雲に土地を使い潰すヤツでは話にならん。私はイングランドの騎士のために粉骨砕身する。この私が一極を構築した後は忙しくなるぞ。不要な人材は一掃する。最初に更迭するのはヤツになるぞ』

『そちらではありません。彼女達の事ですぞ』

『ふん、それこそ。こちらはわざわざイングランド地方をいったん戦火に投げ込み、炉の中から再生させるつもりで動いているのだ。せめて有意義に戦争を使わせてもらう。分かるだろう？　人材の整理だよ』

『絶対に勝てない戦線に不要な人材を投じる事で、あのシスター達を間接的に処刑すると？』

『税金を貪むさぼり土地を埋める外と様ざまの女どもは、連合王国に対する無意味な重おも石しに過ぎん。せっかくの機会だ。何も生めない戦争だとしても、不要な贅ぜい肉にくを切り落として最適化くらいはさせてもらおうじゃあないか』

『……、』

『せいぜい希望を持ってもらおう。あの女どもが、自ら望んで竈かまどの中へ飛び込んでくれる仕組みを作るためにもな』
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「……こういう時、ここで止めてくれる者が現れないのが、お姉さんの業ごうなのかしらね」

　やる事為なす事が裏目に出る事は、その運び屋も自覚があった。一度はそれでリドヴィア＝ロレンツェッティと手を結んで世界全体に変革をもたらそうとするくらいには。

　オリアナ＝トムソン。

　長い金髪の巻き髪に、分厚いコート。体のラインを（学園都市が突如休眠したおかげで高騰しまくっている）人工ミンクで覆っていても内側から溢あふれる色香を抑えきれない、妖よう艶えんな美女であった。

（それにしても、やっぱり、残っているのね。てっぺんの方はとっくにスコットランド撤退を決めているというのに、ロンドンの街中でも普通の住宅地に民間人が残されたままみたいだったし。あんな雨戸一枚で何から身を守れるというのかしら……）

　屋内に入っても特に上着を脱がなかったのは、シスター達を前にして気が変わったからか。ただでさえ寡黙な博物館、しかも空間を埋めているのは苛烈なシスターが二五〇人ほど。もしも空気のカッチリした画廊において全裸にボディペインティングで大はしゃぎできる人間がいたら、ある意味で尊敬する。下の極端な薄着を見たら、それだけで嚙かみ付つかれかねない。そんなタブーをひしひしと感じられた。オリアナはパピルスで内張りした銀色のジェラルミンケースを両手で抱えたまま、クロークの横を通る。

　裏うら稼か業ぎようの運び屋としては、意図して人の視線を移動させられる手法は重宝する。が、その辺も善よし悪あしで、必ずしもプラスに働くとは限らない訳だ。

　出迎えたアニェーゼ＝サンクティスはオリアナ本人よりもケースの方を注目したまま口を開いていた。

「それが？」

「そう、騎士ホレグレスからの依頼通りよ。『神威混淆デイバインミクスチヤ』、その一つ。モノはイシス＝デメーテルだったかしら。行き違いで大英博物館から流出してしまった切り札を、回収して再び返還する格好になるわね。詳しい取り扱いの説明については今ここで？」

「いえ、時間が惜しいので伝言ゲームの手間は省きましょう。ひとまずグレートコートまでお越しを。あなたの口から皆に説明してください」

「そうね」

　ミイラに使うのと同じ亜麻布の帯で要所を縛り付けたジェラルミンケースを抱えるオリアナは、重たい息を吐いていた。

「……あなたの口からお仲間さん達に説明するのは、少し酷かもしれないし」

　そこかしこに木箱や段ボール箱が山積みにされたドーナツ状大広間グレートコートは、二五〇名近いシスター達が集まっているのもあって、雑多で手狭な印象すら感じられた。

　皆の視線を受けて、人工ミンクのコートを着込んだオリアナはパピルスで内張りしたジェラルミンケースを足元へそっと置く。帯を解き金と銀を練り合わせた合金製の鍵を使って蓋を開けると、中に収まっていたのは無骨な殺人兵器とは無縁の、繊細な美術品だった。

　純金とダイヤ。

　それらを組み合わせて作られた、原寸大の、一輪の薔ば薇らだったのだ。

　その物体は見る者の魂を吸い寄せ、見ている端から印象を変化させていく。まるで引力を持ったロールシャッハ・テストだ。今の今まで運んできたオリアナ自身、目の前にあるのが薔ば薇らの花なのか、細くすがめるような一つ目なのか、早速区別があやふやになっていく。

「こっ、これが？」

　金髪二本三つ編みのアンジェレネが、ルチアの修道服をちょこんと摑つかんだまま身を乗り出していた。

「これが首都決戦兵装。無事に戻ってきたって事は、えと、その、じ、じゃあ、これさえあれば誰も失わずに済むんですよねっ？　ね!?」

「シスター・アンジェレネ」

　たしなめるようにルチアが言っても、猫背の小さな修道女は止まらない。事前に説明されていたであろう以上の期待を勝手に抱いてしまっている。暗に、死にたくないと言っているようなものだった。そしてそれは悪い事ではないとオリアナは考えていた。やはり、誰だって最初から末路の見えている救いようのない戦いを始めたい訳ではないのだ。希望があるなら摑つかんでしまいたい。それが本音なのだろう。

[image: ]

　しかし一方で、メガネのシスターは眉をひそめて、

「えと、先ほども尋ねていたのですが、本当に……こんなものが、ホレグレスさんとやらが言っていた逆転の切り札、ローラ様虎の子となる首都決戦霊装？？？」

「キレイよね、モノを見るだけなら」

　運び屋オリアナ＝トムソンもまた、憎まれ役となる覚悟を決めた。

　何をどう積み立てていくべきかを頭の中で浮かべてから、

「勝てるかもしれないわ。『神威混淆デイバインミクスチヤ』を、きちんと正しく扱う事ができれば」

　まず、結論から突き付ける。

　息を吞のんだのはアンジェレネだけではなかった。

「『最悪の時間稼ぎと比較的マシな時間稼ぎ』ではないわ。きちんと戦って、勝つ。首都ロンドンにまで押し寄せてきたクロウリーズ・ハザードと決着をつける。力だけなら、確かにあるでしょうね」

　常識の埒らち外がいにいる相手に合わせて、こちらも強大な武力を摑つかむ。

　後はその繰り返しのエスカレートに陥る。

　それが果たして本当に善き事なのかどうかについて、オリアナは敢あえて触れなかった。そんな正論、現実に追い詰められた少女達にとっては、あまりに空虚で無慈悲だ。

「唯一神を奉じるあなた達敬けい虔けんなシスター軍団からすれば考えられないかもしれないけど、まあ、遠い世界にはそういう考えもあるのだと仮定してちょうだい。……一つの神話一つの宗派を極めていくだけで真理の全てを理解できるようになればベストだけど、必ずしもそうなるとは限らない。この辺りの道の難しさについては、現実に、『魔神』と呼ばれる領域にまで踏み込めた魔術師がどの程度かを考えれば分かるわよね」

「……そもそも、魔術なんていう裏技、横道を使うつもりもありゃしないんですがね」

　二五〇名を代表するアニェーゼはもっと前の段階の間違いを正すように、苦笑交じりで訂正を入れてきた。オリアナはそこについては拘こう泥でいせず、

「ある程度は理解できる。だけど、途中にある抜け落ちが分からない。こういう問題にぶつかると、人は自分の持っている知識を無理矢理当てはめて理解に努めようとしてしまうの。これは、特に海や砂漠を越えた異文化・異宗教を翻訳しようとする時に発生しやすいわ」

　シスター達の反応は様々だった。

　純粋に希望を摑つかもうと食い入るように話を聞く者、すでに無理矢理でも心を固めた後なのだから今さら揺さぶらないでくれと拒絶気味な者、手を伸ばしてから振り払われるのを恐れている者……。それこそ人の数だけ全然違う。

　オリアナはわずかに思案し、コートの人工ミンクを指先でなぞり、自分の妖よう艶えんな肢体を軽く抱くようにしながら、

「例えば、そうね。東洋の島国、日本には荼ダ吉キ尼ニ天てんという神様がいるわ。狐きつねにまたがって現世を渡り、稲荷いなり信しん仰こうとも結びついて、多種多様な人の願いに応じるとされた便利な存在ね。ただし、大元のインドではこのダーキニー、狐きつねとは無縁の神様なのよ。本当はジャッカルを乗り回す死神に近い属性だったの。日本にはジャッカルなんて動物はいなかったから、似たような四足の獣を無理矢理当てはめて理解しようとしてしまったのね。しかも、狐きつねと関わる稲荷いなり信しん仰こうと関連付けられ、本式の『死を予言する神』とは全く違う役割の願掛けを担になう神様へと独自に変節してしまっている」

　穴埋め問題がある。１＋Ｘ＝Ｙ、ではＹを示す数字は何か。ここで、６と９は形が似ているからという理由でＸを決めてしまっては、出てくる答えは全く別物になるだろう。

　啞あ然ぜんとしたように、一つの神を奉じるアニェーゼは呟つぶやいていた。

「そ、それで大丈夫なんですか……？」

「普通はダメなんだけど、たまーにそれでもお構いなしに機能してしまうものがあるようね。乾電池の代わりに果物に電極差しても豆電球が光ってしまうようなものかしら」

　人の輪に混じって、ぴょんぴょん飛び跳ねながらイシス＝デメーテルを眺めようとしている子供のような（でもって負けず劣らず大きな胸を揺らしている事には気づいていない）エプロン装備のオルソラを見やりつつ、人工ミンクのコートを纏まとう運び屋はさらに説明を続けていく。

「事実として、エジプト神話にも結構歪ゆがみがあるわ。例えばスフィンクスのなぞなぞとか、地中海を渡ってやってきたギリシャ人から見た偏見や先入観がかなり盛り込まれているもの。そもそも今日のエジプト神話を読み解くにあたって重要な資料とされるロゼッタストーンはエジプト側のヒエログリフ、一般文字、そしてギリシャ文字の三つで構成されているわ。つまり、ここを出発点にして読み解いたエジプト文明は全て、『ギリシャ人の目』を通した解釈でしかないのね」

　イシス＝デメーテルと、オリアナは改めて切り札の名をゆっくりと発音していった。

　いいや、それだけではない。

「ラー＝ゼウス、オシリス＝ハデス、テフヌト＝アルテミス、ワチェット＝レト……。漠然と名前だけ言われても何が何やら取っ掛かりがないから、エジプト神にギリシャ神の名をあてがう形で、神の王には神の王を、冥府の支配者には冥府の支配者を……似たような役割を持つ自分達の神様を対応させて理解に努めようとしていったのよ。当然、見聞旅行から帰ってきたギリシャ人が本国で説明したのは、似ても似つかない怪物達の話へ変わっていった。……あの辺りの風土なのかしらね。のちのローマの時代に出た百科事典、プリニウスの博物誌だって、フェニックスとか何とか根拠の乏しい動植物が本当にその辺を飛び回っているものとして紹介されていたんだし」

　アニェーゼやアガター達としては、その辺りのねじれについては本筋ではないのだろう。最悪の時間稼ぎから、少しはマシな時間稼ぎに。そんなどうしようもない選択肢以外の、本当の戦いができるのなら……。今まさに押し寄せているクロウリーズ・ハザードをイギリスから、いいやひとまず首都ロンドンから押し返せればそれで良いい。たとえ、新聞配達のスクーターからエンジンを引っこ抜いてロケットエンジンと付け替えたようなゲテモノであったとしても、戦う力を確保するのが最優先だ。

　長身のルチアの背中に隠れつつ、そばかす少女アンジェレネが口を開く。

「今まで押され気味だったのは、『正しい取り扱い』ができていなかったからっていう話でしたけど……」

「それね。騎士ホレグレスも焦あせっていたのかしら。あるいは、彼の𠮟しつ責せきを恐れてミスを報告できない人達が勝手にやらかしたのかもね。無人のまま地脈に接続したって、大した力は出ないらしいのよ。平たく言えば、これ以外はほとんど無駄遣いで終わってしまったらしいわ」

　重たい息を吐いて、運び屋のオリアナはわずかに間を空けた。

　アンダーグラウンドの住人であったとしても、発言に躊ちゆう躇ちよする何かが待っている。

「ただ、リスクがない訳ではないわ」

　これだけ言ってもブレーキにはならないだろうとオリアナも理解していた。

　何しろ、現状黙っていれば全員で命を使い潰しての善戦でも時間稼ぎの駒にしかならない。何もできず、無為に踏み潰されて終わる確率の方が高い。そうなるくらいなら、どんなリスクを吞のんででも戦う力を追い求めてしまうはずだ。

「一番分かりやすいのは、ラー＝ゼウスの組み合わせかしら。エジプト文明では神と王は強く結びついていたわ。人の王たるファラオは最高神ラーの子だから、民衆は絶対従うように……という統治体制ね。まあ逆に言えば、不作や水不足などで民衆の生活が行き詰まると、人の手に負えない事態まで解決を期待されるようだけど」

　つまり、と人工ミンクを纏まとうオリアナはまだ何かを引き延ばそうとする口振りで、

「騎士ホレグレスの再計算で判明したんだけど……効果が大きい霊装だからと言って、街や土地に接続して大量の力を吸い上げるようなやり方は、本筋から外れるのよ。もう一度繰り返すわね。神と、王は、結びついている。エネルギーがどうこうじゃない、まず第一に、『神威混淆デイバインミクスチヤ』は人を求めているの」

　何が言いたいのか、じわりと伝わってきただろうか。

　リスクとは、これまでとはルールが別なのだ。これは命の問題ではない。

　もしもこれがアレイスター＝クロウリーなら、気にも留とめなかっただろう。むしろ『黄金』の基本にして真髄となる魔術の中には舞台演劇にも似た形で、各おの々おのの神官がエジプト神話を参考にした儀式を進めるものもあるほどなのだ。さらに言えば、レイヴィニア＝バードウェイでも、木き原はら加か群ぐんでも、マリアン＝スリンゲナイヤーでも、お構いなしだっただろう。むしろ『魔神』オティヌスは少しだけ気にしたかもしれないが、それでも絶対と呼べる条件ではなかったはずだ。

　だが、違う。

　ここに集まっているローマ正せい教きようの修道女達は、ただの魔術師とは事情が違う。




「平たく言えば、誰かがカラダを捧ささげてエジプトまたはギリシャの神として融合しない限り、『神威混淆デイバインミクスチヤ』イシス＝デメーテルの持つ真の力は発揮できない。さて、あなた達にできるかしら？　唯一絶対、十字教の神様を奉じるあなた達に」




　それこそ。

　それこそだ。アニェーゼやルチア達にとっては、その交換条件は錆さびた杭くいを心臓に打ち込まれるような衝撃だっただろう。

　たとえ痛覚や恐怖を数秒間だけ散らすとされる断頭金貨を握り込んでも、これだけは誤ご魔ま化かせない。

　死の恐怖の、さらに先にあるものだ。

「ここから先は……あなた達の『解釈』に任せるわ」

　オリアナ＝トムソンはゆっくりと息を吐いて、

「一応、フリーの立場から助言させてもらえば、歴史上ではいくつかの例外も見て取れる。例えば幕府の迫害がひどかった天草地方では、無数の仏像の中に神体を紛れ込ませるため、マリア観音なんていう言葉が出来上がった。聖ウィトゥスという聖者のルーツにはスラブの古い神のエピソードを取り込んだという説もある。あなた達の知る世界だけが、十字教の全てとは限らない。異なる文化、異なる文明を取り込んだとしても、必ずしも純度が下がるとも言い切れないのよ」

　きちんと、線を引けば。

　中心の軸さえ、失わなければ。

　だがもちろん、誰もが簡単に挑める選択肢ではないのも事実だ。だって、それで、ダメだったら？　生まれた時からずっとずっと守り続けてきた信仰を、棄すてた事になってしまったら？　他の誰かに糾弾されるのが怖いのではない、自分でそんな自身を認められるのか。促成栽培の理論武装など、ハンドメイドの防護服と同じだ。分厚いビニールシートをハサミで切って粘着テープで繫つなぎ合あわせて、そんなもの信用できるか？　ツギハギだらけでボロボロで、いつどこから目に見えない細菌や毒ガスが潜り込んでくるか誰にも保障はできないのだ。

　何な故ぜ、大英博物館に招集されたのは元ローマ正せい教きようだったのか。

　本来なら外と様ざまであるはずの元アニェーゼ部隊が、首都防衛の要かなめに据え置かれたのか。

　ロンドン全体の防衛設計を任されている『騎き士し派は』のホレグレス＝ミレーツによって割り振られたその答えを連想できないとしたら、よっぽど純粋かただの馬鹿だ。一番危険なドーバーに天草式や元ローマ正せい教きようが割り振られていったのと同じ。命令系統のてっぺんである英国王室を差し置き、間に一体いくつ挟んでいるかも分からないどこの中継セクションが決めたのかはさておいて、彼女達は、都合の良いい捨て駒として選ばれたのだ。

　ここを追い出されても、他に行く先がいない。

　そう分かった上で。

（……誰かが手に取れば、シスター達の精神的な支柱を折って集団を空中分解させてしまう）

　オリアナは危うく舌打ちしかけた。

　自分が必死に成し遂げた依頼の『意味』が、ここにきて悪あしき確信へと変わっていく。

（かと言って誰も手に取らなければ、この国難に際し非協力的だとして排斥する。どちらにしても、彼女達はここにいられない。戦争が起きた原因は誰も知らない。だけど、どうせなら利用しようと思う輩やからがいた……という所かしら。意外と小さいわね、ホレグレス。外と様ざまを除いて身内だけで国を固めたがる、典型的な選民思想の持ち主か）

　ずずん……ッ!!　という低い震動があった。クロウリーズ・ハザードか、あるいは対抗するためにイギリス側が何か仕掛けたのか。何にしても板挟みとなった彼女達は心を押し潰されていくだけだ。

　どちらにせよ、前提となる条件は変わらない。ホレグレスの罠わなに引っかかろうがかい潜くぐろうが、何にせよクロウリーズ・ハザードとの『戦争』の時は近づいている。

　今のままでは、みんななくなる。

　ヒトもモノも、修道女達が必死になってかき集めてきた存在が、全て。

　同じ女子寮で生活していたはずの神かん裂ざき火か織おりやシェリー＝クロムウェルなどは、何な故ぜか別の命令を与えられてこの場にいない。彼女達も彼女達で、頭の片隅で疑問を感じているかもしれないが、全てを突っぱねるほどの確信もないのか。

（……まさに裏目裏目よね、くそっ）

　きちんと成功させて、傷つけたくもない人を傷つける。まったく、やり甲が斐いのない仕事と人生だ。運び屋オリアナ＝トムソンは『いつもの流れ』に心の中だけで毒づいてしまう。

　重苦しい沈黙。

　そんな中、高級感溢あふれる人工ミンクのコートを纏まとうオリアナ＝トムソンの言葉だけが続く。

「そして当然、こんな選択肢もある。手に、取らない。『神威混淆デイバインミクスチヤ』イシス＝デメーテルをすっぱり諦あきらめて、別の方法に頼るの。正直に言って現実的とは言いい難がたいし、敵を倒す武器を放棄した事で石を投げられるかもしれない。だけど今のあなた達なら、目を背けてこの国から逃げ出す自由も残されているはず。そもそもあなた達にとってイギリスは仮の宿で、絶対死守というほどでもないでしょうしね」

　しかし、だ。

　天てん秤びんに二つの錘おもりを載せて、少なくともどちらか片方を選ぶ自由を与えた運び屋のオリアナだったが、彼女はもう分かってしまった。個々の事情は知らない。だが、二五〇名のシスター達は逃げない。全体的に真面目過ぎるのだ、生きる事に対して。信じていたローマ正せい教きようという組織に切り捨てられ、二〇億もの信徒から敵視された場合、オリアナならどう動くか。修道女などという立場を捨て、顔のない誰か、フリーな仕事人として市し井せいに紛れてしまった方が安全なのだ。だが彼女達はそうしなかった。全世界の三人に一人から恨まれるような極限の状況であっても、『ローマ正せい教きようのシスター』である事を決して捨てなかったのだ。

　アニェーゼ、ルチア、アンジェレネ、オルソラ、アガター、他にも大勢。

　修道女としての人生を貫いてきた事も、そんな自分達を受け入れてくれたイギリスという第二の故郷についても、どちらも譲れないのだろう。

　おそらくは、二五〇名の誰かが摑つかむ。

　ホレグレス＝ミレーツの罠わなに気づいていようがいまいが、どちらにせよ。

　真面目に生きていた少女達だからこそ、身に受けた恩からは逃げられない。

　そもそも彼女達を助けたツンツン頭の高校生はそんな風に縛るつもりはなかったかもしれない。だけどそんなのはお構いなしに、思惑は絡からまっていく。

　やがては。

　顔も出さない騎士が利用してやろうと考えてしまうほどに。

　一面から見ただけの正義、絶対的な尺度については、確かに一度はオリアナ自身追い求めた事がある。そのために学園都市を丸ごと敵に回した事さえ。善悪の線をきっちり引けば、解釈の違いなどから起きる悲劇を避けられると思ったから。

　しかし、実際にはどうだ？

　他者の手で一方的に押し付けられるだけの正義は、異を唱えるための窓口をあらかじめ全部潰してしまう。反論すれば悪とみなされる環境を整えてから犠牲を強要するようなやり口は、その時点で善の部分など残っているのか？

　上かみ条じよう当とう麻まは、どうだった。

　設定された善悪とは別の次元にいながらも、どこか一本の筋が通っているように見えたあの少年が打ち抜いたのは、かつてのオリアナのそういう部分だったのではないか。

（……やれやれ）

　オリアナ＝トムソンは誰にも気づかれないように、ゆっくりと息を吐いた。

　実はここに一つ、第三の抜け道がある。

『神威混淆デイバインミクスチヤ』イシス＝デメーテルは人間を求めている。しかしそれは、ローマ正せい教きようの修道女でなければならないという事にはならない。

　そう。

　元々フリーの立場の魔術師なら何も関係ない。アンダーグラウンド上等の運び屋自身が摑つかんでしまえば、魂が穢けがれるだの信仰が廃れるだの、そんな問題は論じる必要がなくなるのだ。

　ただし、

（……依頼の真意に気づいた辺りからろくでもない展開になるとは思っていたけれど、はあ、相変わらずの裏目裏目。どう考えても運び屋の領分を超えているわよね、これ。薄っぺらな偵察機が豆鉄砲抱えて最前線で列車砲と殴り合うだなんて、カテゴリエラーも良いいトコ。踏み込み過ぎて引ひき際ぎわを見失わないよう気をつけないと、ここで命を落としそう）

　そろそろ、一歩はみ出そう。

　運命を、役回りを変えていこう。

　そして結論が出た。




　女性らしいほっそりとした手が、黄金の薔ば薇ら、イシス＝デメーテルへゆっくりと伸びていく。
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　ぱんっ!!　という、何かが弾はじけ飛とぶような音が夜のロンドンで響き渡った。

　ワチェット＝レト。

　スクーターの座席の下から引きずり出した『神威混淆デイバインミクスチヤ』の一つ、純金とダイヤで組み上げられた精せい緻ちなハゲワシの装飾品を上かみ条じよう当とう麻まの右手が躊ちゆう躇ちよなく砕いた音であった。

　わあっ!?　と堅物で四角四面な女性騎士が絶叫する。

　レイヴィニア＝バードウェイもまた自分のこめかみを人差し指でぐりぐりしながら、

「英国の至宝」

「うるせえよ。何がミレーツ卿きようだくそったれ」

　もう言い訳なんか一個もなかった。

　しかしややこしいのは、ホレグレスの合理性に則のつとって『神威混淆デイバインミクスチヤ』を無事に回収し、身内からの犠牲を伴ってでもイギリスを守ろうとしていたはずのレイヴィニアもレイヴィニアで、呆あきれ果はてながらもどこか目元が嬉うれしそうな点だ。もちろん馬鹿正直に指摘するとメッチャクチャにされるので要注意である。

「……私とした事が、クロウリーズ・ハザードだの何だの『黄金』の大安売りにうんざりして不ふ貞て腐くされていたようだ。だがこれで、ようやくいつもの調子が戻ってきたかな」

「いっ、良いいのだろうかこんな事で……。確かにミレーツ卿きようの首都防衛計画には慈悲の心が足りないが、いやしかし」

「ふん、終わった事をいつまでもぐだぐだ蒸し返すな委員長」

「かく言う貴様も何な故ぜそんなにも嬉うれしそうなのだ？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　無言のレイヴィニアが女性騎士の首根っこを摑つかんで裏に連れて行った。ちょお待っそんな鎧よろいの隙間からダメそんなてこの原理でそれ絶対壊れぐわあーっっっ!!!???　という得体のしれない絶叫がエジプトの風が吹くロンドンに響き渡った。具体的にはあんな風にと指を差してやりたいがやっぱり説明のしようがない。メッチャクチャはメッチャクチャなのだ。要注意としか言いようがない。

　しょげて肩を落としながら戻ってきた（銀の鎧よろいやサーコートの嚙み合わせがどこかおかしい）女性騎士を見て、レッサーがちょっと青い顔で呟つぶやいている。

「……よくもまあ、『騎き士し派は』の精鋭相手にやりますねえ。どうせ天使の名前を星や数字に置き換えて色々力を引き出し今日こんにちのおはようございますにもエゲツナイ儀式の名残が根付いているのだー的な話になっているでしょうに」

「いや私のこれは汎用二五系指揮官派生モデルに過ぎん」

「へ、えへへえ。すでに色々エッセンスを分解して体系化も終わっちゃってます？？？」

　気になる事も色々あるが、今最優先すべきは一つだ。

　上かみ条じようはここではないどこかを見据えながら、

「運び屋は一組だけじゃないって話だったな。だったらとっとと大英博物館に向かわないと……。もうイギリス対クロウリーズ・ハザードなんてどうでも良いい。まったくふざけるんじゃあねえぞ真面目人間ども！　こっちはこんなえげつない人体兵器のパーツ取りを押し付けるためにイギリス清せい教きように預けた訳じゃあねえ!!」

「ちちち、ちょっと待ってくださいよう」

　まるで自分自身が𠮟られているように錯覚してしまったのか、頼まれてモノを運んでいただけのレッサーが涙目で慌て始めた。

「い、言ってる事は間違っていない『だけ』のミレーツ卿きようから『神威混淆デイバインミクスチヤ』を受け渡したからといって、必ずしも元アニェーゼ部隊の皆さんが手に取るとは限らないのでは？　だってコストとリスクを考えてくださいよっ、アレは人間と合体できれば誰でも良いいんです。シスターさん達が避けたってそこでおしまいじゃありません。信仰とは無縁の、そこの目つきの悪い魔術結社のボスみたいなのが名乗りを上げればそれで済む話じゃないですか！」

「……それじゃあダメなんだよ」

　上かみ条じようは吐き捨てるように呟つぶやいた。

　何やらむくれるバードウェイの頭をぽんぽん撫なでて、それが肩に乗っているオティヌスの頰を膨らませている事実には気が回っていないようで、

「とりあえず大切なみんなを守る方法がここにあります。あなたはそれを摑つかんでも良いし、摑つかまなくても構いません。……こんなのが自由か？　本当に自由に選べるか!?　そんな訳がねえだろ!!　いっそ絶対やれって押し付けられた方がまだしも突っぱねやすい。ああ、ああ！　そんなそこまで追い詰められる必要なんかどこにもない。でもあいつらは真面目なら真面目なほど逃げられない!!　だってそうだろ!?」

「とうま……」

「目の前で救いを見せつけられたら、そこでおしまいなんだ。俺もオティヌスに挑んだ時はそうだった。例えばトンネルや洞窟で生き埋めにされた時、誰か一人が小さな子供にお菓子を分けたとする。もうダメだろ？　みんながみんな、全員が全員、お供え物みたいに子供の周りは食べ物だらけにしちまうしかなくなる。名乗りを上げなきゃ自分が汚れたような気分になるから。半ば善意の強要じゃねえか。いったん流れができたら、自由なんかなくなるんだ。合理的な反論なんか誰にもできなくなるんだっ。実際にゃあ子供一人じゃ食べきれなくなっても、周りの大人達が餓うえて死ぬ羽目になっても、そこまで間違っても、『美談』ってヤツは人の心を吞み込んじまうんだよ！　そんな中で、計算が合わないからボクチンはお菓子をあげませんなんて言って一人で全部抱え込めるか？　できる訳ねえだろふざけんな!!」

　少年自身、何度も何度も死地へ向かっていった。

　中には学園都市やイギリス清せい教きようの思惑などに後押しされた事もあった。

　だけどそんな中で、上かみ条じよう当とう麻まは自分で考えて選んできたはずだった。裏ではどんな思惑があろうが、一人一人助けてきた人、止めてきた事件、それらに対して後悔する事はない。

「何が絶望的な戦時下の空気だ、ふざけるんじゃねえぞ……。こっちはアレイスターの命令なら何でも頷うなずくイエスマンじゃねえんだ、イギリスもクロウリーズ・ハザードも、どっちが勝つかなんてどうでも良いいんだよ。そもそも問題になってるのはローラだのコロンゾンだので、真面目な連中が戦いを強いられる必要なんかどこにもないんだ！　なのに文句を言えないアニェーゼ達ばっかり無茶を押し付けられて、人の命を粗末にする断頭金貨だけでも業ごう腹はらなのに『神威混淆デイバインミクスチヤ』なんてので心の中まで搔かき回まわされそうになって!!　許せるかそんなもの。ホレグレス＝ミレーツ？　計画的な首都防衛？　現場に顔も出さねえクソ野郎に、安心して預けた大切な仲間を使い捨て扱いされてたまるかってんだ!!」

　似ているようだが、全然違うのだ。

　アニェーゼ達を取り巻いているのは、分厚い透明な壁でゆっくりと押し潰されていくような、自由な選択とは無縁の何かだ。

「えいっ、何だこりゃ。エンジンかからないな、原チャリ初めてだけどっ、早く大英博物館に行きたいのにこれどうすんだ!?」

「ありゃ？　さっきまで普通にかかっていたのに……。例の銀の砂ですかね。中で何か焼き付きを起こしているのかも」

「そもそも視界不良に加えてうっすら降り積もった砂で路面は不規則に滑るし、例のエジプト化や戦闘で生まれた瓦が礫れきなんかであちこち不意打ちの障害物も多い。こんな難所じゃバイクどころか自転車でも事故を起こすぞ」

「ああっもう!!」

「人間、闇雲に走り出すなら標識くらい読め。大英博物館は真逆だよ」

　きちんと忠告を聞いて真面目にＵターンする上かみ条じよう当とう麻まはこう呻うめいていた。

「ろくでもない事になるぞ……」

　まるで予言のように。

「こんな目も眩くらむような救いをいったん見せつけてから、代替案がありますなんて話を持ち出してもみんな気持ちの悪い罪悪感にまみれるだけだ。絶対ろくでもない事になるぞ！」
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　古いアパートメントの屋上だった。

　クリファパズル５４５。悪魔の少女を吹き飛ばしたアレイスター＝クロウリーは何か切り替えるように両手を上へ挙げてゆっくりと背筋を伸ばしながら、

「さて、それではウェストミンスター寺院だ。教育者の真ま似ね事ごとも悪くないが、久しぶりに話しすぎた。ちょっと喉が痛い……」

「そンなに都合良く進むかね」

『観察』を続ける一方通行アクセラレータは、くだらなさそうに口を挟んできた。

「絶望的な戦時下の空気、断頭金貨？　悪たる誘導が途切れれば戦局は小康状態に陥る。本当に？　自分から混乱をもたらしておいて偉そォな口を利きく、ひねくれ者のオマエの口振りからすりゃあ、善や正義の横暴こそを嫌っているよォに見えたンだがな」

「……、」

「悪は滅びた。喜ンでる場合かよ？　今の今まで頭を押さえ付けられていた善や正義がどれだけおぞましく暴走するか、むしろ揺り返しのここからが本番じゃあねェのか？？？」




　　　　13




　そして。

　そして。

　そして、だ。




　ぽんっ、と。

　女性らしいほっそりとした手が、『神威混淆デイバインミクスチヤ』イシス＝デメーテルを摑つかんだのだ。




　フリーの運び屋、オリアナ＝トムソンは思わず息を吞のんでいた。

　彼女が驚いているという事は、彼女が摑つかんだ訳ではない。その一歩手前で、横から別の手が伸びてきたのだ。

「お」

　大英博物館でシスター達をまとめ上げていたはずのアニェーゼ＝サンクティスもまた、両目を真ん丸にしていた。いいや違う。彼女はあくまでも約二五〇名から構成される元アニェーゼ部隊のリーダーでしかない。いるではないか。同じローマ正せい教きようの出身者でありながら、元アニェーゼ部隊ともまた違うシスターが。

「オルソラ＝アクィナス!?」

　何な故ぜ、こんな事になったのか。

　一歩間違えれば自分自身が守り続けてきた信仰を捨てかねない、ギリギリにまで自らを追い込む選択肢を選んだのか。

　あくまでも、いつも通り。

　たおやかな笑みを浮かべながら、選択者はこう明言した。




「だって、私には皆様と違って直接戦う力はありませんから」




　陰りなど、一つもなかった。

　おそらく彼女は誰よりも本音と向き合った。

　であるからして、オルソラ＝アクィナスは迷わなかった。




「『リスト』に載る事もできない私にも、何か一つでも皆様のためにできる事があるとしたら。本来なら何の役にも立たない私の手で、皆様の命や人生を守れるのでしたら」




　歪ゆがんでいく。歪ゆがんでいく歪ゆがんでいく歪ゆがんでいく。

　何かが。

　絶対に冒してはならない何かが。




「まさしく善き事、迷う必要など一つもないではございませんか」




　ことここにきて。

　あるいは、とある『選択』を外から眺める立場になって。

　ようやっと、アニェーゼやアガター達は根本的な歪ゆがみと直面する。誰も、そんな事は言っていないのだ。どこにも、やらなければならないなどという強制力は存在しないのだ。にも拘かかわらず、真面目な人から搦からめ捕とられていく。誰も糾弾していない己の罪と向き合って、弱さに押し潰され、そして誤った正義感や自己犠牲によって分かりやすい方向へと流されてしまう。

　誰だって、格好良く生きたい。

　美談や感動を生み出す側に立ちたい。

　似合わなくても、不釣り合いでも、分不相応でも。




『どじゃーん、皆様、お夜食を作って参りましたよー』




　その、いつもと変わらない声色と笑顔を保つために、優しい彼女がどれだけ自らの心を潰してきた事か。目前に迫る死の匂いにピリピリしている中、アニェーゼにはにこやかな笑顔と共に料理を差し入れしてくるなんて選択肢は選べなかった。だけど、それができたオルソラだって、しれっと流せていたとは限らない。

　衝撃を、受けていたかもしれない。

　染まってはいけない何かに、魂を侵食され始めていたのかもしれない。

　多数決なんてどうでも良いい。

　時代や空気なんて構う必要なんかない。

　殺す事が前提のアニェーゼと穏やかな日々を守りたいオルソラ。どちらが正しいのかと聞かれたら、平和的に安寧を説くオルソラ＝アクィナスの方が、どう考えたって絶対的に正しいはずだったのに。




『そう、で……ございますね。静かな夜というのも悪くはございません』




　それでいて、オルソラ＝アクィナスは聡そう明めいな人だ。

　不自然な笑顔と共に未来について語るアニェーゼに、たったの一つの違和感も覚えなかったとでも侮あなどるつもりか。

　そして死と全滅へ傾いていくアニェーゼ達を見て、女子寮でみんなの健康に気を配ってきたあの優しいオルソラが、何も感じないと思うのか。

　何もしないと。

　黙って見過ごすに決まっていると、何な故ぜ言える？

　あなただけでも穢けがれを知らずに生き延びて欲しい。そう笑って死地へ赴こうとするシスター達を眺めて、優しい優しいその人がたったの一度も唇を嚙かまなかったと言えるのか。表に出ていたアニェーゼ達の知らない所で、どれだけ悩み、苦しんで、のた打ち回っていた事か。少しくらい頭になかったのか!?

（……あ……）

　人間が同じ人間を、いいやどんな形の生き物であれ、相手を狙って傷つけ殺すのには相応の『力』が必要になる。部屋の中でゴキブリを見つけても、スリッパで叩たたけない人だって多いだろう。それはたとえ、あのおぞましい侵略者のクロウリーズ・ハザードであったとしても当てはまる。死の恐怖を乗り越えて相手の命を奪うには、敵対教育や反復学習などで精神的なリミッターをどう解除するかの方が重要になってくるくらいだった。

　オルソラ＝アクィナスには、無理だろう。

　少なくとも、こちらから攻め滅ぼす戦争については。

　元々、戦いを嫌う気質のシスターだった。どれだけ殴られても蹴られても、人を殴る側に回るよりはマシだと考える人のはずだった。それでも。それでも、人はやはり流されてしまうのか。大切な人が傷つけられて第二の故郷が蹂じゆう躙りんされていく中、武器を取る事のできない自分自身に対し、わずかな棘とげも感じてこなかったとは限らないのか。

　あるいは。

　逆に、守るための戦いなら？

　武器を持って立ち向かわなくては、大切な人も居場所も全て奪われてしまうとしたら？

　オルソラ＝アクィナスにとって、大局なんてどうでも良かった。ローラ＝スチュアートが何な故ぜいきなり消息を絶ったのかも。どうして呼応するようにクロウリーズ・ハザードが押し寄せてきたのかも。北ほつ方ぽうスコットランド方面へ戦略的撤退を決めた上の人間に、果たして具体的な反攻作戦の絵図が描けているのかも。

　ただただ、当たり前の風景を守りたかった。

　あの女子寮と、そこに住む皆を助けたかった。

　正真正銘、それだけだった。

（ああ）

　目を覆いたくなるような現実があった。

　全ては裏目に出てしまったのだ。

（ああっ！　ああああ!!　彼女は、シスター・オルソラは、冗談でしょう。私達を助けるために……ッッッ!?）




　いや。

　いいや。




　そこで。

　何な故ぜだか急速にアニェーゼ＝サンクティスは己の心にブレーキがかかるのを感じていた。後悔にまみれた己の心の大部分とは別に、何か、シビアな戦闘マシンとしての自分が危険信号を放っている。このまま流されるなと。引きずられ、涙を流して、私も私もと雪な崩だれ込こむんじゃないと。それでは何も摑つかめない、と。

　美談や感動は横に置け。

　真実を見据えろ。

　おかしい。

　警鐘はアニェーゼの頭の片隅からどんどん広がっていった。手の中で思わず強く握り込むと、何かが歪ゆがむ感触があった。そこにあったのは断頭金貨。違う。今となってはどこにでも転がっているような、単なるビール栓でしかない。

　オルソラ＝アクィナスの選択。表面張力いっぱいに水を張ったコップから、こぼれるように摑つかんでしまった人殺しの兵器。

　だけど、だけど、だけど、だ。

　今の、揺らぎ。

　善悪の天秤、そのわずかな傾きは……一体何に起因するものだ？

「だめ……」

　アニェーゼ＝サンクティスは思わず呟つぶやいていた。

　これは、彼女の選択ではない。

　何をするにしても胸元の十字架を握り締め、食前には必ずお祈りを捧ささげてきたオルソラ＝アクィナスが、安直極まりない力など求めるものか。

　絶対に何かがある。こんな簡単に捨ててしまうはずがない!!

　オルソラが同じ組織の所属か否いなかなど関係ない。この場の誰もが思っている。もはや枠組みなど関係なく深い繫つながりがある、絶対に切り捨てられない一人であると。

　しかし、想おもいだけではどうにもならなかった。

　彼女は幻想殺しイマジンブレイカーを宿す上かみ条じよう当とう麻までもなければ、一〇万三〇〇〇冊以上の魔道書を記憶するインデックス、そして近代西洋魔術の全てを創ったアレイスター＝クロウリーでもない。

「だめェェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」




　叫んだ所で、一度実行された『選択』は覆くつがえらなかった。

　ガカァッッッ!!!!!!　と。ある修道女を中心に、眩まばゆい閃せん光こうが撒まき散ちらされた。

　イギリスを支える大切な柱、確かな良心が一つ、折れたのだ。








行間　三









「……、」

　丈の短いニットワンピを纏まとった少女、絹きぬ旗はた最さい愛あいは分厚い壁を見上げていた。

　学園都市は止まっていた。

　あれだけ窮屈だった『壁』の外に立っている。あんまり実感が湧かない。

「おい絹きぬ旗はた、そろそろ宿を探さない？」

「へいへい、と」

　後ろから声を掛けられ、絹きぬ旗はたは振り返った。

　待っていたのは麦むぎ野の沈しず利り。学園都市の第四位、という肩書きもいつまで通用するのやら。絹きぬ旗はたは両手を細い腰に当て、何やら感慨深げに呟つぶやいた。

「いやあ、それにしても……超減りましたねえ」

「まあね」

　フレンダ＝セイヴェルン、浜はま面づら仕し上あげ、滝たき壺つぼ理り后こう。

『アイテム』という枠組みに収まっていた人達はいなくなった。今では絹きぬ旗はた最さい愛あいと麦むぎ野の沈しず利りの二人きりだ。

「終わっちまえばこんなもんか。フレメアのヤツも手を離れたし」

「ま、無レ能ベ力ル者０についてはそのまま野に放っても産業スパイなんかに狙われる心配はありませんからね。薬やく味み久ひさ子こ辺りの『人的資源アジテートハレーシヨン』プロジェクトが外に洩もれる恐れもないでしょうし。かえって学園都市の中にいるより超安全なんじゃないですか」

　むしろ、『個人的な恨み』をしこたま抱えた絹きぬ旗はたや麦むぎ野のと一緒にいた方が流れ弾が当たるリスクが大きくなりそうだ。

「今日はどこにします？　カラオケボックス？」

「意外と防音が雑だからパス」

「マンガ喫茶とかネット喫茶とかは超どうでしょう？」

「なんかジャンクばっかりだなお前」

「根っこがゴージャスな麦むぎ野のに任せるとどこぞのリゾートホテルの最上階とかになっちゃうでしょ。そういうのの方がすぐに超飽きますって。ハンバーガーや牛丼がいつまで経たってもなくならない理由を考えてください。人間は、ちょっとくらい雑な方が馴な染じみは良いいんです」

「そう」

「てか、色々大丈夫なんですか。カラダのメンテ関係とか」

　ここで絹きぬ旗はたが言ったのは、美容やエステの話ではない。義眼に義手。それからファンデーションの裏に隠した、全身の火傷やけどの治療痕。そうした人工物についてだ。

　麦むぎ野の沈しず利りは生身と区別のつかない指先を軽く動かしながら、

「おそらく、普通の体よりは耐用年数は長い」

「そうですか」

　適当に言い合う絹きぬ旗はたや麦むぎ野のは、特に国外脱出など考えていなかった。日本は島国だ。船なり飛行機なり、外国へ行くには何かしらの乗り物に乗る必要がある。あっちこっちから恨まれている自覚のある側としては、迂う闊かつにこうしたものを利用して海の藻も屑くずにされるリスクは可能な限り避けたい。どうしても脱出しなくてはならない事情があるなら話は別だが、国内か国外か、特に理由がなければわざわざ余計なリスクを背負い込む必要も感じられなかった。

　高飛びしたふりをして現場に留とどまる……というのも、逃走犯の常じよう套とう手しゆ段だんではあるのだし。

「そういやここ、超何でしたっけね？」

　ふと、絹きぬ旗はた最さい愛あいが大きな空き地を眺めてそんな風に言った。

　麦むぎ野のはあまり興味がないようで、

「さあ？　なんかの教会の建設予定地とかじゃなかったか」

　うー、んー？　と絹きぬ旗はたは細い顎あごに人差し指を当て、ひとしきり記憶の引き出しを開け閉めして、ようやく答えを見つけ出した。




「ああ、そうそう。オルソラですよ、オルソラ教会。なんか神の教えをたくさんの地域に広めて回った功績とかで、シスターさんの名前がつけられる予定じゃありませんでしたっけ？」








第四章　クロウリーが一番嫌いな物　Justice.









　　　　１




　ところで浜はま面づら仕し上あげが大ピンチだった。

「おわーァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　無事にメガネのシスターさん達を送り、大英博物館の真ん前に盗んだ四駆を停とめたまんまボケッとしていたのが運の尽きだったのだ。いつまた彼女達が車を必要にするか分かんないので待機していた部分もあるのだが……まさかいきなり純白の神殿じみた博物館の内部から凄すさまじい閃せん光こうが噴き出して、窓という窓が片っ端から砕けていくとは思わなかったのだ。正直に言って、冗談抜きに爆発したかと思った。とっさに助手席の恋人、滝たき壺つぼ理り后こうにしがみついて押し倒す。

　何だ？

　一体何が起きた？？？

「はまづら」

「う」

「はまづら。胸が苦しい」

　少なくとも二人揃そろって焼け焦げたスクラップの中で骨までバラバラに吹き飛ばされた訳ではないらしい。ようやっと意外と大きな胸元からずぼっと顔を抜いた浜はま面づらは、未だしがみついたまま恐る恐る車外へ視線を投げる。

　少しでも情報を求めて安心しようと思ったのに、何かと目が合った途端に浜はま面づらはおかっぱ頭を上から摑つかんだ。そのまま強引にでも体を沈める。

　盗んだ車は助手席のリクライニングがぶっ壊れていたのか、レバーをいじったつもりもないのに勝手に後ろに倒れていった。

　後部座席にいたミニチャイナと全身包帯がこちらを覗のぞき込こんでいた。

「ちょっとー、本格的にサカるならわたし達を払ってからにしてくんない？　言ってくれればテキトーに時間潰してくるからさあ。大体四五分一本勝負くらいでイイよね。ばっちいから車内は全部消毒しておくのだぞ？　匂いもな!!」

「あらダメよアバズレ、見せてくれるというのならしっかりギャラリー役として協力してあげないと。ねえ、そういうのが燃えるんでしょう？」

　お上品に片手を口元に当てて微笑ほほえむネフテュスだが、こいつもこいつでどっこいどっこいだ。そしてクソ野郎どもの言い分なんぞいちいち答えている余裕もなかった。

　注目は、車外。

　まずい。

　あれは、何だか、とてもまずい。

　今さら遅いかもしれない。びぢっ、びぢぢっ、と。素足のまま銀の砂が吹きすさぶ外の街を歩いているからか、いいや、彼我の距離を考えればそれでも聞こえるはずのない音が、車のガラスを通してでも耳に入ってくる。四駆は横づけした状態だ。隠れたまま助手席側のドアを手で開けて、車自体を盾にする格好で滝たき壺つぼと二人降りていく。醜くても良い、正直に言う、『魔神』達まで手が回りそうにない。

　麦むぎ野の沈しず利り、とはまた違う。

　あの恐怖は……見えない。

　毒グモや肉食恐竜が真正面から迫ってくるのとは別種。箱の中に手を入れてください、確定でまずい事が起きます。そんな、形が見えず名前をつけられないからこそ分厚い壁のようにのしかかってくる、どうしようもない恐怖。

「冗談じゃっ、冗談じゃねえぞ……。たまに慣れない人助けやったらこれだ、あのシスターさん達中で一体何やってやがったんだっ」

「はまづら。後ろの席になんか乗ってなかったっけ？」

「さっきの包帯女とミニチャイナか？　ああもうっ」

　一度は自分で切り捨てたはずなのに、どうしても振り切れない。これは勇敢ではなく、弱さからくる行動だと分かってしまう。浜はま面づらは車の傍そばでうずくまったまま四駆のドアをコンコン叩たたく。こっちはこれだけでも心臓が大暴れなのに、対して気軽な調子で後ろのドアが開かれた。ネフテュスに娘ニヤン々ニヤン。ヤツらは服装と一緒で常識が足りないのか、頭を低く下げる様子もない。せっかくの四駆も遮しや蔽へいになっていなかった。おかげで悪目立ちも良いい所だ。

「（ばかっ、窓越しに見つかるぞ。ちょっとは頭を低くしろ!!　うわあ下から見上げると改めてすんごいなアンタ達!?）」

　バカが余計な一言を足した所でピンクジャージにセーターの滝たき壺つぼから頰をつねられ、ネフテュスと娘ニヤン々ニヤンの二人から面白半分で顔を踏まれた。

『魔神』達はのんびりしたものだった。丸っきり観光気分。リゾートホテルが主催するナイトパレードでも待ち望んでいたような口振りだ。

「始まったね、ネフテュス」

「ええ、始まったわね。娘ニヤン々ニヤン」

　いい加減に怪け訝げんで頭が埋まっていく浜はま面づら。

　そういえばこの二人は、ロンドンの街で猛威を振るっていた石柱や巨大ワニを見た時もはしゃいだ声を出していたが……？

「ぶほっ、ぷはあ！　な、何だよ、ご自慢の『魔神』達がアレと戦って追っ払ってくれるのか？」

「……やらかしちゃっても、良いの？」

「ダメよ娘ニヤン々ニヤン。彼が知識不足なのは一目で分かるでしょう？　ここで望む言葉を引き出しても、言げん質ちを取った事にはならないわ」

　束つかの間ま、赤身の肉の塊を目の前に投げ込まれた百獣の王のような空気が漂う。

　ただし。

　それも長続きはしなかった。

　前世紀末にノストラダムスの予言が外れた瞬間、特大のイベントを見逃した人々の胸に去来したのはこんな気持ちだったのだろうか。何も自ら破滅を望んでいる訳でもあるまいに、どこか拍子抜けのように全身包帯のネフテュスが肩の力を抜いて息を吐いたのだ。

「やっぱりダメね。あの娘、こちらには興味がないみたい」

「あのこ……？」

　言われてもピンとこない。

　確かにぶっ壊れた正面玄関からひたりひたりと出てきた『何か』と目が合ったはずだが……果たしてアレは何だった？　あのこ、などと呼ばれるような尋常なモノだったか？　浜はま面づらがいくら記憶の引き出しをひっくり返してみても、もはや細部が出てこなかった。目が合った、という恐怖しか残っていない。

「きもちわるい」

　普段は無表情な滝たき壺つぼが、浜はま面づらの腕の中で呻うめいていた。

「ノイズがひどい。ああして近くにいるはずなのに、信号がおかしい。方向が分からなくなってくる……」

「ああ。なんか現世に興味がないかと思ったら、ひょっとして繫つながるタイプの人？　だとしたら今はチャネらない方が良いいよ。神としてもまともじゃないんで、通常のトランスじゃ手に負えない。破損ファイルを読み込むようにハードウェアを傷つけられちゃうリスクもあるし」

　気軽な調子でミニチャイナの娘ニヤン々ニヤンが意味不明な事を口走っていた。

　何かが。

　よじれるような感覚が、浜はま面づらの眉間にもあった。ギリギリまで近づけられたアイスピックの先端が、ゆっくりとゆっくりと、よそへ逸そらされていくのにも似た感覚だ。

　きちきちきちきちきちきちきち、と。

　みぢみぢみぢ、と。

　……何かが、どこかに、立ち去る。

　分かっている事なんか何もない。油断なんてできなかった。意識を集中しないと、雪な崩だれ込こむ安あん堵ど感かんだけでブラックアウトに陥りそうだ。今さらながら、浜はま面づらは自分がどれほど分厚い緊張にさらされてきたか思い知らされる。もう一度なんて、絶対無理。蜂の針は二度目の方が恐ろしいのと同じく、骨身に沁しみたからこそ、再挑戦なんて考えられない。その可能性を思い浮かべただけで、強烈なアレルギー反応が出てきそうだ。

　対して。

　わざわざ自分の妖よう艶えんな肢体を釣り餌の代わりに大きくさらしたのに、ネフテュスは相手にされなかった。彼女はその全身包帯と褐色の肌には全くそぐわない、ある種小さな子供のように唇を尖とがらせて言い放ったのだ。




「アレイスター＝クロウリー。連合王国の敵の殲せん滅めつにしか、興味がないみたい」




　　　　２




　どこからだって、始まりの閃せん光こうは見て取れた。

　それを目撃しただけで、魔術に疎うとい上かみ条じよう当とう麻まにも分かってしまった。

　これまでの石柱や巨大ワニとは、圧倒的に違う。本物、という言葉が頭に浮かぶ。どれだけ全力で走っても、まだ大英博物館には届かない。間に合わなかった。上かみ条じよう当とう麻まは歯を食いしばる。危険性は分かっていたのに、止める事ができなかった。

　突然の閃せん光こうに脅おびえたアフリカゾウが暴れ回り、どこかの壁へ頭から激突していく。

　途端に頭上からレンガの瓦が礫れきが降り注いでくる。

　そこらのバイクよりも大きな破片を、さらに真上から一直線に砕く別の影があった。自由気ままにホウキへまたがっているのは、

「勝手に死ぬなよ。君はその右手の価値についてもう少し考えてみた方が良いい」

「テメェアレイスター!!　どんだけ人の心を追い詰めてんだ馬鹿野郎ッ！　アニェーゼ達は何手に取ったか分かってんのかっ、守る側が殺しの背中押してどうすんだ!!　全部終わったら真面目に尻を引ひっ叩ぱたくからなあッッッ!!!!!!」

「正直やり過ぎたとは自覚しているが、変態を舐なめるな。それではご褒ほう美びにしかならないぞ」

　とんっ、と気軽に地上へ足を置いた銀の少女へ目を剝むいたのは、馬上の女性騎士だ。

「アレイスターだと!?　これがっ、ええと……あう、こんなのが？？？」

「ようやっとまともなリアクションがあって嬉うれしいよレディ。ちなみにドーバーの浜辺でも一度君達を救っているはずなのだがね」

　上かみ条じようとオティヌスは揃そろって遠い目をしていた。自分からクロウリーズ・ハザードをばら撒まいておいて何言ってやがるの顔であった。

「あれ『黄金』の始祖でしょ？　あなた何とかしてくださいよ！」

「知るかあんな変態、私はさっさとよそへ行くっ」

　そして公僕が職質に夢中になっている隙に、レッサーやレイヴィニアといった本気の犯罪者達は距離を取ってしまったようだ。いつの間にかいなくなっていた。

「（魔術結社でありながら最新科学もかじる『明け色の陽ひ射ざし』か。……ある種、私の欠片かけらを最も色濃く継承していると言えるのかね）」

「何だっ、おいバードウェイ達どこ行った!?　アレイスターテメェも止めろよ！」

「なぁに、善き変態に育ってくれる事を祈っているよ」

「すごく評価に困るコメントをありがとうだけども……ッ!?」

　先ほどまでアパートメントの屋上には『別の影』も併走していたようだが、そちらは上層で留とどまるようだ。別行動になっても銀の少女の方も特に拘こう泥でいせず、

「『神威混淆デイバインミクスチヤ』についてはこちらでいくつか破壊しておいた。分かっているだけでラー＝ゼウス、オシリス＝ハデス、それからテフヌト＝アルテミスもか」

「こっちはワチェット＝レトとかいうのだ」

「躊ちゆう躇ちよナシかね、相変わらず良質だな。このクロウリーに褒められるのが果たして善き事なのかどうかはさておいて」

「とうま。ギリシャとエジプトの作為的な混同は全部が全部奇麗に対応している訳でもないんだよ。これってほら、ギリシャ人が主要な神を当てはめて一応の納得を得られればそれで良いい対応表だから。そんなに無尽蔵にストックがある訳じゃないかも」

「……ふむ。残っているので危ないのは、イシス＝デメーテル辺りか」

「モノ自体はどうでも良いい」

　上かみ条じようは吐き捨てるようにして、

「……正直な話、誰がなったと思う？」

「そればっかりは何とも。諦あきらめる心は人それぞれだ。実際に『診て』みるしかないな」

「府蘭フラン頼む。俺達もなるべく現場へ急ぐから、先に上から観察してくれないか？　元アニェーゼ部隊の誰が組み込まれていったのか知っておきたい」

「です。……あの方向は政治の中心からやや外れた辺り。大英博物館とかなのです。そう、ウサギグレイのホルマリン漬けを目もく論ろむ連中の、ぶるぶる……」

　ふわりと自前のバルーンで夜空を舞うウサギアンテナの少女といったん別れ、上かみ条じよう達たちも爆心地へと駆け出していく。わっわっ、と慌てているのは銀の鎧よろいにサーコートの女性騎士。上かみ条じよう、府蘭フラン、さらにはレッサー達。あっちこっち散り散りに動き始めたので、どこを馬で追うべきか混乱してしまったのだろう。はっきり言うが、ついてこない方が安全だ。

　大英博物館まで保もたなかった。

　異変は、もっと早く顔を出してきた。

　ロンドン全体を蛇行しながら横断していくテムズ川には、大小さまざまな橋が架かっている。戦闘の過程なのか、何かの罠わななのか、途中から落ちているものも珍しくない。そんな中、まだ生き残っている鉄橋があった。

　特徴的な観覧車のすぐ近く。ビジネスや住宅街の色が強いウォータールー駅前から、国会議事堂や国儀にも使われるウェストミンスター寺院など政治の中心地を繫つなぐ、テムズ川に架かった一本の橋。

　その中央に、何かがあった。

　一瞬、立てつけの悪い夜空から外れた星がそのまま落ちてきたのかと錯覚した。

　信じられないものを見る目で、上かみ条じよう当とう麻まは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。




「……おるそら、あくぃなす……？」




　正直。

　正直だ。

　ローマ正せい教きようのシスター達の誰かが摑つかむと言っても、偏りは考えていた。例えばアニェーゼやルチアのような、戦闘向きで苛烈な一面を持つシスター達などだ。それならまだ、目の前の状況に眩暈めまいを覚えながらも納得できたかもしれなかった。

　だが違う。

　これは違う。

　あまりにもブレていた。軸を見失っていた。慈善の旗を掲げて世界中の貧困地域を巡る非営利団体が、実は人身や武器の売買に手を染めた戦争屋だった。そんな、本当の本当にどうしようもない、分かってしまっても苦しいだけの事実を突き付けられたような衝撃が胸のど真ん中を叩たたいてきた。

　呼吸困難に陥りながら、それでも上かみ条じようは必死になって吞み込もうとする。

　そうしなければ前へ進めない。

　囚とらわれてしまった修道女を助けられない。

『神威混淆デイバインミクスチヤ』その一つ、イシス＝デメーテル。

「エジプト神話のイシスは生と復活の女神だ。特に一度は悪神セトに殺害されたオシリスを呼び戻したリカバリーと、のちにセトを討つホルスを産み落とした功績で知られている」

　少年の肩に腰掛けている『魔神』が、同じ神の側として耳元で囁ささやいた。

　片目を捧ささげて叡えい智ちを獲得した神は、いっそ冷酷なほどの観察眼を誇る。

「一方でギリシャ神話のデメーテルは春の女神。ペルセフォネの母で、彼女の許しがなければ地上のあらゆる芽は出ないとまでされる、農耕の支配者でもある。この二柱がどのように攻撃へ転化されるかはさておいて、ひとまず偏見に満ちた想像力のたくましい日本人に言えるのはこれだけだ。……ベースがエジプト関係だからと言って、熱砂で埋め尽くされた乾いた世界を治める女神という短絡的なイメージは捨てろ。足元をすくわれるぞ」

　元々あったはずの、ローマ正せい教きよう式しきのシスター服はどこにもなかった。きめ細かい白い肌は直接ロンドンの夜気に触れている。禁欲の象徴だった黒い修道服がなくなった事でこれまで隠されてきたグラマラスな肢体はこれでもかというほどさらけ出されている。身を包んでいるのは、幅広の白い絹や純金の飾りだけ。右手首には黄金の腕輪があった。エジプトらしいと言えばエジプトらしいのだが、果たしてこの感覚は本物か。あるいは、地中海を渡ってやってきたギリシャ人が勝手に思い描いたエジプト神官でしかないのかもしれない。同じく、外から眺めた日本人の感性では、正解不正解など決められるはずもなかった。

　とにかく歪いびつ、嚙かみ合あわない。

　クレオパトラだと自己紹介しているのに、まさかの金髪美女が舞台に上がってしまうような。

　最低限裸身を覆う白い絹と純金の飾りの他に、その背に巨大な輪があった。黄金とダイヤが複雑に絡からみ合あう豪ごう奢しや極まる花輪は、それこそ神の肖像が背中に負った後光や光輪のようにも見えてくる。

　唯一の名残は、胸に下がった十字架か。

　月明かりを浴びてギラリと輝くその象徴も、今となってはあまりに細く頼りない。

「どうしてだ……」

　悪に染まってしまったのなら、まだ理解はできたかもしれない。

　だが異なる系統の正義に染まっていく事は、こうまでおぞましく見えるのか。

「どうしてよりにもよって、お前が手に取った!?　オルソラぁぁぁ!!!!!!」

　対して。

　対してだ。

　ワンテンポ遅れたような、気持ちの悪い間があった。神官と踊り子を足して二で割ったような装束を纏まとう美女そのものよりも、背に負った巨大な光輪の方が先んじて不気味に蠢うごめいている。そうして彼女は大きな胸の前で二つの掌てのひらを合わせ、わずかに首を傾かしげて、にっこり微笑ほほえんだ。

　オルソラ＝アクィナスは言った。




「あらあら。またお会いしましたね、上条さん」




　戦闘開始の合図としては。

　あまりに歪いびつ、絶対にありえない文言であった。

　しかし現実として、ロンドンの風景全体が歪ゆがむ。巨大な鉄橋の左右であった。黒々としたテムズ川の水みな面もを割って、複数の極彩色が飛び出した。一本一本がオルソラの胴体よりも太いそれらは、得体のしれない南国の蔓つるだ。複数絡からみ合あった七色の塊は、もはや首長竜。しかも一つに留とどまらず、鉄橋の両脇からいくつもいくつも飛び出してくる。

　厳密には首長竜そのものではない。

　あくまでも南国を思わせる極彩色の植物の寄せ集め。ただし相手が植物だからと言って、全く無害で脅威を感じないかと言われれば、全然違う。

　大おお顎あごが、あった。

　首長竜を思わせるしなったシルエットのあちこちに、楕だ円えんの塊がぶら下がっていたのだ。それらはアイアンメイデンのようにがばりと開き、禍まが々まがしい棘とげや杭くいを見せつける。

　大型トラックすら丸まる吞のみできそうな脅威の正体は、

「う」

　ハエトリソウ。

　ビルや鉄塔のように伸び上がったのは、極彩色の塊を飴あめ細ざい工くのように練り上げて作り上げた、巨大極まる食虫植物だったのだ。

「うォォあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　右手の幻想殺しイマジンブレイカーで合わせるなどと、悠長な事を言っている場合ではなかった。

　身を投げ出すような格好で左右から次々と七色の食虫植物が雪な崩だれ込こんできた途端、甘い香りと共に、まず鉄橋の方が重みに耐えられずあっさりと砕けて落ちていく。

　現代建築、鉄筋コンクリートの信頼性など、もはや砂糖菓子にも劣る。

「とおっ」

　何とも間の抜けた声と共に、大きなバルーンにぶら下がったパーカービキニの府蘭フランが拾ってくれなかったら黒々としたテムズ川まで真っ逆さまだったはずだ。今となっては何が蠢うごめいているかも予測不能な、冥府と化したその川へと。

「うわ、わあっ!?」

「ぐう……」

　上かみ条じようの叫びに合わせて、まるで頭痛をこらえるように肩のオティヌスが呻うめいていた。

「……何だ、このイメージは？　どこから刷り込まれた。流線の芯に絡からみ付つく螺ら旋せん。右に二周……？？？」

　その道具に実体はあるのかないのか。

　絵本の中の魔女のように、ホウキにまたがるアレイスターが気軽に声を掛けてきた。

「ブドウとオリーブだよ。細かい法則性までは摑つかみかねるが、いかにもギリシャ向けの記号だな。……本当に古代ギリシャの時代にブドウが地中海を渡ったのかは疑問だが、まあ、狐きつねとジャッカルのようなものかな。ギリシャ人から見た理解や納得の話なら構わんのだろう」

「っ？」

「それより気づいているかね？」

「何がだ!?　状況は最悪って事以外に何にも分かっちゃいねえわ!!」

「それだけ把握していれば結構。確かに今までの『神威混淆デイバインミクスチヤ』とは脅威度のケタが違う。正しい接続を果たしたからではあるだろう」

　だが、と銀の少女は大仰に区切って、

「そこではないのだよ。見た目が派手なだけの春の恵み、極彩色の食虫植物なんぞに目を奪われるなよ。問題の核、押さえておくべき重心は別にある」

「？」

　バルーンの紐を必死で摑み、訝いぶかしんでアレイスターを凝視している場合ではなかった。

　今のオルソラ＝アクィナスを迂う闊かつに視界から外したら、何がどうなるか。




　ふわりと、であった。




　自らの足場でもあった鉄橋を難なく破壊したグラマラスな神官、オルソラ＝アクィナスは何もない中空に両足の先を揃そろえて漂っていた。羽毛のように軽いが、それでいて危なげなく。そんな創られた女神の周囲に侍はべっているのは、水面から大きく七色の蔓つるを伸ばし、毛先に小さな球体がついた歯ブラシのような何か。おそらくは粘液で羽虫を捕らえるモウセンゴケのお仲間だろうが、自ら搦からめ捕とられている訳でもない。

　ワイヤーなどのトリックでなければ、彼女は独力で地球の重力に抗あらがっている。

　飛行。

　物理と超常を切り分ける、おそらくビジュアル的には最も分かりやすい奇跡。天の神々の威光を世にあまねく浸透させていくための、見み栄ばえの良いい広告塔。

「指先っ、か。……右手の人差し指で左に三周、中指で右に八周」

　呻うめくようなオティヌスの言葉につられて注視すれば、確かに。上かみ条じようの目にも、宙に浮かぶオルソラの指先に絡からみ付つく純金の紐ひものようなものが見て取れた。

「胴回り全体の装飾を見ればあの修道女自身がオリーブの木で、指先に絡からみ付つく金の糸がブドウの蔓つる。確かに、だが、具体的なサインの意味は何だ？　恵みや狂気か。平和や血のイメージは新し過ぎるな、オリーブの枝は占いにも使うと聞くが……」

「トランプの神経衰弱と同じだ、ひとまず保留して記憶に集中しておきたまえよ。右二、左三、右八。これがハエトリソウ、モウセンゴケ、飛行のどれかに対応している。記憶だ。あっさり流すとのちのち泣きを見るぞ」

「ふん。使う指や関節の曲げ方まで関わっているとか、指先に集中させておいて口の中で呪文を唱えていたとか、落とし穴がなければよいのだがな」

　ブドウやオリーブと聞いて何となくお料理上手のオルソラの腕を思い浮かべてしまうツンツン頭ではついていけない話だった。

「魔術の飛行なら『飛ぶ力』を落とす術式はいくつもあるです」

「クロウリーキラーの切り札なのにか？　何か一枚嚙ませてガードしてるさ」

　アレイスター達が一個上の次元で語り合っている中、それでも置いていかれた上かみ条じようは上かみ条じようなりにバルーンにしがみつき必死になってオルソラを観察していた。

　植物関係で宙を舞うとなると、やはり背の花輪でタンポポの綿毛のように空気でも蓄えているのだろうか？　純金は叩たたいて延ばせばミクロン単位の薄さを確保できるはずだし、背中の光輪や体を包む装飾にも仕掛けがある？　……いいや、こんな地続きで当たり前のアプローチ自体がすでに地べたの先入観に縛られているのかもしれない。

　飛行。人間なんぞ何千年経たっても変わらない。

　こんな世の中になっても、未いまだに画質の粗い未確認飛行物体の写真や動画を眺めてきちんと恐れおののいている。

（まずい……）

　たったそれだけで、自分の不利を悟る程度には幻想殺しイマジンブレイカーと付き合ってきた。この右手の最大のデメリットは距離だ。相手が手の届く範囲の外に逃げてしまってはどうにもならない。実は右の拳よりも、まず足なのだ。肉弾戦の摑つかみ合あいにおいて足で距離を詰める事のできない谷、堀、高低差などは厳禁。イシス＝デメーテルに体を預けたオルソラ側に空中を飛び回られた場合、その相性は最悪と言っても良いだろう。

　オルソラ＝アクィナス自身は、あくまで茶飲み話でも進めるようにのんびり朗らかな笑顔だ。

　嚙かみ合あわないのが、怖い。

　殺気が一ミリもないからこそ、読めない。どれくらいの痛みが待っているか、覚悟を決めて待ち構える事さえも。

「あらあら、夜のロンドンは物騒でございますよ」

「来るぞ、人間」

「さあさ、逃げずにこちらへ。私の手をお取りください、上かみ条じようさん。基本的には男子禁制でございますが、あなた様なら特別でございます。うふふ、私達の女子寮へこっそりご案内いたしましょう。温かい、皆さん笑って暮らしている、何の心配もいらないあの女子寮へ」

「右に八周っ、全力で避けろぉッッッ!!」

　いつまでも自前のバルーンに固執する府蘭フランを軽く蹴って遠くへ飛ばし、上かみ条じよう自身はその反動で正反対に跳ぶ。

　二人の中間地点を、ギロチンにも似て恐るべき一撃が擦過した。

　絶大な張力によって安定した足場をキープする綱渡り用のワイヤーが事故で千切れると、輪ゴムみたいに暴れ回るワイヤーが人間の手足を切断してしまう事もあるらしい。そんな小話が上かみ条じようの脳裏をよぎった。大気を引き裂いて鞭むちのように唸うなる極彩色のモウセンゴケは、粘液で捕まえるための消極的な捕獲器具ではない。アレは、シンプルに抵抗力を増した殺人兵器だ。鞭むちの表面をヤスリのようにざらつかせるのと同じ、摩擦を上げて標的を削り殺すためのヘッド。たったの一振り叩たたきつければ、それこそ巨大な戦艦を紙粘土のように抉えぐり取とる勢いで、だ。

　頭からバケツいっぱいの瞬間接着剤を被かぶせられた上で、べっとり固まったＴシャツを皮膚も血肉もお構いなしに勢い良く引ひき剝はがされるのを想像すれば、痛みの程度は伝わりやすいか。お腹なかを包丁でグサリ、よりも万倍エグい。

「もう一発」

　後先など全く考えず、危うくゲテモノだらけのテムズ川に落ちる所だった上かみ条じようへ、真横からホウキにまたがる魔法少女アレイスたんが突き刺さってきた。本日二度目の交通事故。派手な衝撃と共に空中で大きく撥はね飛とばされた上かみ条じようの軌道が大きくねじ曲げられ、川べりに並ぶ街路樹の一本へまともに突っ込んでいく。多数の枝が落下の衝撃を殺してくれた。

「げほっ、うえ……」

「起きろ人間、寝るには早い。まだ戦の最中だぞ。右の八はモウセンゴケ。となると左の三が飛行で、初しよっ端ぱなに見た右の二がハエトリソウか。……オリーブの木に巻きつくブドウの蔓つる。次はモチーフから先読みできる、せっかく有利になったのに棒に振ってたまるか」

　こういう時、戦争の神はなかなかシビアだ。

　そして『理解者』は発破の掛け方も心得ている。

「アレイスターの指示に従うか否いなかなどもはやどうでも良いい。貴様は、目の前で転がり落ちようとしているあの女を助けたくはないのか？」

「……、」

　呻うめきながらも、それ以上文句はなかった。

　ツンツン頭は腹筋の力だけで起き上がる。

　だというのに、早くも空気を壊すビジュアルが待っていた。ふわりと舞い降りてきたホウキ少女アレイスターのパンツを見ながら上かみ条じようは叫ぶ。

「……おい馬鹿野郎、ありゃ何だ？　全体的に説明しろ。Ａ・Ｏ・フランキスカの時と同じか!?」

「君達は全く正反対のくせに、似たような結論に至るものなのだな。エイワスやコロンゾン級の異種高次生命などそう簡単に転がっているものではないよ」

「アレはオルソラなのか？　オルソラじゃないのか！」

「こちらはまだブドウやオリーブの記号が何を意味しているかも解明できていないのだ。彼女の見ている世界が何色なのかは彼女にしか分からないが、眼球運動を観察する限り、おそらく外的刺激は認識できている。その上で、思考と行動の連結をデタラメに繫つなぎ直なおされているのだ。『人を殴れ』と直接命令しても具合が悪いから、『部屋へ入る時にはドアをノックする』『生卵は調理台の縁にぶつけて割る』などのプリセット行動からねじっていった方が抵抗感は少なくなるという寸法だな。言葉と行動の間に激しい乖かい離りが見られるのもそのためだろう」

　アレイスター先生のありがたい講義を受けながら、上かみ条じようは街路樹の根元にあった花壇から体をずらした。単刀直入に尋ねてみる。

「結局催眠術なのか？」

「そいつはちょっとあんまりだろう、アレイスター＝クロウリーの一生涯を『規格外の悪人』でバッサリ切った間抜けな新聞記者を思い出す……。それと真面目な話をすると、トランスや被暗示性の強化等が認められている訳ではないから、厳密に催眠状態とは言いい難がたいのではないかね？」

　この辺りは学園都市をまとめ上げてきた統括理事長の顔が出ているのか。

「……厄介なのは、外的刺激を受け止めているとはいえ、主観の世界が何色に見えているか不透明な部分が多い以上、狙ったように『霊的蹴たぐり』をぶつけられるかどうかが未知数な所だな。五体の動きで彼我を結ぶあれはパントマイムや星座の連想と同様に、限られた情報から何もない隙間を補ほ塡てんする認識学の脳内処理を逆手に取ったものだし」

「おいマジか!?　『窓のないビル』で真面目な顔して正面切って全部受け止めてきたのが馬鹿馬鹿しいぞ!!　……うおお、そんな事ならダメ元で良いいからミナのヤツに五円玉代わりににゃんこの尻尾しつぽでも振ってもらって催眠術かけてもらえば良かった……」

「……本当にそんな自覚的行動一つで何とかなるのなら、このアレイスター＝クロウリーが単独で化け物揃ぞろいの『黄金』を壊滅できた訳がなかろう。敵対兵器や作戦に意図して気の抜けた名前をつけるのは軍関係の常じよう套とう手しゆ段だんではあるのだが、それ以上催眠術催眠術繰り返したら私が泣くぞ」

　ゴッッッ!!!!!!　と大気をまとめて削り取るような太い轟ごう音おんが炸さく裂れつした。それだけで身を縮める上かみ条じようだったが、夜空に浮かぶオルソラはどこか別の場所を見ている。背負った純金の光輪に、南国の極彩色が絡からみついていた。彼女は月の明かりを浴びて白く輝く艶なまめかしい腕を伸ばす。植物のツタともゲテモノの臓物とも受け取れる七色の奔流を背の光輪から解き放っていた。どうも、数キロ離れた全然別の地点を空爆しているようだ。

　立て続けに、何発も。

　蛇行した川を挟んだ向かい側、国会議事堂から突き出したビッグベンだか今はもう違う名前だったか、巨大な時計塔を背にしているため背中の光輪が文字盤のようにも見えてきた。

「あいつ、何を……？」

「ぐううッ」

　オティヌスが小さな頭を抱えていた。

「左に三周、右に二周、左に五周、左に六周……まだあるのか!?　くそっ、両手の指いっぱい一度に全部やられると記号がごちゃごちゃになる、ノイズがあ……ッ！」

「叡えい智ちの神を気取って一度に全てを見通そうなんて考えるからそうなる。あの調子だと十指で一〇通りの同時コマンドくらいは重ねてくるだろう。一〇人同時ではなく、一〇種終末という意味でだ。ミックスという箱にでも仮置きでぶち込む余裕を持ちたまえよ」

　一方の愚者と呼ばれた天才は涼しい顔で、

「おそらくイシス＝デメーテルの最優先はアレイスター＝クロウリーだ。有象無象のクロウリーズ・ハザードに、並列の位置関係にあるこの私をも含めた、ロンドン侵攻に関わる全てだな。あの一発一発で、平均して五〇から一〇〇に届く私がすり潰されていると思ってくれ。ま、そのたびに血ちの供く犠ぎで『この私』はデフラグ、効率化されていくので特に何も困らないんだが」

　川辺でへたり込んでいる影があった。

　銀の鎧よろいにサーコートを纏まとう、例の女性騎士だ。

「……あ、ぁぁ……」

　一応はバッキンガム警けい邏ら用ように調教された馬上にいるが、手綱を握っているというよりも太い首にしがみついている、といった方が近い。

　その圧倒的な戦力に驚きよう愕がくしているのか。

　あるいは、ミレーツ卿きようという同じ『騎き士し派は』の重鎮がやらかしてしまった戦時下の狂気を目まの当あたりにして、罪悪感に潰されているのか。

　ホウキにまたがる銀の少女は興味深そうに笑った。

「……あのレディとは何度か会ったが、ほう、彼女は『大軍勢の黒点』かね？」

「？」

「戦場にあるセオリーの一つだよ、人間」

　肩の上にいる軍神もまた、そんな風に付け足してくる。

「一定以上の兵士達が集団行動を取る際に必ず現れる、善意や良心からの命令違反者だ。例えば横一列に並んで銃を構える一斉射撃の際にも、銃を撃ったふりで済ませたり明らかに狙いを外した威嚇射撃に留とどめたり、といったケースだな。たとえ本職の騎士や戦士であっても、殺しとは急流を逆に上るように辛つらいものなのだ」

「一方で、怒り狂った一般市民の起こす民衆蜂起や恐怖に駆られた魔女狩りなどでは女子供や老人でも我先にと武器を摑つかんで平気で殺しに行くというのも人間だがね。真なる意志、テレマとは難しいものだ。ともあれ、かの騎士がイギリス全土で作為をもって蔓まん延えんしていた、絶望的な戦時下の空気の中にいても正気を失わなかったのもそういう事。状況が逼ひつ迫ぱくし、国家や時代によって人が人でなくなるほどに、ああいう我がに目覚めた存在は際きわ立だつのだよ」

　ようは戦争中であっても目の前にいる敵兵の家族の事を考えてしまうような、とびきりのお人ひと好よしという話なのだろう。見方によっては人類全体の希望なのかもしれないが、反面、そういう存在が戦争で大きな活躍をして歴史を変えたという話もあんまり聞かない。

　この激戦地で棒立ちのままではやられるだけだ。

「あの人どうにか下がらせられないのかっ。流れ弾だって一発当たればそれまでだ!!」

「ふむ、馬上の人だったのは幸いだったな。当人が放心していようが、馬の方を刺激すれば勝手に安全圏まで逃げ切ってくれるだろう。こういう時、俗物的な善悪だの自粛ムードだのに囚とらわれぬ動物は己のすべき事を間違えないものだからな」

　銀の少女がパチンと指を鳴らす。いいや、指の腹で乾燥した粉のようなものを擦こすり、風に乗せたのか。びくんと真上に跳ねた馬がナポレオンを描いた絵画のように両前脚を浮かせた。銀の鎧よろいにサーコートの女性騎士を乗せたままどこかへ走り去っていく。

「オイル、キャンドル、スティック、パウダー、ミスト。『香インセンス』の簡略は儀式場構築の基本だよ。とはいえ後は野生の勘に任せるしかあるまい。それを持たぬ人間の我々はどうするね？」

「こっちだってのんびりしてる場合じゃないぞ変態野郎。自由自在に夜空を舞うオルソラがいったんここから飛び去ったら手が付けられなくなる。こっちが追う側に回る方がヤバいんだ。あいつは適当に距離を取りながら飛び道具で牽けん制せいし続けるだけで俺達全員を削り殺せるだろうし」

「だから尋ねているだろう。どうする、と」

　銀の少女からの問いかけに、上かみ条じようはへたり込んだままロンドンの街の一角を指差した。

　そちらにあった特徴的な看板を眺め、アレイスターもアレイスターで得心したように頷うなずく。

「……なるほどな、優れた教え子を持つというのはこういう気分か」

「オルソラはこのままにしておけない。それにアンタはさっきあの人を助けてくれたよな。別に何から何までアンタの方針に従う義理はないんだが、ここでは別だ。借りは返す、トドメは俺が担当してやるよ」

　吐き捨てるように上かみ条じようは言った。

「だけど、俺が呼びかけてもオルソラが確実にやってくるとは限らない。釣り餌に何が最適かは、お前が自分の口で言ったろ。お膳立てを頼めるか？」

「ま、良いいだろう。作為があるかどうか分からんが、どっちみち、順路を塞いでいるイシス＝デメーテルを何とかしない限りは先に進めん。最終目的地、テムズ川を挟んだウェストミンスター寺院には近づけないしな」

　そこまで言うと、アレイスターはわずかに笑みの質を変えた。

　敢あえて、身近な人を遠ざけるような口振りだった。

「それから、これは第一位にも言った事だがね」

「？」

「君も、最後の最後まで私に付き合う必要は何もない。汝なんじが欲ほつする所を為なせ、それが汝なんじの法とならん。ようは、余計なしがらみなど考えず、訳の分からぬ自粛ムードなどに縛られず、検索結果やＳＮＳの賛同者の数などに囚とらわれず、自分が本当に正しいと思った事をただただ邁まい進しんするが良いいという事さ。悩める少年よ、他者にすがらず自己を信じろ。いつの世も、それが一番の正解なのだ。いばらの道ではあるがね」

「なら全部奇麗に片付けて、お前とローラをリリスやミナの元に帰す。そのためにはまずオルソラだ、あいつを見捨てちまったら続きなんかない。それ以外の答えなんかあるもんか、一つたりともな!!」
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　別の影があった。

　イギリスでもエジプトでもない、たった一人で景色を圧倒する白い影。

　劇場やショッピングセンターなどで有名なピカデリーサーカスの、すぐ近く。トラファルガー広場のランドマークである五〇メートル以上もの高さを誇るネルソン記念柱のてっぺん、像に寄り添う形で学園都市第一位の超レ能ベ力ル者５、一方通行アクセラレータは静かに佇たたずんでいた。アレイスターが独自行動を取ってしまった時点で、その怪物もまた切り離されて一人で動く事になったのだ。

「……、」

　ひい、ひい、ひいい、という情けない声が砂漠の夜のように静せい謐ひつな空気を濁していた。

　一方通行アクセラレータは片手ででっぷり太った中年男の足首を摑つかみ、逆さに吊つるしていたのだ。

「で」

　自分でやっておきながら、汚物でも手て摑づかみするように不快な声色で第一位は呟つぶやく。

「……懐なつかしいなァ、この空気。オマエがホレグレス＝ミレーツとかいうクソオヤジでイイのか？　このくそったれな乱痴気騒ぎをデザインしやがったクソの中のクソって事でよォ」

　この馬鹿は聖セントジェイムス宮殿で拾ってきた。

　ロンドンの街は言うまでもなく広大だが、注意して眺めれば要所というのが分かってくる。一つ、何な故ぜだか知らないがイギリス側の要人は歴史的に価値ある建物を陣取ろうとする。二つ、サソリ、コブラ、ラクダ、アフリカゾウなど様々な害虫や獣が闊かつ歩ぽする幻想のロンドンだが、大事な要人を抱えている場所ほどそういう部外者を不自然に遠ざけている。

　大都市特有のスマートな優越感に浸るのは結構だが、ジャングルの中で虫を嫌って電気虫取り器の煙を焚たいていたら、秘密のキャンプ場なんぞ一秒でバレてしまうだろうに。

　ホレグレス＝ミレーツ。

　お上品な騎士様は戦争の時にも自前の旗や紋章を掲げ、わざわざ自分の居場所を内外に知らせるものらしい。一方通行アクセラレータは専門の紋章学をかじっている訳ではないが、いくつか見て回ってサンプリングを蓄積していけば法則性はすぐ摑つかめる。暗号、と呼ぶほどのものでもなかった。結局は有限の色や記号の組み合わせでしかない。そして分かってしまえばこちらのものだった。建物に横付けした馬車にデカデカと目印がついているのだから襲撃先を間違えようがない。

　問題の相手は清廉な騎士というよりは退廃した貴族のイメージだった。あまりに脂肪を蓄え過ぎたので、オーダーメイドの鎧よろい職しよく人にん達たちもサジを投げてしまったのかもしれない。度が過ぎれば小さな羽虫も豪華な料理も金貨の山もその数に圧倒されて薄気味悪く見えてくるのと同じく、総シルクで宝石だらけな時代がかった装束は見ているだけで胸がむかむかしてくる。

「なぶっ、ばっ、何だね、あぶばえ、わらひを誰だと、はぶっ」

　すでにすっかり剝はがれてしまったメッキをどうにかして取り繕おうとしている、プライド以外にすがるものを見つけられないような声が、いきなり途切れた。

　顔、腹、胸、まあ他にも色々。

　逆さかさ吊づりのまんま一方通行アクセラレータが何度か立て続けに蹴りを叩たたき込こむと、でっぷり太ったその体たい軀くがサンドバックのように揺れる。

「別に失禁しても構わねェが、一番悲惨なのはオマエだぞ？」

「……、───」

「アレを、何とかする方法は？　オマエがデザインした猿芝居だろ」

「……ひ、ひっ。君はあのシスターとどんな関係があるのかね？　所詮は生粋、正当なる連合王国の血を引く者ではない。よそから勝手にやってきて、文化や伝統を勝手に引き継いだつもりで、我々の税でメシを食べてっ、イングランドの地を占有しゅる、どうしようもない、えへ、ふへへ、ぁぅぅぅぅ……」

　勢い勇んだ言葉が、途中から尻すぼみに縮まっていく。言えば言うだけ生殺与奪を握る怪物の機嫌が悪くなっていく事にようやく気づいたのだろう。

「この戦争にかこつけて、気きに喰くわねェヤツを死地へ送るのが目的だったと？　似たよォな考え似たよォな好み似たよォな笑顔だけで周りを固めて国を一色で染め上げるために」

　何もかも遅すぎる。
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　でっぷりとした脂肪に包まれたせいで、基本的な勘が鈍っているのかもしれない。

「オマエさ」

「はい」

「知り合いがどォとか関係ねェンだボケが!!　オマエはその目で見て善人と悪人の区別もつかねェのかよ!?　人生全部ふざけてンのかクソ馬鹿野郎がァッッッ!!」

　ドンドンズドン!!　とさらに五発一〇発と蹴りを叩たたき込こみ、適度に肉が柔らかくなってきた所で一方通行アクセラレータは再び口を開いた。

「分かったな。これが悪党だ、こっちじゃねェ方が善人。学習しろ。それで？　こンだけやっても何にも出てこねェって事は、つまり、一度始まっちまったらオマエにもどォにもできねェのか？」

「……………………………………………………………………………………………ぃひ、あひ」

「オイ」

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………すみません、ずびばぜん、もう正解が分かりません。どうすれば正解ですか？　やめていただけますか？　ひい、ひい」

　威厳も何もあったものではなかった。自宅の大豪邸に帰れば時代がかった馬鹿デカい肖像画が出迎えてくれるだろうに、今のホレグレスはガラの悪い借金取りにすがりついて機嫌を窺うかがっているかのようだ。

　本人はクレバーに出し抜いたつもりかもしれない。

　だが結局は、こいつも戦争の空気にあてられた木で偶くに過ぎない。『こんな事』が起きなければ、妄想は妄想でいられた。現実にのし上がろうなどとは考えなかっただろう。

　もちろん。

　一方通行アクセラレータにとっては何もかもどうでも良いい事だが。

「こォなると無駄骨かよ。電極のバッテリーの方もあンま無駄遣いできねェし、もォイイわオマエ」

「えっ、それじゃあ」

　ぱっと春の花のように輝く笑顔を見せるボッコボコ男ホレグレスだったが、そもそも間違っていたのだ。

　街頭で、一〇〇人に聞いてみよう。

　……このおっさんを笑顔で許すと答える者が一人でもいるのか。むしろ、野放しにしたら何度でも同じ事を繰り返すと答える者の方が多いのではないか？

「いまいち理屈は分かンねェけどよ、この俺が分かンねェの一言でサジ投げちまってる時点で相当ぶっ飛ンでやがるはずなンだが、オマエ、この第一位の直接打撃を一〇発二〇発受けてもピンピンしてるって事ァ、よっぽどえげつねェ防備で全身固めてンだろ？　学園都市の駆動鎧パワードスーツどころじゃねェよな、その贅ぜい沢たくぶりよォ」

「えっ、あ？　へ、えへへそんなピンピンって事は……」

「そンだけ無駄口叩たたけりゃ十分だ。いやすごい、ホントすごいよオマエ」

　ようやっと。

　じんわりと、嫌な予感というものが追い着いたらしい。

　こんな真綿で首を絞めるような褒め方されるくらいなら、いっそ𠮟っていただきたい。

　でっぷりとした脂肪だらけの全身をこれ以上ないくらいに強こわ張ばらせるホレグレス＝ミレーツに、一方通行アクセラレータはこう続けたのだ。

「今までず─────っとムシャクシャしてたけどよォ、ほれ、いくら何でも八つ当たりで相手殺しちまうってなァ気分が悪いだろ？　悪いよな？　それくらいは俺だって考えるよォになったンだ。学習したろ、偉いって言ってくれよ？　だからな、だからさァ……」

「まっ、待っ、ゆるし」

「思う存分ぶっ飛ばしてもうっかり殺しちまう心配のねェ、しかも一ミリも罪悪感の湧かねェヤツってなァ、本当の本当に心の底から助かるンだよ!!　感謝しかねェわありがとォございますゥくっそ野郎がァァァああああああああああああああああああああああ!!!!!!」




　全力全開で。

　それこそ核シェルターの正面大扉をぶち抜くような蹴りを叩たたき込こんだ。




　もはや流星であった。

　ホレグレス＝ミレーツの体が、一〇〇〇メートル以上水平にぶっ飛んでいく。いくつもの尖せん塔とうのすぐ近くを掠かすめるようにして夜空を切り裂き、ロンドンのランドマークである時計塔を彩いろどる四面の文字盤、その一面のど真ん中に突き刺さったのだ。

　壮絶極まる爆音と共に、各所の地震計がわずかな誤検知を起こす。

　首をコキコキ鳴らし、首筋のチョーカーにある電極のスイッチに触れた一方通行アクセラレータは、極めて面倒臭そうな調子で一人呟つぶやく。

「さて、どォするかね。実際……」

　馬鹿正直に、夜のロンドンを飛び回るアレイスター＝クロウリーの『観察』をどこまでも続けるか。

　ロンドンも防犯カメラの街だ。セキュリティの面から情報を集める線は？　またはそれを妨害する仕組みがあれば、そちらも含めて。

　あるいは。

　アレイスターの『観察』よりも優れた別の道はないか。そもそもヤツが提示した道の上を進んでいるだけで、本当に出し抜けるのか。ルールの中にいるだけのお利口さんではダメだ。しかし派手に脱線して状況に置いていかれても何も得られない。

　喰くらいつけ。そろそろこちらも仕掛ける番だ。

　もう一度だけ、怪物は呟つぶやいた。

「どォすっかなァ……」




　　　　４




　痛む体を引きずるようにして、上かみ条じようはテムズ川から距離を取っていた。

　どっちみち、自由自在に空を飛べる訳でもない少年にとって、大きな川を挟んだ立地は得意とは言いい難がたい。イシス＝デメーテルで自らを強化したオルソラのフィールドで戦おうとしても、望んだ戦果など上げられないだろう。

　いいや、厳密には飛ぶという行為そのものが反則なのではない。

　あくまでも問題視されるのは彼我の距離、高低差の話だ。

　肩のオティヌスが囁ささやいた。

「急げよ、人間。最優先でないとはいえ、視界に入れば標的設定されるのは証明済みだ」

「分かってる……。くそ、オルソラの野郎、インデックスやバードウェイ達に矛先向けてねえだろうな」

「まず自分の心配だ、馬鹿者」

　テムズ川を挟んだこちら側はビジネスや住宅街の色が強く、行政の中心地と比べればランドマークは少ない。主立ったのは、せいぜい最大主教アークビシヨツプの居住地であるランベス宮と小粒な博物館がいくつか、といったくらいか。

　よって、こちらで最も多くの人が集まるランドマークと言えば、観光地以外が当てはまる。




　例えば、首都ロンドンでも最大規模のウォータールー駅。

　そして言うまでもなく、この街は世界最古の地下鉄網でも知られている。




「走れ、とっとと中へ飛び込め!!」

「もうちょいまともなアドバイスはできんのか神様!?」

　ほとんどつんのめるようにしながら、上かみ条じよう当とう麻まは地下鉄の看板に従って、閉鎖された巨大駅の出入口、金属製のシャッターへと取りついていく。それ自体が芸術品、白い石造りの神殿めいているため、近代的なセキュリティがかえって浮いて見える。当然、こっちは鍵なんぞ持っていない。警報など気にせずてこの原理でも使って金具をぶっ壊すつもりであった。

　オルソラ＝アクィナスの飛行は阻止できない。

　それなら、相手が高低差を利用できない、天井の極端に低いフィールドへ誘い込めば良い。ただし、簡単に崩されてしまう家屋やビルの壁以上に分厚い立地で。どっちみちハイリスクなのは変わらないが、地下に押し込めてしまえば少なくともゼロ以上の勝算が生まれる。交差の瞬間に、右の拳が届く。

　チカカッ、と夜空の一点が瞬またたいた。

「伏せろ人間!!」

　オティヌスが叫んだ直後だった。

　爆音が遅れて炸さく裂れつした。何かが正面を塞ぐ金属シャッターを紙かみ屑くずのように引き裂いて構内へと飛び込んだのだ。『砲弾』は二つあった。最初はホウキにまたがるアレイスター＝クロウリー、そして後を追うように黄金でできた巨大な花輪を背負ったオルソラ＝アクィナス。

　危うく千切れ飛んだギザギザの鋼板に首を落とされそうになりながらも、汗まみれで首をひっこめたまま上かみ条じようは叫んでいた。

「くそっ、早くも予定外だ。向こうの方が先に突っ込んじまったぞ!?」

「高低差のないフィールドで交差できれば過程は問わん。下手に先回りは考えず、破壊の痕跡を参考にこのまま追っていくんだ。右手はいつでも使えるように構えておけ。『確実』な自由を求めるイシス＝デメーテルが来た道を引き返して外へ出ようとした場合、高確率で交差する事になる。チャンスを無駄にするなよ」

　当たり前だが、内部を覗のぞき込こめば、普通にタイル敷きの近代的な駅だった。

　表の神殿めいた外観と比べると、ＩＣカード式乗車券のチャージ機材などがかえって不思議に見えてくる。

「指先に巻きつく金の糸、左に三周が飛行のサインだ。ひょっとするとアレに右手を当てれば飛行を阻止できるかもしれん」

「あの速度だぞ？　バランス崩したオルソラと揉もみくちゃにならなきゃ良いいけどな……」

　元々まともな夜景もない、月明かりすら貴重なロンドンだったが、閉め切った巨大駅の奥はもはや得体のしれない洞窟に思えてきた。自分で提案しておいて上かみ条じようの頭に後悔が押し寄せる。しかしアレイスターもオルソラも飛び込んだ後だ、逃げる訳にもいかない。まさか手探りで進む訳にもいかないので携帯電話のバックライトに頼るが、この暗闇の中、馬鹿でも分かる光源を持って練り歩くのもどうぞ殺してくださいとお願いしているように見えなくもない。もう、考えれば考えるほど何が正解か分からなくなってきた。

　上かみ条じよう当とう麻まの数少ない美点の一つは、自分の頭で考えても分からない事は素直に周りへ尋ねる辺りにある。

　こういう時は、戦争の神様に頼りきりだ。

「攻撃手段として右手をキープするため、まずケータイは左手で持て。光源はできるだけ体から遠ざけろ。イシス＝デメーテル側が暗闇の奥から光を狙って攻撃してきた時に、極彩色の食虫植物が頭や胴体へ当たるのを避けるんだ」

「あん？　バックライトだって？　レンズの横についてるＬＥＤ電灯とかじゃなくてか」

「後で説明するがこまめにオンオフする必要があるんだ。画面や正面のボタンを押す方式だと、ご自慢のバックライトでお前の顔もばっちり闇の中に浮かび上がるぞ。食虫植物の集中砲火でも浴びたいのか」

「……何でも良いいけどそれ、バックライトを吹っ飛ばされた途端に指ごと持っていかれねえだろうな？」

「後は常に光らせるんじゃない。慣れない内は三秒に一回、慣れてきたら五秒間隔で細かく点滅させるんだ。プロなら一〇秒以上でもやり遂げる」

「何で？　バッテリーの温存か？」

「阿あ呆ほう。あの気色悪い食虫植物で集中砲火を浴びたくなければじかに光を当てて景色を眺めるんじゃない。カメラのフラッシュのように、一瞬一瞬を脳裏に焼き付けて進む感覚を会え得とくしろ。当然ながら、暗闇の中で光を放っている時間は少ない方が狙われにくくなるんだ。これは、いくら光らせるのは一瞬であっても、いつまでもその場に留とどまっていたら意味がないという警告でもある。フラッシュと同時に動き、脳裏に焼き付けたビジュアルがあやふやにぼやけたらまたフラッシュだ。いったん立ち止まると決めたら絶対にフラッシュは控えろ」

「なるほど、考えているもんだ」

「言うまでもないが、真正面からガラス、鏡、ステンレスなんかに光を当てるなよ。暗所戦闘では最も確実な死因となる。自分自身の体が丸ごとくっきり浮かび上がったら最後、ヤツの極彩色で挽ひき肉にくにされるぞ」

　……ただしこれはオルソラ側の知覚が、まともな人間の域に留とどまっているケースに限る。人間以上に両目を拡張していたり、五感以外の感覚を新たに取得していた場合は真っ暗闇の中でも丸分かりだ。

　しかし実際に見よう見まねで（合っているんだかどうだかもいまいち分からない）バックライトの点滅を繰り返していくと、本当にオルソラがこの暗闇を克服しているかは結構疑問な部分も多かった。薙なぎ倒たおされたベンチの列、べっこりとへこんだ自販機、タイル状の壁に金属を擦こすり付つけたような跡、砕け散った天井の蛍光灯。閉鎖空間であれだけの速度を出しているせいかもしれないが、とにかくあっちこっちに体をぶつけているような生々しい爪痕があるのだ。後を追うのは容易たやすいが、かえって心配になってくる。

　そこらじゅうについた傷跡を見る限り、どうやらアレイスターはきちんと地下方向へオルソラを誘導する事に成功しているようだ。

「大丈夫かよ……。オルソラのヤツ、オリーブだかブドウだか知らないけどほとんど踊り子さんみたいじゃなかったっけ？　イシス＝デメーテルってのは宿主なんか気にしていないのか」

「おい人間、こんな時まで思春期の妄想力が止まらないのか」

「お前も込みだよ馬鹿野郎。ネフテュスといい娘ニヤン々ニヤンといい、女の神様ってのはどいつもこいつも防具気にしない系ばっかりなのか？」

　小さな軍神に耳を引っ張られながら、上かみ条じようは動きを止めたエスカレーターを降りて地下鉄エリアへ。べったりと擦こすり付つけたような壁の傷は、そのままホームの向こうのトンネルまで伸びていた。

「気をつけろよ」

「なあオティヌス。電車、この状況で走ってると思うか？」

「流石さすがにダイヤ通りとは考えにくいが、『騎き士し派は』だの『清せい教きよう派は』だのの後方支援が補給物資を運ぶ臨時貨物便までゼロとは限らない。そもそも私が言っているのは感電の話だよ。地下鉄の場合、電源供給用レール、いわゆる第三軌条を踏んづけるとこんがりローストされるぞ」

「……、」

「こういうのは一〇〇〇ボルトには届かないようだが、アレイスターの馬鹿が気球で使ったオモチャのスタンガンの話で考えるな。列車を動かすパワフルな高圧電流だ、接触したら普通に死ぬぞ」

　つくづく何にも知らないまま提案してしまったものだ。あちこち体をぶつけるアレイスターなりオルソラなりがその辺で痺しびれて転がっていない事を祈るしかない。

　これだけで一体いくつイギリスの法律を踏んづけてしまっているか想像もつかないが、おっかなびっくりホームから線路に降りてみる。

　一層、濃密な死の気配が忍び寄ってくるようだった。

　駅のホームの先頭辺りから二、三〇歩ほど進んだ段階で、早くも後悔が押し寄せてきた。

「冗談だろ、おい……。早速分かれ道だぞ。一本道じゃねえのかよ」

　こんな場所でもたくましく生きているのか。コンクリートの亀裂から飛び出した小さな花を眺めながら、上かみ条じようは呻うめいていた。

　対するオティヌスはと言えば、

「ロンドンは世界最古の地下鉄網を抱えているんだぞ。改築改築また改築で、そこらじゅう蜘く蛛もの巣すのように広がっている。保守点検を担当している当の鉄道関係者も把握できていない廃線廃駅なんかも珍しくないらしいし、それこそイギリス清せい教きよう辺りなら訓練所や宝ほう物もつ庫こにでも改装しているんじゃないか？」

　……こちらは出遅れた状態からオルソラを追って、どこかしらで交差する瞬間を狙って右拳を叩たたき込こむ予定なのだ。狭い一本道のトンネルならＵターンして戻ってくるタイミングなどで決め打ちもできたのだが、前後左右どころか立体交差まで疑われる大迷宮だと読み合いの難易度が変わってくる。追い詰めたつもりでも、いつ背後から奇襲を受けるか分からなくなってきた。

「オティヌス、変な頭痛とかでオルソラの位置とか動きとかは読めないか？」

「阿あ呆ほう、テレパシーやチャネリングとは違う。オリーブの木に絡からみ付つくブドウのイメージは、あの修道女の指先の変化を視界全体でうっすらと捉え、無意識の内に頭の中で警告を出していただけだ。さながら、一字の中に多様な意味や情景を封入する象形文字のようにな。つまり、ヤツ本人がいない事にはどうにもならん」

　当然、今の状況はオルソラ側にとってもイレギュラーなはずだ。

　こんな不意打ちは二回も三回もやり直せない。

　いったんオルソラが地下鉄トンネルから外に抜け出して、高低差の利点に気づいて、有利な夜空を陣取ってしまったらそれまでだ。手の施しようがなくなる。

「右と左、どっちのトンネルだ……一応壁に傷はついてるけど。オルソラのヤツがぐるっと大きく迂う回かいして後ろにまで回ってなけりゃ良いいんだが……」

「（ばかっ、立ち止まって光源を振り回すな！）」

　そもそもこちらに主導権などなかった。

　チカカッ、と。二手に分かれたトンネルの片方、その奥から何かが瞬またたく。




　ゴォッッッ!!!!!!　と。

　トンネル全体を埋め尽くすように、絡からみ合あった極彩色の蔓つるが突っ込んできた。




　大おお顎あごのようなハエトリソウがいくつも開く。

　何もかも押し潰して破壊の権ごん化げが迫る。

　もう、敵がどうした攻撃がどうなったなどと考えている場合ではなかった。不意打ちで列車がやってくるよりもひどい。ほとんどアリの巣へホースの水でもぶっこまれたようだ。トンネル全部を隙間なく潰しているため、壁かべ際ぎわまで寄っても避けようがない。

「うわああッ!?」

　右手をどうこう、なんて考えている暇もない。

　ここが一本道なら今ので挽ひき肉にくにされていた。とにかく上かみ条じようは慌てて分かれ道の別のトンネルへと飛び込んでいく。間一髪で避けたはずなのに、空気を圧迫して生み出された暴風がこちらの分かれ道まで塊のまま蹂じゆう躙りんしてくる。危うく圧縮空気で吹っ飛ばされる所だった。

「ええいしくじったオルソラは向こうのトンネルか!?」

「よせ真正面から突っ込むヤツがあるか馬鹿者！　逃げ場のない直線では一方的に削られるぞ、こちらには距離を詰めるチャンスなどない。右手をかざしても限度はある。凡ミスだろうが悪夢のような偶然だろうが、一発もらったらおしまいだというのを忘れたのか!?」

　そうなると、目的地を認識した上で複雑に絡からみ合あう地下鉄トンネルを迂う回かいしていくしかなさそうだ。

　しかし、

「来るぞ人間ッ!!」

「ああっ、またか!?」

　今は使われているのかいないのか。金属レールの外れた細いトンネルに入り、地下鉄だって言っているのに十字に交わる危ないポイントを飛び越し、Ｙ字の支流へ逃げ延びていく。そのたびに、トンネル一本を丸ごと埋める食虫植物の奔流がぶち込まれてくる。とにかく逃げるのに精一杯で、ぐるぐる回って方向感覚を見失わないかが心配になってくるほどだった。

　壁かべ際ぎわで、バックライトの光を浴びた何かがぬめった光を返してきた。

「うわっ、何だ!?」

「心配するな、ただのビニールシートだ。この辺りは比較的古い区画のようだな」

　肩のオティヌスが呆あきれたような感心するような声を出している。こういうのは日本もイギリスも青い色のビニールシートを選ぶものなのだろうか。

「やっぱりだ、天井も覆っている所がある。補修工事の順番待ちで、急ごしらえの雨漏り対策なのかもしれん」

「線路外れている場所もあるぞ。今はもう使わない区画なのに大金払って工事なんかするか？」

「まだ通常運行で使っている場所にも繫つながっているのだろう？　放置しておくとカビや腐食の温床になるし、排水がままならなければ地底湖になりかねん。鉄筋コンクリートも、小さな亀裂から水が入り込むとあっという間に中の筋が破断してしまうしな」

　トンネル自体は狭いためか、テムズ川上空と違って鞭むちのように食虫植物を振り回せないのは幸いだったか。

　いや、一方向からただ撃ち出すだけだと仮定すると、ちょっと事情がおかしくなってくる。

「……なあ、おいオティヌス」

「（しっ）」

「ちょっとこう、全方向から撃たれ過ぎじゃないか!?　いくらロンドンの地下鉄網が蜘く蛛もの巣すみたいに広がっていて、オルソラのヤツがあちこち体をぶつけながら高速移動しているにしたって！　この暗がりとはいえ、オルソラがチラッとも見えないのだっておかしいだろ!!」

「（確かにトンネルに入ってから、イメージは頭に入ってこない。それもそうだが、こんな迷宮の中でヤツはどうやってこちらの正確な位置情報を摑つかんでいるんだ。大きくカーブしたトンネルの向こうからでもお構いなしに撃ち込んでくるという事は単純なバックライトではない、これだけ何重にも反響するトンネル迷宮の中では音も怪しい）」

　根本的な思い違いをしているかもしれない。

　オルソラ＝アクィナスはもっとおぞましい手を使ってきているかもしれない。

「……、」

　上かみ条じよう当とう麻まはオティヌスとの約束を破り、その場に留とどまって、改めて携帯電話のバックライトを光らせた。点と点のフラッシュではなく、危険な常時点灯で。光源を振り回して周囲一帯を観察してみるが、当然ながら分かりやすい物陰にあれだけド派手な踊り子風のオルソラが隠れている訳ではない。あるのはコンクリートの地面と錆さびた線路、蒸気機関の頃からの汚れか黒い煤すすで覆われた天井に、ひび割れた壁の亀裂から飛び出したたくましい雑草と、どこから入り込んだのか潰れた空き缶がいくつか。

「？」

　その中で、上かみ条じようは一つのものに着目していた。

「なあオティヌス、たまにド根性タンポポとか何とか、ブログの写真でほっこりしたりするけどさ」

「何だ人間、こんな時に」

「……アスファルトやコンクリートの隙間から草花が生えるのは、まあ、アリだと思う。ただ、地下鉄のトンネルでも雑草って生えてくるもんなのか？　その、カンペキに日光入らない場所でも」

「まさか……」

　少年の肩に腰掛ける小さな『魔神』さえ、思わず呻うめいていた。

「まさかあの植物野郎、そういう話なのか!?」
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「なるほど」

　レイヴィニア＝バードウェイは肩にかかった金の髪を片手で払って、そう呟つぶやいた。霧のように漂う銀の砂が絡からみついているせいか、地味に苛いら立だっているらしい。

　彼女は迂う闊かつにウォータールー駅の中には踏み込まなかった。

　女性騎士に追われなければ問題ない。眺めているのは、路面に設置された金属格子だ。地下鉄構内の澱よどんだ空気を表に逃がすための排気口である。

　モヤシにも似た、何やら白くて細いヒゲのようなものが大量に絡からみついていた。

　根か、蔓つるか。

　植物図鑑と睨にらめっこをしても、正確な種類など永遠に分からないかもしれない。

　ともあれ、だ。

　ここまで痕跡が見えているのが、すでに大きな意味を伴っているのだ。

　半ば以上呆あきれたように、バードウェイは口の中で呟つぶやいていた。




「……イシス＝デメーテルめ。ロンドン地下鉄網全域へ、くまなく食虫植物の根や蔓つるを撒まき散ちらしていったのか」




　実態不明だが、一説によれば縦横無尽に立体交差するロンドンの地下構造帯は全部一本の直線に並べれば地球を二周半もするという説もあった。あるエジプトの女神は滅ぼされた別の神すら呼び戻し、あるギリシャの女神は全世界の春に許可を出すほど絶大な権限を持つとされた。そしてもはや、イシス＝デメーテルはそのどちらですらない。絹や黄金で彩いろどられ、惑星全土の水と緑を掌握するオアシスの女神はたかだか地球二周半程度、一瞬にして掌握するほどの力を持つのだ。

「うっ!?」

「……、です」

　再び合流したインデックスと烏からす丸ま府ふ蘭らんが同時に呻うめき声ごえを上げていた。

　共通するのは、どちらもイギリス清せい教きようにどっぷりで、ローラ＝スチュアートの手によって直接コントロールを奪われる小細工を仕込まれていた事があると、さてバードウェイは看破できたか。

　地球二周半などものともしない。オルソラ＝アクィナス本体がどこに立っていようが、トンネル網のどこにでも『砲台』を置いて好きなだけ十字砲火をお見舞いできる。

　あちこちに葉を生い茂らせればそれが『耳目』となり、薄い葉全体で鼓膜のように空気の振動を読み取って音を、光合成ができればライトの光や空気中の酸素や二酸化炭素の濃度……つまり息遣いさえ読み取って、獲物の正確な位置情報を多角的に検索できる。

「高低差を何とかするために、天井の低い地下鉄を選んだのかもしれんが」

　どちらがどちらを追い詰めたのか。

　新たな切り札をテーブルへ叩たたきつけられた事で、盤面は大きく変化した。

「こりゃあ、中は本物の地獄だぞ。本当の本当にな」
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　ぼこぼこぼこぼこっ!!　と分厚いコンクリートの壁が、モグラでも走り回っているかのように蛇行しながら盛り上がっていく。

　もはやトンネルという外観にこだわらなくなってきたのか。

　街路樹の根が歩道のアスファルトを押し上げてしまうように、壁や天井を突き破り、雨漏り対策らしい厚手のビニールシートを吹き飛ばして、上かみ条じようの腕より太い蔓つるを繰り出してきた。その先端で、何かが膨らむ。そこらのバランスボールよりも大きな袋には、ミルクポットのような上蓋がついていた。

「ウツボカズラだ！　溶かされるなよ!!」

　肩のオティヌスが叫び、上かみ条じようが壁から生えた雑草を毟むしり取とった直後だった。

　どしりと重たい植物質の袋の上蓋が開く。血と臓物の詰まったバケツを振り回すように、得体のしれない液体がばら撒まかれていく。イメージとしては、凶悪な胃酸辺りが近いのか。塊ごと地面に叩たたきつけられた途端、薬品っぽい白い煙が噴き出した。鉄道レールやコンクリートそのものが溶けているのだ。

　あんなもの、一発もらったら骨まで見える。

　あの草が耳目の役目をしていたのだろう。寸前で毟むしった事で、向こうは目測を誤った。だけど何度も何度も使える手とは限らない。そもそも、正確にどこに何ヵ所耳目となる葉が隠れているかも分かっていないのだ。

「冗談じゃ、」

「『継ぎ目』を勝手に作って気を抜くな、足元に注意しろ人間!!」

　慌てて逃げようとした所で、再度戦争の神が叫んだ。助言を聞いてとっさに足運びを変えなければ、ゴムの靴底ごと足の裏が鋭い突起を踏み抜いていた。握り拳よりも大きな、硬い殻で覆われた棘とげだらけの木の実がたくさん転がっていたのだ。

「マキビシの語源は硬い木の実だったからな。そのまんま正しい罠わなの使い方でやられる所だったぞ、人間。今移動力を奪われたらおしまいだ」

「一個一個でホッとしてる場合じゃないぞ。こりゃもう、食虫植物で覆われた死の森だ。熱帯雨林の大迷宮だよ。オルソラのヤツ、どこに隠れ潜んでやがる!?」

　そこらじゅうに甘い香りがうっすらと漂ってきた。

　空気そのものが塗り潰されていく。

　ロンドン地下、その全域へくまなく根や蔓つるを張り巡らせているとしたら、最悪、今のオルソラは英国首都全体、半径数十キロを丸ごと陥没・壊滅させる事さえ手が届くかもしれない。イシス＝デメーテルは守る側なので現実に実行される可能性は低いが、端的にオルソラ＝アクィナスの力の大きさを表していた。完全に個人の域を越えている。

　直接的な、目に見える脅威から逃げるだけでは、安全を確保した事にはならない。

　今やこのトンネル網の全てが、オルソラの腹の中なのだから。

「何だ、ここ……？」

　場当たり的に逃げていると、やがて広い場所に出た。

　元々は複数の路線が並行に走っているからだろう。サッカーグラウンドほどの面積があるはずだが、等間隔に石の柱が置かれ、低い天井を支えているので広さらしい広さを感じられない。操車場のように何本も線路が並べられ、壁かべ際ぎわには半円状のトンネルがいくつも口を開けていた。相当時代がかっているのか、天井は分厚い煤すすの層で黒く塗り潰されている。蒸気機関の煙を浴びている頃からあったものなのか。こうなるとパッチワークのような青いビニールシートがとことん異質に見えてくる。

　そして。

　四角い柱の一つに背を預けるようにして腰を下ろした小さな影が、携帯電話のバックライトに浮かび上がった。

「アレイスターっ!?」

「……、」

　上かみ条じようの叫びに、銀の少女はのろのろと首を上げた。覇気がない。服を脱がせて観察した訳ではないのでどこがどれだけ傷ついているかは分からないが、無傷という訳ではなさそうだ。

　その外がい套とうやブレザーのあちこちに、バスケットボールよりも巨大な塊がいくつも張り付いていた。イメージするのは、古い時代の囚人や奴隷から自由を奪うための鉄球だ。どうやらオナモミのような植物で足止めされ、身動きが取れなくなった所で集中砲火を浴びたらしい。鉄橋をへし折るオルソラの猛攻を生身で受け止めて五体満足な時点ですでに破格であった。やはりアレイスターもアレイスターで化け物だ。

　息も絶え絶えに、片目を閉じたまま銀の少女の可か憐れんな唇が開いた。

「……じゃ、なかった……」

「何だって？」

「物理じゃなかった。気をつけろ、あれはもっと……」

「おい聞こえてるよな？　アレイスター、ぶつぶつ言ってないで首を縦か横に振れ！　おいってば!!」

　声は届いていないようだった。

　ぐらりと横に傾いたかと思ったら、壊れた人形のように銀の少女が地面に崩れてしまった。手足も短いスカートも投げ出して、腰の辺りなんてかえって痛そうに見えるねじれ方のまま、動かなくなってしまう。

　物理じゃなかった。

「……まったく、この神にオリーブだブドウだとご高説を垂れてくれた割に、あっさりこうか。聡さとすぎるのか、何につけても思った通りに進まん馬鹿げた『人間』のサガなのか……」

　一体どういう意味なのだ。というか、わざわざ改めて口に出すような話なのだろうか。そもそもオルソラ＝アクィナスが取り扱っているのはイシス＝デメーテル。そのものずばり魔術の品ではなかったのか？

「いくつかの裂傷と化学性の火傷やけどの他、頭も打っているようだ。下手に揺さぶるなよ。これで済んでいるだけでも奇跡的だよ。しかも、自分で手繰り寄せるレベルでのな」

　肩を摑つかんで起こそうとした所で、オティヌスから警告が飛んできた。

　あのアレイスター＝クロウリーでさえも、こうだ。

　もう大人の背中には隠れていられない。ここ以降は、本当に上かみ条じよう当とう麻まがやるしかない。

「……オティヌス。ここから先は保証ナシだ。お前は頃合いを見計らって地上へ出た方が良いい。そのサイズなら色々抜け道もあるんだろ」

「ふざけるなよ人間。私の定位置はこの肩だ、私を助けたいなら何としても生き残れ」

　ヒィウン、と鋭く空気を裂く音があった。

　闇の奥に何かがある。

「右に八周。だが既知の他にもあるな」

　わざわざ携帯電話を向け直すまでもなかった。蛍と同じ発光成分ルシフェラーゼでも組み込んだ藻もか何かだろうか。サッカーグラウンドほどの空間全体が、ぬめるような淡い緑の光で埋め尽くされていったのだ。しかし光の恩恵にすがる事なく、肩のオティヌスがこう囁ささやいた。

「注意」

「……、」

「左に六周。だが敵方から与えられた光源は、向こうが一方的に奪える程度の信頼性しかない。いきなり大停電真っ暗闇に放り出されて右往左往している間に全身の急所をぶち抜かれたくなければ、やはり自前の光源を常にキープしておけ」

　淡い光に埋め尽くされた大広間の先、無数に並ぶトンネルの一つから、何かがこちらへ歩いてきた。それは、複数のモウセンゴケの鞭むちに護衛された、花の女神。極彩色のオアシスでも象徴するかのような、グラマラスな肢体を絹と黄金で彩いろどる美しき女性。

「あら、あら、まあまあ」

　大きな胸の前で両手の掌てのひらを合わせ、背に巨大な花輪を負ったその女性は、にこやかな笑みを浮かべて一歩一歩近づいてくる。右手首、五周巻いた金の腕輪がギラリと輝く。

　歩幅に合わせて頼りなく、胸元で十字架が揺れていた。

　今の彼女はこれまであった飛行を使っていない。

　右の人差し指、中指、左の中指。それとは別に、さらに薬指が金糸の蔓つるに搦からめ捕とられていく。

　左に四周。

　天井の低いトンネル内では有利に運べないと学習したのか。あるいは地下全体をくまなく支配してしまった今となっては関係ないのか。ぼこぼこぼこっ、という異音と共に、並列に並んでいた全てのトンネルが巨大な花々によって塞がれてしまう。

　肩のオティヌスがそっと警告を挟んできた。

「……ムシトリスミレ。花だけであのサイズなら粘着質の葉はそれこそトンネル内にびっちりだぞ。下手に逃げ込んで囚とらわれるなよ」

　これで、地下空間に逃げ場のないコロシアムが完成する。

「無理して夜の街を歩いても、普通の観光名所はほとんど受付が閉まっているのでございます。温かいお風ふ呂ろに入ってふかふかのお布ふ団とんで眠れば、あっという間に朝がやってくるのでございますよ。大丈夫、怖いモノは全て私が遠ざけてあげるのございます」

「……、」

「うふふ、まずはその時差ボケを治す所から始めましょう？　必要でしたらお傍そばで子守唄を謳うたって差し上げてもよろしいのでございます」

　イシス＝デメーテル。

　何な故ぜ、どこでも好きなように『砲台』を設置して三六〇度自在に攻撃を見舞う事ができる彼女が直接顔を出したのか。場合によっては、女神自身は地上へ逃げてしまっても良かったかもしれないのに。

　理由はシンプルだった。

　横倒しに転がったまま気を失ったアレイスターの手の中で、草でも毟むしるように植物が握られていた。女神が耳目としてばら撒まいていたものだ。おそらく、あれ一つではない。アレイスターはこの広い空間をカバーする耳目の雑草を、片っ端から引っこ抜いていったのだ。イシス＝デメーテル当人が直接出向いて、その目でカバーしなくてはならないブラックボックスを作るために。

　チャンスは残してくれた。

　絶対に無駄にはできない。

「（迷彩か、それともよそも同時攻撃しているのか。注意しろ人間、オリーブたるヤツの指にはすでに何種類かブドウの蔓つるたる金糸が巻きつけてあるぞ……）」

　囁ささやくように耳元で告げる肩のオティヌスの助言を耳にしながら、上かみ条じようは正面を見据えた。

「……オルソラ＝アクィナス……」

「はい。霧と魔術と紅茶の都、ロンドンをお楽しみあれ☆」

　どこか嚙かみ合あわない笑顔と共に。

　その胸元で、囚とらわれた心のような十字架がわずかに揺れて。

　背の光輪に極彩色が絡からみ付つき、いっそ臓物が噴き出すようにグロテスクな勢いで、大量の植物の蔓つるが飛び出してきた。
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　土台。

　上かみ条じよう当とう麻まとオルソラ＝アクィナスが直接勝負に突入しても、勝ち目らしい勝ち目などなかったのかもしれない。飛行が使えないから、高低差のイニシアチブを取れないから何だ。そもそも背の光輪に七色の植物が絡からみ付つけば、それだけで複数伸びる首長竜じみた食虫植物の蔓つるを振り回せるのだ。

　横よこ一いつ閃せん。

　みんなで必死になって並べていったドミノを無慈悲に薙なぎ払はらっていくようだった。たった一本の『首長竜』が、広大な空間を支える石の柱を数十単位で躊ちゆう躇ちよなく突き崩し、そのまま上かみ条じようの胴体を狙っていく。

　あちこちからコブや泡のように湧くハエトリソウが、アイアンメイデンの如ごとく邪悪に開く。

「うおおおおおあッッッ!!!???」

　もう、叫んで右手を振り回すしかなかった。

　接触と共に極彩色の塊だった食虫植物の群れが茶色く枯れて千切れ飛んだが、忘れてはならない。そもそも光輪から飛び出したのは一二本。一つ二つ枯れたところで、全体の戦局がどう変わるというのか。

「じゅうにっ!?」

「惑わされるな、種類だけ見れば単一攻撃だ！　指一本右に二周で全部賄まかなえる!!」

　鈍い音が炸さく裂れつした。

　立て続け、ボクシングのストレートのように三発の『首長竜』が突っ込んでくる。二つを避けて一つを右手で吹き飛ばした所で、大きく弧を描いてさらにもう一発。

　読み切れなかった。

　ボクシングで言うならフック。いいや、脇腹を狙ったボディブローか。かろうじてトラバサミじみた葉に嚙まれるのは避けたが、激突は免れない。まともに一発もらった上かみ条じよう当とう麻まの体が、風に吹かれる紙かみ屑くずのように吹っ飛ばされていく。

　ゴリゴリと鈍い音が肋ろつ骨こつの辺りで炸さく裂れつし、肺の中の酸素をごっそり奪われた上かみ条じようは絶叫の自由さえ奪われた。コンクリートの地面を跳ね転がる。それでも鞭むちのような『しなり』がなかったのが救いか。まともに力を蓄えていたら、石の柱と同じように胴体を丸ごと砕かれていた。

「あっ、ばは、ばはハァ……ッッッ!!」

　転がり、呼吸困難に喘あえいで、それどころではなかった。

　まだオルソラは、最初の一二発ワンダースの消化すら終えていない。

「よっと」

　いっそ吞のん気きな声と共に、グラマラスな美女と目が合った。

　その胸元で十字架が揺れる。

　ツンツン頭は仰向けに転がっているにも拘かかわらず、だ。絹と黄金で彩いろどられた金髪美人は、低い天井で逆さに張り付いていた。ぐしゃりと歪ゆがんだ音が響くのは、雨漏り対策用の青いビニールシートを踏んづけたからか。

　飛行。左に三周を、選択肢として捨てていなかった。

　背の光輪から、残る七本のハエトリソウが一斉に解き放たれる。感覚としてはショットガンのダメージを高めるため、わざわざゼロ距離まで接近して解き放つようなものか。当然、一度に七つも押し寄せたら右手一本では捌さばききれない。

「避けろ人間ッ!!」

「ッッッ!!!???」

　躍起になって横へ転がるしかなかった。後を追うように、次々と蔓つるの塊がコンクリートの地面をぶち抜いていく。点と点を繫つなぐように、バルカン砲の掃射にも似た破壊痕が一本の線を引いていく。

　オルソラ＝アクィナスにとっては、今ので一行動。

　オリーブの木に絡からみ付つくブドウの蔓つるの象徴は、いくらでも形を変えられる。

　すぐさま仕留められなくても構わないのだろう。というより、彼女自身は戦っている自覚があるかどうかも見えていない。光を弾はじくような白い肌を大きくさらし、にこやかに微笑ほほえむ美人の目には、世界が何色に映っているのやら。

「オルソラ!!」

「左の八っ？　警戒だ人間、見た事ない巻き数が来たぞ!!」

　着地の瞬間を狙おうとしても、あちこちから巨大な花弁を開くラフレシアの盾によって上かみ条じようの歩ほは遮られてしまう。

　当然、そこで終わりではない。

「うふふ」

　こちらへゆるりと振り返ったオルソラのすぐ近く。低い天井を割るようにして、何か巨大な塊がいくつも垂れ下がってきた。

　含み笑いの修道女は胸の前で両手を合わせていた。掌てのひらをつけず、十指の腹だけをくっつけたまま、その指先に金の蔓つるが巻きついている。

（何だっ？　右に六周と、左に七周!?）

「それではどこからご案内いたしましょうか。そうですね、ひとまずこんなじめじめした所ではなく、上へ上がりませんか？」

　ザクロに、ホウセンカ。

　オルソラの胴体よりも膨らんだ巨大な実が、指向性地雷のように弾はじけ飛とぶ。

　右手の出番なんてなかった。

　数百以上の小さな『弾丸』は点でも線でもなく面を埋め尽くし、壁のように上かみ条じよう当とう麻まの全身を叩たたいていた。

「ばかっ、人間!?」

　転がって手足を震わせるツンツン頭に、衣服にしがみついていた掌てのひらサイズのオティヌスが叫んでいた。

「戦力外の私を庇かばってどうする、どっちみちお前が倒れたら私も共倒れなのだぞ!!」

　起き上がる事もできない上かみ条じようへいくら抗議を放った所で、やり直しは利きかない。必死になって痙けい攣れんを抑え込もうとする少年の目の前で、やはりたおやかな笑みを崩さない金髪美人の両足がコンクリートの地面から離れていく。

　その背に負った黄金の光輪に、極彩色の蔓つるが絡からみついていく。ミックス。複数同時のサインを追い切れず、オティヌスは頭痛のように顔をしかめる。

「……考えろ」

　だがこういう時、戦争と魔術の神は切り替えが早い。

　たとえどれだけ感情のノイズが大荒れになっていても、それとは別に、ひどく冷徹な思考が回り続けている。

「考えろ、人間!!　何がブドウだ、何がオリーブだ。無から有を創る事はできん、あの強さには必ず秘密がある。つまり、あの娘もまた対価を取られているはずだ。許せるのか、この運命を。アレイスターは娘を救えなかった、人間の女は知らぬ間に対価を抜き取られていった、お前は何もできずにただ死んだ、私はまた一人ぼっちになった。……認めんぞ。全部が全部、ここにはいない大悪魔の思惑通りに片づけられていくなど、私は絶対に認めないっ!!」

「……、」

　その言葉に、倒れたままの上かみ条じようの何かが揺さぶられた。

　束つかの間ま、指先の震えが止まる。

　だから、こちらの上着にしがみついて喚わめき立たてる小さな『理解者』の頭を撫なでてやる事ができた。

「人間……？」

　気になる事があった。

『神威混淆デイバインミクスチヤ』は確かに強力極まりない。イシス＝デメーテルだけでこれだ。ラー＝ゼウス、オシリス＝ハデス、テフヌト＝アルテミス、ワチェット＝レト……。もしもその全てが人間の宿主と融合し正しい方法で出撃していたら、どうなっていたか。有象無象のクロウリー達がどれだけ押し寄せたって、冗談抜きに鼻歌交じりで叩たたき潰つぶしていったかもしれない。

　実際には、そうはならなかった。

　運び屋としての依頼を受けていたレッサーやバードウェイの話によれば、焦あせりや行き違いによって、大英博物館から外へ持ち出された『神威混淆デイバインミクスチヤ』は本来の正しい取り扱いをされていなかったらしい。人間ではなく、土地に依存する地脈だの龍脈だのと接続して、不完全な状態で振り回していたとの事。

　なら。

　それなら、だ。

「……に、が。まちがっていた……？」

　こうしている今も、オルソラの背中にある巨大な光輪は、極彩色の蔓つるで覆われていく。円グラフでも満たしていくように、ゆっくりと確実に。まるでギリギリまで弓を引くように、食虫植物の装そう塡てんが続いている。いいや、指先に絡からみついている金糸の数が多い。ひょっとするとここだけでなく、別の場所にいる人間も同時に襲っているのかもしれない。

　おそらく、今度は破格だ。一発もらったらおしまい。

　上かみ条じよう当とう麻まなど粉々になる。

「具体的に、どうして、『神威混淆デイバインミクスチヤ』は人を求めているんだ？？？」

　魔術についてはからっきしな上かみ条じようだって、何となくイメージできる事はある。人間の体の中を走っているチカラと、大地の中を走っているチカラなら、何となくスケール的には大地の方が強いような気がする。にも拘かかわらず、イシス＝デメーテルは人を選んだのだ。何な故ぜ？　まして、オルソラ＝アクィナスはアニェーゼやルチアと違って、元々戦闘が得意な人種ではなかったはずだ。

　つまり、注そそぎ込こまれる力の強さは求められていない。

　神かん裂ざき火か織おりや後方のアックアなんかに見られる『聖人』、オティヌスやネフテュスが極めに極めた『魔神』……そうした特別なブーストも期待されていない。

「なあ、オルソラ」

「はい？」

「お前はどうして、そうなんだ？」

「はあ。何かおかしな事でもしておりますでしょうか。地下鉄のトンネルなんていつ列車が飛び込んでくるか分からないのでございますし、よそから来てくださった方を危ない場所から遠ざけたいと思うのは自然な心の働きのはずでございましょう？　早く上に上がって女子寮へ向かいませんか……？」

　彼女はゆっくりと首を傾かしげ、つられるように胸の十字架が揺れる。

　ほとんど裸身に近い自分の格好そのものも、取っている殺人的な行動そのものも、何一つオルソラは疑問を抱いていないようだ。彼女の頭の中で何かがどこかに繫つなぎ合あわされ、とにかくツギハギなりに整合性が取れているのかもしれない。

　そう、ここにも疑問はある。

　実際の所、上かみ条じよう当とう麻まはオルソラ＝アクィナスがどういう経緯でイシス＝デメーテルを摑つかんだのか、詳しい事情は分かっていない。ただ、生いけ贄にえ同然の無理矢理でないとしたら、オルソラは自分の意思でイシス＝デメーテルを摑つかんで、みんなのために押し寄せるクロウリーズ・ハザードと戦おうとしていたはずだ。

　にも、拘かかわらず。

　……何な故ぜ、オルソラの認識はズレている？　強制的に手足を操られ、戦いたくもない仲間を傷つけるよう命じられたＡ・Ｏ・フランキスカとは状況が違うのだ。魔道書図書館を守るため、自動防衛機構を働かせているインデックスとも全く違うはずなのだ。最初から正しく戦う覚悟を決めているはずのオルソラ＝アクィナスを、もう一度狂わせる理由がどこにある？

　極め付けに、超越者達の言葉があった。

　物理じゃない、と呟つぶやいていたのはアレイスター＝クロウリー。

　無から有は創れない、あの娘は知らぬ間に対価を取られている、と言ったのはオティヌス。

「……、」

　全ての事が、一つの答えを示しているのかもしれない。

　一本の線で繫つながっていて、無駄なものなど何もないとしたら。

「まさか」




　轟ごうッッッ!!!!!!　と。

　複数種のミックス。極彩色の一二連続攻撃が、オルソラ＝アクィナスから解き放たれた。




　　　　８




　いてもたってもいられなかった。

　大英博物館の正面玄関からアニェーゼ＝サンクティスは飛び出していったが、すでに災厄はどこにもいなかった。

　夜空へ飛んでいったのか、地下へ潜ってしまったのか。

　ずずんっ!!　と鈍い震動が、ただでさえ幻想のエジプトが混ざり合って不安定に揺らぐロンドンの風景全体を下から突き上げていた。たたらを踏んだアニェーゼはあちらこちらへ視線を投げて、不自然に停とめられていた四駆に注目する。

「ちょっと！」

「ひいっ!?　なになに、外国語怖いッ!?」

　一方外に出て運転席のドアへ寄りかかっていた浜はま面づら仕し上あげとしては、相手が小柄な少女であっても関係ない。言葉の通じない人の剣幕がおっかなくて仕方がなかった。

「こちらに、ええとその、どう説明したら良いいか……。とにかく女の人を見ませんでしたか!?　こう、全身ビッカビカに光り輝いた異教の女神様風の!!」

「早口じゃ分からにゃいッッッ!!!!!!」

　知性の滲にじみ出でない人はもう涙目で絶叫するしかないようだった。

　後からやってきたメガネのシスター・アガターがこの惨状を見て慌てて割って入る。

「待ってくださいシスター・アニェーゼ！　彼はその、非常にボクトツな顔立ちをしていますがこれでも一応私達の恩人なんです。彼の運転がなければ我々はクロウリーズ・ハザードに吞のみ込こまれていました。無下にはできません!!」

「ええいこんな事言っている間にもシスター・オルソラとの距離が……ッ!!」

「急いでいるからこそ慎重に、正確な情報を聞き出すべきではありませんか!?」

　この間、浜はま面づら仕し上あげは小動物のように震えるしかなかった。

　キューを出してくれればいつでもおしっこを漏らせる自信がある。

「……何これ見知らぬ土地で外国人に取り囲まれて頭ごなしに理解できない言葉の応酬が飛び交うのすんごく怖い煮るか焼くかで相談でもしてんじゃないのどうなってんの……？」

　ここで、だ。

　……もしも四駆の後部座席の窓を覗のぞき込こみ、当たり前のような顔でくつろいでいる全身包帯とミニチャイナを目撃していたら、アニェーゼやアガターの道は大きく切り替わっていたかもしれない。

　しかし幸か不幸か、運命は彼女達を選ばなかった。

　まずアガターが小動物浜はま面づらに駆け寄り、ピンクジャージにセーターの滝たき壺つぼが無言で睨にらみを利きかせる羽目になった。

　アニェーゼの方は小さく舌打ちして、夜空へ視線を投げる。今の探し人の事を考えれば、当たり前に地上の道を調べるだけでは足りない。まんま飛行している可能性もありえる。

　放っておけなかった。

　痛いほど、痛いほど痛いほど痛いほど、良く分かるのだ。

　実際の所、イシス＝デメーテルを前にしたあの時、いくつかの動きがあった。アニェーゼ自身に認識できたのは、信仰とは無縁の運び屋オリアナ＝トムソンと、非戦闘要員であるが故に追い詰められていたオルソラ＝アクィナス。

　そして自分自身だ。

　……もしも誰も名乗りを上げなかったら、自分が摑つかむしかない。アニェーゼはそう考えていた。彼女は二五〇名を束ねる立場だから、同じ境遇にいるルチアやアンジェレネ達には押し付けられない。かと言って、自分や仲間達を受け入れてくれたイギリスを見捨てる選択肢もない。イシス＝デメーテルを使わなければ大切なものを守れないとしたら、アニェーゼは摑つかんでいただろう。それが修道女の価値観からすれば、禁忌にあたる力であったとしても。

　ほんのわずかな、タイミングの違いだったのだ。

　何かが違っていれば、オリアナ＝トムソンが摑つかんでいたかもしれないし、アニェーゼ＝サンクティスが摑つかんでいたかもしれなかったのだ。

　だからこそ、

（押し付けられない……）

　歯は軋ぎしりをして、しかし、捜索のヒントはなかった。

（たとえ何に後押しされた不自然なモノであったとしても、それでもあの人一人に全部を押し付けられない!!　分かる、本当に分かる、あの分厚い圧がどれだけ重く苦しいものだったかは分かるから、だからこそッ!!）

「はまづら」

　と、ぼーっとした黒髪おかっぱの少女が日本語で何か言っていた。

「特にやる事ないなら、ちょっと逃げた方が良いい」

　バガンッ!!　と道路にはめ込んであった金属格子が真上に吹き飛ばされたのはその時だった。地下鉄の排気口、その上蓋か。脅おびえた浜はま面づらがひっくり返り、メガネのアガターが抱き寄せるようにその身を庇かばう。そして地下からのそりと顔を出したのは……何だ？　形こそ顔や手足のついた五体満足に思えるが、一瞬、アニェーゼには極彩色の臓物の練り合わせに見えてしまった。妙に甘い匂いが吐き気を突き上げるが、よくよく見てみれば、ハエトリソウやモウセンゴケなど、何種類かの食虫植物が複雑に絡からみ合あったモノのようだ。

「ひっ!?」

　身を挺ていするアガターの腕の中で、浜はま面づら仕し上あげがもごもご言っていた。

　彼女はそのまま叫ぶ。

「シスター・アニェーゼ!!　逃げてください!!」

　その時。

　アニェーゼ＝サンクティスの胸には何があったか。あるいは、消えたオルソラ＝アクィナスに繫つながるヒントを手に入れられるかもしれないと思ったかもしれない。あるいは、オルソラ＝アクィナスと関わりのあるモノに、民間人を殺させる訳にはいかないと思ったかもしれない。

　もう、少女自身も分かっていなかった。

　そしてワニより凶悪なハエトリソウの大おお顎あごがいくつも開き、アニェーゼの頭から覆おおい被かぶさっていった。腰まで丸ごと飲み込んで嚙かみ千ち切ぎる勢いで、棘とげだらけの顎あごが閉じる。

　直後。

　それは起きた。




　ぱんっ!!　という乾いた音だった。




「えっ……？」

　いっそ、アニェーゼの方が驚いた声を出していた。

　巨大な食虫植物の大おお顎あごが少女の柔肌に触れる直前で、見えない壁に弾はじかれるようにして、大きく仰のけ反ぞったのだ。まるで、人の顎あごでコンクリートブロックへ無理矢理嚙かみ付ついたように、向こうがダメージを受けている。

　しかし、アニェーゼ＝サンクティス自身何かをした訳でもない。

　彼女は上かみ条じよう当とう麻まではない。幻想殺しイマジンブレイカーなど持っていない。

　だとすると？




　　　　９




「っ」

　その乾いた音は、地下鉄トンネル内でも響き渡っていた。

　オルソラ＝アクィナス。その背の光輪から放たれた、怒ど濤とうの一二連続攻撃。

　上かみ条じようの右手一つで捌さばき切きれるはずはなかった。だが実際に、ろくに起き上がる事もできない少年に新たな傷はない。

「……今の、は……？」

　息を吞のんだのはオルソラの方だった。

　致死の全てが、得体のしれない何かに弾はじき飛とばされていた。

「あれ、いいえ、ここは、考える必要はございません、大丈夫、だいじょうぶ。そう、お招きしなくては。せっかくはるばる日本から来ていただいたのでございますから……」

　何か、イレギュラーが起きた。

　その意識は、大荒れの海に吞のまれたボールが浮いたり沈んだりするようだった。

　一体何をどう認識しているのか、少し離れた所で浮かんでいるオルソラ＝アクィナスが、ゆっくりと首を傾かしげていた。

　ちらりと何かが見えた。それは上かみ条じよう当とう麻まの努力の成果かもしれないし、全然別の場所で『たたかっていた』別の誰かの栄誉かもしれない。

　とにかく一瞬だが、確かに彼女の指先でこう見えた。

　……の五。

「これじゃあ、こんなのじゃ、ダメだ」

　ほとんど壊れかけた体を無理矢理動かして、改めて、ゆっくりと上かみ条じよう当とう麻まは身を起こしていく。息も絶え絶えだが、まだ彼は死んでいない。生きているなら、やれる事もある。

「人間？」

「回りくどいとは思っていた。イシス＝デメーテルは何で戦う力を持たないオルソラを認めたのか。オルソラが自分で戦うと決めているのに、どうして認識を崩してチグハグにしてしまったのか。でも、そんな風に考えるのがもう間違いだったんだ」

　首を傾かしげたまま、オルソラの足元で地面が割れた。ほっそりとした指先に絡からみ付つくのは、右に六周と左に七周。さっきも見た。次から次へと泡のように湧き出てきたのは、巨大なザクロやホウセンカだ。初手ではその爆発で上かみ条じよう当とう麻まは瀕ひん死しにまで追い詰められた。

　だが今度は違う。

　真正面から破裂し、面制圧で大量の『弾丸』が襲いかかってきても、のろのろと立ち上がった少年は右手を構える必要さえなかった。いや、ふらついて恐怖がなかったのが良かったのか。

　文字通りの、豆鉄砲でしかない。

「物理じゃなかった」

　まず、アレイスター＝クロウリーの言葉を借りた。

　さらに続けて、

「そして、『神威混淆デイバインミクスチヤ』は無人のままじゃ実力を発揮できなかった。誰かしら、人間と結びつかなくちゃあダメだった」

「……、待てよ。人間、そういう事か。ラー＝ゼウスも、オシリス＝ハデスも、テフヌト＝アルテミスも、ワチェット＝レトも。全部が全部、元からあったエジプト神話なんて気にせず後からやってきたギリシャ人が勝手に当てはめていったものに過ぎなかった。きちんと学んで理解するつもりも、新たに見つかった神を寛容に認めるつもりもなかった。『神威混淆デイバインミクスチヤ』は最初の最初の段階からして、すでに偏見や先入観の溝を織り込んだ霊装だった!!」

　ヒィウヒィウン!!　と空気を鋭く引き裂く音があった。

　右に八周。オルソラ＝アクィナスの周囲で鎌首をもたげた複数のモウセンゴケの鞭むちが、横殴りで襲いかかってくる。十分な『しなり』を蓄えたその一撃は、厚手のビニールシートや石の柱どころか高層ビルさえ削り取ってしまう事だろう。

　ただし。

　ただし、だ。

　上かみ条じよう当とう麻まは右手を構えない。そんな事などしなくても、そもそもオルソラの攻撃は意味がない。砕けた破片が上かみ条じようの体を打つが、横殴りの鞭そのものは頭の上を流れていった。

　つまりはこういう話だった。

「無理解、不寛容。お互いがお互いを諦めてしまう悪意を物理的な破壊へ変換したモノが、『神威混淆』の正体だった」

「はあ、理解が足りないとおっしゃるのであれば、理解が進むまで根気良く話を続けていけばよろしいではございませんか。さあさどうぞ、何になさいます？　チェスでもしながら、あるいはジグソーパズルも理解を深める助けになるかもしれないのでございますね。女子寮へ向かう前に、無意味なしこりを取り除いておいた方がよろしいのでございましょうか」

「だからっ！　同じ言葉を並べて分かる分かると言っても、お互いの頭の中で浮かべているモノが全く違っているほど自由度が増す霊装だったんだ!!　戦争、平穏、愛情、安心、未来、繁栄。そういう、誰もが知ってる言葉を巡ってみんなが争っていくように!!」

　グラマラスな肢体を絹や黄金で最低限覆っただけのオルソラは、まだ何を言われているのか理解できていないのか。子供のように小さく首を傾かしげているだけだ。

「その論だと、ジェネレーター、コンデンサ、いいやトランスが近いかもな。宗教的な意味ではなく、高圧電流を取り扱う変圧器という意味での」

　上かみ条じようの肩に乗っている小さな『理解者』が口を挟んだ。

　やはり、違う。

　上かみ条じようとオルソラ、上かみ条じようとオティヌス。

　少年の口振りには、何の根拠もなかったかもしれない。だから信用に値しない、ではない。オティヌスは、ならば確たる信用はこちらで提供すると言っているのだ。

　この『理解者』なら信じて付き合うと決めていない限り、こうはならない。

　掌てのひらサイズのオティヌスは少年の上着にしがみついたまま、

「大小二種類のコイルを同じ軸で繫つないで電気を通す事で、電流電圧を望んだ形に調整するための機材だが、これを、生命力を循環させる人と人で行おうという訳だ。右に、左に、それに巻き数。指先のアレだよ。もちろん『そのまんま』電気工学的な意味ではないだろうが、ある種の象徴としてブドウの蔓つるたる黄金とオリーブの枝たる肉体を組み合わせていたな。エネルギーを調整し、状況に合わせて適切な攻撃を切り替えて放つために」

　この説が正しければ、オルソラは自分の意思で攻撃を放っているのではなく、お互いのコイルの大きさ、齟そ齬ごによって自動的に攻撃が放たれている事になる。彼女にできるのは、せいぜい悪意ある言葉や直接的な行動で傷つけ、巻き数を変える程度か。

　そもそも、オルソラ＝アクィナス自身に攻撃の意思があるかどうかも分からないのだ。

　そんな彼女を利用して破壊の目的を達するには、オルソラとは別枠で『攻撃を選択する何か』を用意する必要がある。

「一方で、全く同じコイルを並べても一部特殊用途以外は意味がない。基本的には車のギア比を変えるようなものだからな。……使用者と標的の間で会話を実行させた上で、失望させる。『こんなヤツとは会話は通じない』と。魔術変圧器で特定の圧に調整しないとエネルギーを内部に拾えんとは、『神威混淆デイバインミクスチヤ』とやらも意外とグルメで扱いにくい霊装だな。ま、わがままに見合う効果があるのは認めるが」

　いいや。

　オルソラ＝アクィナスにだって、通じていないはずがない。眼球運動を観察する限り外の世界は認識している、とアレイスターは言っていた。催眠術とは違う、とも。

　通じているのに、切り捨てる。

　そんな状況を作ってしまいたかったのだ。

　ただただ巨大な変圧器を作り、多くのエネルギーを意のままに調整し、即物的な破壊力を生み出す。自らの利益を機械的に生み出すため、人の心を踏みにじる。

「……イギリス清せい教きようの隠し球、か。当然、てっぺんのコロンゾンは理解して地雷を隠しておいたのだろうな。クロウリーキラー専用。これがもっと早く表に出ていれば、ブリテン・ザ・ハロウィンや第三次世界大戦、そしてこの神が主導した『グレムリン』関係の顚てん末まつも変わっていたかもしれんのに」

　吐き捨てるようなオティヌスの言葉で締めくくられた。

　主観的なインスピレーションにしがみつくしかなかった少年の仮説は、『理解者』の叡えい智ちによって裏付けされた。第三者の目がある事は、一人ぼっちではない事は、誰かに受け入れてもらえる事は、こんなにも、強い。

　背中は支えてもらった。

　上かみ条じよう当とう麻まは真正面から、オルソラ＝アクィナス以外の何者かを糾弾する。

「そうなると、魔術変圧器とやらをキープするためには、宿主のオルソラとは会話が通じない方が都合は良かった！　だって無機物のイシス＝デメーテルは差別も偏見も持たない。扱う側としちゃ、視点は常にプレーンじゃ困るんだ。地脈だの何だのでどれだけ莫ばく大だいな力を吸い上げたって、正しい値に調整できなければ宝の持ち腐れだ！　だから、こうなった！　イシス＝デメーテルは人間を求めた、最初から戦う覚悟を決めていたオルソラの認識をわざわざ歪ゆがめてチグハグにしたんだ!!　オルソラを悪意で包むのとは違う。それを見ている俺達の方が自発的にアレとは違うと望むようセッティングしたんだ!!」

「いいえ私達はチグハグではございません。こうして一つになっておりますよ。さあさ、魔術の話なぞ構う必要はありません、女子寮で皆様待っています。ちょっと早めのクリスマスパーティを開いて、楽しい思い出を作りましょう？」

　まるで優しい母親が、お手伝いをしようとした小さな子供から包丁を取り上げるような口振りだった。

　平素であれば、それでも良かったのかもしれない。

　せっかく知り合いが訪ねてきたのだ。イギリス清せい教きようだの『必ネ要セ悪サのリ教ウ会ス』だの難しい話は抜きにして、みんなで目一杯イギリス観光をしたいと思うのは間違いではないかもしれない。でも、ここではない。ロンドンの街並みは一変し、アレイスターがズタボロにされた状況がオルソラには見えていないのか。

　見えていても捨て置けるほど、オルソラの連想の力はねじれてしまったのか。

　少年の肩に乗ったオティヌスは呆あきれたように息を吐いて、

「……それは、まあ。傲ごう岸がん不ふ遜そんなアレイスター＝クロウリーが真っ先に倒れる訳だ。あいつはろくな裏付けも取らず好き放題悪評を書き殴る新聞記者達に対して、『期待された通り、でっち上げられた悪人の顔』をそっくりそのまま振る舞ってさらに民衆を脅おびえさせる事を楽しみにしていた変人だ。周囲の理解や寛容など、ハナから期待していない。齟そ齬ごが大きくなれば大きくなるほどイシス＝デメーテルを支える変圧器の調子がすこぶる良くなっていくのなら、クロウリーキラーとしては最強だよ。他の皆はどうあれ、あいつだけは絶対に受け止めきれん！」

「三三三、後は拡散だっけか……。向こうの用語は、注意しないとすぐ忘れそうになるけど」

「コロンゾンの数価と本質だな。ははっ！　なるほどなるほど、良くできている。ギリシャだのエジプトだの唐突に異国情緒が溢あふれてきたかと思いきや、そこに収しゆう斂れんするか。何が複数の神話を混ぜ合わせ、人と人の体を大小のコイルに見立てお互いの齟そ齬ごが広がるほど安定化していく魔術変圧器か。ブドウとオリーブの記号によって見た目は一つの装置に皆を組み込んでいるように思わせて、結局は世界の結合を妨げる大悪魔のくだらん本領そのものではないか!!」
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　だから、なのか。

　アニェーゼ＝サンクティスはしばしの間、呆ぼう然ぜんとしていた。

　防衛戦、遅滞作戦の舞台となった夜のロンドンにおいて、確信を得るにはあまりにサンプルが少ない。こんなものに命を預けるなどもってのほかだ。分かっている。それでも勝手に千切れて吹き飛ばされた食虫植物の塊を前にして、幼い修道女は思わずこう呟つぶやいていたのだ。

「諦あきらめなければ……」

　仮説とも呼べないような。

　しかし決定的な一言を。




「……『怪物』とみなさなければ、彼女のいつもの笑顔を見失わなければ、怖く、ない？」




　ヒントなどない。

　オルソラ＝アクィナスは目の前にいない。

　だが奇くしくもこの時、トランプの神経衰弱でいきなり当たりを引き当てるように。アニェーゼ＝サンクティスは正解を見据えていたのだ。

　右……周───。
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　分かってしまえば、容易たやすいはずだ。

　今この場において、上かみ条じよう当とう麻まは右の拳を握り締める必要はない。たとえオルソラ側から何をどれだけ振り回されても、恐れる必要だって。むしろ対立し、理解を諦あきらめ、力でねじ伏せた方が簡単だと思ってしまえばしまうほど、人と人のすれ違いを利用して莫ばく大だいな力を操る変圧器が効果を発揮する。力が安定すればそれだけ無茶なゴリ押しもできるようになり、その分だけ手が付けられなくなる。イシス＝デメーテルは、それこそ天災に等しい力をばら撒まいていく。

　だから、物事が見えていないオルソラとは、対話を諦めるのか。

　だから、何を言っても傷を広げるくらいなら、今は黙っていた方が正解なのか。




　ふざけるな。

　そんなお利口さんの選択のどこが『理解者』の道へ繫つながっていくというのだ。




「オルソラ……」

　間違っていた。

　勘違いしていた。

　完全に操られていたＡ・Ｏ・フランキスカという前例に惑わされていたのかもしれないが、それにしたって。あの上かみ条じよう当とう麻まが、言葉を交わす前から相手を突き放して、暴力だけで事を片付けてしまおうなどと考えるか。どうせアレイスター＝クロウリーの苦悩を説明しても、誰にも許してもらえないだろうなどと。ローラ＝スチュアートの秘密を暴露しても、誰にも理解してもらえないだろうなどと。試す前から橋を跳ね上げ、谷の向こうにぽつんと残った知り合いを眺めて付き合いが悪いなどと言い放つ。そんなの絶対におかしいではないか。

　壊れた柱に手をついて、ゆっくりと体を支える。

　この広い空間だっていつまで保もつか分からない。いきなり全体が崩落する恐れもある。

　それでも、上かみ条じよう当とう麻まは真まっ直すぐに見据えた。

　無理解と不寛容を纏まとい、人の大切にしてきたものをズタズタに引き裂く形で巨大な魔術変圧器を形成して、今やロンドンの戦争の象徴とされた誰かを。

「オルソラ、もう良いいんだ。アレイスターは確かに善人とは言いい難がたいけど、だけど、お前がそんなに脅おびえる心配なんかない。お前達を受け入れてくれたイギリスを、取り上げたりなんかしない。アレイスター＝クロウリーはただ、自分の娘を助けたいだけなんだ。そのために、ロンドンに眠る秘密を探り当てなくちゃならなかっただけなんだ!!」

　歩く。

　ゆらりと、こちらから。糸口が見えたとしても、すでに負ってしまった傷はいつまでも残る。ただしこういう時、自分は自分を裏切らない。記憶喪失に苦しみ、『魔神』の無む間げん地じ獄ごくで数えるのも億おつ劫くうになるほど肉体を粉砕された身の上ではあるけれど、それでも、そこまでされても、本当に動くべき時に力を加えていけば、きちんと応えてくれる。

　助ける。

　助けなくちゃあならない。

　変圧器だの大小形の違うコイルだの、そんなもののためにオルソラがこれまで大切にしてきた理解の輪を千切らせる訳にはいかない。

　齟そ齬ごなんかもう作らせない。

　人と人を大きさの違うコイルに見立てて力を御し、落差を利用するつもりなら、こちらから寄り添えば良い。二つとも同じコイルになってしまえば、変圧器はまともに機能しなくなる!!

　対して。

　どこかふんわりと、言い換えれば乖かい離りしたまま。裸足はだしのまま地面から足を離したオルソラは、自分の細い顎あごに人差し指の先を当ててこう言い捨てた。

「はあ、いきなりそんな風に言われましても。一体どこでどう知り合ったかは存じませんが、クロウリーとは、『あの』クロウリーなのでしょう？」

　右の八に左の二。複数のモウセンゴケの鞭むちが横殴りに振り回され、天井が破れて強酸をしこたま詰めたウツボカズラの袋が落ちてくる。さらに続けて右の七に左の五。宙を舞い、身をよじりながらこちらへ迫る緑色の巨大なムカデのようなモノの正体はタヌキモやムジナモの類たぐいか。一発一発が極彩色の大迷宮を彩いろどる致死の食虫植物。上かみ条じようが深呼吸した直後、下からすくい上げるように腹の真ん中へ打撃が来た。ムジナモの力は軽い拳ぐらいだったが、思わず右手に意識が向いた直後、横殴りのタヌキモが少年の体を薙ぎ倒す。情けない、口では偉そうに言っても怯えを拭い切れなかった。

　無理解、不寛容。

　誰もが知っている言葉、平和や安心という単語が攻撃的な行動と結びついているのは何な故ぜだ？　どうして同じモノを眺めている上かみ条じようとは乖かい離りしてしまう？　意味不明でも理解不能でもない、きちんとオルソラのバックボーンを読み取れ。何も怒りや憎ぞう悪おだけが動機ではない。

　胸元で頼りなく十字架が揺れていた。

　ぬめるような光を受けて、涙でも流すように光を反射させて。

　まるで囚とらわれた心のように。

　何も大仰な鞍くら替がえなんか何もなかったはずだ。強大な力を摑つかむと言っても、結局、オルソラは首から十字架を下げている。彼女はまだ捨てていない。染まってもいない。奥の奥の奥では、敬けい虔けんな修道女の魂を持っているはずなのだ。

（そうか……）

「恐怖や不安、か」

「ま、そんな所だろう。世界征服の野望は自分の欲を抑えれば済む話だが、奪われる恐れについては自分をどうこうした所で他人は勝手に攻めてくるからな。どうしようもない」

　再び肩へよじ登ったオティヌスは素っ気ない調子で同調してきた。

　オルソラ＝アクィナスは大局なんてどうでも良かった。

　ローラ＝スチュアートの行方やクロウリーズ・ハザードの侵攻など気にも留とめていなかった。

　守りたい。

　ただただ、みんなの居場所だった女子寮を守りたかった。

　それだけだったのだ。

　それを、その想おもいを。

　誰かが利用し、踏ふみ躙にじって、背中を押した。

　イシス＝デメーテルなんて即物的な力を、頼らせた!!

「ふざけやがって……」

「そこで迷いなく即答し、もう一度立ち上がって真なる敵を正しく見据えられるなら大丈夫さ。憎しみの先にいるのは、オルソラ＝アクィナスとやらではない。別の『何か』だ。まだあの女にも救いは残っている。上かみ条じよう当とう麻まという救いがな」

　オルソラ＝アクィナスの魂はまだ残っている。

　胸の十字架を手放さない限りは、ギリギリで。

　ならば、足りないものは何だ。立ち上がったのは良い、どうすれば助けられる。

　オルソラ＝アクィナスが抱え込んでいる、恐怖や不安に挑め。大切な人を傷つけられ、自分の居場所を奪われる。きっと、そうなる。根拠なき脅おびえを打ち砕け。

　アレイスター＝クロウリーは、そうじゃないと。

　そう言ってやれるのは『窓のないビル』を上り詰め、世界最大の魔術結社『黄金』の秘密を追体験していった少年だけなのだから!!

「事の始まりはメイザースとかいう魔術師が呼び出した大悪魔コロンゾンだった。アレイスター＝クロウリーを引きずり下ろして、殺せ。その命令が巡り巡って、娘のローラを蝕むしばむ羽目になった。これはオルソラ、お前にとっても無関係でいられない。イギリスを守りたいなら、コロンゾンに支配されたローラ＝スチュアートを解放しない限りそれは叶かなわない!!」

「そうなのですか」

　軽い言葉。右から左へと、明らかな流し。

　途端に背中の光輪へ極彩色が絡からみついた。怯えるな、と上かみ条じようは強く念じた。怖がらなければ、イシス＝デメーテルの攻撃は成立しない。

　諦あきらめるな、折れるな、何度でも説明しろ。

　こちらがどれだけ努力を重ねたかなど論じていない。相手がどれほど理解してくれたか。重きを置くのはそこだ。徒労に終わったからと言って怒りを覚えては、再びイシス＝デメーテルの破壊力が実体化してしまう。

　屈する事なく正面からオルソラを見据え、一歩一歩前へ進む限りは、大丈夫。有象無象の攻撃は接触と共に向こうの方から勝手に砕けて消えていく。そのはずだ。

　外的刺激は認識できている。

　上うわっ面つらがどうあれ、本当の本当に、何も引っかからないなどという話はありえない。少しずつでも良いい、オルソラ＝アクィナスの魂を引っ張れ。ぼやりとぼやけたピントをじりじりと合わせていけば、いつかきっと話は通じる。届く。理解してもらえる。

　言うまでもない事を一つ確認しよう。

　安心、平穏、防御。同じ言葉を交わしても上かみ条じようとオルソラで思い浮かべる意味が全然違う。温かい女子寮を守りたい、みんなの居場所が壊されるのを黙って見ていられない。そんな想おもいから始まって見えない『何か』に背中を押され、無理解・不寛容に縛られたオルソラ＝アクィナスだが、彼女自身が本来攻撃的で悪意的な人物だという訳ではないのだから。

　ここから先。

　たとえどんな言葉をぶつけられても、絶対に人となりを見失うな!!

「アレイスター＝クロウリーは、悪くない」

「何な故ぜ？」

「おそらくこっちの方が万倍屈辱だろうけど、敢あえて言う。あいつは可か哀わい想そうな『人間』だった、どうしようもなく」

「んー、この話って必要でございますか。早く皆さんの待っている女子寮へ戻って、サプライズで楽しい思い出を作りたいのですけど。言うまでもなく、しかし現実にクロウリーはイギリスを害するため踏み込んできたでしょう？」

「っ、イギリス清せい教きようは『神威混淆デイバインミクスチヤ』を持ち出して、お前が手に取るよう迫った！　当然、何が起こるか、何を踏みにじらせるか分かっていながら!!　この一回限りで終わると思ってんのか。問題の根っこはアレイスターじゃない、あいつはただ問題点を浮き彫りにしただけだった。さっきも言ったが、お前が本当に大切な人のために平穏を守りたいなら、てっぺんの部分をどうにかしない限り終わらない!!」

「問題も何も、私は自分で望んでイシス＝デメーテルを摑つかみましたのでございますよ」

「それがアニェーゼやルチアでも、お前は同じように笑っていられたか？」

　一拍。

　いいや半拍にも満たない、わずかな間。

　まるで心の揺らぎを示すかのように、その胸元で十字架が揺れる。

「ですけど、そもそもクロウリーズ・ハザードの騒ぎがなければ、誰も何も選択しなくても良かったのではございませんか？」

「そのアレイスター＝クロウリーって『人間』を形作っていったのも、当のイギリスだったんだよ!!」

　オリーブだのブドウだのの記号に振り回され、危うくブレてピントがぼやけてしまいそうなオルソラを、もう一度揺り戻す。逃がさない。そう簡単には、遊離させない。

　踏み込め。

　脅おびえるな。

　分からないのなら、分かるまで。どれだけ苦しく、徒労にまみれ、打ちのめされても。言葉を重ねていくのは、無意味な行いではない!!

「学校では敬けい虔けんな信徒とやらからいじめや虐待を受け続けて、そんな連中を四角四面に守る神様にうんざりして!!　いじけたように魔術を学んでも、結局それだって自分の家族を害するものでしかないと分かって！　自分の責任として世界最大の魔術結社『黄金』をぶっ壊して、それでも予言通りに赤ちゃんを殺されて!!　そんなアレイスターを指差して、当時マスメディアとして絶大な力を持っていた新聞記者は大して調べもしないで嘲あざ笑わらったんだ。『悪人』『変態』『食人鬼』って!!　あいつだけが悪いのか？　ただ新聞に書かれた事をそのまま鵜う吞のみにして世界中が石を投げた、国外退去処分なんか一回じゃない、安住の地なんかどこにもなかった。それでも一〇〇％全部が全部アレイスターの絶対悪なのか。どっかで両成敗にはできなかったのか!?」

「歴史的に見れば、そう評価されるのが妥当な行いを繰り返してきたのもまた、アレイスター＝クロウリーなのでは？　図書館に行けば分かります。マイクロフィルムで保存された当時の新聞を追っていけば、断片なりとも。さらにイギリス清せい教きようの資料と照らし合わせれば、その裏で何が起きていたのかもです」

「それは、本当のアレイスターなんかじゃない……ッ。四角四面な記事には『事実』が書かれていたかもしれないけど、あいつの感情なんか何も載っていない!!」

「当時の新聞の信頼性が乏しいのは私も認める所でございますよ」

　ふと、いきなりピントが合った気がした。

　見た目は当たりが強くなったようにも聞こえるが、違う。イシス＝デメーテル。愛だの平和だの一つの言葉を出してもお互い連想するものが離れていく、オルソラの心を包む無理解や不寛容が、『逸そらし』が通じなくなってきたのかもしれない。

　真っ向からぶつかり合えるのは、幸せだ。それはつまり、同じテーブルで議論を重ねる段階にまで進められた事を意味しているのだから。無視され、拒絶され、顔も合わせてもらえず、笑って受け流されるのと比べれば、ずっとずっと。

　いつしか、オルソラ＝アクィナスは首から下げた十字架を握り込んでいた。

　無意識の不安が表われているのか。

　細かく左右にブレながらも、全体では正面からこちらを見据えながら、人と人の齟そ齬ごが作る変圧器を守るためピントの微調整を続けるオルソラがさらに口を開く。

「しかし、逆に言えば、だからこそクロウリーの人物像を保証する正確な資料はどこにあるのでしょう？　主観に傾いた日記、友人知人の回顧録、それとも学校や結社での報告書？　……いずれにしても正確さの面で劣るのでは、反論材料としても不確かでございます。結局は、大衆に広まったメジャーなクロウリー像に寄り添うのが、一番間違いを少なく済ませられるのでは？」

「四捨五入みたいにざっくりまとめられてたまるか!!　生まれた家にも、学校の寮にも居場所がなかった。魔術師アレイスター＝クロウリーの人生には、お前みたいに優しく帰る場所を守ってくれる人はいなかったんだよ!!　妻のローズはそうなろうと頑張ったけど、でも結局赤ん坊のリリスが死んじまってダメになっちまったんだ!!　そこに何の想おもいもなかったなんてありえるか、四角四面な報告書以上の事は何もなかったなんてありえるかっ！　見捨てないでやってくれよ。お前みたいに優しくて強い人間だけは、あいつを見捨てないであげてくれよっ、頼むから!!　遠い過去の話だから？　もう今の自分達には関係のない話です？　それを突き付けてアレイスターに納得しろってのは、あまりに酷じゃないのか。一〇〇年以上前から何も変わっていないと、アレイスターが見限ってしまったとしても文句が言えなくなっちまうんじゃねえのか!?　全部が全部積み重ねなんだ。あいつが今日帰ってきたのは、因果のない話じゃないんだ。災害や通り魔とは事情が違うんだよ!!」

「はあ。しかしそうは申されましても、魔術師クロウリーの悪行は、今さら帳消しにはできないのでございますよ？」

　パチンと指を鳴らしたのは、上かみ条じようの肩に乗る『理解者』だ。

　ぞっ……と。

　後から遅れて、上かみ条じようの背筋に冷たいものが走り抜ける。オルソラの端的な言葉は、含まれる範囲があまりに広すぎる。オティヌスが横よこ槍やりを入れなければ、今の一発で積み重ねてきた全てを覆くつがえされていたかもしれない。

　戦争の神は半ば呆あきれたように、

「今のはずるいな、それだとあやふや過ぎてノーベルでもライト兄弟でもアインシュタインでも万人誰でも叩たたけるようになってしまうぞ。二対一で申し訳ないが、天てん秤びんに錘おもりを一つ、バランスを保つ意味で神が質問を挟もう。その悪行とは歴史年表にある遠い昔の話か、それとも今この世界で起きている話か？」

「私は現在の話をしているのでございます。解釈次第でいくらでも筋を曲げてしまえる、資料の乏しい過去ではなく」

「そいつは僥ぎよう倖こう。流石さすがの神もそこまでクソ野郎の人生を庇かばえる自信はないからな」

　今のも恐ろしい言葉だった。

　だというのに、肩の上に座るオティヌスは細い脚を組み直し、

「確かに今この瞬間も、アレイスター＝クロウリーは一〇億以上のクロウリーズ・ハザードに分化し、イギリス連邦加盟国、全世界五三ヵ所へ同時攻撃を仕掛けている。戦争が起きていない地域は存在せず、惑星そのものが血で染まるような地獄絵図と化しているだろう」

「そこに何か特別な理由があるという話でございましょうか。理由があれば、犠牲は許されると」

「それで糾弾しているつもりか。そいつはむしろ何があっても自分の小世界、女子寮を守りたい貴様の理論だろう。アレイスター＝クロウリーは事実として誰も殺しておらんぞ？」

「な」

「カレーの港も含めてな。超伝導に近い魔力の最大効率化作業だったか。ヤツはコロンゾン打倒のため、自分の口で言及した血ちの供く犠ぎを行えればそれで良いいのだ。よって他人を害する必要は特にない。一〇億のクロウリーズ・ハザードを呼び出し、一〇億のクロウリーズ・ハザードが撃破されてしまえば、その時点で世界記録だよ。第一次世界大戦も裸足はだしで逃げていくレベルでな。それだけで有史以来最悪の戦死者数は確保できてしまえるだろう？」

　学園都市第一位に、戦争と魔術と詐術の神。

　彼らがアレイスター＝クロウリーと世界の現状を眺め、甘い、生ぬるい、などと評価していたのは、この辺りに起因していたのだ。

「これもまた、一つの言葉の意味を取り違える事で生まれる齟そ齬ごを利用した魔術変圧器、無理解と不寛容の産物か？　大して調べもせずに糾弾するとはなかなか結構、だが露見すれば自分自身の首を絞める事実にもう少しだけ頭を働かせるべきだったな」

　怖くない。

　もう、大丈夫だ。

　今度の今度こそ、上かみ条じよう当とう麻まは真正面を見据えてオルソラ＝アクィナスへ立ち向かう。

　合わせろ、と少年は思う。

　二人の人間、二つのコイル。その差異が変圧器として力を制御し、様々な攻撃に転化する。右の二、右の八、左の三、左の二、右の六、左の五、右の七、左の七。今までオルソラの指先に絡からみついてきた巻き数は色々あった。だけど逆に、目の前にありながら一度も攻撃に使われなかったモノもある。

　彼女の手首。

　全ての指の大元にある腕輪。

　右に五周。

　それがオルソラそのものだった。ここから全てがズレていって、殺傷力に転じていった。逆に言えばオルソラと同調し、理解を深め、巻き数を合わせていけば、二つのコイルから差異は消える。誓え、もう魔術変圧器なんて機能させるものかと。彼女を一人にしないと!!

「学園都市で起きてきた事を考えれば分かる通り、アレイスター＝クロウリーは現実に多くの人を傷つけてきた。そのアレイスターが、自分で作った街を捨てて世界へ解き放たれた。傍はたで見ている側としちゃ、『とりあえず』不吉の象徴みたいに遠ざけた方が安全かもしれない。でも、それじゃダメなんだよ……。あいつは、あの野郎は、生まれ育ったこの国から許されなくちゃ浄化されない。外野がどうこう言ったって救いになんかならない！　帰る場所のなかったオティヌスとは事情が違う。俺が『理解者』になったってあいつは本当の意味で助かった事にならないんだ!!」

「クロウリー自身がそう語ったのでございますか。仮にそうだとしても、クロウリー自身の語った言葉にどこまで信頼性があると？」

「ああ、アレイスター＝クロウリーなんか信用できない。自分で自分の求める幸せにも気づいていないようなひねくれ者の言葉なんか鵜う吞のみにしたらあいつは地獄へ落ちていくだけだ。こっちはそんな未来のために命を張って戦っている訳じゃあねえ!!」

「クロウリー自身が求めもしない幸せのために、私達が何かを我慢しろと仰おつしやるのでございましょうか？」

「ヤツが幸せを求めているかどうかなんて知った事か！　俺が自分でそうしたいと言っている。そしてこの話はオルソラ、前にも言ったがお前にとっても無関係じゃいられないぞ!!」

「何な故ぜ!?」

「だってそうだろう。言っておくがな、オルソラ。俺が今まで知り合ってきた中で、お前が一番わがままな人間だった。右方のフィアンマでも『魔神』オティヌスでも上かみ里さと翔かけ流るでもアレイスター＝クロウリーでもなく、オルソラ＝アクィナス、お前が一番だったんだ!!　だから俺はお前を尊敬していたし、ローマ正せい教きようと戦ってでも守りたいと思う事ができた!!」

　少年の頰を、モウセンゴケの鞭むちが勢い良く打ち据えた。

　もはや、上かみ条じよう当とう麻まは瞼まぶたすら閉じない。

　ようやっと、震えは止まった。怖いと思えば、嫌だと避ければ、それだけ攻撃を支える力に転化されてしまう。殺傷力を削そいで生き残るためには、真まっ直すぐに見据えて受け入れるのが完璧な答えだった。そもそも右の八など許さない。右に五周。オルソラ＝アクィナスの軸に合わせる。そうすれば、本当の彼女が見えてくる。

　さらに踏み込む。

　黄金に輝く春と再生の女神の、その懐ふところ深ふかくと呼べる至近まで。

「それは」

　ひたりと、であった。

　上かみ条じよう当とう麻まの右手が、オルソラ＝アクィナスの柔らかい頰に触れた。

「その『わがまま』に、どれだけ強い力が宿るかは！」

　もう片方も。

　左右の手で温かい顔を挟み込み、額と額を押し付けて。それこそゼロ距離で、上かみ条じよう当とう麻まは吼ほえる。創られた女神なんていらない。戦う力なんて求められていない。もっと強く、高潔で、何よりオルソラ＝アクィナスだけが持っていた力を思い出させるために。

　もう、逃げられない。

　イシス＝デメーテルがどれだけ無理解と不寛容で会話のピントをずらそうとしても、文字通り目と鼻の先に迫る上かみ条じよう当とう麻まからは逃げられない。

　冷え切ったエンジンをもう一度点火するように。

　少年は、迷わず言葉を叩たたき込こんだ。




「暴力を捨てて、言葉で戦って!!　救いなんか知らなくても、求めていなくても。それでも自分がやりたいからって理由だけで世界の全部に立ち向かって多くの場所に十字教を広めていった、オルソラ＝アクィナス!!　最大最強に『わがまま』を貫いてるお前が一番分かっていないといけないんじゃなかったのか!!!???」




　イシス＝デメーテルは人と人が生み出す齟そ齬ごを利用する。

　逆に、それが完全に失われてしまえばどうなるか。
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　すでに答えは出ている。

　右に五周。それとはまた、別に。

　アレイスター＝クロウリーなら嫌な顔をするかもしれないけれど。

　だけどオルソラ＝アクィナスが首から下げた十字架は、そもそも争いを助長するために掲げるような象徴ではない。こんなになってもまだ十字架と共にあろうとするオルソラが、アレイスターが見てきた人達とは違った力を発揮さえすれば、この程度は壁にもならない!!

「理解できないから、突き放すんじゃない。理解できないから、歩み寄る」

　劇的な閃せん光こうや爆音はなかった。

　ただ、薄氷に亀裂が走っていくような、小さな響きがあっただけだ。

　そんじょそこらの奇麗ごとなんかじゃない。実際にオルソラ＝アクィナスは成し遂げているのだ。色々あってオルソラやアニェーゼはイギリス清せい教きようの女子寮に身を寄せて仲良くやっているけど、それ以外の道だってあったんだから。順番で言えばオルソラが先で、アニェーゼ達は後だった。その時、こう言えたかもしれなかったではないか。

　かつて自分を殺そうとした者達に取り囲まれて生活するなんて耐えられない。元アニェーゼ部隊の入寮を拒否する。どこかよそへやってくれ、と。

　だけどオルソラはそうしなかった。

　受け入れたのだ。笑顔で全部水に流して。

　ローマ正せい教きようのビアージオ＝ブゾーニの手で使い潰される前にアニェーゼ達の命を救ったのは、上かみ条じよう当とう麻まだったのかもしれない。だけど、助けた後の事まできちんと面倒を見たのはオルソラのはずだ。あの曇りのない笑顔を見て、アニェーゼ達がどれだけ救われたか。そんなの彼女達にしか分からないし、それで良いい。重要なのは、オルソラ＝アクィナスには確かな『救う力』があるという事だ。拳を握って殴り合い、人の努力を否定するように異能の力を打ち消して台無しにするだけの上かみ条じよう当とう麻まなどよりも、よっぽど尊い『力』が。

「ふざけんなよ、オルソラ……」

　否定させて、たまるか。

　絶対に誰にも踏ふみ躙にじらせてたまるか、この可能性を!!

「それは、俺にも、フィアンマにも、オティヌスにも、他の『魔神』達にも、上かみ里さとにも、アレイスターにも、コロンゾンにも！　誰にもできないお前だけの強さだったんだよ、オルソラ!!　誰も彼もが口では奇麗ごとを言いながら結局戦う事をやめられない中で、お前だけが現実に武器を手放していたんだ!!　それは誰よりも高潔で、強くて、ずば抜けてた!!　……哀かなしいだろ、そんなの。誰よりも尊敬できるお前自身が、誰にも真ま似ねのできなかったお前自身が、そいつをあっさり捨てるんじゃあねえッ!!」

　もう、逃がさない。

　いいや、そもそも上かみ条じようもオルソラも、同じ場所にいたはずなのだ。互いの齟そ齬ごがなくなった今なら、言葉は届く。意味を取り違える事もない。

　辛つらいだろう。

　苦しいだろう。

　現実なんて見据えない方が楽ではあったはずだ。だけど、そんな風にはならないという確信が上かみ条じようにはあった。オルソラ＝アクィナスは、戦う事をやめられない上かみ条じよう当とう麻まなんかよりもずっと『強い』から。実体のない夢の話ではなく、実際にこれだけの世界で、刃を手にして警戒する者達へ無手で歩み寄っていった『強い』人なのだから。

「あ、あ」

　亀裂の音は止まらない。

　支えを失ったイシス＝デメーテル。何が起きているかは明白だった。

　震える唇から、即物的な力を否定する言葉が洩もれた。

　胸元の十字架が、小さく光を反射させた。

「わたしは、なんてことを」
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　いっそ。

　イシス＝デメーテルなどというモノは最初から融合していたのか。

　そこから疑ってしまいそうなくらいに呆あつ気けなく、それでいて鮮やかに。絹と黄金で形作られた、無理解と不寛容の象徴その全てがオルソラ＝アクィナスから弾はじき出だされていった。




　過あやまちを認め、一度は手に入れた戦う力を自ら捨て去る。

　失ってなお、後ろを振り返らずに前へ進む。




　ひょっとしたら、それもまた。

　どんなに言い訳しても右手の力に命を預けて戦うくらいしか世界との向き合い方を知らない少年には、未だ成し遂げられない偉業なのかもしれなかった。
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『神威混淆デイバインミクスチヤ』、その一つ。

　イシス＝デメーテル。仮かり初そめの力を失ったオルソラ＝アクィナスが、その場で崩れ落ちる。

「一件落着、めでたしめでたしとは行かないぞ。人間」

　肩に乗った小さな『理解者』が、突き刺すように言い放った。

　順路を塞ぐ巨大なムシトリスミレも、空間全体をぼんやりと照らす藻ももない。イシス＝デメーテルの力は失われたのだ。ありふれた携帯電話のバックライトだけが全てだった。だがそれは、必ずしも喜べるとは限らない。

　そう、逃走用の逃げ道が開いてしまったのだから。

　いいや、あちこちに雨漏り対策用の青いビニールシートを大きく張ってあるような古い場所だ。どこかに大穴が空いている可能性もある。見た目よりもずっと脆もろい箇所だって。

「イシス＝デメーテルに善悪はない。それは才能でも素質でもなく、ただの霊装、道具に過ぎん。……アレを外へ逃がすな。『神威混淆デイバインミクスチヤ』が次の使い手を見つければ、オリーブの木にブドウの蔓つるが絡からみついてたちまち元の猛威を振りかざすぞ」

「ああ」

　上かみ条じよう当とう麻まは、敵を間違えない。

　だから、右の拳を握って殴りかかる相手はオルソラ＝アクィナスではなかったのだ。

「分かってる。もう二度と、誰にもあんな真ま似ねさせるもんか」

　ぎぎぎみぢみぢみぢ、と。オルソラの裸身から引ひき剝はがされた黄金やダイヤの塊は四方八方へ金属質の蔓つるを伸ばし、それらで地下鉄トンネルの床を踏み締めてどこかに逃げようとしているようだった。まるで巨大な蜘く蛛もか、あるいはタコか。決まった関節を持たずあちこち傾きながら這はいずる様子は、もはや見る者によって印象の変わるロールシャッハ・テストだ。

　ただし、本質は人と寄り添うモノなのだろう。

　何もしなくても蔓つるはよじれ、ビニールを火で炙あぶったようにちぢれて、短く退化していく。黙っていても物言わぬ美術品に戻ってしまいそうな勢いだが、油断はできない。最後の最後で誰かが手に取ってしまえばそれまでなのだ。

「イシス＝デメーテル」

　まだまだどんな隠し球を備えているか分かったものではない。

　窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむとも言う。

　だから上かみ条じよう当とう麻まは、魔法の言葉を囁ささやく事にした。




「俺が受け入れるよ。だから、俺の体を使うと良い」




　ぴくん、と黄金の多脚が、これまでとは違った震えを発した。それは抗あらがいがたい誘惑に吞のまれていくようであった。そして『神威混淆デイバインミクスチヤ』はあくまで道具だ。善ぜん悪あく好こう悪おや、本能に根差した危機管理意識などもない。

　最短最速であった。

　間にあった距離など気に留とめず、そのまま一息に飛びかかってくる。ぐわば!!　と大きく開いた脚代わりの蔓つるが、またしても見る者からの印象を変える。それはもう、捕食の一環だ。得体のしれない大おお顎あごや悪名高いアイアンメイデンのようだった。

　そう。

　異能の力に関しては絶対的なカウンター性能を持つ上条当麻ではなく、柱の近くで横倒しに崩れ落ちているアレイスター＝クロウリー目がけて。

「チッ、最後の最後まで!!」

　慌てて上かみ条じようも方向転換するが……向こうの方が、わずかに近い。無防備なアレイスターを守り切れず、再びイシス＝デメーテルが力を取り戻してしまう。

　あくまでも。

　銀の少女が、本当の本当に無防備に体をさらしていたら、の話だが。

「ふっ!!」

　死んだように動きを止めていた銀の少女が、いきなり真横へ転がったのだ。

　標的を喰くいそびれた巨大な蜘く蛛ものような黄金とダイヤの塊が、何もない床を大きく打ち据える。

　そもそも、だ。

『神威混淆デイバインミクスチヤ』は自らの意志で摑つかむと承諾しなければ人間と融合できない。瀕ひん死しだろうが何だろうが、第一に力への渇かつ望ぼうがいる。本当に意識のない人間とコンタクトを取る事はできないのだ。

　そして一瞬でも時間を稼げれば十分だった。

「もう黙れ……」

　今度の今度こそ。

　上かみ条じよう当とう麻まの右の掌てのひらが、炎で炙あぶったビニールのように縮みつつあるイシス＝デメーテルの蔓つるの一本へ押し付けられた。

「モンタージュの神様なんぞに用はない。俺達人間は、お前なんかにすがるほど弱くない!!」

　バキバキと異様な音が響くが、まだ終わらない。

　死力を尽くし、複数の蔓つるを震えるように動かし、あくまでも道具は道具として銀の少女へ取りつこうとする。

「ここまで製造目的を全うするとは、いっそ健けな気げだな！　ひとりでに動き回る清掃ロボットのように感情移入してしまいそうだ!!」

　逆にのしかかられたアレイスターの方から、ドカンッッッ!!　と突き上げるような轟ごう音おんがあった。まるで相手の腹に銃口でも押し付けたようだ。

　だが舌打ちしたのは銀の少女の方だった。

　相応の威力があったはずなのに、貫通しない。

「『霊的蹴たぐり』……やはり五体満足の人体ベースでなければリンクは不完全か!?」

　黄金とダイヤの連結がボロボロと崩れ、あちこちに亀裂が走る。

　だが足りない。

　上かみ条じよう当とう麻まとアレイスター＝クロウリーの総力だけでは、潰し切れない。

　一手。

　何か、何でも良いい、誰かもう一手!!




「ええいっ!!　でございます!!!!!!」




　そこへ、だ。

　それは崩れた石の柱の残骸だったのか、レンガほどの塊を両手で摑つかんだ何者かが、ぎゅっと目を瞑つぶって勢い良く振り下ろしたのだ。

　老朽化が進んだ事での雨漏り対策なのか、天井に張るための青いビニールシートをバスタオルのように巻いた、オルソラ＝アクィナスであった。

　他の誰に頼るでもない。

　自らの手で作り上げた悪夢へ立ち向かい、決着をつけるように。

　上かみ条じよう当とう麻まにアレイスター＝クロウリー。

　そしてさらに三人目。オルソラ＝アクィナスが下したトドメは、決定的だった。

　右に五周はもういらない。

　胸の十字があればそれで良いい。




　液体窒素でも浴びせたようだった。

　元からあちこち亀裂の走っていたイシス＝デメーテルが、今度の今度こそその機能を全うし、バラバラに砕け散ったのだ。




「『かわいそうなお姫様』で終わるかと思ったら……」

　かの軍神さえ、呆あつ気けに取とられたようだった。

　異教の、それも血と争いを好む野蛮な神に褒められても、優しい彼女は決して喜ばないだろう。

　だが獰どう猛もうに笑ったオティヌスは、こう言わずにはいられなかったのだ。

「……強いな。イイ女じゃないか、シスター」








行間　四









　インドネシア、バリ島での事だった。




「あー、やってきたけどいまいちねえ。やっぱり生水そのまま飲めるリゾートにしておくべきだったかしらあ？」




　一二月だっていうのにビーチにパラソルをドカリと突き刺し、特製のビーチチェアの上に仰向けでごろりと寝そべってストローでマンゴージュースを一口。言わずと知れた女王・食しよく蜂ほう操みさ祈き、まさかの水着モードであった。一応『学舎まなびやの園その』の外という事で配慮をしているのか、えげつない紐ひも同然の水着の上から一般的な白いビキニを重ね着しているようではあるのだが。

　学校指定とはまた違う、ワンピース型の水着を纏まとう御み坂さか美み琴ことは自分のお尻の辺りを気にしつつ、呆あきれたような口振りで、

「辺り一面に派閥の子達侍はべらせて一番贅ぜい沢たくしておいて、何をぶつくさ言ってんのよ」

　学園都市の機能停止と共に二三〇万人の住人は散り散りに出ていく事になった訳だが、常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの面々は教師に言われるでもなく、自然と一つの塊として行動していた。ここまでの混乱が起きてしまえば、国内も国外もリスクはそう変わらない。学園都市は止まってしまったが、『常盤ときわ台だいの水準で』自己学習を進めていくためには、やはり同じレベルの頭を持った人間同士で集まった方がやりやすいという事情もある。

（できれば初うい春はるさんや佐さ天てんさんとも固まっていたかったんだけど……）

　向こうは早々に家族が迎えに来てしまったようだ。家の事情、なんてものが絡からむと流石さすがに友達同士でくっつこうとは言いにくい。

　そう。

　美み琴ことや食しよく蜂ほうは、この混乱は長くは続かない、と踏んでいた。あの『大熱波』を経て、楽観的な安全神話は崩れ去っている。その上で、冷静に観察して導き出した答えだ。

「もーちょっと技術流出で大変力全開になると踏んでいたんだけどねえ。意外や意外」

「世界五三ヵ国でしょ。国連に所属しているのが二〇〇弱くらいだっけ？　どれだけ混乱が起きているかが分かるってものよ」

「まあねえ」

　長い金髪を広げ、仰向けのまま長い脚を組んで、食しよく蜂ほう操みさ祈きは気のない返事を出していた。




　彼女はその形の良いい尻に敷いているモノ。

　それもまた、牛の頭に筋肉質の巨人の体を足したような、特大のブリキ人形だったのだ。




　学園都市第五位の超能力レベル５、『心理掌握メンタルアウト』。

　水着姿のまま、長い金髪の少女はくるくるとテレビのリモコンを回していた。

「……どおーも、操れるのと操れないのがいるようなんダゾ。まだ人間なのか、もう辞めちゃったのか……。この辺り、もっときちんと法則力が分かればやりやすいんだけどお」

「ジト目でこっち見ないでよ、倒すだけでも大変なんだから」

　ため息をつく美み琴ことの前髪でも、青白い火花が散っていた。

「あちあちちというかブリキで背中焼けそうっなんですけどお!?」

「アンタ何で自分から鉄板の上に載ってんの？　浜辺でバーベキューなの？？？」

　一〇億ボルトもの高圧電流を自由自在に扱う彼女と、どこまでも海が広がるフィールドの組み合わせはあまりにも凶悪だ。元々はバリ島を直接狙うつもりではなかったのだろう。イギリスと軍事的に関係が密な所だと、シンガポール辺りに向かう予定だった連中が迷子になったのかもしれない。海上を移動中だった『軍勢』が壊滅の憂うき目めに遭っていた。力を失ったまま沖から流されてきた関係で、波なみ打うち際ぎわでは潜水艦より巨大な人面魚や無数の触腕を寄せ集めたカタマリのようなものがびくびくと小刻みに痙けい攣れんしている。

「んで、これから先どうするう？」

「何か決められるような立場だとでも？　個人としての強さと組織としての強さはまた別物でしょ。常盤ときわ台だいでのパワーバランスが、学園都市の『外』までそのまま通じるとは限らないのよ。……んっ」

　そんな風に言い合っていた時だった。

　美み琴ことのワンピース水着の肩かた紐ひもで挟んでいた、防水の携帯電話が小刻みに振動した。どうやらメールではなく通話アプリのようだ。携帯電話を抜き取って耳元に当てると、聞き慣れた声が飛んできた。

『おっと余計なラグがあったな、なんか交換局挟んでる？　学園都市の方も大変だったみたいだけど、ひょっとして日本脱出しちゃったか』

「パパ？」

『……できれば日本に留とどまってほしかったんだがな。ま、過ぎちまった事はどうでも良いい。なるだけ早く大使館や領事館に駆け込んでくれ。まずいぞ、ここから先、ちょいと世界の沸点が下がりそうだ』

　正直に言うと父親が海外で何をやっているのか美み琴ことにも理解できていない部分はあるのだが、まあこうして美み琴ことを名門のお嬢様学校に入れるくらいには働き者のはずだ。年中無休で世界中を旅している父親がそう言っているのだから、どうやら本当に大きな波が来るらしい。

[image: ]

　気を引き締める美み琴ことへ、さらに声は続く。

『特にイギリスはまずい。ロンドンは絶対ダメだ。わあーっ！　何だあの金髪美女？　えっなに、ハダカ!?　モテてんなあーありゃ日本の高校生かとにかくあのツンツン頭羨うらやましいああいや違う今のナシ今のママには絶対内緒な！　ともあれダメだ絶対ダメだ多分ここ騒ぎの中心っ、あーッッッ!!』

　そこでいきなり通話が切れた。

　アプリの番号表示は、国際電話専用の番号がずらずらと並べられていた。見慣れた父親の番号にくっついている余計な数字を見ると、やっぱり。国際電話、国番号、街番号。みーんなばっちりイギリスはロンドン発と示していた。

「……、」

「あらどうしたの、なんか面白そうな事でも見つかったあ？」

「アンタ絶対ついてくんな。いいか絶対にだ!!」

「えと、何かの前フリ？」








終章　地平の彼方かなたより黄金は迫る　Dawn_to_the_…









　兎とにも角かくにも今は一二月だったのだ。

　比較的欧州各国と比べれば暖かい方だと言われるイギリスのトンネルの中とは言っても、真冬は真冬なのである。

「さむいっ」

　自然とそんな言葉が洩もれた。

　イシス＝デメーテルを失って素すっ裸ぱだかにビニールシートのオルソラではない。見ていられずに上着を貸してしまった上かみ条じよう当とう麻まの方であった。

　パーカー一枚では貫通する、色々なものが。

「あばばっ、あばばばばばばっばはあ!?　な、もお、全体的に大丈夫これっ!?　震え、体の芯からやってくる例のヤツが止まらねえんだけども!!」

「何言っているんだ人間。猛もう吹雪ふぶきのデンマークと比べればどうという事はないだろう？」

「おめーのその水着みたいな格好でどうやったらあの豪雪地帯を乗り越えられるってんだっ。神か、やっぱり根本の作りが違う風邪引かない子系なのか!?」

「……日本の格言なら右から左とでも思ったか人間？　馬鹿は風邪引かないの文言くらい私でも知っているのだぞ……？」

　それ多分カクゲンとかいうのと違う!!　などという上かみ条じようの抗議など誰も聞いていなかった。掌てのひらサイズの妖精さんから割と強めに耳を引っ張られる。

　一方で、申し訳なさそうな顔をしているのは、地肌に学ランだけ羽織って、両手で胸元や裾の辺りを摑つかんでいる、ぱーへくとぐらまらすおねいさんオルソラ＝アクィナスであった。

　順路を塞ぐ巨大なムシトリスミレの花弁も、辺りをぼんやりと照らすルシフェラーゼ入りの藻ももない。携帯電話のバックライトの中に浮かび上がった彼女は、

「あ、あのう、やはりお返しした方がよろしいのではないのでございましょうか？」

「うるせえなお前もお前で何で普通に大丈夫なの!?　その十字架で何か守られてんのかよっ、魔術サイドは全体的に薄着の法則がいよいよ定着してきやがったのか!?」

「ですがやはりこうした方がよろしいのではございませんか。いただいた上着を返す方向で」

「そのまんま繰り返してるよ!!　進んだり戻ったりが別の方向に伸び始めてるっ。てか自分のハダカを気にして！　善意のあらあらうふふでこっち見ないで!!」

　かろうじて上かみ条じようが凍死しないのはガチの女子寮管理人である金髪グラマラスおねいさんが裸に学ラン一丁なんて夢が爆発し過ぎているからに決まっているのだが、このぐつぐつと煮える情熱についてはそっと隠しておいた方が良さそうだ。何だどうしたこのポテチはお値段据え置きでさらに美お味いしくなったのか？　基本が不幸体質なので、こういう祝福に直面すると何か大きなしっぺ返しがこないか逆に不安になってくる。

「……、」

「痛い痛い痛い痛い!!　千切れる、この寒いのに耳があっ、オティヌス!?　ほら見ろやっぱり何か仕込んでやがったじゃねえか俺の人生!?」

「隠れてねーんだよ全体的に煩ぼん悩のう丸出しクソ野郎。（……私も決して『ない』訳ではないからな、胸については。まったく）」

　ともあれ、だ。

「オルソラ。ロンドン全体がしっちゃかめっちゃかになりつつあるけど、どこか頼れる場所に心当たりはあるか？　ないなら組織の力を持ってるバードウェイに預ける」

「は、はあ。それでしたら大英博物館の方がございますけど」

「ならお前はそっちに向かえ。ああ、女子寮の連中、アニェーゼ達にもちゃんと頭下げるんだぞ、絶対心配してるから。それから『神威混淆デイバインミクスチヤ』みたいなのにはもう二度と触るな。『王おう室しつ派は』だ『騎き士し派は』だがなんか言ってきても突っぱねろ。ホレグレス＝ミレーツ？　俺がぶん殴るから気にすんな、野郎うっかり出会い頭に殺しちまわねえか心配なくらいだ」

「……、」

　借り物の学ラン越しに自分の体を抱き締めているオルソラの顔が、わずかに曇った。

　気がつけば、彼女はそっと首から下げた十字架を握り込んでいる。

　方法は間違えた。だけど一方で、はいそうですかと頷うなずけたら、そもそも最初からイシス＝デメーテルなど摑つかまなかっただろう。

　たとえ道を踏み外すかもしれなくても、絶対に守りたかったものがあった。

　ただ、恩を返すとか何とか言ってちょこちょこ後ろについてこられたら意味がなくなる。ここだけは、きっちり線を引かなくてはならない。残酷であってもだ。

　なら、そんな優しい修道女を押おし留とどめるために最も有効な言葉は何か。

「ああもう、仕方ねえ。分かった、分かったよ！　俺がきっちり守ってやる!!」

　ピッ、と右手の人差し指を差し向け、片目を瞑つぶって。

　大変お行儀悪く、だが上かみ条じよう当とう麻まは確かにこう約束したのだ。

「お前まえ達たちの女子寮なら俺がこの手で必ず守る。ついでにロンドンも守って、イギリスも守って、世界も全部守っちまえば万々歳だ。だから心配すんな、オルソラ」







　エジプト、名も知れぬ夜のオアシス。

　その脇に停とめたキャンピングカーの中では、ついに三毛猫スフィンクスが二本足で立ち、大変クールな声でこう言い放った。




『やあ皆さん、いよいよ私の出番が回ってきたようですね』




　うー、という不満そうな赤子の呻うめきがベビーベッドの方から聞こえてきた。

　両手で後ろから三毛猫を抱え、腹話術っぽく声を当てていた西洋喪服のネコミミ未亡人（!?）ミナ＝メイザースは無表情のまま、

「はいはい、退屈なのですね。しかしここにあるのは主に生活必需品ばかりで、娯楽関係は乏しいようなのですが」

　喪服についた猫の毛をブラシで一通り取り除いてから、ミナ＝メイザースはベビーベッドの赤子をそっと抱き上げた。これでもう何度目だったか。車載のテレビもラジオもいまいち馴な染じみがなかったので、赤ん坊リリスが浅い眠りから目を覚ますたびにミナが構ってやるしかなかった。

　ちなみに犬派というより猫派に近い気き紛まぐれ未亡人（!!）もあちこちに興味が移る人種ではあるのだが、彼女は彼女で極めて高精度の演算能力を備えている。こうしている今も、頭の中で正確に組み上げたドット絵の対戦格闘ゲームに興じていた。『ゲームで遊んでいる所を想像している』のではない、ハードウェアの数値から組み立てていく本格仕様だ。

　であるからして、自分の頭の中で組んだはずのスモウレスラーから張り手でフルボッコされ、手足の伸びるヨガ戦士の使い手は口を小さな三角にするしかなくなっている訳でもあるのだが。

「うっうーう!!」

「ずるいずるいと言われましても、今は出力端子がないのだから仕方がないでしょう。頭の中で家庭用ゲーム機を組み上げる事はできても、テレビに映す事ができないのです。口で咥くわえてもダメでした。あなたが退屈なのは私のせいではありません、製品の仕様です」

　と、その時だった。

　赤子を抱き上げている西洋喪服、その頭から飛び出したネコミミがぴくんと動いた。犬と言えば鼻だが、猫と言えばまず耳だ。ラッパのように整えられた二つの耳はそれぞれ独立して動かす事ができ、さながら指向性ガンマイクにも似て遠くの物音を正確に捉えられる。その精度は、ドア越しの足音が飼い主のものか否いなかを聞き分けられるほどだ。

　そう。

　ミナ＝メイザースが着目したのは、キャンピングカーの外であった。

（……このオアシスはランドマークでもあるナイル川からやや離れ、地図には載っていないはずなのですが）

　うー、とまだ不満そうなリリスをそっとベビーベッドに戻し、西洋喪服にネコミミの魔術師はパレットナイフを取り出した。

　そもそも、ミナ＝メイザースをここに置いた時点で、どうもアレイスター＝クロウリーは失敗の可能性を考慮していたように思える。それ以前にコンピュータセキュリティと同じく、『この世で絶対に安全な場所』などありえないのかもしれない。

　来訪者が何者であれ、こちらの存在を認識された時点でリスクは一段跳ね上がったと見るべきだ。

　問題なのが、ミナ＝メイザースの手で撃退できるランクか否いなか、という点。

　手の中のパレットナイフか、あるいはキャンピングカーのハンドルか。

　思案する淑女をよそに、来訪者がステンレスのドアの前に立った。

　あくまでも、丁寧に。

　こつこつこつ、というノックの音が響き渡った。







『にひ』

　銀の砂がうっすらと漂う、石材まみれの歪いびつなロンドンに、何かおかしな音が混ざっていた。あまりにも短絡的すぎて、逆にそれが悪意にまみれた笑い声であるという理解が遅れてしまいそうなほどだった。

　小柄で華きや奢しやな背丈に、いっそアンバランスなほど盛り付けた肉感的なスタイル。

　七色に輝く長い髪は毛先を内側に丸め、全体を傘のように広げていた。

　身に纏まとうのは灰色を中心に黄や枯草色に退色した英字新聞で整えた生地に銀のダクトテープで胸元や腰回りを搾り上げ、押しピンや酒瓶の破片で彩いろどった虚飾のドレスに包んだ体を起こす事もままならず、うつ伏せで自分の五指で路面を摑んでいる。

『にひ、いひひ、げっふ、ひひひひひひひひ』

　邪悪の樹を参考にして創られた、『命に似た何か』。ただただ標的に憑ひよう依いし破壊を撒まき散ちらす事で、すでに団結している人の集団の内側へ毒を垂らし、不和と瓦が解かいを促す存在。三三三、拡散を意味する大悪魔コロンゾンが調達した、彼女の指向性と合致する形で調整された人造悪魔。

　クリファパズル５４５。

　額に不気味な穴を空けた半透明の悪魔は手足の力を取り戻す事もできず、薄汚れた通りを虫のように這はっていた。それでもポイ捨てがなくならないようなものだった。彼女は、消えない。アレイスターは、殺し切れなかったのだ。一〇の球体を破壊し尽した事で安心したか、だが邪悪の樹においてそれと同じくらい重要なのは二二の径みち。そちらが残っていれば、後は単なる穴埋め問題でしかない。『復元作業』にも手が届く。

　ただ、作業完了までは流石さすがに長い時間が必要だが。

　そしてどれだけ醜い蛇足であろうが、殺し切れなかった以上その悪魔は設定された目的を果たすため最適の行動を取り続ける。つまり、国の皆を狂わせる。誰からも忘れられても、戦力外と打ち捨てられても。かつての契約に縛られた大悪魔コロンゾンが、いつまでもアレイスター＝クロウリーへ執着せざるを得ないのと同じように。

　しかし、だ。

　そこで這はいずる悪魔の頭上から無慈悲な声があった。




「へェ」




　びくりと。

　それだけで、心臓に杭くいでも打ち込まれたように、悪魔の少女の動きが止まった。

　ギリシャ人はスフィンクス像を眺めてこんな伝説を残した。朝は四本足、昼は二本足、夕は三本足、この生き物は何か。答えは人間。赤ん坊の時は四よつん這ばい、青年の時は二足歩行なのだが、では夕方が示す老人の三本足とは何を意味しているのか。

　来訪者の足音には、現代的なデザインの杖つえをつく音が混ざっていたのだ。

「ま、三重四色の壁が破られた後は何かちぐはぐだった。人造悪魔と、ディバインミクスチャだったか？　追加の防衛機構はどォにもバラバラで統一感がなかったしな」

『……にひ……』

「ただ、無理矢理に一本の線でまとめてみれば、そもそもの想定ってヤツが見えてくる。だって、言葉の意味を取り違えて齟そ齬ごを広げ、無理解・不寛容を利用するディバインミクスチャの使い手にオマエが憑ひよう依いしたら最悪じゃねェか。どンなに言葉を重ねても、悪意満点のオマエがついてる限り絶対に相互理解はありえねェだろ。神にも等しい力を悪魔の手で引き出し放題、それこそ手が付けられなくなるって寸法か」

『ひ、にひ、いひひひ。ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ、っひいい!?』

　最後だけ、ちょっぴり笑い声ではなかった。

　うつ伏せのまま固まっている半透明の悪魔、少女の顔のすぐ横に、全体重を乗せた杖つえの先が杭くいのように落ちたからだ。正体不明な肉体などどうでも良い。まずは精神、心の方を徹底的に折って全てを掌握すると言わんばかりに。惨みじめに転がる悪徳の象徴へ向けて、それこそ吐き捨てるように頂点は告げる。

「心配すンな、俺は善人じゃねェ」

『ひ？』

「……そもそも科学だの魔術だの、アレイスターの野郎が惑星を切り分けちまったせいで俺は世界の片側しか理解できてねェ。今からもう片方を学び直すってのも一朝一夕じゃねェだろう。……言われてみりゃ、土つち御み門かどの野郎とかがあれこれ難儀していたよォな気もするし、モノの本質が分かるまで迂う闊かつに手を出して後悔もしたくねェ」

　一方通行アクセラレータはあっさりと吐き捨てる。

　お涙頂戴、ハッピーエンド。今まで互いにいがみ合っていた宿敵同士が懐ふところを開き、腹を割って話して相互理解で繫つながっていく。

　どうにも、分かりやすい。

　世界の美しさを目まの当あたりにして、そこで素直に喜ぶ事ができず、作り物めいた居心地の悪さを感じてしまうのは、やはり一方通行アクセラレータの本質が悪の側に属しているからだろうか。

「アレイスターもアレイスターで、妙にしおらしいのが逆に胡う散さん臭くさい。あいつ、一見全部の情報を開示している素振りを見せていても、大事な所は隠しているかもしンねェしな。統括理事長を信用してるかしてねェかなら、全くしてねェ。リテラシーを高める意味でも、複数の意見ってのが欲しかったのも事実だ」

『ひ、ひひ。結局私にどうしろって言うんですう？　ひひひ』

「俺は、魔術については不干渉、ノータッチで様子見してェ。だから俺の代わりに、オマエが必要な場面で魔術とやらを使え。それから、意味不明な問題にぶつかった場合は必要なだけ異形の知識を貸せ。役に立つ間は、この第一位がオマエの命を保証してやる」

　ぱちぱちと。

　いっそ小さな子供のように分かりやすく瞬まばたきして、不自然に肉感的な悪魔はしばし思案した。半はん端ぱに浮かせたお尻の辺りから不規則に揺れる触腕じみた尻尾しつぽが鬱陶しいのか、一方通行アクセラレータは顔の前を行ったり来たりする尾の膨らんだ先端をくだらなさそうな調子で摑つかんでいた。

「一度しか聞かねェ。こっちは別に絶対オマエじゃなきゃダメな理由は一個もねェンだ。ダメならさっさとトドメ刺して他ァ当たるぞ」

『あの、その、ですう』

　やがて、尻尾しつぽを摑つかまれた悪魔は答えを出す。




『そ、それは、ひひひ、それはもしかして』

「契約しろ、悪魔。そォいうの得意だろ？」







　とにかく大騒ぎだった。

　何にしても裸に学ランのオルソラ＝アクィナスは大き過ぎる爆弾であった。いつでも味方のはずのオティヌスがいきなり無理解と不寛容に覆い尽くされ、目を覚ましたアレイスターは人の不幸を喜ぶようににたにたと笑う笑う。地上に出たら出たで、インデックスやレイヴィニアが待ち構えていた。目を覆うような大惨事は避けられない。

　戦争の悲劇であった。

　総じて上かみ条じよう当とう麻まはこう評するしかない。

「不幸だ……」

「苦難を笑って受け止められる環境を構築できているのは、善き事だよ」

　上かみ条じよう以上にズタボロのアレイスターは、少年に肩を借りている状態だった。

　肩の定位置を奪われたオティヌスが、何だか居心地悪そうな顔で上かみ条じようのフードの紐にぶら下がっている。

「私にはとても手が届かなかった。……リリスが死んだ時も、結局は妻に当たり散らしてしまったしな。それがずっと尾を引いて、ローラにも嫌われていた。あれだけ大きな学園都市を築いても、心が休まる事などなかった。いつまで経たっても私は足踏みばかりで、嫌われ者から抜け出せず、一歩も前へ進んでいなかったのさ。君に殴り倒されるまではな」

「……、」

　随分遠回りになったが、彼らは蛇行するテムズ川を渡って政治の中心地へとやってきた。ロンドン、ウェストミンスター寺院。『王おう室しつ派は』の国儀にも使われている、英国首都でも最大クラスの大聖堂だ。

「しかし、まあ。人と人の『齟そ齬ご』、形の違うコイルを利用した魔術変圧器か。コロンゾンのヤツもなかなか考えたものだが……ヤツも恐れを知らないな。確かにクロウリーキラーとしては的確だろうが、よりにもよって、君の内側と繫つなげようとするとは」

「？」

「超能力サイボーグの恋れん査さ、『人的資源アジテートハレーシヨン』を回す薬やく味み久ひさ子この命令があれば第三位でも第五位でも容赦なく踏みつけるアレの顚てん末まつを忘れたのか？　君を読み取ろうとした途端に潰されたろ。ああいう自壊が起きても不思議ではなかったのだぞ」

「……詳しく説明する気がないなら、俺はひとまず保留にするぞインテリ野郎」

「ははっ、なるほど。いちいち根掘り葉掘り聞かねば個人の安心も得られん新聞記者とは違う、追及せずに流してもらえるという信頼も悪くはない。あの『魔神』が『理解者』を求める訳だ」

　げしっ、と胸板を蹴られるような感触があった。定位置を奪われるわ訳知り顔をされるわで、何だか神様が不ふ貞て腐くされてしまったらしい。

　問題のウェストミンスター寺院は特徴的な二つの尖せん塔とうで有名だが、石造りの古城や聖堂の例に洩もれず、完成まで長い時間がかかった関係で多くの建築様式が複雑に絡からみ合あっていた。何十年、何百年とかけて建設や改築した関係かもしれないが、何だか建物自体が泡のように膨らみ、自分で成長しているような錯覚を感じてしまう。

「……こんな所に、コロンゾンの一体何が眠っているっていうんだ？　そりゃすごい建物だってのは見れば分かるけどさ」

「中まで忍び込む必要はないぞ。用があるのは墓場の方だ」

「……、」

「別にゾンビを作る訳じゃないからそんな顔するな」

　聞いた話では世界遺産としても登録されているらしいのだが、警備らしい警備の人間は特にいない。三重四色の最結界や『神威混淆デイバインミクスチヤ』辺りが軒並み破られた事でお偉方は首都ロンドンを引き払ってよそに本丸を移す方向で話を進めているのか、それとも首都を死守するため少しでも戦える人材をかき集めているのか。

　ともあれ、こっちももう何も残っていない。

　ここまできてステイルだのアックアだの規格外の残虐戦士が顔を出す可能性を考えれば、この無人の状況は僥ぎよう倖こうと言うしかなかった。とっととやるべき事をやって、大悪魔コロンゾンに一泡吹かせてしまいたい。

「……必要なのは、メイザースだ」

「何だって？」

「比ひ喩ゆ表ひよう現げんではないぞ。サミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザース。ご本人様に用がある」

　肩を借りたまま、銀の少女は正面を見据えて確かに言った。

　ただし、

「いやだって……そいつはアンタの手で殺したんじゃなかったのか？　ほら、『黄金』を壊滅させた、ブライスロードの戦いで」

「だから、求めているのはヤツの遺体だ」

　いよいよ、禍まが々まがしき答え合わせが始まった。

「忘れたのか？　大悪魔コロンゾンは私の手で召喚される以前から、欲深き天才メイザースの手で使役されていた。私の足を引っ張り、殺せ。その命令を効率的に果たすため、紆う余よ曲きよく折せつの末コロンゾンは二人目の娘、ローラへと憑ひよう依いしている。……当のメイザースはとっくの昔にくたばっているはずなのに、ある種勤勉にな」

「それがどうし……いや待てよ」

「そうだ」

　アレイスターはニヤリと、この辺りはやはり邪悪に笑って、

「三三三、拡散。大悪魔コロンゾンの根底を支えているのは、メイザースとの関係値だ。コロンゾンは私を殺した事でメイザースとの縁は切れたと豪語していたが、果たしてどうかな？　殺したのに、普通に活動を続け、世界全体へ大きな影響力を誇示している。今のこの状況、本当にクロウリーはきちんと死んだと言えるのか？　少なくとも、メイザースが望んだ通りの想定ではないだろう。本当に何の価値もないなら、歴代の王を埋葬してきたこのウェストミンスター寺院で、ローラが人知れず回収したメイザースの遺体を丁寧に保管し続けると思うかね」

「……、」

「メイザースには契約がある。コロンゾンはその縛りに逆らえない、というよりも、縛りを逆に利用してその存在を補強している。……つまり、ヤツの遺体に力を通して中継器にしたらどうか。私から発した命令でも物言わぬメイザースの肉体に通せば、間接的にコロンゾンを操れるかもしれん」

　今なら、まだ仕留められる。

　大悪魔コロンゾンをローラの肉体から引ひき剝はがし、転がり落ちていくだけの歴史に歯止めをかけられる。

　そうして、彼らは辿たどり着ついた。

　ウェストミンスター寺院全体の規模を考えれば、むしろこぢんまりとした印象があった。周りを壁に囲まれているためか、日当たりも悪そうだ。歴代王については建物の中に墓碑があるので、ここにあるのは王家と縁はないのだろう。それでも、同じ敷しき地ちに埋葬してもらえるのがどれだけ名誉な事かは、イギリスの外で生まれた上かみ条じようにはちょっと想像が難しい。

「ここだ」

　アレイスター＝クロウリーは、上かみ条じようの肩に回していた腕をそっと解いた。

　銀の少女が向き合ったのは、全然関係のない別の名前が記された墓石だった。日本人が思い浮かべるものとは全く違う。芝生の上に大理石のネームプレートが埋め込んであり、それとは別に幅広の石板のようなものが立っていた。刻まれているのは故人の経歴なのか信条なのか、この辺りはちょっと読めない。

「ふん」

　鼻で笑った魔術師は、この辺り容赦なかった。

　その辺に落ちていた木の枝を芝生の上に突き立て、容赦なく黒土を掘り返し、枝が折れてしまった後は這はいつくばって両手で作業を続けていった。遺体を暴あばく、というどうしようもなく冒ぼう瀆とく的てきな状況に、さしもの上かみ条じようも手を貸してやれない。鬼気迫るものがあった。アレイスター＝クロウリーにとって、世界最大の魔術結社『黄金』の関係者はどういう位置付けなのだろう？　ひょっとしたら、当人が考えているよりも傷は癒えていないのかもしれない。

　やがて、だ。

　本当に長い時間をかけて、アレイスターは成し遂げた。

　元はと言えば何重にもニスを塗った樫かしか何かだったのだろう。学生寮のバスタブよりはちょっと大きい程度の、細長い棺ひつぎは最初からボロボロに蝕むしばまれていた。そのサイズ感を見た上かみ条じようは、今さらながら、西洋では火葬をしないのだと思い出して口元に手をやってしまう。匂いは目に見えない細かい粒子を鼻の粘膜から体内へ取り込む事で感じているのだ、という余計な豆知識が乱舞する。全身が屍し蠟ろう化かでもしていない限り『そのまんま』顔を出す事はないだろうが、それでもやはり『死体』という言葉は頭にドカンとくる。忌避感情が強い。

「……ただいま、メイザース」

　服も両手もその顔もドロドロに汚したまま、月明かりを浴びた銀の少女は凄絶な笑みを浮かべていた。

「貴様の友にして宿敵、クロウリーが帰ってきたぞ」

　そこから先は、一息だった。

　まるで手先の不器用な子供が喜び勇んでプレゼントの包みを破いてしまうように、水分を吸ってぶよぶよに変化していた棺ひつぎの蓋をベリベリと剝はがしてしまう。銀の少女に変へん貌ぼうした魔術師を照らしている月の光でもって、秘されていた遺体を暴き出す。

　実際に。

　見てしまえばこんなものかと上かみ条じようは考え、そんな自分の心に驚いていた。

　かつて出会った『魔神』の僧そう正じようよりも、なお軽い。おそらく棺ひつぎが腐食した時点で小さな虫やバクテリア、分解菌などが多数入り込んでいたのだろう。血や肉どころか皮も残っていなかった。学校に置いてある骨格標本ほど白くはないが、それでも作り物めいた骨の塊が頭のてっぺんから足の先までワンセット揃そろっていた。全体の印象としては、やはり『軽い』。どんなに歴史的な偉業を成し遂げた人物であっても、死んで時間が経たてばこんなものなのか。諸行無常を思い浮かべるビジュアルだった。

　しかし。

　しかし、だ。アレイスター＝クロウリーの動きが止まっていた。

　最初は、憎い憎いと言いながらも、魔術師の胸の中で様々な思い出が溢あふれ出だしているのかと、そう思った。

　全然違った。

「……は、───」

「おい？」

「これは、誰だ？」

　ありえない言葉が出た。

　自分で発した言葉を自分で受け止めるのに、しばらく時間がかかったのか。ややあって、がばっと覆おおい被かぶさるようにアレイスターは改めて白骨死体の検分を行っていく。

「メイザースのものじゃ、ない……？　そんな馬鹿な、いやしかし」

「何がどうなっているんだ？　てか、骨を眺めた程度で判断なんかつくのか!?」

「私がどれだけヤツを憎み抜いたと思っている？　まず頭蓋骨が全然違う、これを粘土で肉付けしていったってメイザースの目鼻立ちは復元できない……。手の指ももっと細いはずだし、ヤツは普段立つ時に右へ重心を傾けがちだから股関節や大だい腿たい骨こつの擦すり減へり方かたにわずかだが違いが出るはずなんだ。ああそうだ、君もブライスロードの戦いを目撃していたな。あの時、私がヤツにつけた傷についても！」

「俺は未いまだに『霊的蹴たぐり』の理屈が分かんないトコがあるんだが、ありゃ絶対現実に傷が残るものなのか？　俺が喰くらった普通の傷の他に、不発に終わって幻みたいなもので留とどまる事もなく!?」

「そっちじゃない」

　アレイスター自身も焦あせりがあるのか、早口で続ける。

「先代の幻想殺しイマジンブレイカー、あの『矢』をメイザースは己の腕で押さえ込んだはずだろう？　腕の骨を見ろ、それらしい亀裂や修復の痕跡はどこにもない!!」

「それじゃあ……」

　墓に埋められていたのは、コロンゾンと結びついたメイザースではなかった。これが意味する所は何か。

　上かみ条じようは辺りを見回して、

「間違えている、可能性は？　えと、よその墓に埋めてあるって……」

「……、」

　アレイスターは黙り込んだままだった。

　思考が止まっているのではない。その顔いっぱいに、得体のしれない汗が浮かんでいた。すでに最悪の可能性は思い浮かべているが、決して認める訳にはいかない。そんな焦あせりと緊張がありありと浮かんでいた。

　そして。

　そして。

　そして、だ。




　かつん、と。




　幽霊の足音でも耳にしたように、銀の少女の肩が飛び上がった。

『あの』アレイスター＝クロウリーが、まるで𠮟られる子供のようであった。

「……、」

　上かみ条じよう自じ身しんも、油の切れた人形のようにぎこちない動きで、そちらを振り返る。『窓のないビル』で、世界最大の魔術結社『黄金』の顚てん末まつについては目撃してきた。その上で、上かみ条じよう当とう麻まは頭ごなしにこう跳はね除のけてしまった。ありえない。それはない。いくらここが生者が死者に想おもいを馳はせる墓地だからといって、こんな交差はあんまりだ。闇の奥から、とんでもない禁忌が押し寄せてくる。ちらちらと、極彩色の色彩が視界を侵食してきている。

　現代の迷彩服とは趣の異なる、赤や青で派手に染め上げたその軍服は、スコットランドの騎兵隊のものか。さらにその上から、魔女のような帽子や外がい套とうを重ねている。

　ある種クロウリー以上に存在感を放つ、自信が人の形を取ったようなその立ち姿。

　極めてシンプルな論法がある。

　死んでいるはずの人間が、墓の下にはいなかった。

　では彼はどこにいるか。

　墓の下から這はい出でた泥まみれの少女は、威風堂々とした影を呆ぼう然ぜんと眺め、答えを示した。




「……めい、ザース……？？？」








あとがき









　一冊ずつの方はお久しぶり、まとめ買いの方は初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回はいよいよイギリスを舞台にした大戦争の幕開けです。旧一七、一八が割とイギリス側に重きを置いた勧善懲悪の竜退治だったのですが、今回はそのイギリスからひたすら叩たたかれ続つづけた魔術師の目線に重きを置いています。双方、改めて眺めてみると発見があるかもしれません。一番分かりやすいのはラー＝ゼウスやイシス＝デメーテルなどに代表される、異国情緒。ロンドンを舞台にしながら、魔術のテーマを十字教から遠ざけた辺りですね。やはりこういう時は大英博物館がとにかく便利。エジプト神話は魅力的なんだけど、『単体』で読者さんの求心力を維持できるかしら……とあれこれ悩んでいたところ、どうもギリシャ神話辺りと連結できるらしい資料が見つかったので、ここぞとばかりに。エジプト神話ベースでありながら和製洋風ＲＰＧの土台の一つにもなっているギリシャ神話の香りも織り交ぜる事のできる、結構イイトコ取りかなと考えて取り入れたのですが、さて。ここから膨らませて言葉の意味を取り違える、無理解・不寛容の『溝』へと発展させています。

　シリーズを重ねていくと、当然ながら主人公には敵味方問わず様々な知り合いが増えていきます。その上で、高い緊張感を保ち続けるにはどうすれば良いか。自分なりに出した答えが、大悪魔コロンゾンの『拡散』でした。今回も様々なアプローチを試しています。インデックス世界は魔術と科学、分かりやすい線引きを一本設ける事で様々なギミックやガジェットを放り込める大変便利な箱庭でもあるのですが、今回はいかがでしたでしょうか。

　世界の結合を妨げる大悪魔に抗あらがう『力』とは何か。

　そう考えてみると、上かみ条じよう当とう麻まが主人公である事にも大きな意味があるのかなと。アレイスターが敷き、上かみ条じよう当とう麻まが乗り越えてきた道のりが、みんなを束ねてコロンゾンを追い詰める絶大な力となっていく。その辺りの片へん鱗りんも見守っていただけますと。







　今回の大ボスはオルソラ＝アクィナスでした。ロンドンという大舞台がまずあって、絶望的な戦時下における人をおかしくさせる空気そのものにあてられるとしたら、一体誰が最もおぞましいか。そう考えた時、自然と頭に浮かんできたキャラクターです。平素のオルソラは非暴力を標ひよう榜ぼうし、言葉によって相互理解を深める人物だったはずですが、旧七巻を踏まえた上で今回の変へん貌ぼうを目まの当あたりにすると、烏からす丸ま府ふ蘭らんともインデックスとも違う、大悪魔コロンゾンの気持ち悪いコントロールの一端が見えてくるのではないでしょうか。

　善悪なんて紙一重。

　旧一七、一八における勧善懲悪の竜退治と今回の排斥されたアレイスター目線から眺めた新約二〇との対比と共に、オルソラの表裏についても感じていただければと。ひょっとすると、この辺りからシリーズ全体に横たわるモノが見えてくるかもしれません。







　イラストのはいむらさん、担当の三み木きさん、阿あ南なんさん、中なか島じまさん、山やま本もとさん、見み寺てらさんには感謝を。普通のロンドンでも大変なのにギリシャ神話やエジプト神話を織り交ぜてしまった辺り、本当にご迷惑をおかけしてしまったかなと。懐なつかしい面々についても下手な文章よりもイラストの方が『おっ』と読者さんに思い出して喜んでいただけるパワーは強かったと思います。今回もありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。ただいまロンドン、霧と魔術と黄金の都よ。……何気にキャラクターによって当てはめる言葉が違うのもポイントです。結構お久しぶりの舞台ではありますが、いかがでしたでしょうか？　アレイスター＝クロウリーや『魔神』オティヌスが参戦するなら定石は崩していかねばなるまい！　という事でフルアクセルで突っ走る覚悟を決めていたのですが、現時点で作中トップグループの魔術戦を楽しんでいただけましたら幸いです。




　それでは、この辺りで本を閉じていただいて……と普段なら締めくくる所ですが、実は今回、もう少しだけ『続き』を書いています。そちらも楽しんでいただければと。

　願わくは、次の物語でも再会できますように。




　何だろう？　昆虫系の他に、植物系のイメージに目覚めてきたかも……？？？


鎌かま池ち和かず馬ま　















　うろたえるな、考えろ。







　アレイスター＝クロウリーは確かに世界最大の魔術結社を滅ぼしたはずではなかったか。

　何の理由もなく事象が覆くつがえるなどありえない。







　これは魔術の世界の話だ。全ての出来事には前提となる理論が存在している。







　必要なものはすでに目撃しているはずだ。

　思い出せ。これまで見聞きしてきた事の全てを。







『黄金』の頂点、サミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザース。







　ヤツには必ず、理由が存在する。

　裏技、抜け穴、呼び名は何でも良いい。とにかくそれを見つければ、話は変わる。













　爆音が炸さく裂れつした。

　色とりどりの閃せん光こうが華のように咲き乱れ、ウェストミンスター寺院の墓地を不謹慎に彩いろどる。

　だが、そもそもだ。

　いかに連続戦闘で疲弊しているとはいえ、『霊的蹴たぐり』と『衝撃の杖ブラステイングロツド』を同時に取り扱い、血の供犠なる最適化作業を通じて『聖人』が仕掛けてくる超音速肉弾戦まで対応し、近代西洋魔術の全てに横よこ槍やりを入れて無効化、さらに乗っ取りまで仕掛けるアレイスター＝クロウリーと、純粋な魔術の勝負が成立する者の方が珍しいくらいなのだ。

　それはオティヌスやネフテュスのような生粋の『魔神』か。

　あるいは近代西洋魔術完成以前、同じ『黄金』においてスタンダードの覇権を競い合っていた、独自の基幹制御法を持つウェストコットやメイザースなど規格外の魔術師か。

「がっ!?」

「アレイスターッ!!」

　ぐるんっ、と空中で一回転した銀の少女が背中から地面へ叩たたきつけられていくのを目撃し、思わず上かみ条じようは駆け寄っていた。まともに呼吸も維持できないようだが、それは本当に肉体的なダメージに起因するものか。

　あれだけ魔術を極めたはずのアレイスター＝クロウリーが、両目を恐怖で見開き、瞳孔も不規則に揺らいでいた。注意しなければ涙腺が決壊する。銀の少女からは、もはや歴史上の魔術師としての風格など感じられない。見た目の歳とし相そう応おうに魂を退行させられたかのようだ。

　ヒュンヒュン、とバトンが回るような軽い音があった。

　帽子と外がい套とう。ある魔術師が敬愛した、ド派手なスコットランド式の軍服。その男の周囲で、糸もないのにひとりでに何かが踊っていた。火の杖つえ、水の杯、風の剣、土の盤。基本にして真髄、四種の元素によってあらゆる魔術儀式へ切り込んでいく、象徴武器シンボリツクウエポンのワンセットだ。

「どうした」

　躊ちゆう躇ちよなく英語。その発音の速さもさる事ながら、学校で習うアメリカ寄りのものとは明らかに違う。これもまた、スコットランド地方に由来した発音か。肩に移ったオティヌスが翻訳してくれて本当に助かった。

「どうした、どうした、どうした!?　この俺が築き上げた『黄金』を引き裂き、世界の魔術の覇権も掌握しておいて。その後の研けん鑽さんはどうした。貴様の魔術はこんなものか!?」

　魔術と科学。

　そんな風に切り分けられる前から統一理論を手にしていたはずの『人間』だった。そのアレイスター＝クロウリーが、いいやだからこそか、理解のできないモノに脅おびえている。か弱い少女のように震える弟子を見て、師匠たるメイザースはくだらなさそうに指を鳴らした。

「どうにも力を感じられん。かと言って、衰えたというのともまた違うようだ。ふむ、これはどういう事か。これでも一応、俺は貴様の娘の仇きゆう敵てきという位置付けだったはずなのだが」

「……、」

　ぴくん、と。

　理不尽な恐怖にまみれたアレイスターの肩が、先ほどまでとは違う震えを発していた。

「ああ、そうか」

　一体、その頭の中で何がどう繫つながったのか。

　常人には及びもつかない思考の速度と連結でもって、メイザースは何かの答えを出した。

「それは、まあ、大悪魔がいるのだから、うむ、聖守護天使との偶然が重なれば、なるほど。数価は九三、その名はエイワス。この仮説が真だとすれば救済もありえるか。……ただなあ」

　嘲あざ笑わらう、とは違う。

　書類の中央に落第のハンコをどかりと叩たたきつけるような、無慈悲で気軽な調子だった。




「アレイスター、貴様の娘は救われるべきではなかったよ」




　それは。

　その言葉だけは、傍はたで見ていた上かみ条じよう当とう麻までさえも。

「ニュイ＝マ＝アサヌール＝ヘカテ＝サッポー＝イザベル＝リリスは蛇足だろう？　その救済があったおかげで、アレイスター＝クロウリーからは『復ふく讐しゆう者しや』という強烈な指向性が失われた。腑ふ抜ぬけが、閉じた世界に夜明けを示す事も叶かなわず光の萎しぼんだ哀れな星よ。もしもここにいるのがブライスロードの戦いからさらに己を磨き続けた孤独な『復ふく讐しゆう者しや』であれば、あるいは俺の凶きよう刃じんを避けて落ち延びるくらいできたかもしれなかったのに」

「……、ザ……」

「愚かなり、不出来な弟子よ。赤子を救ってしまったからこそ、土台を失った貴様はここで死ぬ。敗者アレイスター＝クロウリーの死因とはすなわち蛇足の娘リリスと記されるであろう」

「メぇぇぇイザーぁぁぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああス!!!!!!」

　抱き寄せた上かみ条じようの腕すら振り払い、銀の少女が獣のように吼ほえた。

　だがサミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザースという怪物は勧善懲悪など許さない。

「おかえり、アレイスター」

　周囲を飛び交う象徴武器シンボリツクウエポンの中から杖つえを取り、ドカリと足元を突いて男は告げる。

「霧と魔術と黄金の都、ロンドンへ」

　光すらも。

　音さえも。

　明らかに世界全体がおかしくねじれたのに、上かみ条じようには表現のしようがなかった。ぎちぎちと視線を上げる。周囲を壁で囲まれた、じめっとした墓地の、さらに上。ウェストミンスター寺院を形作るいくつかの尖とがった屋根のてっぺんに、得体のしれない影がいくつも立っていた。




　ポール＝フォスター＝ケイト。

　アーサー＝エドワード＝ウェイト。

　ダイアン＝フォーチュン。

　イスラエル＝リガルディ。

　ロバート＝ウィリアム＝フェルキン。

　そしてメイザースと双璧を為なした『黄金』の重鎮、ウェストコット。

　他にも。

　他にも、他にも。

　他にも、他にも、他にも。




　その影は数十、いやもっと？　ある程度の顔と名前を一致させられたのは、もちろん上かみ条じよう当とう麻まが『窓のないビル』にてブライスロードの戦いで沈んだ世界最大の魔術結社の真実を目撃してきたからだ。いや、正確には当事者アレイスター＝クロウリーが信じて綴つづってきた物語を。

　叫び。激げつ昂こうして、喉笛の一つでも嚙かみ千ち切ぎってやろうかというアレイスターをも、押し戻す。

「おう、ごん……？」

　呆ぼう然ぜんと。

　正しいからこそ信じられない。恐るべき混乱を前に、銀の少女は呟つぶやいていた。

「『黄金』の、魔術結社？？？」

「新参者。貴様とて一九四七年、一度は公的に死んだ身の上だろう。そしてリリスも前提を覆くつがえし、再び歴史に浮かび上がった。こちらには、エイワスと同等かそれ以上の異種高次生命コロンゾンがついている事も忘れるなよ。……そもそも、自分にはできるのに他人にはできないなどと考えるのは、誰でも自由に開発できる魔術という技術体系の基本に反するよなあ？」

　がつっ、と。

　墓場の土を杖つえの先で突いて、メイザースはさらに笑みを深くしていく。

「そして卑ひ怯きようなどとは言わないでくれたまえ。再会を祝して全てを出し切ろう。であるからして、『黄金』を創ったこの俺が、世界最大の魔術結社の人材を含む成果物の全てをぶつけるのは何もおかしな話ではないだろう？」

「……、」

「さあ、ブライスロードをやり直そう。クロウリー、一度はこの俺から全てを奪った者よ!!　嬲なぶり殺ごろしの時間だ、偶然頼みの勝利はもう通じない。『復ふく讐しゆう者しや』という指向性を失い、魔術師としての成長も捨て、くだらん蛇足の赤子を抱えた愚か者が一人でどこまで足あ搔がくか試してやろうじゃあないか!!」

　確かに。

　今のアレイスターは、ブライスロードの戦いを制したアレイスターとは違うかもしれない。銀の少女が一人で抵抗しても、かつての執念がない以上はどこかで倒れてしまうかもしれない。

　だけど。

　だけど、だ。




「よォ」




　死の匂いが、もう一つ。

　現代的なデザインの杖つえをつく学園都市第一位の超レ能ベ力ル者５が、ゆらりと墓地へと現れたのだ。

「どいつもこいつも寄ってたかってクソだらけか、くだらねェ。赤ン坊が蛇足？　救われるべきじゃなかっただと？　……てっきり統括理事長が底の底だと思っていたンだが、この世界はどこまで人をガッカリさせてくれンだ、オイ」

　その肩書きが表に出てきた時点で、上かみ条じようもまた『黄金』と呼ばれる魔術結社に対する返答を見み出いだしていた。

　確かに、魔術や科学なんて言葉はアレイスターが切り分けたものだったのかもしれない。

　所詮はまやかしだったのかもしれない。

　ただし。

　そのまやかしが本当に何も生み出さなかったかと言われれば、答えは否いなだ。そこにどんな邪よこしまな思惑があったとしても、学園都市を一から積み上げていったのは統括理事長のアレイスターだ。超能力開発機関として成長させ、また最先端の科学技術を結集させていったのも。そしてその街に魅力を感じ、多くの人が集まるきっかけを作ったのも。

「メイザース……」

　そして、ついに上かみ条じよう当とう麻まは吼ほえた。

「再会を祝してすべてを出し切ろう、そう言ったな。ならアレイスター、お前も出せよ！　魔術なんてどうでも良い、学園都市の統括理事長としての全てを!!」

　並び立つ。

　第一位と共に、『黄金』を決して容認できなかった銀の少女の左右を固めるようにして。

　最強と最弱から、声を重ねて宣戦布告があった。




「「アレイスターは一人ぼっちじゃない。ヤツの成果物はここにいる!!」」
















　これより第二幕。

『黄金まじゆつ』と学園都市かがくの正面衝突が、いよいよ始まる。
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